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AZUMINO PERMACULTURE WORK SHOP 2007 REPORT

循環型社会モデルを先取りしている舎爐夢（シャロム）ヒュッテを会場に、新しいライフスタイルを考え自

然と共生する生活を築いていくための実践的な技術をともに学ぶ場として2003年より安曇野パーマカル

チャー塾が開催されています。講座は3-12月の毎月1回（1泊2日）年間10回開催されています。食・住・農・

医・エネルギー・コミュニティーなど、暮らしに関わること全般を対象にパーマカルチャーの基本を学びます。

卒業生達は、それぞれの暮らし、地域活動の中にパーマカルチャーを取り入れながら各地で活躍しています。
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パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ビ
ル・

モ
リ
ソ
ン
と
デ
ビ
ッ
ト
・
ホ
ル
ム
グ
レ
ン
が
構
築
し
た
人

間
に
と
っ
て
の
恒
久
的
持
続
可
能
な
環
境
を
作
り
出
す
た

め
の
デ
ザ
イ
ン
体
系
の
こ
と
で
す
。
こ
の
言
葉
は
、
パ
ー

マ
ネ
ン
ト
（
永
久
な
）
と
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
（
農
業
）

あ
る
い
は
カ
ル
チ
ャ
ー
（
文
化
）
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語

で
す
。
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
祖
、
ビ
ル
・
モ
リ
ソ
ン
は
、

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
目
的
を
「
地
球
を
森
で
覆
い
尽
く

す
」
こ
と
と
言
い
ま
し
た
。
人
類
が
永
久
に
存
在
し
続
け

る
た
め
に
、
農
薬
な
ど
で
土
地
を
痛
め
る
こ
と
な
く
、
自

然
の
恩
恵
を
最
大
限
に
受
け
る
こ
と
に
注
力
し
て
い
く
時

代
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
、
伝
統
的
な
農
業
の
知
恵
を
学

び
、
現
代
の
科
学
的
・
技
術
的
な
知
識
を
も
組
み
合
わ
せ

て
、
通
常
の
自
然
よ
り
も
高
い
生
産
性
を
持
っ
た
『
耕
さ

れ
た
生
態
系
』
を
作
り
出
す
と
と
も
に
、人
間
の
精
神
や
、

社
会
構
造
を
も
包
括
し
た
『
永
続
す
る
文
化
』
を
か
た
ち

づ
く
る
手
法
で
す
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
然
の
生
態
系
よ
り
も
生
産
性
の
高

い
「
耕
さ
れ
た
生
態
系（cultivated ecology

）」
を

作
り
出
し
ま
す
。

　

そ
し
て
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
植
物
や
動
物
だ
け
で
な

く
、
建
物
、
水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
、

生
活
全
て
を
デ
ザ
イ
ン
の
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
要
素
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
十
二
分
に
果
た
し
、

互
い
を
搾
取
し
た
り
汚
染
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
永
続
す

る
シ
ス
テ
ム
＝
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
で
、
経
済
的
に
も
成
り
立

つ
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
自
然
を
豊

か
に
し
（
多
様
性
、
生
産
性
）、
人
間
の
生
活
の
質
（
精

神
的
な
充
足
感
）
を
も
豊
か
に
し
ま
す
。

　

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
体
系
を
作
り
上
げ
た
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ビ
ル
・
モ
リ
ソ
ン
は
、
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の

目
的
を
「
地
球
上
を
森
で
埋
め
尽
く
す
」
こ
と
だ
と
言
い

ま
す
。
そ
こ
で
は
人
為
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
生
態
系
を
回

復
し
、
人
間
が
自
然
環
境
に
溶
け
こ
み
、
自
然
の
一
部
と

な
っ
て
生
き
る
姿
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
日
本
の
里
山
や

世
界
の
先
住
民
族
が
し
て
き
た
生
活
で
す
。
そ
れ
を
現
代

的
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
が
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
も
言

え
ま
す
。

つ
ま
り
、
森
羅
万
象
の
関
係
性
を
い
か
に
美
し
く
デ
ザ
イ

ン
す
る
か
、
そ
れ
が
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
目
指
す
と
こ

ろ
だ
と
考
え
ま
す
。

一
、自
然
の
シ
ス
テ
ム
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と

二
、伝
統
的
な
生
活（
農
業
）の
知
恵
を
学
ぶ
こ
と

三
、現
代
の
技
術
的
知
識（
適
正
技
術
）
を
融
合
さ

　

せ
る
こ
と

持続可能な農的暮らしのデザイン

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
！

 

基
本
の

３
つ
の
要
素
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Introduction to Permaculture

　
　
　

  

で
始
ま
っ
た

　
　
　
　
　
　
　

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ビ
ル
・
モ
リ
ソ
ン
と
デ
ビ
ッ
ド
・
ホ
ル
ム

グ
レ
ン
の
ふ
た
り
に
よ
っ
て
体
系
づ
け
ら
れ
た
の
は

有
名
な
話
。
タ
ス
マ
ニ
ア
に
生
ま
れ
た
ビ
ル
は
、
大

地
と
海
と
を
相
手
に
、
漁
師
や
森
林
労
働
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
仕
事
を
し
て
暮
ら
し
て
い
た
。し
か
し
彼
は
、

周
り
の
環
境
が
急
速
に
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

く
。
や
が
て
環
境
保
護
運
動
に
身
を
投
じ
る
が
、
た

だ
反
対
す
る
こ
と
で
は
何
も
変
わ
ら
ず
疲
れ
る
だ
け

だ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
発
想
を
転
換
し
た
。「
N
O

と
言
わ
ず
、Y
E
S
と
言
お
う
!
」
彼
は
反
対
す

る
こ
と
を
止
め
、
失
わ
れ
た
環
境
を
本
来
あ
る
べ
き

姿
に
戻
す
作
業
を
始
め
た
の
だ
。
た
だ
反
対
し
た
り

現
状
を
告
発
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
具
体
的
に
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
を
提
示
し
、
実
践
す
る
。
そ
こ
か

ら
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
始
ま
っ
た
。

　

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
、Perm

anent 

Agriculture  

あ
る
い
はPerm

anent Culture

か
ら
作
ら
れ
た
言
葉
。
し
か
し
、皮
肉
な
こ
と
に
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
人
間
の
人
生
は
永
遠
で
は
な

い
。
彼
ら
が
目
指
し
た
の
は
、
よ
り
永
続
的
な
、
よ

り
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
構
築
だ
っ
た
。

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
実
践
に
決
ま
っ
た
ス
タ
イ
ル

は
な
く
、
目
指
す
方
向
性
が
あ
る
だ
け
だ
。
100
人
い

れ
ば
100
通
り
の
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
あ
る
。で
は

結
局
、パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
は
何
だ
ろ
う
?

　

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
、
❶
自
然
そ
の
も
の
を
観

察
し
、
❷
世
界
中
の
伝
統
的
文
化
の
知
恵
を
学
び
、

❸
現
代
の
知
識
を
融
合
さ
せ
、
全
て
の
人
に
適
応
可

能
な
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
デ

ザ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ

た
常
識
を
再
編
成
し
、
今
ま
で
気
が
つ
か
な
か
っ
た

関
係
性
に
も
目
を
向
け
る
。
あ
え
て
い
う
な
ら
、
森

羅
万
象
の
関
係
性
を
じ
っ
と
見
据
え
、
そ
れ
ら
を
い

か
に
美
し
く
、
気
持
ち
よ
く
配
置
し
、
つ
な
げ
て
行

く
か
。
そ
れ
は
今
ま
で
の
世
界
観
を
根
本
か
ら
、
ラ

ジ
カ
ル
に
変
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
目
指

す
と
こ
ろ
だ
。
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
、
こ
の21

世
紀
の
世
界
を
サ
バ
イ
バ
ル
し
て
い
く
た
め
の
問
題

解
決
の
方
法
と
デ
ザ
イ
ン
の
基
本
的
な
技
術
を
提
示

し
て
い
る
。
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
決
し
て
ひ
と
つ

の
農
法
で
も
な
く
、
の
ん
び
り
し
た
田
舎
暮
ら
し
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
も
な
い
。

　

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
知
る
と
、
あ
な
た
の
人
生

は
多
か
れ
少
な
か
れ
変
わ
る
。
世
界
を
見
る
目
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
出

会
っ
て
会
社
を
辞
め
た
。
こ
ん
な
人
は
も
は
や
普
通

の
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
会
社
を
辞
め
な
く
て
も

い
い
。
今
い
る
場
所
で
で
き
る
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー

が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
を
見
つ
け
、
実
践
す
る
の
は

あ
な
た
自
身
だ
。

　

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
実
践
す
る

上
で
基
本
と
な
る
倫
理
。
倫
理
と
い
う
と
堅
苦
し
い

け
れ
ど
、
価
値
観
と
い
っ
て
も
い
い
。

一
、地
球
へ
の
配
慮-

地
球
の
存
在
な
し
に
、人
間
の

存
在
は
あ
り
得
な
い
。ま
た
、人
間
は
大
地
の
守
り
人
。

二
、
人
へ
の
配
慮-

ま
ず
は
一
番
近
し
い
人
へ
の
配

慮
、
つ
ま
り
自
分
自
身
。
そ
し
て
す
ぐ
隣
に
い
る
恋

人
、
家
族
へ
の
配
慮
。
さ
ら
に
遠
く
の
空
の
下
、
同

じ
地
球
の
空
気
を
吸
っ
て
い
る
人
び
と
へ
。

三
、資
源
を
共
有
す
る-

他
者
か
ら
奪
う
こ
と
な
く
、

分
か
ち
合
う
。 

与
え
合
う
。

　

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
実
践
・
デ
ザ
イ
ン
す
る
と

き
の
基
本
的
な
原
則
。人
間
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

例
に
あ
げ
る
。

❶ 
関
連
性
の
あ
る
配
置
を
す
る

－

適
材
適
所
。
他

者
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
。
❷ 

多
く
の
機
能
を

持
た
せ
る

－

百
姓
で
あ
れ
。で
も
得
意
分
野
も
持
つ
。

❸ 

多
く
の
要
素
が
存
在
す
る

－

様
々
な
個
性
が
存

在
し
た
方
が
豊
か
な
社
会
に
な
る
。
❹ 

効
率
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画

－

移
動
も
効
率
的
に
。
シ
ン
プ
ル

な
生
活
を
。❺ 

生
物
資
源
を
使
う

－

生
き
物
を
使
っ

て
仕
事
を
し
て
も
ら
う
。
実
は
人
間
が
一
番
身
近
な

生
物
資
源
。
自
分
の
体
を
使
お
う
。
❻ 
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
循
環

－

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
循
環
さ

せ
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
垂
れ
流
さ
な
い
。

❼ 

小
規
模
集
約
シ
ス
テ
ム

－

小
さ
く
始
め
、
そ
こ

に
持
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
十
分
つ
ぎ
込
む
。

❽ 

遷
移
と
進
化
を
促
進
さ
せ
る

－

変
わ
る
の
は
今

こ
の
瞬
間
。
❾ 

多
様
性 

－

み
ん
な
が
違
っ
て
い
い
。

10
接
縁
効
果
を
最
大
に

－

触
れ
合
う
こ
と
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
増
幅
す
る
。
11
パ
タ
ー
ン

－

観
察
す
る
こ

と
で
美
し
い
パ
タ
ー
ン
を
見
つ
け
る
。
日
常
の
立
ち

居
振
舞
い
を
見
直
す
。
12
態
度

－

実
は
こ
れ
が
一

番
大
切
。
考
え
方
の
パ
タ
ー
ン
を
変
え
る
。
問
題
は

解
決
だ
。
あ
る
い
は
、
問
題
は
自
分
自
身
の
中
に
あ

る
。
全
て
は
両
方
に
働
く
。
悪
い
こ
と
は
、
良
い
こ

と
で
も
あ
る
。
競
争
で
は
な
く
、
協
力
。
負
荷
を
最

低
に
。
無
理
を
し
な
い
。
怖
れ
る
な
、
し
か
し
注
意

深
く
あ
れ
。
自
然
と
共
に
作
業
す
る
。
人
間
は
支
配

で
き
な
い
。
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
。

 

そ
れ
ぞ
れ
に
適
切
な
関
係
を
持
た
せ
、
互
恵
的
な

集
合
体
に
す
る
。

❶
場
所
の
構
成
要
素 

－

水
、土
、
景
観
、
気
候
、
植

物
・・・ 

❷
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
構
成
要
素 

－

技
術
、
建
物
、

資
源
、外
部
と
の
つ
な
が
り
・・・ 

❸ 

抽
象
的
構
成
要

素 

－

時
間
、
情
報
、
倫
理
・・・ 

❹ 

社
会
的
構
成
要

素 

－

人
び
と
、
公
的
援
助
、
文
化
、
貿
易
・
金 

融
・・・

﹇
デ
ザ
イ
ン
の
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
﹈

デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
く
過
程
は
、
絶
え
ず
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
か
け
な
が
ら
作
業
す
る
。

❶
情
報
を
集
め
る

←

❷
観
察
す
る

←

❸
話
し
合
う

←

❹
実
践
、
実
施
す
る

　

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
実
践
す
る
具
体
的
な
分
野

の
例
を
あ
げ
る
。
以
下
の
項
目
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
が
、
デ
ザ
イ

ン
コ
ー
ス
修
了
者
で
2
年
以
上
の
実
践
を
積
ん
だ

も
の
に
与
え
るD

iplom
a(

学
位)

の
分
野
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
い
っ
て
も
、
田

舎
で
自
給
的
な
暮
ら
し
を
し
な
く
と
も
、
普
段
の
社

会
生
活
の
中
で
実
践
で
き
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
る
。

❶
教
育

－

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
つ
い
て
教
え
る
、  

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
視
点
か
ら
教
え
る
。
あ
ら
ゆ

る
種
類
の
教
育
が
含
ま
れ
る
。  

学
校
、
企
業
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
N
P
O
・・・ 

❷
メ
デ
ィ
ア

－

記
事

に
し
た
り
、
番
組
に
し
た
り
、
パ
ー 

マ
カ
ル
チ
ャ
ー

を
広
め
る
。
❸
サ
イ
ト
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

－

農
場
、
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
な
ど
で
働
く
、
あ 

る
い
は

農
場
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
パ
ー 

マ
カ
ル
チ
ャ
ー

的
に
作
る
。
❹
サ
イ
ト
・
デ
ザ
イ
ン

－

田
舎
で
あ
れ
、

都
会
で
あ
れ
、
パ
ー
マ
カ 

ル
チ
ャ
ー
的
に
土
地
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー 

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
。
❺
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
・
サ
ー
ビ
ス

－

障
害
者
、
老
人
、
ホ
ー
ム

レ
ス
な
ど
に
対 

す
る
ケ
ア
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ガ
ー

デ
ン 

を
作
る
・・・ 

❻ 

金
融
&
ビ
ジ
ネ
ス

－

地
域

雇
用
、
L
E
T
S
、
地
域
通
貨
、
生 

活
協
同
組
合
、

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
促 

進
、
モ
デ
ル
作
り
。
❼

技
術
開
発

－

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
交
通
、

加
工
、
保
全
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
開
発
お
よ
び
実
践
。

❽ 

資
源
開
発

－

天
然
資
源
、
植
物
や
種
子
、
家
畜

な
ど
の
保
存
、
効
果
的
利
用
法
。
❾ 

建
築

－

環
境

に
配
慮
し
た
建
築
の
設
計
、
施
工
。
10
調
査
研
究

－

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
全
般
に
関
す
る
、
実
践
的
、
理

論
的
調
査
研
究
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
？

デ
ザ
イ
ン
の
手
法

人
生
が
変
わ
る
？

つ
の
倫
理

の
原
則

デ
ザ
イ
ン
の
対
象

実
践
の　
　

  

の
分
野
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足
元
を
見
よ
う
。 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
リ
ス
ト
達
は
口
々

に
言
う
「
日
本
に
は
素
晴
ら
し
い
パ
ー
マ
カ
ル

チ
ャ
ー
が
あ
る(

あ
っ
た)
で
は
な
い
か
」
彼
ら
は
、

日
本
の
里
山
文
化
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。日
本
で

か
つ
て
当
た
り
前
に
あ
っ
た
、人
と
自
然
が
有
機
的

か
つ
生
産
的
な
つ
な
が
り
を
持
っ
た
空
間
。
村
落
共

同
体
と
自
然
環
境(

生
物
、田
畑
、
森
や
山
、水
、空

気
な
ど)

が
存
在
し
、人
間
が
周
り
の
環
境
に
働
き

か
け(

食
料
や
建
築
素
材
の
栽
培
・
採
取
、薪
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
、山
林
の
維
持
管
理
な
ど)

、
そ
の

生
活
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
知
恵
や
技
術
を
ベ
ー
ス
と

し
た
永
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
文
化
を
作
り
上

げ
て
い
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
。

も
う
一
度
、
日
本
の
伝
統
を
見
直
し
て
み
よ
う
。

　

数
年
前
か
ら
日
本
で
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
興
味

を
持
つ
人
が
急
に
増
え
て
き
た
。
あ
な
た
も
そ
の
ひ

と
り
だ
。
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
、
何
か
し
な
け

れ
ば
、
と
気
づ
い
た
人
た
ち
が
増
え
て
い
る
。
仲
間

は
た
く
さ
ん
い
る
。
し
か
し
、
始
め
る
の
は
あ
な
た

自
身
だ
。
最
後
に
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
創
設
者
の

ひ
と
り
で
あ
る
デ
ビ
ッ
ド
・
ホ
ル
ム
グ
レ
ン
の
言
葉

を
贈
る
。

地
球
上
で
一
人
ひ
と
り
が
暮
ら
し
方
を
変
え
れ
ば
、

と
て
つ
も
な
い
社
会
的
な
変
革
が
達
成
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
。
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
重
点
が
一
人
ひ

と
り
の
態
度
の
変
革
に
重
き
を
置
く
の
も
そ
の
た
め

だ
。
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
主
張
す
る
変
革
は
底
辺

か
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
内
か
ら
始
ま
る
。
裏
庭
や
家

を
起
点
に
地
域
社
会
、
世
界
、
地
球
、
宇
宙
へ
と
広

が
っ
て
い
く
の
だ
。

－

デ
ビ
ッ
ド
・
ホ
ル
ム
グ
レ
ン

　

あ
る
い
は
逆
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
で
も
あ

る
が
こ
の
言
葉
も
・
・
・

　

あ
な
た
の
為
す
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
無
意
味
で
あ

る
け
れ
ど
、そ
れ
で
も
、や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

世
界
を
変
え
る
た
め
で
は
な
く
、
世
界
に
よ
っ
て
自

分
が
変
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
。

－

マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー

信
州
北
ア
ル
プ
ス
の
山
麓
・
安
曇
野
に
、
舎
爐
夢

(

シ
ャ
ロ
ム)

ヒ
ュ
ッ
テ
が
あ
り
ま
す
。
唐
松
林
を

背
に
安
曇
野
を
見
渡
せ
る
林
の
端
に
あ
り
20
名
程
収

容
で
き
る
白
壁
の
建
物
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
岳
リ

ゾ
ー
ト
を
思
わ
せ
ま
す
。 

宿
の
食
事
に
は
、
自
然
農
・

有
機
農
法
の
畑
で
採
れ
る
野
菜
を
お
出
し
し
て
い
ま

す
。
近
く
に
は
山
や
林
も
あ
り
、
春
の
摘
み
草
の
時

期
や
秋
に
は
採
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の
野
草
が
手
に
入

り
、
自
然
の
有
り
難
さ
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
宿
を

始
め
た
動
機
は
、
少
し
で
も
自
給
自
足
に
近
い
生
活

が
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
豊
富
な
物
質
生
活
は
人

間
を
決
し
て
幸
せ
に
は
し
ま
せ
ん
。
社
会
が
効
率
至

上
主
義
の
も
と
に
専
業
分
業
化
し
て
い
く
中
で
、
物

が
あ
ふ
れ
人
間
性
も
失
わ
れ
、
人
が
歯
車
化
さ
れ
て

い
く
。
私
た
ち
は
そ
の
歪
ひ
ず
み
の
中
に
生
き
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
専
業
分
業
化
の
社
会
を
つ
な

ぐ
も
の
が
お
金
で
あ
り
、
大
変
お
金
の
か
か
る
時
代

に
私
た
ち
は
生
き
て
い
ま
す
。
本
当
は
も
っ
と
シ
ン

プ
ル
に
、
も
っ
と
自
由
に
、
時
間
に
縛
ら
れ
る
こ
と

な
く
豊
か
に
暮
ら
せ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
自
ら
が

汗
し
て
食
べ
物
を
得
、
自
然
に
還
ら
な
い
も
の
は
使

わ
な
い
、
こ
れ
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
自
然
農
を
始

め
て
ず
い
ぶ
ん
経
ち
ま
す
が
、
今
も
定
期
的
に
勉
強

会
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
毎
日
か
ら
行
き
着
い

た
と
こ
ろ
が
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
な
持
続
可
能
な

農
的
暮
ら
し
で
す
。
以
前
か
ら
冬
に
レ
タ
ス
や
ト
マ

ト
な
ど
の
夏
野
菜
を
食
卓
に
供
す
る
こ
と
に
疑
問
を

持
っ
て
い
た
の
で
、
旬
以
外
の
も
の
は
使
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
た
。
主
食
は
無
農
薬
玄
米
の
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
。
朝
食
は
国
内
産
全
粒
粉
の
石
窯
で
焼

く
天
然
酵
母
パ
ン
。
そ
し
て
、
菜
食
メ
ニ
ュ
ー
の
石

窯
ピ
ザ
も
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
舎
爐
夢

(
シ
ャ
ロ
ム)

で
は
ピ
ー
ス
フ
ー
ド
を
提
唱
し
て
い

ま
す
。
何
よ
り
も
無
駄
の
な
い
、
心
地
よ
い
平
和
な

暮
ら
し
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

料
理
の
テ
ー
マ
は
ピ
ー
ス
フ
ー
ド

自
然
の
中
で
季
節
の
恵
み
を
そ
の
ま
ま
い
た
だ
く
こ

と
や
、
畑
を
耕
し
て
食
物
が
で
き
る
喜
び
を
感
じ
る

こ
と
は
、
生
き
て
い
く
力
そ
の
も
の
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。周
辺
で
採
れ
た
旬
の
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
は
、

体
に
と
っ
て
も
自
然
な
こ
と
で
す
。
旬
の
野
菜
は
季

節
に
合
わ
せ
て
体
を
温
め
た
り
、
冷
や
し
た
り
、
毒

を
外
に
出
し
た
り
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
旬
の
も

の
は
ほ
っ
と
す
る
お
い
し
さ
が
あ
る
の
で
す
。
お
店

に
行
け
ば
い
つ
で
も
ど
ん
な
も
の
で
も
手
に
入
る
時

代
で
す
。
土
を
感
じ
な
い
野
菜
、
化
学
調
味
料
と
合

成
保
存
料
が
入
っ
た
食
品
や
お
菓
子
な
ど
、
不
自
然

な
も
の
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち
が
健

康
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
楽
し
く
平
和
に
暮
ら
せ
る

世
界
を
思
っ
て
毎
日
食
事
を
作
っ
て
い
ま
す
。「
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、「
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
」に
対
す
る
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
」
で
な
く
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
た
い
と
い
う
思
い
で
、私
た
ち
は
、

こ
の
料
理
を
「
ピ
ー
ス
フ
ー
ド
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
基
本
と
し
た
「
ピ
ー

ス
フ
ー
ド
」
が
、皆
さ
ん
の
健
康
と
平
和
な
世
界
の

た
め
に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

人
間
も
自
然
も
木
も
、
草
も
虫
も
み
ん
な
仲
間
!

自
然
が
テ
ー
マ
の
エ
コ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

信
州
安
曇
野
の
雑
木
林
に
包
ま
れ
た
小
さ
な
宿
、
舎

爐
夢(

シ
ャ
ロ
ム)

ヒ
ュ
ッ
テ
を
中
心
に
「
自
然
」

が
テ
ー
マ
の
共
同
体
、
シ
ャ
ロ
ム
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
誕
生
し
た
の
は
2
0
0
1
年
3
月
下
旬
の
こ

と
で
す
。
20
世
紀
は
、
経
済
の
効
率
を
最
優
先
に

し
た
競
争
社
会
で
し
た
が
、
21
世
紀
は
自
分
の
利

益
を
追
求
す
る
よ
り
、
自
然
と
共
に
お
互
い
を
生

か
し
支
え
合
う
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
大
切
で
す
。

1
9
7
9
年(

昭
和
54
年)

に
宿
を
オ
ー
プ
ン
し

て
以
来
「
自
然
と
融
合
し
た
暮
ら
し
」
を
目
標
に
し

て
き
ま
し
た
。
仲
間
と
共
に
作
っ
た
新
し
い
共
同
体

に
は
、
自
然
食
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
、
自
然
食

材
を
扱
う
シ
ョ
ッ
プ
、
フ
ェ
ア
ー
ト
レ
ー
ド
の
店
や

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
木
の
お
も
ち
ゃ
、お
す
す
め
の
本
、

八
百
屋
、
パ
ン
屋
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
を
拠
点
に
地
域
の
活
動(

料
理
会
や
自
然
農
の

学
習
会
、
地
域
通
貨
の
研
究
会
な
ど)

が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
2
0
0
2
年
4
月
、
宿
に
隣
接

す
る
雑
木
林
の
中
に
園
舎
を
持
た
な
い
幼
稚
園
「
野

外
保
育
・
森
の
子
」を
、お
母
さ
ん
た
ち
の
手
で
開
園
、

現
在
は
25
人
の
子
ど
も
た
ち
が
野
山
を
駆
け
回
っ
て

い
ま
す
。
暮
ら
し
の
ベ
ー
ス
は
「
耕
さ
ず
、無
肥
料
、

無
農
薬
で
草
や
虫
を
敵
に
し
な
い
」
自
然
農
と
草
生

栽
培
、
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
有
機
農
を
3
反
の

田
畑
で
行
っ
て
い
ま
す
。
生
産
し
て
加
工
消
費
す
る

と
こ
ろ
ま
で
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
で
実
践
。
今

ま
で
効
率
化
の
中
で
失
っ
た
も
の
に
光
を
当
て
な
が

ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
お
金
の
問
題
で
す
。
縁
を
切
っ
て
し
ま

う
よ
う
な
現
実
か
ら
、
再
び
縁
を
結
ぶ
地
域
通
貨

「
安
曇
野
ハ
ー
ト
マ
ネ
ー
」
を
導
入
。
1
9
9
9
年

12 

月
に
、
会
員
約
50
名
で
開
始
。「
安
曇
野
ハ
ー
ト

マ
ネ
ー
」
は
通
帳
式
か
ら
、
財
担
保
証
券
式
、
ピ
ー

ス
ユ
ニ
オ
ン(

銀
行)

の
設
立
と
試
行
錯
誤
を
し
な

が
ら
も
、
地
域
経
済
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る
新
た
な

展
開
を
求
め
て
成
長
、人
の
結
び
つ
き
を
強
め
て
い

ま
す
。
自
然
農
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
、
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
、
地
域
通
貨
、
共
同
体
、
フ
ェ
ア
ー
ト

レ
ー
ド
、
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど
、
21
世
紀
の
循

環
型
社
会
に
必
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
包
み
込
ん
だ
エ

コ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

(

臼
井
健
二)

Introduction to Permaculture

心
地
よ
い
暮
ら
し

さ
あ
、
始
め
よ
う

ひ
と
り
が
変
わ
る
と

世
界
が
変
わ
る
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素
が
多
い
落
ち
葉
を
入
れ
、
使
う
た
び
に
隠
れ
る
く

ら
い
の
落
ち
葉
を
そ
の
つ
ど
入
れ
る
。（
に
お
い
も

出
な
い
）
屋
根
は
、
草
屋
根
で
良
い
香
り
の
す
る
ミ

ン
ト
を
植
え
て
い
る
。

﹇
ス
ト
ロ
ベ
ー
ル
ハ
ウ
ス
﹈

⇧

2
0
0
3
年
の

BeG
ood Cafe

安
曇
野
ス
ト
ロ
ベ
ー
ル
ハ
ウ
ス

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
シ
ャ
ン
テ
ィ
バ
ザ
ー
ル
を
増
築

し
た
際
に
ス
ト
ロ
ー
ベ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
作
り
ま
し

た
。 

基
礎
を
作
り
、
そ
の
上
に
ス
ト
ロ
ベ
ー
ル
ハ
ウ

ス
の
ワ
ラ
積
み
、
竹
を
前
後
左
右
に
結
束
を
し
て
、

ス
ト
ロ
ベ
ー
ル
の
隙
間
を
ワ
ラ
と
土
を
混
ぜ
て
埋
め

る
。 

漆
喰
を
塗
っ
て
完
成
。
自
然
に
還
る
素
材
の
家
。

﹇
自
然
に
帰
る
家
造
り
﹈
2
0
0
6
年
4
期
塾
生

建
築
実
習
作
品
。
み
ん
な
で
協
力
し
合
う
と
こ
ん
な

家
も
完
成
で
き
る
。
今
日
は
や
り
残
し
た
壁
塗
り
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
基
礎
は
版
築
土
と
石
灰
を
混
ぜ

合
わ
せ
突
い
て
固
め
た
も
の 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
自

然
に
帰
ら
な
い
が
版
築
の
基
礎
は
す
ぐ
に
自
然
に
帰

る
。
屋
根
も
板
屋
根
。

﹇
温
室
﹈
キ
ウ
イ
の
利
用 

夏
は
葉
が
し
げ
り
、
日
陰

を
作
っ
て
涼
し
い
。
冬
に
は
、
葉
が
落
ち
、
日
光
の

暖
か
さ
が
入
る (

パ
ッ
シ
ブ
・
ソ
ー
ラ
ー)

ペ
ア
ガ

ま
ず
は
シ
ャ
ロ
ム
の
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
試
み
を

ケ
ン
さ
ん
の
紹
介
で
見
学
し
ま
す
。

森
は
生
態
系
の
と
て
も
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
。
ビ
ル

モ
リ
ス
ン
は
世
界
を
森
で
覆
い
尽
く
す
と
い
っ
て
い

ま
す
。
自
然
と
調
和
し
た
暮
ら
し
を
自
分
の
手
で
作

る
こ
と
は
、
僕
ら
の
創
造
力
を
刺
激
す
る
楽
し
い
作

業
で
す
。
自
分
の
暮
ら
し
の
中
で
、
で
き
る
こ
と
か

ら
実
践
し
て
い
く
。
そ
の
こ
と
が
、
今
あ
る
自
分
の

暮
ら
し
方
を
見
つ
め
直
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

自
分
の
頭
で
考
え
、
手
や
身
体
を
動
か
し
、
い
ろ
い

ろ
な
人
と
つ
な
が
り
、
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
を

作
っ
て
い
く
こ
と
は
、 

あ
っ
た
か
く
て
、
気
持
ち
よ

く
て
、
楽
し
く
、
心
地
よ
い
暮
ら
し
方
な
ん
だ
、
と

い
う
こ
と
を
少
し
で
も
多
く
の
方
と
共
有
で
き
れ

ば
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。（
ケ
ン
さ
ん
）

﹇
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
﹈⇧

上
に
ふ
た
が
あ
る
E
M

ボ
カ
シ
肥
料
専
用
容
器
、バ
ケ
ツ
の
中
に
網
が
あ
り
、

下
に
蛇
口
が
あ
っ
て
水
分
の
分
離
可
能
。
ま
ず
、
炭

シ
ャ
ロ
ム
ツ
ア
ー

午
後
3
時

　

安
曇
野
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
塾
５
期
生
と
な
る

17
人
の
メ
ン
バ
ー
と
６
名
の
講
師
陣
が
シ
ャ
ロ
ム
・

ヒ
ュ
ッ
テ
に
集
合
！
こ
れ
か
ら
毎
月
第
４
土
曜
日
・

日
曜
日
に
集
ま
り
、
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
学
ぶ
仲

間
と
な
り
ま
す
。
年
齢
も
職
業
も
地
域
も
様
々
な
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
り
ま
し
た
。
す
で
に
自
宅
で
畑
・
セ

ル
フ
ビ
ル
ド
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
か
ら
初
心

者
の
人
ま
で
、ど
ん
な
１
年
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

簡
単
な
自
己
紹
介

午
後
1
時
3
0
分

簡
単
な
自
己
紹
介

ど
こ
か
ら
来
た
か
、
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
の
出
会

い
、
仕
事
な
ど

メ
ン
バ
ー
は
カ
イ
さ
ん
、
さ
え
ち
ゃ
ん
、
ホ
リ
さ
ん
、

ブ
ン
さ
ん
、
と
っ
ち
み
ん
先
生
、
ヨ
シ
モ
リ
さ
ん
、

レ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
、
ナ
オ
キ
さ
ん
（
二
人
は
ご
夫
婦
）、

サ
ヨ
ち
ゃ
ん
、
ア
ヤ
ち
ゃ
ん
、
オ
ッ
チ
、
タ
ロ
ウ
さ

ん
、
ユ
キ
さ
ん
、
ユ
キ
ン
コ
、
ア
キ
ラ
さ
ん
、
ヨ
シ

さ
ん
、
マ
ミ
さ
ん
、（
二
人
は
ご
夫
婦
）
講
師
陣
は
、

シ
ャ
ロ
ム
代
表
ケ
ン
さ
ん
、
梅
さ
ん
（
代
表
）、
ゴ

カ
ち
ゃ
ん
（
全
般
・
補
助
）、
国
王
（
建
築
・
棟
梁
）

稲
ち
ゃ
ん
（
農
・
建
築
）、
ナ
ツ
キ
ー
タ
（
事
務
局
）

名
前
を
覚
え
る
た
め
の
ボ
ー
ル
投
げ

ゲ
ー
ム

み
ん
な
で
輪
に
な
っ
て
、
ニ
ッ
ク

ネ
ー
ム
を
呼
び
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
投

げ
な
が
ら
渡
し
て
い
く
。

ボ
ー
ル
を
落
と
し
た
ら
最
初
か
ら

や
り
直
し(

黄
色
ボ
ー
ル
、
亀
の
子

た
わ
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ト
ゲ
ト
ゲ

ボ
ー
ル)

最
初
は1

種
類
の
ボ
ー
ル

で
、
ど
ん
ど
ん
２
種
類
、
３
種
類
と

増
や
し
て
い
く
。
回
す
速
度
も
速
く

す
る
。
あ
わ
て
る
と
落
と
し
て
し
ま

う
の
だ
が
、
よ
り
確
実
に
は
や
く
渡

し
て
い
く
方
法
を
考
え
る
。

１
、
輪
を
小
さ
く
し
て
、
隣
の
人
と

近
づ
き
渡
し
や
す
く
す
る
。
体
を
斜

め
に
す
る
と
近
づ
き
や
す
い
。

２
、
投
げ
て
い
く
順
番
に
、
立
っ
て

い
る
位
置
も
並
び
替
え
て
渡
す
。

　

 

今
日
は
じ
め
て
あ
っ
た
の
で
、

最
初
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
の
だ
が
、

自
分
の
気
に
入
っ
た
名
前
で
何
度
も

呼
び
合
い
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
落
と
さ

な
い
よ
う
に
協
力
し
て
い
る
と
す
こ

し
づ
つ
一
体
感
が
で
て
き
た
。 

最
後

の
並
び
替
え
で
、
あ
ま
り
に
速
く
終

わ
っ
た
の
で
、自
然
と
拍
手
が
で
た
。

単
純
な
ゲ
ー
ム
だ
が
、
体
を
動
か
し

た
せ
い
か
緊
張
感
も
と
れ
て
き
た

し
、
１
回
聞
い
た
だ
け
で
は
な
か
な

か
聞
き
取
り
に
く
い
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム

も
何
度
も
聞
け
て
、
あ
り
が
た
か
っ

た
。「
発
想
の
転
換
で 

こ
れ
だ
け
違

う
！
」
と
実
感
。
工
夫
で
き
る
柔
ら

か
な
頭
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
を

は
じ
め
よ
う
！

使用したのは、黄色いボールとピンクのとげと
げボール（柔らかい素材）とたわしです。視覚
でも触覚でも刺激的です。ゲームを行うことで、
はやく名前も覚えるし、一体感も生まれます。
問題は解決というパーマカルチャーの考えかた
をすばやく体験させてくれるような遊びでした。
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ラ
ス
は
高
価
だ
が
、
建
築
の
時
に
設
計
変
更
が
あ
っ

て
不
要
に
な
っ
た
も
の
を
無
料
で
い
た
だ
く (

普
通

の
ガ
ラ
ス
と
違
っ
て
切
っ
て
使
え
な
い
。
産
業
廃
棄

物)

温
室
は
苗
作
り
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。⇦

﹇
メ
タ
ン
ガ
ス
発
生
装
置
﹈
台
所
の
野
菜
く
ず
に
ト

イ
レ
の
ウ
ン
チ
や
豚
糞
を
入
れ
て
発
酵
。
⇒
メ
タ
ン

ガ
ス
が
発
生(

サ
ブ
シ
ス
テ
ム)

生
活
の
中
に
補
完

シ
ス
テ
ム
を
持
つ
重
要
性
。

⇦

﹇
雨
水
を
貯
め
る
桶
﹈
水
の
再
利
用
。
ぼ
う
ふ
ら
が

発
生
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
金
魚
が
泳
が
せ
る
。
レ

ス
ト
ラ
ン
に
は
中
水
道
の
タ
ン
ク
も
あ
り
ま
す
。

﹇
草
屋
根
・
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
ガ
ー
デ
ン
﹈ 

屋
根
に
草

を
は
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
断
熱
材
と
な
る
。
家
を
立

て
た
分
、
緑
を
還
す
と
い
う
発
想
で
も
あ
り
ま
す
。

﹇
水
・
水
系
の
デ
ザ
イ
ン
﹈ 

外
の
水
道
の
水
は
庭
の

ス
パ
イ
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
池
を
通
っ
て
小
さ
な
水
田
に

流
れ
る
た
め
、
洗
剤
は
使
え
な
い
。

﹇
風
力
発
電
﹈ 

屋
根
の
上
に
ウ
ィ
ン
ド
ミ
ル
型
の
風

力
発
電
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

﹇
石
窯
﹈
ド
イ
ツ
式(

か
ま
ぼ
こ
型)

の
石
窯
で
薪

を
燃
や
す
炉
を
別
に
持
ち
、
パ
ン
を
焼
く
室
は
煙
道

の
一
部
を
大
き
な
室
と
し
て
作
り
、
排
気
で
そ
の
焙

焼
室
を
温
め
る
方
式
。
連
続
し
て
パ
ン
を
焼
く
事
が

可
能
で
、
薪
を
燃
や
す
炉
の
焚
き
口
は
外
部
に
も
う

け 

室
内
側
は
パ
ン
の
出
し
入
れ
の
み
を
す
る
。
ま

た
外
部
か
ら
も
使
え
る
よ
う
に
出
し
入
れ
口
を2

個
持
ち
室
内
と
外
部
か
ら
出
し
入
れ
が
可
能
。
ま
た

上
部
に
燻
製
室 

も
あ
り
。

﹇
マ
ル
チ
暖
炉
﹈
床
暖
房
や
燻
製
作
り
も
こ
な
す
多

機
能
型
の
暖
炉
。
火
室
内
に
は
折
り
畳
み
式
の
焼
網

が
あ
り
、
魚
も
焼
け
る
。
煙
道
か
ら
魚
の
焼
い
た
煙

が
廃
棄
さ
れ
室
内
が
に
お
う
こ
と
も
な
い
。
煙
突
横

の
棚
で
パ
ン
種
の
発
酵
も
可
能
。
し
か
し
、
通
常
の

輻
射
熱
に
よ
る
暖
房
だ
け
で
な
く
、
調
理
、
パ
ン
焼

き
、
床
暖
房
（
シ
ャ
ロ
ム
の
全
館
に
暖
気
を
循
環
さ

せ
る
管
が
通
っ
て
い
る
！
ト
イ
レ
も
あ
っ
た
か
〜
）

も
で
き
る
し
、
燻
製
作
り
ま
で
こ
な
し
て
し
て
し
ま

う
。
冬
の
休
暇
を
利
用
し
、
技
術
専
門
学
校
の
溶
接

科
に
ケ
ン
さ
ん
が
通
い
、
技
術
を
習
得
し
て
完
成
し

た
も
の
。

﹇
土
を
固
め
た
ア
ー
ス
オ
ー
ブ
ン
﹈⇧

薪
小
屋

と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
併
設
の
ア
ー
ス
オ
ー
ブ
ン
。

2
0
0
5
年
P
C
塾
建
築
実
習
の
作
品
。
お
い

し
い
ピ
ザ
や
パ
ン
を
焼
く
事
が
で
き
ま
す
。

﹇
チ
キ
ン
ホ
ッ
ト
ハ
ウ
ス+

ヤ
ギ
小
屋
﹈
2
0
0
4

年
2
期
生
製
作
。
鶏
の
体
温
利
用
で
保
温
す
る
自

動
調
節
の
温
室
。
ニ
ワ
ト
リ
の
生
産
物
と
行
動
を
よ

く
観
察
し
て
利
用
す
る
。

﹇
自
然
農
の
畑
﹈
自
然
農
の
畑
に
は
、
こ
ぼ
れ
た
種

か
ら
増
え
た
植
物
、
残
飯
か
ら
芽
が
出
た
植
物
、
鳥

が
運
ん
で
来
た
種
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
が
い
っ

ぱ
い
。
自
然
農
で
は
虫
や
鳥
や
草
は
敵
と
し
な
い
。

耕
さ
れ
て
い
な
い
土
は
と
て
も
や
わ
ら
か
、
多
種
多

様
な
虫
も
沢
山
住
ん
で
い
ま
す
。

﹇
踏
み
込
み
温
床
﹈
種
を
ま
い
て
発
芽

さ
せ
る
に
は
、水
と
温
度
が
必
要
で
す
。

温
度
は
、種
類
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、

ト
マ
ト
で
25
度
か
ら
30
度
位
で
発
芽
し

ま
す
。
春
先
に
苗
を
植
え
よ
う
と
す
れ

ば
冬
に
に
種
を
ま
き
苗
を
育
て
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
温
度
を
上
げ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
電
熱
線
を
使
わ
ず
に
、
落

ち
葉
や
ワ
ラ
、
コ
メ
ヌ
カ
や
水
な
ど
を

利
用
し
て
、
発
酵
熱
を
作
り
ま
す
。

﹇
キ
ー
ホ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
・
鍵
穴
の
庭
﹈

キ
ー
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
複
雑
な
形
で
囲
い
足
が
入
る

場
所
を
作
り
土
を
踏
み
固
め
な
い
工
夫
を
し
ま
す
。

﹇
タ
イ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
﹈
廃
タ
イ
ヤ
を
利
用
し
ま
す
。

タ
イ
ヤ
の
黒
が
太
陽
の
光
を
集
め
保
温
効
果
が
あ
り

ま
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
を
植
え
る
場
合
は
タ
イ
ヤ

を
積
み
上
げ
て
利
用
し
ま
す
。

﹇
ロ
ッ
ク
ス
パ
イ
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
﹈
石
の
蓄
熱
効
果

を
利
用
し
た
石
の
渦
巻
き
型
の
庭
。⇦

﹇
チ
キ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
﹈⇧

鶏
は
草
や
虫
を
食
べ
、

土
地
を
耕
し
、
フ
ン
を
落
と
し
て
く
れ
ま
す
。
鶏
利

用
の
耕
作
機
で
す
。

﹇
セ
ル
フ
ビ
ル
ド
ハ
ウ
ス
﹈
見
所
い
っ
ぱ
い
の
シ
ャ

ロ
ム
・
ヒ
ュ
ッ
テ
。
建
物
自
体
が
ハ
ー
フ
セ
ル
フ
ビ

ル
ド
で
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
設
計
・
木
の
切
り
出
し
・

製
材
・
組
み
立
て
・
配
管
・
家
具
の
作
成
な
ど
仲
間

の
力
を
借
り
な
が
ら
3
年
が
か
り
で
建
て
た
セ
ル

フ
ビ
ル
ド
ハ
ウ
ス
で
す
。

Azumino Permaculture Workshop-March
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﹇
天
ぷ
ら
油
で
走
る
車
﹈ 

シ
ャ

ロ
ム
の
送
迎
用
の
車
は
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
。
廃
油
を
利
用
し
た

1
0
0
％
植
物
油
S
V
O
で
走

る
車
で
す
。
菜
の
花
を
育
て
、
そ

の
油
で
調
理
し
、
そ
の
廃
油
で
車

が
走
り
、
車
が
出
し
た
C
O
2

を
菜
の
花
が
吸
収
す
る
と
い
う
循

環
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
石

油
と
い
う
化
石
燃
料
の
消
費
社
会

か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
循
環

さ
せ
て
い
く
有
機
的
な
社
会
へ
。

　　

こ
の
他
に
、
建
物
の
周
り
に

は
ハ
ー
ブ
や
花
、
果
樹
な
ど
が
植

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
雑
木
林
や

広
葉
樹
は
切
っ
て
薪
に
し
ま
す

が
、
切
っ
て
根
元
か
ら
芽
が
出
て

2
0
〜
3
0
年
で
更
新
（
萌

芽
更
新
）し
ま
す
。
森
が
若
返
り
、

燃
料
も
自
給
で
き
ま
す
。
食
べ
残

し
が
あ
れ
ば
（
シ
ャ
ロ
ム
レ
ス

ト
ラ
ン
に
は
﹇
ゆ
ず
り
鉢
﹈
が
あ

り
、
苦
手
な
物
が
あ
れ
ば
手
を
つ

け
る
前
に
そ
こ
に
譲
る
、
食
べ
れ

る
人
が
頂
く
）
鶏
の
餌
に
な
っ
た

り
コ
ン
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
肥
料
に

な
る
。
団
地
で
鶏
を
飼
え
ば
ゴ
ミ

問
題
が
な
く
な
り
、
芝
生
を
畑
に

還
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ガ
ー
デ

ン
に
な
る
。
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー

は
ア
イ
デ
ィ
ア
の
宝
庫
。
始
め
ら

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
実
践
に
移
す
事

が
大
切
と
感
じ
ま
し
た
。
心
地
良

い
暮
ら
し
を
自
分
で
作
る
の
は
楽

し
い
で
す
ね
。

種
の
育
て
方

1
直
播
き 

畑
に
直
接
ま
く 

暖
か
い
時
期
に
は
可
能

2
苗
箱 

苗
を
温
室
で
あ
る
程
度
大
き
く
し
て
か
ら
、

　

畑
へ
移
植

 

こ
こ
の
地
域
で
は
気
温
が
低
い
た
め
、
温
室
で
管

理
。 

温
室
の
中
で
発
酵
熱
を
利
用
し
て
暖
め
る　

上

に
箱
を
並
べ
て
育
て
る
。

踏
み
込
み
温
床
の
温
度
を
利
用 

油
か
す
、
米
ぬ
か
、
落
ち
葉
な
ど
を
重
ね
て
い
く
。

60
度
後
半
ま
で
温
度
上
昇
。

1
・
栄
養
分
を
つ
く
る

2
・
生
ご
み
の
処
理

3
・
発
酵
熱
で
発
芽
促
進

※
昔
は
、
温
床
の
上
に
藁
を
し
き
、
そ
の
上
に
体
調

の
悪
い
人
を
寝
か
せ
て
、
身
体
を
温
め
る
治
療
方
法

も
あ
っ
た
と
か
（
P
C
C
J
設
楽
さ
ん
談
）

種
を
購
入
す
る
際
の
注
意

　

種
は
、
在
来
種(

昔
か
ら
そ
の
土
地
で
種
を
取
り

続
け
て
作
ら
れ
て
い
る)

、
固
定
種(

他
か
ら
持
っ

て
き
て
合
っ
て
き
た
も
の
を
選
ぶ)

を
選
ぶ
こ
と
。

F
1
、
交
配
種
は
、
良
い
と
こ
ろ
を
か
け
合
わ
せ

た
人
工
的
な
も
の
。味
が
良
か
っ
た
り
、虫
に
強
か
っ

た
り
す
る
が
、
種
は
良
い
も
の
が
と
れ
な
い
こ
と
が

多
く
、
値
段
が
高
い
。(

種
の
袋
に
書
い
て
あ
る
の

で
注
意
し
て
購
入
す
る
こ
と)

防
虫
の
た
め
、
薬
が

塗
っ
て
い
る
も
の
は
避
け
る(

ピ
ン
ク
色
な
ど
に
塗

ら
れ
て
い
る)

。
植
え
た
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
る

の
で
表
札
（
牛
乳
パ
ッ
ク
を
切
っ
た
も
の
な
ど
を
利

用
）
を
つ
け
る
。
種
ま
き
の
日
付
、
野
菜
の
名
前
を

書
く
。

種
ま
き

　

人
差
し
指
で
一
直
線
に
5
m
m
〜
1
c
m
く

ら
い
の
深
さ
の
筋
を
つ
け
、
1
c
m
間
隔
で
一
粒

ず
つ
丁
寧
に
ま
く
。
手
に
た
く
さ
ん
取
り
す
ぎ
る
と

ま
き
に
く
い
の
で
、
少
量
ず
つ
つ
ま
む
こ
と
。
そ
の

後
、
両
方
か
ら
つ
ま
む
よ
う
に
軽
く
土
を
か
ぶ
せ
、

た
っ
ぷ
り
水
を
や
る
と
き
に
流
さ
れ
な
い
よ
う
に
手

で
押
さ
え
る
。
塗
れ
た
新
聞
紙
を
か
ぶ
せ
て
乾
燥
を

防
ぐ
。
発
芽
後
す
ぐ
に
そ
れ
を
と
る
。

※
種
は
と
て
も
デ
リ
ケ
ー
ト
、
蒔
く
時
は
丁
寧
に
。

発
芽
す
る
ま
で
は
注
意
深
く
扱
う
事
。

※
種
の
袋
は
、
野
菜
の
名
前
を
紛
失
し
な
い
よ
う
に

下
を
切
っ
て
、
薬
袋
を
閉
じ
る
時
の
よ
う
に
三
角
に

折
っ
て
保
管
す
る
。

農
・
種
ま
き

午
後
4
時
3
0
分
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シ
ャ
ロ
ム
ご
は
ん

午
後
6
時

　

種
ま
き
を
終
え
て
、
シ
ャ
ロ
ム
レ
ス
ト
ラ
ン
で
マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
コ
ー
ス
ご
飯
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
ピ
ー
ス
フ
ー
ド
。す
べ
て
お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。

食
事
後
、温
泉（
す
ず
む
し
荘
）、宿
泊
宿
で
あ
る
シ
ャ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
移
動
。

W
hat is M

acrobiotic?

日
本
で
は
「
正
食
」
と
呼
ば
れ
る
「
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク
」(=

仏
語)

と
い
う
言
葉
は
、
3
つ
の

部
分
か
ら
な
り
た
っ
て
い
ま
す
。
M
A
C
R
O(

大

き
な)

B
I
O(

生
命
の)

T
I
Q
U
E(

術)

を
つ

な
げ
て
、「
生
命
を
大
き
な
観
点
か
ら
捕
ら
え
た
健

康
法
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

❶
身
土
不
二 

自
分
が
生
き
て
い
る
土
地
で
と
れ
る

旬
の
食
物
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
土
地
と
季

節
に
あ
っ
た
健
康
な
カ
ラ
ダ
を
つ
く
る
。

❷
一
物
全
体 

食
物
は
全
体
と
し
て
調
和
し
、
不
要

な
も
の
は
な
い
。
玄
米
、
未
精
製
の
砂
糖
、
塩
、
小

麦
粉
、
野
菜
の
皮
、
ア
ク
な
ど
、
で
き
る
限
り
丸
ご

と
の
生
命
を
大
事
に
い
た
だ
く
。

❸
穀
物
菜
食 

穀
物
と
野
菜
を
中
心
と
し
た
伝
統
的

な
食
事
。
主
食
は
穀
物
を
5
と
す
る
と
、
副
食
は

野
菜
や
海
草
が
3
か
ら
4
、
魚
介
類
が
中
心
の
動

物
性
食
品
が
1
か
ら
2
が
目
安
。

❹
陰
陽
の
調
和
「
陽
」
は
収
縮
し
て
い
く
求
心
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
カ
ラ
ダ
を
温
め
る
働
き
。「
陰
」
は

拡
散
し
て
ゆ
く
遠
心
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、カ
ラ
ダ

を
冷
や
す
働
き
。
正
食
で
は
、
こ
の
陰
陽
の
原
理
を

も
と
に
調
理
す
る
。 

❺
正
し
い
食
べ
方
食
べ
物
の
吸
収
・

消
化
、
食
べ
過
ぎ
を
防
ぐ
た
め
に
少

な
く
と
も
30
回
は
噛
む
。

　

陰
陽
調
理
を
の
ぞ
け
ば
、「
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
」
は
日
本
の
伝
統

食
に
似
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
や
日

本
な
ど
の
先
進
国
が
悩
み
と
し
て
抱

え
る
肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
原
因

は
、
動
物
性
食
品
の
食
べ
過
ぎ
に
よ

る
も
の
。
だ
か
ら
こ
そ
、
動
物
性
食

品
を
控
え
た
低
カ
ロ
リ
ー
な
「
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
」
が
、
健
康
&
美

容
食
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

　

他
の
生
命
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、

私
た
ち
の
カ
ラ
ダ
が
作
ら
れ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
感
謝
し
、
丸
ご
と
命
を
い

た
だ
く
。

（
A
L
L A
B
O
U
T
よ
り
抜
粋
）

  

　

夕
食
の
後
は
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
関
す
る
ビ
デ

オ
鑑
賞
。
テ
レ
ビ
朝
日
で
放
映
さ
れ
て
い
る
﹇
素
敵

な
宇
宙
船
地
球
号
﹈
で
放
送
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
の
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
番
組
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

あ
る
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
取
り
組
む
家
族
の
取
り

組
み　

購
入
し
た
土
地
は
土
壌
が
良
く
な
か
っ
た
の

で
、
鶏
を
放
し
飼
い
、
鶏
が
土
を
引
っ
か
き
、
鶏
ふ

ん
で
土
壌
改
良
・
生
き
物
の
習
性
を
効
率
よ
く
利
用
・

土
壌
養
分
流
出
を
防
ぐ
た
め
、
農
園
周
辺
に
バ
ナ
ナ

(

5
m
以
上
の
深
さ
の
根)

で
囲
む
。
化
学
肥
料
・

農
薬
は
、
土
壌
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。
こ
こ
は
熱

帯
性
な
の
で
、
み
か
ん
は
ふ
つ
う
育
た
な
い
が
、
さ

つ
ま
い
も
を
一
緒
に
植
え
る
と
、
さ
つ
ま
い
も
が
乾

燥
を
防
い
で
く
れ
て
育
つ
。
工
夫
を
重
ね
て
豊
か
な

農
地
と
し
、
毎
日
の
食
事
に
生
か
す
。

企
業
の
利
益
優
先
に
疑
問
。
鮮
度
が
落
ち
て
い
る
も

の
が
多
い
。
新
鮮
な
も
の
が
少
な
い
。
バ
リ
ー
・
グ
ッ

ド
マ
ン
さ
ん 

は
気
温
30
度
以
上
で
も
エ
ア
コ
ン
な

し
で
暮
ら
す
。
風
が
入
る
窓
の
下
に
、
ヤ
シ
・
シ
ダ

を
植
え
る
。
そ
こ
を
通
っ
た
涼
し
い
風
が
反
対
側
の

上
の
窓
か
ら
で
て
い
く
。
電
気
は
使
わ
な
い
。
洗
濯

で
使
っ
た
水
が
バ
ス
ル
ー
ム
を
通
っ
て
、
ご
み
と
一

緒
に
外
に
流
れ
て
い
く
。
そ
こ
に
ヤ
シ
・
シ
ダ
が
あ

る
の
で
水
遣
り
の
手
間
が
省
け
る
。
暮
ら
し
を
工
夫

す
る
事
で
地
球
に
負
担
の
か
け
な
い
生
活
を
す
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
マ
レ
ニ
ー
で
の
取
り
組
み
。
20

年
前
に
林
業
の
衰
退
で
過
疎
化
。
ジ
ル
・
ジ
ョ
ー
ダ

ン
が
町
の
復
興
の
た
め
、
独
自
の
融
資
を
考
え
た
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
ユ
ニ
オ
ン
。
新
し
い
持
続
可
能
な
パ
ー

マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
仕
事
、
有
機
野
菜
づ
く
り
、
販
売

へ
の
融
資
を
優
先
。
こ
れ
ま
で
の
銀
行
と
違
っ
て
、

本日のメニュー：赤アマランサスのタラモサラダ風、キノコとにんにくのスープレモングラス風味、野沢菜まぜご飯、
れんこんとひえのバーグ甘夏おろしソース、デザートは苺のムースと自家製玄米甘酒 + 玄米コーヒー

ビ
デ
オ
鑑
賞

宇
宙
船
地
球
号(

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
事
例)

午
後
8
時
3
0
分

利
益
よ
り
も
持
続
可
能
を
促
進
す
る
か
ど
う
か
を
優

先
し
て
融
資
の
対
象
と
す
る
。
貧
し
い
人
や
高
齢
者

に
も
利
用
で
き
る
。
地
域
通
貨(

エ
コ
マ
ネ
ー) 

労

働
交
換(

そ
う
じ
、
料
理)

を
行
う
。
暮
ら
し
や
す

い
町
と
評
判
に
な
り
、
8
0
0
人
程
度
の
死
ん
だ

よ
う
な
町
が
25
年
ほ
ど
で
1
5
0
0
0
人
の
町
に

生
き
返
り
、
活
性
化
し
て
い
き
、
現
在
で
は
、
そ
の

取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
、
観
光
収
入
も
得
て
い
る
。

そ
の
他
、
女
性
達
の
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め

の
「
マ
ウ
ン
テ
ン
・
フ
ェ
ア
ー
女
性
啓
発
コ
ー
プ
」

人
道
主
義
を
ベ
ー
ス
と
し
た
子
ど
も
達
の
教
育
機
関

「
リ
バ
ー
・
ス
ク
ー
ル
」
町
の
情
報
発
信
交
流
組
織

と
し
て
ラ
ジ
オ
「
マ
レ
ー
ニ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ラ

ジ
オ
」
地
元
芸
術
家
達
の
作
品
販
売
「
ピ
ー
ス
・
オ

ブ
・
グ
リ
ー
ン
」
町
の
テ
ー
マ
性
の
高
い
話
題
を
取

り
上
げ
話
し
合
う
「
マ
レ
ー
ニ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。

﹇
梅
ち
ゃ
ん
談
話
﹈
広
い
土
地
が
な
い
と
パ
ー
マ
カ

ル
チ
ャ
ー
が
で
き
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

物
の
考
え
方
で
あ
る
。 

循
環 

多
様
性 

調
和 

自
然

へ
の
配
慮 

人
へ
の
配
慮 

余
剰
物
の
分
配
た
と
え
ば
、

暑
い
夏
に
、
窓
際
に
蔓
性
植
物
を
植
え
て
涼
し
く
す

る
。
余
っ
た
お
か
ず
を
わ
け
る
。
雨
水
を
た
め
、
植

木
鉢
の
水
遣
り
に
使
う
な
ど
地
球
の
負
担
を
小
さ
く

す
る
よ
う
な
考
え
方
を
す
れ
ば
よ
い
。
難
し
く
考
え

ず
に
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
よ
う
！
（
初
日
報
告
・

Y
.
S
）

オーストラリア・ニュージーランドには有
数のパーマカルチャーコミュニティーがあ
る。中でも有名なのはオーストラリア北東
部のクリスタルウォーターズとオー南東部
にあるマレニー。

ジル・ジョーダン 1978年ジル・
は仲間達とコーポラティブを
立ち上げた。クレジットユニ
オン・地域通貨LET'Tなど独自
のコミュニティー作りによっ
て町を活性化することに成功。

Azumino Permaculture Workshop-March
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コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
建
設
予
定
地
見
学
天
気
は
小

雨
。
予
定
地
確
認
の
前
に
昨
夜
遅
く
到
着
さ
れ
た

下
川
さ
ん
の
自
己
紹
介
、
み
ん
な
の
簡
単
な
自
己

紹
介
が
あ
り
、
寝
起
き
の
頭
の
た
め
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ(

グ
ー
・
チ
ョ
キ
・
パ
ー
体
操)
か
ら
2

日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。ま
た
、

朝
の
集
合
に
遅
れ
る
人
が
い
る
と1

日
全
体
の
進

行
が
遅
れ
る
と
い
う
注
意
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
早
速
シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
テ
ィ
裏
の
コ
ン
ポ
ス
ト
ト

イ
レ
予
定
地
を
確
認
し
ま
し
た
。 

予
定
地
で
は
、
梅

崎
さ
ん
か
ら
ト
イ
レ
の
大
き
さ(

1
間
×
4
尺=

約
1
8
0
0
m
m
×
約
1
2
0
0
m
m)

が
提

示
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
「
間(

け
ん)

」
や
「
尺(

し
ゃ

く)

」「
寸(

す
ん)

」
の
単
位
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
復
習
す
る
と
、1

間=
6

尺
、1

尺
は

10

寸
に
な
り
ま
す
。
1
寸
が
3
0
.
3
m
m
な

の
で
、
1
尺
は
3
0
3
m
m(

約
3
0
c
m)

と

な
り
ま
す
。
ト
イ
レ
の
設
置
に
際
し
て
は
、
大
き
さ

だ
け
で
な
く
、
向
き
も
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
地
形
を
観
察
し
た
り(

や
や
斜
面

に
な
っ
て
い
る)

、
風
の
向
き
を
確
認
し
た
り
し
ま

し
た(

正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
南
風
が
強
い)

。

ま
た
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
テ
ィ
の
建
物
か
ら
、
ト
イ
レ

の
ほ
う
へ
デ
ッ
キ
が
つ
な
が
る
こ
と
、
ト
イ
レ
予
定

地
の
や
や
下
に
浄
化
槽
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
も
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

予
定
地
を
観
察
し
て
い
る
最
中
に
も
、
今
回
の
施
主

で
あ
る
臼
井
朋
子
さ
ん
か
ら
「
レ
イ
ン
ボ
ー
・
ヴ
ァ

レ
ー
・
フ
ァ
ー
ム
の
ト
イ
レ
を
参
考
に
」な
ど
と
い
っ

た
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
テ
ィ
と
は
ネ
パ
ー
ル
語
で
「
平
和
の

家
」
と
い
う
意
味
で
す
。

予
定
地
確
認
後
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
テ
ィ
内
に
戻
り
、

施
主
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て「
与
件
の
整
理
」

を
行
い
ま
し
た
。

与
件
の
項
目(

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト)

1.
施
主
に
関
す
る
情
報

①
氏
名:

臼
井
朋
子
さ
ん　

②
職
業:
ペ
ン
シ
ョ

ン
オ
ー
ナ
ー　

③
建
築
施
設
を
利
用
す
る
人
の
構

成(

属
性
・
関
わ
り
方):

お
散
歩
の
会(

親
子
15
組

=

30
人
程
度)

の
時
、
外
で
遊
ん
で
い
る
時
に
使

う
。
毎
月
2

・

3
回
、
20
人
く
ら
い
の
小
学
生
が

使
う
。
夏
場
を
中
心
と
し
た
宿
泊
者(

平
均
2

・

3

組=
5

・

6
人)

が
デ
ッ
キ
か
ら
直
接
来
る
。

※
井
戸
水
が
涸
れ
た
時
の
予
備(

補
完
シ
ス
テ
ム
】

④
住
所:

池
田
町
大
字
会
染
5
5
2
の
1(

あ
い

ぞ
め
と
い
う
素
敵
な
名
前)　

⑤
生
活
信
条:

循
環

の
あ
る
暮
ら
し
、
楽
し
く
心
地
よ
く
暮
ら
す　

⑥
食

習
慣:

20
年
間
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン(

健
二
さ
ん
、
子
ど

も
た
ち
も
含
め)

宿
泊
者
に
つ
い
て
は
自
炊+

朝

食
の
み
提
供
。
子
ど
も
た
ち
は
主
に
2
人(

小
学

6
年
と
2
年
、
高
校
生
の
お
子
さ
ん
は
寮
生
活)

2.
建
築
施
設
に
つ
い
て

①
整
備
し
よ
う
と
思
っ
た
動
機
・
大
事
に
し
た
い
点

建
築
実
習

コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ

午
前
6
時
3
0
分

○
ト
イ
レ
は
外
で
も
気
持
ち
よ
く
で
き
る
○
行
き

た
く
な
る
よ
う
な
ト
イ
レ(

明
る
い
イ
メ
ー
ジ
↑
外

の
ト
イ
レ
っ
て
大
体
暗
い
の
で
）
○
掃
除
が
し
や
く

(

カ
ビ
は
気
に
な
る)

、ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
イ
メ
ー
ジ(

か

わ
い
く
て
も
良
い)

○
機
械
は
で
き
る
だ
け
使
わ
ず

シ
ン
プ
ル
に
、か
つ「
し
く
み
」
が
見
え
る
方
が
良
い

②
整
備
に
使
用
で
き
る
敷
地
に
つ
い
て(

広
さ
、
方

位
、
斜
度
、
風:

季
節
別
の
方
向
・
季
節
別
の
強
さ
・

台
風
の
頻
度
な
ど)

・
前
述
・
現
地
確
認
の
と
こ
ろ

を
参
照
。
雪
に
つ
い
て
は
積
も
っ
て
も
2
0
〜

3
0
c
m
程
度
。
地
す
べ
り
地
帯
に
指
定
さ
れ
て

い
る
が(

あ
ま
り
気
に
し
な
く
て
良
い
・
健
二
さ
ん

談)

。
③
必
要
な
機
能
と
利
用
方
法

○
固
液
分
離
が
良
い
の
で
は(

固
体
は
コ
ン
ポ
ス

ト
、
液
体
は
浄
化
槽
へ)

。
○
固
体
は
ス
コ
ッ
プ
で

か
き
出
し
て
、
畑
で
堆
肥
と
し
て
使
う(

運
ぶ
必
要

あ
り)

。
○
夜
間
用
の
照
明
が
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
。

○
小
さ
い
子
だ
と
3
歳
く
ら
い
の
子
が
使
う
の
で
、

洋
式
の
ほ
う
が
使
い
や
す
い
○
井
戸
水
が
使
え
な
い

時
も
あ
る
の
で
、
手
洗
い
の
水
の
確
保
も
必
要
。

④
敷
地
内
に
あ
る
資
源

・
井
戸
水
、
畑
、
倒
木(

製
材
し
て
デ
ッ
キ
に
使
う)

⑤
整
備
予
算

材
料
費
等
20
万
円(

参
考:

森
の
家
も
20
万
く
ら
い
、

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
は
12
〜
13
万
円
程
度)

⑥
明
ら
か
な
問
題
点
・
整
備
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

○
泥
ん
こ
で
入
っ
て
く
る
と
床
が
汚
れ
る
。
○
設
置

場
所
近
く
に
あ
る
カ
ラ
マ
ツ
の
葉
が
入
っ
て
く
る
の

も
掃
除
が
大
変
。
○
あ
る
程
度
、
作
り
や
す
さ
も
優

先
し
て
も
ら
っ
て
よ
い
。
○
水
が
止
ま
る
こ
と
が
あ

る
の
を
前
提
と
し
て
整
備
す
る
。

⑦
整
備
さ
れ
て
い
る
イ
ン
フ
ラ

・
浄
化
槽
・
現
状
は
未
設
置
だ
が
、
デ
ッ
キ
が
つ
な

が
る
こ
と
を
前
提
と
す
る

⑧
未
整
備
だ
が
、
必
要
と
な
る
イ
ン
フ
ラ

・
夜
の
照
明
・
手
洗
い
の
水

午
前
7
時
4
5 

分

与
件
の
整
理(

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー)

を
終
了
し
、
シ
ャ

ロ
ム
へ
移
動
。
シ
ャ
ロ
ム
到
着
後
、
朝
食(

自
然
酵

母
の
パ
ン
、
ス
ー
プ
、
玄
米
コ
ー
ヒ
ー)

午
前
9
時
3
0
分

建
築
実
習
続
き

(

コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
の
ア
イ
デ
ア
出
し
、
全
体
工
程)

❶
全
体
工
程
の
確
認

今
回
の
実
習
で
つ
く
り
あ
げ
る
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ

の
ア
イ
デ
ア
出
し
に
先
立
ち
、ま
ず
梅
崎
さ
ん
よ
り
、

全
体
の
工
程
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

3
月 

ヒ
ア
リ
ン
グ
・
ア
イ
デ
ア
出
し
。  

4
月 

プ

ラ
ン
決
定(

宿
題
の
持
ち
寄
り
）。  

5
月 

製
図
・
墨

付
け
6
月 

材
の
刻
み
一
。  

7
月(

農
業
実
習)

8

月(

ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ)

。  

8
月 

材
の
刻
み
二 

。 

9

月 

棟
上
げ
、
屋
根
・
外
壁 

。 

10
月 

外
壁(

続
き)

・

内
装
。
11
月 

内
装
仕
上
げ
。  

12
月
安
曇
野
ギ
ャ
ザ

リ
ン
グ(
修
了) 

今
回
の
講
座
の
8
割
に
出
席
す
れ
ば
、
修
了
証
、

8
割
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
は
受
講
証
が
授
与
さ

れ
ま
す
。

　

畑
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ア
イ
デ
ア
出
し+

共
有
、

全
体
で
発
表
ま
ず
一
人
ひ
と
り
が
ア
イ
デ
ア
を
考

え
、
そ
れ
を
畑
の
グ
ル
ー
プ
内
で
共
有
し
、
グ
ル
ー

プ
内
の
方
向
性
や
異
な
る
ア
イ
デ
ア
が
出
て
い
る
所

を
全
体
で
発
表
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
ポ
イ

ン
ト
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

1
班:

け
し
き
を
大
切
に
す
る
。雨
水
利
用
の
時
に
、

水
を
浄
化
す
る
植
物
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

2
班:

地
す
べ
り
地
帯
な
の
で
安
全
対
策
を
重
点
に

す
る
。
大
便
と
小
便
を
分
け
る
こ
と
を
考
え
る
。

3
班:

コ
ン
ポ
ス
ト
の
運
搬
に
台
車
を
使
う
。

4
班:

レ
イ
ン
ボ
ー
ヴ
ァ
レ
ー
フ
ァ
ー
ム
の
事
例
を

参
考
に
、
壁
に
瓶
を
埋
め
込
ん
で
あ
か
り
と
り
に
し

た
り
、
草
屋
根
・
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
傾
斜
屋
根
等
。

こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ア
も
参
考
に
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

で
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
に
つ
い
て
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

ま
と
め
た
も
の
を
次
回
ま
で
の
宿
題
と
し
て
持
参
す

る
と
い
う
事
で
建
築
実
習
終
了
。
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正
午

昼
食

野
沢
菜
ピ
ザ
！
玄
米

ダ
ー
ル
カ
レ
ー

玄
米
コ
ー
ヒ
ー
。

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

午
前
1
1
時
3
0
分

　

梅
崎
さ
ん
よ
り
、鶏
の
イ
ン
プ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
を
事
例
と
し
て
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
鶏
に
と
っ
て
は
イ
ン
プ
ッ
ト

(

例:

生
ご
み)

で
あ
っ
て
も
そ
れ
は
人
間
の
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
で
あ
っ
た
り(

鶏
卵
は
そ
の
逆)
、
鶏
の

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト(

例:

熱)

を
チ
キ
ン
ホ
ッ
ト
ハ
ウ

ス
で
活
用
し
た
り
と
い
っ
た
循
環
の
考
え
方
を
学
び

ま
し
た
。

　

シ
ャ
ロ
ム
・
ヒ
ュ
ッ
テ
で
は
、パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー

の
考
え
方
に
基
づ
い
た
様
々
な
「
し
か
け
」
が
見
ら

れ
ま
す
が
、
今
回
は
水
・
栄
養
分
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

3
つ
に
つ
い
て
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
の
見
方
で
分

析
し
ま
す
。
参
加
者
の
希
望
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
希
望
の
方
が
多
く
、
水
1
グ
ル
ー
プ
、

栄
養
分
1
グ
ル
ー
プ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
2
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

発
表
・
水
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
中
水
道
の
活
用
が

施
設
内
の
循
環
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、栄
養
分
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、

生
ご
み
や
糞
尿
の
堆
肥
化
が
栄
養
分
の
循
環
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。（
報
告
時

の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
ペ
ー
ジ
下
部
の
写
真
）
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
か

ら
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
は
難
し
い
と
い
う
雰
囲

気
が
伝
わ
り
ま
し
た
が
、一
つ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、

薪
や
植
物
油
の
利
用(

車)

が
二
酸
化
炭
素
排
出
フ

リ
ー
に
な
る
こ
と
や
草
屋
根
や
ペ
ア
ガ
ラ
ス
と
い
っ

た
工
夫
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
に
つ
な
っ
て
い

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

午
後
1
時
3
0
分

農
・
畑
で
の
種
ま
き

午
後
2
時
3
0
分

　

今
回
は
昨
年
か
ら
残
っ
て
い
る
畝
を
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
、
じ
ゃ
が
い
も
と
葉
物
の
種
ま
き
を
し
ま
し

た
。
種
ま
き
の
実
演
と
あ
わ
せ
て
、
健
二
さ
ん
か
ら

自
然
農
が
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
超
え
る
と
い
う
お

話
も
あ
り
ま
し
た
。

農
実
習
の
後
、
感
想
シ
ー
ト
を
記
入
し
、
感
想
な
ど

一
言
づ
つ
述
べ
て
第
一
回
P
C
塾
は
終
了
！
お
つ

か
れ
さ
ま
！
報
告
は
簡
単
に
以
上
で
す
が
、
私
の
感

想
と
し
て
、
初
め
て
シ
ャ
ロ
ム
・
ヒ
ュ
ッ
テ
に
伺
い
、

ま
ず
水
や
空
気
、
そ
し
て3

度
の
食
事
が
お
い
し

い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
生
ご
み
の
堆
肥

化
・
ガ
ス
化
、
中
水
道
な
ど
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
重
要

性
に
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
実
習
で
は
、
な

か
な
か
稲
野
さ
ん
、
臼
井
さ
ん
の
よ
う
な
手
つ
き
に

な
ら
ず
、
い
も
1
個
、
種
1
筋
で
も
非
常
に
苦

労
し
て
植
え
、
蒔
き
ま
し
た
。
発
芽
か
ら
収
穫
ま
で

が
非
常
に
楽
し
み
で
す
。
皆
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
二
日
目
報
告
・
増
原
直
樹
）

各
班
で
作
成
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト　

右
上
・
左
上
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環 

右
下
・
栄
養
分
の
循
環 

左
下
・

水
の
循
環　

循
環
の
見
え
る
暮
ら
し
は
心
地
良
い
。

Azumino Permaculture Workshop-March

シ
ャ
ロ
ム
の

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
分
析
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Azumino Permaculture Workshop-April

今
回
は
欠
席1

名(

れ
い
な
さ
ん)

、
日
曜
か
ら
の

参
加
3
名(

ア
キ
ラ
さ
ん
、
さ
え
さ
ん
、
カ
イ
さ

ん)

。
そ
し
て
新
た
に
2
名(

よ
し
さ
ん
、
ま
み
さ

ん)

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、に
ー
な
さ
ん
、

村
さ
ん
が
補
講
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
発
表
、
自
己
紹
介
の
後
、
ニ
ー
ナ

さ
ん
に
よ
る
ヨ
ガ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
。
太
陽
礼
拝
で
体

を
ほ
ぐ
し
て
、
講
座
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

午
後
1
時
3
0
分

我
が
家
の
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン

午
後
2
時

自
宅
の(

水
、
栄
養
分
、
エ
ネ
ル
ギ
ー)

の
循
環
に

つ
い
て
、
各
自
A
4
の
用
紙
に
ま
と
め
て
発
表
。

自
宅
で
は
あ
ま
り
循
環
し
て
い
な
い
と
い
う
発
表
も

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
一
方
で
、
か
な
り
循
環
さ
せ

て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。
特
に
、
太
陽
光
と
空
気
の

流
れ
を
考
え
て
家
を
自
作
!)

、
薪
風
呂(

五
右
衛

門
風
呂)

を
使
っ
て
い
る
人(

ぶ
ん
さ
ん)

、く
ど(

か

ま
ど)

を
購
入
し
今
後
は
も
っ
と
薪
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
た
い
と
い
う
人(

と
し
あ
き
さ
ん)

、
な
ど
。

水-

雨
水
を
野
菜
の
水
や
り
に
。
皿
洗
い
し
た
水
を

野
菜
の
泥
落
と
し
に
。
地
下
水
の
利
用
。
風
呂
の
残

り
湯
を
洗
濯
に
。

有
機
物-

コ
ン
ポ
ス
ト(

ダ
ン
ボ
ー
ル
、
ミ
ミ
ズ
な

ど)

を
設
置
し
て
堆
肥
作
り
。

エ
ネ
ル
ギ
ー-

水
を
入
れ
た
ヤ
カ
ン
を
外
に
出
し
、

太
陽
光
で
暖
め
る
。
夜
間
の
冷
え
す
ぎ
を
防
止
用
に

菜
園
の
石
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
太
陽
光
を
蓄
熱
さ
せ

る
。
夏
の
暑
さ
対
策
と
し
て
つ
る
性
植
物
で
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
を
作
っ
て
い
る
。
ソ
ー
ラ
ー
充
電
タ
イ

プ
の
乾
電
池
を
使
う
。
お
が
く
ず
、
灰
、
木
炭
を
畑

へ
。
お
が
く
ず
を
鳥
小
屋
、
犬
小
屋
へ
。
廃
油
を
着

火
剤
と
し
て
。
日
当
た
り
の
良
い
家
に
引
越
。

　

今
回
の
宿
題
に
は
他
に
も
う
ひ
と
つ
『
コ
ン
ポ
ス

ト
ト
イ
レ
の
コ
ン
セ
プ
ト
デ
ザ
イ
ン
&
プ
ラ
ン
』

と
い
う
の
も
あ
り
、
前
日
の
夜
遅
く
ま
で
か
か
っ
て

寝
不
足
と
い
う
人
が
ち
ら
ほ
ら
。(

自
分
も
そ
の
一

人
で
す)

　

レ
ポ
ー
ト
の
内
容
も
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
で
し
た

が
、
そ
れ
以
上
に
レ
ポ
ー
ト
の
作
り
方
に
個
性
が
現

れ
て
い
て
面
白
か
っ
た
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

人
、
カ
ラ
ー
で
作
っ
た
人
、
丁
寧
で
見
や
す
い
イ
ラ

ス
ト
を
描
い
た
人
な
ど
。 

個
人
的
に
は
「
日
当
た
り

の
良
い
家
に
引
越
」
と
い
う
の
は
、
す
ご
く
腑
に
落

ち
ま
し
た
。
照
明
費
と
暖
房
費
の
節
約
、
と
い
う
の

も
あ
り
ま
す
が
、
日
当
た
り
の
良
い
家
は
そ
れ
だ
け

で
気
分
が
良
く
な
り
そ
う
。
良
い
で
す
よ
ね
、
日
当

た
り
の
良
い
家
。
実
際
に
は
、
日
当
た
り
の
良
さ
だ

け
で
引
っ
越
し
た
り
は
し
な
い
と
思
う
け
ど
、「
家

を
自
分
で
作
り
変
え
て
い
く
」、
と
い
う
以
外
に
も

「
快
適
な
家
に
引
っ
越
す
」
と
い
う
の
も
エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
な
生
活
の
選
択
肢
と
し
て
ア
リ
な
ん
だ
な
ぁ
、

な
ん
て
こ
と
も
考
え
ま
し
た
。
あ
と
、
前
回
の
講
座

が
終
わ
っ
て
か
ら
コ
ン
ポ
ス
ト
を
使
い
始
め
た
、
と

い
う
人
が
何
人
か
い
ま
し
た
。
自
分
は
、こ
の
1
ヶ

月
何
も
し
て
な
か
っ
た
こ
と
を
痛
く
反
省
。
や
り
ま

す
、
や
り
ま
す
。
コ
ン
ポ
ス
ト
く
ら
い
は
す
ぐ
に
始

め
ま
す
！

橋
本
家
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環　

風
呂
水
を
洗
濯
水
と

し
て
再
利
用
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
。
生
ゴ
ミ
コ
ン
ポ
ス
ト

が
あ
る
家
も
多
か
っ
た
。
雨
水
の
利
用
も
す
ぐ
に
取

り
組
め
る
の
で
、
す
ぐ
取
り
入
れ
た
い
。

農
実
習

苗
床
か
ら
ポ
ッ
ト
へ
移
植

午
後
3
時
3
0
分

　

前
回
の
講
座
で
苗
床
に
蒔
い
た
種
か
ら
芽
が
出

て
い
ま
し
た
。(

ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
キ
ャ
ベ
ツ
で
し

た
っ
け
?)

そ
れ
を
一
本
づ
つ
箸
で
土
ご
と
と
っ

て
、ポ
ッ
ト
に
移
し
替
え
ま
し
た
。
箸
を
使
う
の
は
、

指
で
や
る
よ
り
も
根
を
傷
つ
け
な
い
か
ら
だ
そ
う
で

す
。(

フ
ォ
ー
ク
で
も
可
。)

ポ
ッ
ト
の
土
は
今
回

は
買
っ
て
き
た
土
で
す
。
畑
の
土
を
使
う
と
様
々
な

芽
が
出
て
ど
れ
が
野
菜
の
芽
か
分
か
ら
な
く
な
る
か

ら
で
す
。ポ
ッ
ト
に
移
し
替
え
た
ら
土
を
押
さ
え
て
、

ジ
ョ
ウ
ロ
で
水
を
た
っ
ぷ
り
与
え
ま
す
。 

信
州
で
は

5
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
ま
で
、
霜
が

降
り
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
苗
を
畑
に
植
え
る
の
は

そ
れ
以
降
に
な
り
ま
す
。
も
し
外
に
出
す
場
合
は
ビ

ニ
ー
ル
を
か
け
ま
す
。 

種
は
一
度
に
全
部
蒔
か
ず
、

2
週
間
ほ
ど
時
期
を
ず
ら
し
て
次
々
と
蒔
い
て
い

く
と
、
収
穫
時
期
も
ず
れ
る
の
で
何
度
も
収
穫
が

楽
し
め
ま
す
。
1
週
間
の
差
で
は
短
い
そ
う
で
す
。

今
回
、キ
ャ
ベ
ツ
は
助
長
気
味(

も
や
し
気
味)

だ
っ

た
よ
う
で
す
が
、元
気
に
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
ま
す
。

そっと箸で根を傷つけないようにすくい、ポットに移す。デリケートなので優しく行おう！移し変えたら、土をしっかり押さえて、芽が動かないようにし水をたっぷり与える。
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今
年
度
の
建
築
実
習
で
製
作
す
る
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ

レ
の
①
コ
ン
セ
プ
ト
デ
ザ
イ
ン (

ト
イ
レ
の
特
徴
を

表
現
す
る
コ
ン
セ
プ
ト)

②)
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン 

(

水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
有
機
物
が
ど
の
よ
う
に
流
れ
、

循
環
し
て
い
く
の
か)

③
ア
イ
テ
ム
デ
ザ
イ
ン (

ト
イ
レ
の
仕
組
み
を
説
明

す
る
簡
単
な
ス
ケ
ッ
チ)

をA
4

用
紙
に
ま
と
め
て
、
発
表
。

各
自
発
表
の
後
、
共
通
し
て
出
て
き
た
ア
イ
デ
ア
等

を
皆
で
抽
出
し
ま
し
た
。

・
コ
ン
セ
プ
ト　

快
適
、
ま
た
行
き
た
く
な
る

・
コ
ン
ポ
ス
ト
の
方
式　

大
便
小
便
分
離
、
二
槽
式

(

片
方
の
便
層
に
溜
ま
っ
た
ら
も
う
ひ
と
つ
の
便
層

を
使
う)

、
ミ
ミ
ズ
コ
ン
ポ
ス
ト

・
雨
水
利
用　

濾
過
す
る
、タ
ン
ク
位
置(

上
、床
下)

、

ポ
ン
プ
利
用

・
床　

タ
イ
ル
、
テ
ラ
コ
ッ
タ
、
ビ
ン
の
底
、
ゴ
ミ

の
吐
き
出
し
口
を
つ
け
る
、
ハ
エ
取
り
ト
ラ
ッ
プ

・
屋
根　

天
窓
、
手
割
り
シ
ン
グ
ル
、
草
屋
根
・
ソ
ー

ラ
ー
ラ
イ
ト

・
大
小
便
座(

子
供
用
の
便
座
を
用
意)

・
ソ
ー
ラ
ー

チ
ム
ニ
ー

・
そ
の
他　

花
畑
、
ハ
ー
ブ
、
廃
水
処
理
バ
イ
オ
ジ

オ
フ
ィ
ル
タ
ー(

植
物
に
よ
っ
て
有
機
物
を
濾
過)

、

鳥
居
の
設
置
（
ト
イ
レ
は
神
聖
な
場
所
？
）
?
 こ

こ
に
は
挙
が
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
ん
な
ア
イ

デ
ア
も
出
た
の
で
列
挙
し
ま
す
。

(

何
人
分
か
の
レ
ポ
ー
ト
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
の

で
、
抜
け
落
ち
て
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
と
、
2

日
目
か
ら
参
加
の
方
の
ア
イ
デ
ア
も
書
い
て
お
き
ま

す)

ス
ロ
ー
プ
を
つ
け
る
、
竹
な
ど
自

然
素
材
の
利
用
、
コ
ン
ポ
ス
ト
を
運
び

出
せ
る
よ
う
台
車
を
使
う
、
タ
イ
ヤ
を

付
け
る
、
座
を
ボ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
に
、

ベ
ン
チ
風
に
、
ボ
ト
ル
ウ
ォ
ー
ル
、
床

下
か
ら
も
光
が
透
過
す
る
、窓
だ
ら
け
、

前
後
ど
ち
ら
で
も
使
え
る
便
器
、
子
供

用
に
便
器
も
2
個
、
風
力
利
用
、
円

形
の
建
物
、
ク
リ
ヤ
ー
屋
根
、
細
い
竹

を
通
し
た
窓
、
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
、
漆

喰
の
壁
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
ト
ー
ン
と
モ

ル
タ
ル
の
土
台
、
壁
に
は
か
わ
い
い
イ

ラ
ス
ト
、コ
ン
ポ
ス
ト
に
漬
物
樽
利
用
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
の
よ
う
に
回

転
す
る
コ
ン
ポ
ス
ト
、
子
供
が
遊
べ
る

よ
う
机
を
つ
け
る
、
自
転
車
発
電
、
バ

イ
オ
ガ
ス
ト
イ
レ(

照
明
に
ガ
ス
利
用)

午
後
5
時

休
憩
＆
温
泉
（
す
ず
む
し
荘
）

午
後
6
時
3
0
分

夕
食
・
シ
ャ
ロ
ム
ご
飯

ア
マ
ラ
ン
サ
ス
の
タ
ラ
モ
サ
ラ
ダ
風
、

も
ち
粟
の
チ
ャ
ウ
ダ
ー 

セ
ロ
リ
の
香

り
、
春
の
香
の
混
ぜ
ご
は
ん
、
た
か
き

び
の
ハ
ン
バ
ー
グ 

B
B
Q
ソ
ー
ス
、

り
ん
ご
の
タ
ル
ト
&
玄
米
コ
ー
ヒ
ー
、

美
味
し
い
！

コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
の

コ
ン
セ
プ
ト
ワ
ー
ク
＆
プ
ラ
ン

午
後
4
時
3
0
分
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夜
の
森
に
入
っ
て
自
然
を
観
察
す
る
実
習
で
す
。

森
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
動
物
が
い
ま
す
。
そ
れ
ら

を
驚
か
さ
な
い
よ
う
、
で
き
る
だ
け
静
か
に
森
に
入

り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
方
法
と
し
て
ま
ず
フ
ォ
ッ
ク

ス
ウ
ォ
ー
ク
と
い
う
歩
き
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。
後

ろ
の
足
に
体
重
を
乗
せ
た
ま
ま
、
踵
↓
小
指
側
↓
親

指
側(

全
体)

の
順
に
足
を
地
面
に
付
け
、
静
か
に

前
の
足
に
体
重
を
移
し
て
い
き
ま
す
。
ひ
ざ
に
は
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
挟
ん
で
い
る
感
じ
で
。

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
に
は
、「
野
生
動
物
に
気

づ
か
れ
な
い
よ
う
に
、
そ
ー
っ
と
近
づ
い
て
タ
ッ
チ

し
て
逃
げ
る
」
と
い
う
遊
び
が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ

れ
が
熊
の
場
合
も
あ
る
と
か! 

ク
イ
ズ

「
野
生
動
物
に
気
づ
か
れ
な
い
た
め
に
は
、
1
歩
進

む
の
に
何
秒
か
け
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
?
」
答

え
は
66
秒
。
1
分
で
は
微
妙
に
早
い
そ
う
で
す
。

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
の
学
校
を
主
宰
し
て
い
る
ト
ム
・
ブ

ラ
ウ
ン
Jr
氏
に
よ
る
と
、
自
然
の
中
に
入
る
時
の
ポ

イ
ン
ト
は

①slow
 dow

n (

ゆ
っ
く
り
歩
く)

②get dow
n (

低
い
視
点
で
見
る
、
あ
る
い
は
上

を
見
る)

③silence (

静
か
に)　

だ
そ
う
で
す
。

さ
て
、
一
人
ず
つ
小
さ
な
シ
ー
ト
を
手
渡
さ
れ
、
希

望
者
は
タ
ビ
ッ
ク
ス(

足
袋
型
の
靴
下)

を
借
り
て

履
き
、
シ
ャ
ロ
ム
の
横
に
あ
る
小
さ
な
森
に
静
か
に

入
っ
て
行
き
ま
し
た
。
2
グ
ル
ー
プ
で
輪
に
な
り
、

中
心
に
ロ
ウ
ソ
ク
を
灯
し
、
右
目
を
隠
し
て
左
目
で

炎
を
し
ば
ら
く
見
つ
め
ま
し
た
。
そ
し
て
炎
を
消

し
、
右
目
と
左
目
で
周
囲
の
見
え
方
の
違
い
を
比
べ

て
み
ま
し
た
。 

炎
を
見
つ
め
て
い
た
左
目
で
は

全
体
に
暗
く
、
人
の
顔
が
識
別
出
来
な
い
程
な

の
に
対
し
、
隠
し
て
い
た
右
目
で
は
人
の
顔
も

よ
く
見
え
ま
し
た
。
赤
外
線
で
見
て
い
る
よ
う

だ
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
僅
か
な
時
間

で
右
目
の
方
は
暗
闇
に
順
応
し
た
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
自
然
の
中
に
入
る
と
人
間
の
感
覚
は

研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い
く
。
野
性
に
対
す
る
人
間

の
適
応
能
力
も
ま
だ
ま
だ
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な

い
よ
、
と
い
う
実
験
で
し
た
。

そ
の
後
、バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
森
の
中
に
入
り
、

気
に
入
っ
た
場
所
に
シ
ー
ト
を
敷
き
、
好
き
な

姿
勢
で
静
か
に
過
ご
し
ま
し
た
。
15
分
程
し
た

ら
ま
た
集
合
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
感
想
を
言
い
合

い
ま
し
た
。

個
人
的
に
は
、
枯
葉
の
上
が
思
っ
た
よ
り
も
暖

か
か
っ
た
こ
と
、
風
の
音
や
枝
の
擦
れ
る
音
が

や
け
に
鮮
明
に
聴
こ
え
た
こ
と
、
下
か
ら
見
上

げ
る
と
木
が
風
で
す
ご
く
揺
れ
て
い
る
の
が
分

か
り
「
木
っ
て
強
い
な
ぁ
」
と
思
っ
た
こ
と
、

な
ど
が
記
憶
に
残
っ
て
ま
す
。（
初
日
報
告
・

林
太
朗
）

ナ
イ
ト
ハ
イ
ク

午
後
7
時
4
5
分

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー

ツ
ア
ー
報
告

                         

午
後
9
時

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
ジ
ャ
パ
ン
主
催
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
&
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
旅

行
に
参
加
し
て
き
た
ゆ
き
ん
こ
に
そ
の
時
の
様
子
を

ス
ラ
イ
ド
で
報
告
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
は

今
年
1
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
催
さ
れ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
リ
ス
タ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
ズ
、
マ
レ

ニ
ー
な
ど
い
く
つ
か
の
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
イ
ト

や
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
を
訪
ね
た
そ
う
で
す
が
、
今
回
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
レ
イ
ン
ボ
ー
バ
レ
ー
フ
ァ
ー

ム
に
限
定
し
て
の
報
告
と
な
り
ま
し
た
。

ジ
ョ
ー
と
ト
リ
シ
ュ
が
作
っ
た
レ
イ
ン
ボ
ー
バ
レ
ー

フ
ァ
ー
ム
。
こ
の
土
地
を
観
察
し
て
い
る
時
に
湧

き
水
が
で
る
場
所
を
見
つ
け
こ
こ
に
住
む
事
を
決

め
た
。
そ
こ
か
ら
農
場
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
っ
た
。

様
々
な
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
た
農
場
は
と
て
も
機
能

的
で
快
適
そ
う
。
自
宅
か
ら
一
番
近
い
Z
O
N
E
 

1
 は
「
キ
ー
ホ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
」
母
屋
の
前
に
広

が
る
ガ
ー
デ
ン
、
こ
こ
の
野
菜
が
食
卓
に
並
び
ま

す
。他
に
育
苗
室
や
チ
キ
ン
ホ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
が
あ
る
。

Z
O
N
E
 1
 は
、毎
日
、心
を
か
け
る
場
所
。次
は
、

様
々
な
果
樹
が
混
植
さ
れ
て
い
る 

Z
O
N
E
 2
。 

Z
O
N
E
 3 

は"A
gro Forestry" 

ア
グ
ロ
フ
ォ

レ
ス
ト
リ
ー
木
を
植
え
て
、
そ
の
下
で
動
物
を
飼
っ

て
い
ま
す
。
Z
O
N
E
 4
植
樹
し
た
林
と
、
牧

草
地
や
が
て
森
に
還
っ
て
ゆ
く
場
所
。
Z
O
N
E
 

5
 ・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
原
産
の
植
物
の
森 
ブ
ッ

シ
ュ
。
Z
O
N
E
1
の
家
の
周
り
は
芝
生
の
庭
が

広
が
り
、
家
の
近
く
か
ら
順
に
、
テ
ラ
ス
、
保
冷
庫
。

そ
し
て
、
育
苗
室
、
鳥
小
屋
、
ト
イ
レ
、
物
置
と
配

置
さ
れ
て
い
る
。
芝
生
の
向
こ
う
に
は
、
野
菜
ガ
ー

デ
ン
。
そ
の
配
置
の
そ
れ
ぞ
れ
が
的
確
で
、
人
の
動

き
の
導
線
が
よ
く
配
慮
さ
れ
て
い
て
、使
い
や
す
い
。

そ
し
て
何
よ
り
、美
し
い
。「
機
能
的
な
デ
ザ
イ
ン
は
、

美
し
い
」 

と
い
う
こ
と
を
実
感
。
温
か
な
食
卓
。
そ

し
て
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
は
、
心
が
休
ま
る
。
心
地
よ

い
の
も 

”
美
味
し
い
” 

の
ス
パ
イ
ス
。
J
o
e
 は

話
す
。
自
分
の 

m
i
s
s
i
o
n
 は
、
若
い
人

に
新
鮮
な
水
を
の
こ
す
こ
と
、
若
い
人
に
新
鮮
な
食

物
を
の
こ
す
こ
と
、
若
い
人
に
平
和
を
伝
え
る
こ
と

自
分
の
技
術
を
伝
え
て
い
き
た
い
、
知
恵
、
知
識
を

死
ぬ
ま
で
深
め
て
い
き
た
い
。

　

J
o
e 

が
言
う
「
虫
や
菌
や
害
も
あ
る
。(

け

れ
ど)

自
然
は
自
ら
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
ゆ
く
。」

「
そ
れ
を
い
じ
る
と
、
い
い
も
の
も
わ
る
く
な
る
」

ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
・
食

食
べ
物
を
ど
の
よ
う
に
と
る
か 

料
理
を
す
る
か 

ス

ト
ッ
ク
す
る
か
中
庭
で
収
穫
し
、
キ
ッ
チ
ン
で
調
理

し
、
保
存
庫
で
保
存
す
る
。
流
れ
る
よ
う
に
、
場
所

も
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
環
の
な
か
で
考

え
て
ゆ
くPicking  - Cooking - Eating

運
ぶ
、

包
装
す
る
、
の
エ
ネ
ル
ギ
ー =

 

フ
ー
ド
マ
イ
ル
が

か
か
っ
て
い
な
い=

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
お
い
し
い
！

　

生
ゴ
ミ
は
、
ミ
ミ
ズ
コ
ン
ポ
ス
ト
に 

動
物
の
飼

料
に
。
卵
の
殻
は
、
粉
々
に
し
て
ニ
ワ
ト
リ
の
飼
料

に
ま
た
戻
る
。
ま
た
新
し
い
卵
を
生
む
と
き
の
殻
に

役
立
ち
ま
す
。
肉
類
の
ゴ
ミ
に
は
、
ぼ
か
し
肥
を
混

ぜ
る
と
臭
い
も
出
な
い
。
ガ
ス
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
多

く
使
う
か
ら
、
で
き
る
だ
け
効
率
的
に
。
お
湯
を
沸

か
し
て
お
料
理
に
、
冷
め
て
き
た
お
湯
は
、
食
器
洗

い
に
。
一
度
で
何
度
で
も
。

＆
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メ
ッ
セ
ー
ジ
性
に
あ
ふ
れ
た 

R
V
F　

伝
え
て
ゆ
く
こ
と

も
大
切
に
し
て
い
る
の
が
わ
か

る
。「
生
き
て
い
る
あ
い
だ
に

使
っ
た
紙
の
ぶ
ん
、
木
を
植
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」「
数
千

本
の
木
を
ね
」
人
と
自
然
を
別

だ
と
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
人
が
自
然
を

ど
ん
ど
ん
破
壊
す
る
の
を
み
て

き
た
か
ら
。
だ
け
ど
、こ
こ
は
、

ち
が
い
ま
し
た
。
人
と
自
然
が

と
も
に
あ
り
ま
し
た
。

人
間
っ
て
す
ご
い
な
、そ
ん
な
気
持
ち
が
嬉
し
く
て.

"Think glob
ally act locally"

地
に
足
を
つ
け
、
世
界
を
み
つ
め
て
い
る
。

言
葉
で
な
く
て
も
、
伝
わ
る
も
の
。
力
強
く
て
や
さ

し
い
。
J
o
e
 は
そ
ん
な
人
。
ゆ
っ
く
り 
J
o
e
 

の
話
を
聴
き
ま
す
。
R
V
F
 に
つ
い
て
「
小
さ
な

宇
宙
の
よ
う
で
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」「
生
き
て
ゆ
く
知
識
が
必
要
と
さ
れ

る
こ
と
が
近
づ
い
て
い
る
」"Life Respect"

「
多
く
の
命
を
こ
ろ
し
て
生
き
て
き
た
」

「
生
命
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、
収
奪
す
る
の

で
は
な
く
常
に
与
え
て
い
き
た
い
」「
命
と
い
う
も

の
を
信
じ
て
い
ま
す
」「
私
は
こ
の
土
地
の
め
ん
ど

う
を
み
て
い
く
だ
け
」「
そ
し
て
、
若
い
人
た

ち
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
」

"Perm
aculture is perfect for m

e"

人
に
や
さ
し
く 

自
然
と
と
も
に
生
き
る
こ
と

持
続
可
能
な
生
活
は
、
あ
る
意
味
、
自
分
の
す

べ
て　

学
び
な
が
ら
持
続
可
能
な
こ
と
を
作
り

出
し
て
い
る　

自
給
自
足
も 

そ
の
な
か
の
ひ

と
つ　

な
ん
の
ゴ
ミ
も
だ
さ
な
い 

デ
ザ
イ
ン

を
よ
り
よ
く
し
て
ゆ
く

cycle thinking

ECO
L.F 

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

ど
れ
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
い
る
か

TRU
E CO

STIN
G

ど
れ
だ
け
の
リ
タ
ー
ン

が
得
ら
れ
た
か

9:

1

　

食
べ
物 
1

カ
ロ
リ
ー
を
得
る
の
に

(O
U
TPU

T)

、
9
カ
ロ

リ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
う(IN

PU
T)

と
い

わ
れ
て
い
る
。PC

は
、

そ
れ
を
1:

1
 そ
し
て

1:

2(O
U
TPU

T

が

タンクがトイレの下に設置され、何百万匹のミミズが住んでいます。

ミミズは、日々自分の体重と同じ量の有機物を食べる。有機物を速く

分解し、量を少なくしてくれます。ほんとうに大活躍。「世界の腸」ミ

ミズ。1kgが、10gのミミズのフンになります。そうしてできたコン

ポストが、土に還り、肥料となって、バナナやポポの木を育ててくれ

ます。右も農園の中にあるトイレ。

2)

へ
と
。
私
た
ち
は
、
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
持
続
可
能
と
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
ゆ

く
こ
と
持
続
可
能
性
の
た
め
に
必
要
な
法
則
は
、
い

ち
ど
使
っ
た
も
の
を
元
に
戻
す
こ
と
で
す
。

今
あ
る
、
再
生
不
能
な
も
の
は
、
地
球
に
は
も
と
も

と
存
在
し
ま
せ
ん
。
過
去
2
0
0
年
の
歴
史
の
な

か
で
、
人
間
は
多
く
の
ゴ
ミ
を
つ
く
っ
た
。

　
﹇
繋
が
る
暮
ら
し
﹈
と  

﹇
壊
し
て
ゆ
く
暮
ら
し
﹈ 

ど
っ
ち
が
い
い
？
レ
イ
ン
ボ
ー
バ
レ
ー
は
ア
イ
デ
ィ

ア
が
沢
山
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
沢
山
の
刺
激
を
頂

き
ま
し
た
！

オーブン オーブンの熱も家全体を暖めてくれます。 瓶の再利用・明かり取りになります。

写真 + テキストは、ユキンコブログ［天上の青］より抜粋　http://sorayuki-1.blog.drecom.jp/category_22/
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農
実
習
・
種
ま
き

午
前
6
時

ま
ず
は
、
昨
日
の
移
植
し
た
苗
を
、
ワ
ラ
の
温
床 

”

あ
っ
た
か
ベ
ッ
ト
” 
に
い
れ
ま
し
て
・
・
・
ビ
ニ
ー

ル
を
か
け
て
あ
げ
て
、
保
温
し
ま
す
。"

チ
キ
ン
ト

ラ
ク
タ
ー" 

ニ
ワ
ト
リ
朝
で
す
。
鳴
い
て
ま
す
。 

自

然
農
で
は
、
耕
せ
ば 

耕
す
ほ
ど
短
期
で
は
プ
ラ
ス

に
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

長
期
で
は
マ
イ
ナ
ス
に 

畑
に
な
が
ー
く
向
き
合
っ
て
ゆ
く
の
な
ら
ど
ち
ら
が

い
い? 

自
然
に
か
な
っ
て
い
る
か? 

答
え
は
自
然
の

な
か
に
あ
る
。
人
間
が
い
な
く
な
れ
ば
や
が
て
は
森

に
な
る
。
す
べ
て
用
意
さ
れ
て
い
る 

調
和
し
て
生

き
る
こ
と
。

大
切
な
こ
と 

3
つ

・
持
続
可
能 

・
多
様
性 

・
調
和

草
と
共
生
す
る
、 

草
を
活
か
す

植
物
は
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
固
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
唯
一
の
も
の
。 

自
然
農
の
畑
が
、「
人
と
し
て
の

生
き
方
」を
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。
自
然
農
は
、ほ
っ

た
ら
か
し
な
の
で
は
な
い
。自
然
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
。

全
て
は
用
意
さ
れ
て
い
る
。

 

種
ま
き

① 

鎌
で
、
草
を
切
り

な
が
ら
刈
り
ま
す

②
草
を
横
に
ど
け
、
表

土
を
1
セ
ン
チ
か
く

と
草
の
種
も
こ
こ
に
は

な
く
な
り
ま
す

③
土
の
表
面
を
ち
ょ
っ

と
た
た
い
て
凹
凸
を
な

く
す(

種
が
競
争
し
な

い)④
種
を
蒔
く
。
種
に

よ
っ
て
筋
ま
き
な
ど
、

蒔
き
方
を
選
ぶ

 

⑤
土
を
か
け
、
手
で

土
を
押
さ
え
る 

地
表

と
の
接
点  

種
に
水
分

が
届
く

⑥ 

草
を
か
け
る 

保

湿
。
鳥
か
ら
守
る
。
枯

れ
て
来
た
と
こ
ろ
か
ら

芽
が
で
る

や
さ
し
く
種
ま
き

種
ま
き
あ
と
に
土

を
押
さ
え
る
た
り
、

h
u
g
す
る
み
た
く

草
を
か
け
る
こ
と
は
、

ふ
わ
っ
と
お
ふ
と
ん
み

た
く
。
芽
が
出
て
、
草

を
と
っ
て
あ
げ
る
の

は
、
夕
方
か
曇
り
の
と

き
に
、
急
に
明
る
い
と

芽
も
お
ど
ろ
い
ち
ゃ
う

よ
。種
蒔
き
は
、ひ
じ
ょ

う
に
デ
リ
ケ
ー
ト
。

小
杉(

し
ゃ
ぼ
ん
玉
王
国
国

王)

さ
ん
か
ら
建
築
の
基
礎

の
お
話
で
す
。

カ
ン
タ
ン
??
な
家
作
り 

と

い
う
こ
と
で
、
ま
ず
、
知
っ

て
お
く
こ
と
の
3
つ

長
さ
の
単
位
を
覚
え
る

(

尺
貫
法
に
お
け
る
長
さ
の

単
位)

日
本
の
昔
か
ら
の
長

さ
「
尺
」
丈
、間
、「
尺
」、寸
、

分
、
厘 

一
尺=

3
0
3
m
m

 
六
尺=

一
間

一

寸=
 

3
0
.
3
m
m 

一
寸
法
師
は
3
セ
ン
チ

一
分=

 

3
.
0
3
m
m　

一
厘=

 
0
.
3
m
m

尺
か
ら
厘
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
1
/
1
0
ず
つ
小
さ
く

な
っ
て
ゆ
く

六
尺
×
六
尺=

1

坪(

面
積

の
単
位
、
坪)

日
本
の
建
築
は
資
材
に
至

る
ま
で
、
現
在
も
「
尺
」
を

使
っ
て
い
る
。
図
面
に
は
、

メ
ー
ト
ル
法
で
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
実
際
は
尺
で
な
さ

れ
て
い
る
。「
尺
」
は
メ
ー

ト
ル
に
な
お
す
と
端
数
が
で

る
。
そ
の
端
数
が
日
本
人
に

は
「
し
っ
く
り
」
く
る
。
美

し
さ
を
感
じ
る
「
尺
」
の
あ

ん
ば
い
。

建
築
実
習

午
前
8
時
3
0
分

矩(

さ
し
が
ね)

を
使
お
う

大
工
・
建
具
職
人
な
ど
が
用
い
る
直
角
に
曲
が
っ
た

金
属
製
の 

L 

字
形
の
物
差
し
。
角
が
厚
く
作
っ
て

あ
る
の
が
、
良
い
指
矩
。
墨
を
つ
け
る
と
き
に
厚
み

が
あ
る
と
木
材
に
滲
ま
な
い
た
め
。

表
目
は
、
実
寸
。

角
目
は
、
√
2
 さ
ん
か
く
の
対
角
線

丸
目
は
、
円
周(

直
径
×
3
.
1
4)

火
打
梁
に
す
る
木
材
の
長
さ
を
出
す
と
き
に
角
目
を

は
か
る
と
す
ぐ
わ
か
る
。
な
ん
て
か
し
こ
い
道
具
な

の
で
し
ょ
う
。
昔
な
が
ら
に
そ
れ
が
分
か
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
す
ご
い
。

 

い
ろ
は
に
ほ
へ
と 

を
覚
え
る

木
材
に
「
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
」
と
「
一
二
三
四
五
」

を
組
み
合
わ
せ
て
各
木
材
に
印
を
つ
け
る
と
、
組
み

合
わ
せ
が
カ
ン
タ
ン
に
分
か
り
ま
す
。
い
ろ
は
を
覚

え
よ
う
!

「
い
ろ
は
に
ほ
へ
と 

ち
り
ぬ
る
を 

わ
か
よ
た
れ
そ 

つ
ね
な
ら
む　

　

う
ゐ
の
お
く
や
ま 

け
ふ
こ
え
て 

あ
さ
き
ゆ
め
み
し 

ゑ
ひ
も
せ
す
」(

色
は
匂
へ
ど 

散
り
ぬ
る
を 

我
が
世
誰
ぞ 

常
な
ら
む　

有
為
の
奥

山 

今
日
越
え
て 

浅
き
夢
見
し 

酔
ひ
も
せ
ず)

　

〜 

花
の
色
は
鮮
や
か
だ
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
は

散
っ
て
し
ま
う
よ
う
に　

 

私
の
生
き
て
い
る
こ
の

世
で
、
誰
が
変
わ
ら
ず
に
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
か

  

無
常
の
こ
の
世
を
山
を
越
え
る
ご
と
く
、
今
日
も

暮
ら
し
て
い
き　

は
か
な
い
夢
な
ど
見
ず
、
酒
に

酔
っ
て
す
ご
し
た
り
は
す
ま
い 

〜

構
造
部
材
の
名
前
を
覚
え
る
布
基
礎
、
土
台
、
根
太
、

垂
木(

同
じ
木
材
で
も
、
あ
る
場
所
に
よ
っ
て
名
前

が
違
う)

通
柱
、
管
柱
、
桁
、
梁 

火
打
梁

 

伝
統
構
法
「
ぬ
き
」
の
例

在
来
構
法 

耐
震
の
た
め
に
・
建
築
の
基
本
柱
と
柱

に
ト
ラ
ス
、
す
じ
か
い
を
。 

す
じ
か
い
だ
け
で
は
、

引
き
に
は
弱
い
。
火
打
梁
を
。 

こ
れ
で
す
じ
か
い
だ

け
だ
と
、
引
き
抜
こ
う
と
す
る
力
に
対
応
。
こ
れ
で

大
丈
夫
。
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コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
の
建
築
プ
ラ
ン
。

昨
日
の
各
自
の
プ
ラ
ン
を
ふ
ま
え
、「
心
地

よ
さ
」「
機
能
」
な
ど
、
ど
う
し
て
も
こ
こ

は
は
ず
せ
な
い
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
で
、
班
を

つ
く
り
、
ア
イ
デ
ア
を
結
集
し
て
プ
ラ
ン
を

ま
と
め
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
。
各
班

の
プ
ラ
ン
が
出
た
と
こ
ろ
で
、
臼
井
さ
ん
、

施
主
の
朋
子
さ
ん
も
交
え
て
、
プ
ラ
ン
を
検

討
し
て
ゆ
き
ま
す
。

母
屋
か
ら
み
て
縦
長
の
か
た
ち/

片
屋
根

/

天
窓/

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル/

板
葺
き
の
屋

根 

な
ど
。
根
本
の
枠
組
み
が
決
ま
り
ま
し

た
！
（
報
告
・
ゆ
き
ん
こ
）

各
班
に
分
か
れ
て
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
の
プ

レ
ゼ
ン
。
そ
れ
ぞ
れ
の
班
の
い
い
所
や
予
算

の
関
係
な
ど
を
ま
と
め
て
固
ま
っ
た
プ
ラ
ン

が
左
上
の
図
面
。

建
築
プ
ラ
ン
の
発
表
と
検
討

午
後
2
時

決
定
し
た
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
の
建
築
プ
ラ
ン

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

午
後
1
時

　

欠
席
者:

た
ろ
う
さ
ん
、
な
お
き
さ
ん
、
ア
キ
ラ

さ
ん　

夜
か
ら
参
加:

さ
え
さ
ん　

第4

期
補
講
生:

丸
山
さ
ん
、
山
神
さ
ん
、
内
山
さ
ん　

ま
た
、
今
回

か
ら
は
カ
イ
さ
ん
が
学
業
に
専
念
さ
れ
る
た
め
、
出

ら
れ
な
い
と
の
こ
と
。
糸
長
先
生
の
の
研
究
室
に
入

ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
ち
ら
は
寂
し
く
な
り
ま

す
が
、
ガ
ン
バ
ッ
テ
く
だ
さ
い
！

傘
木
さ
ん
は
、(

財)

公
害
地
域
再
生

セ
ン
タ
ー(

あ
お
ぞ
ら
財
団)

を
経
て
、

2
0
0
2
年
地
元
で
あ
る
長
野
県
大
町

市
長
選
に
出
馬
を
勧
め
ら
れ
、
関
西
か

ら
戻
り
立
候
補
。
惜
し
く
も
敗
れ
た
後
、

選
挙
資
金
で 

余
っ
た
1
0
0
万
円
ほ
ど

を
元
手
に
、
2
0
0
2
年
1
0
月
に

「
N
P
O
地
域
づ
く
り
工
房
」
を
発
足
し

ま
し
た
。 

選
挙
に
お
金
が
か
か
る
と
い
う

常
識
を
覆
し
た
選
挙
と
い
う
こ
と
で
注
目

を
集
め
ま
し
た
。
す
べ
て
が
手
弁
当
で
食

事
も
有
料
。
お
金
が
か
か
ら
な
い
選
挙
に

み
ん
な
が
協
力 

近
差
と
わ
い
え
敗
れ
ま

し
た
が 

最
後 

に
は
お
金
が
残
っ
て
し
ま
し
ま
し
た
。

こ
の
浄
財
を
た
だ
使
い
果
た
す
の
で
な
く
地
域
に
役

に
て
て
初
め
て
皆
さ
ん
有
権
者
の
気
持
ち
が
生
か
せ

る
と 

地
域
作
り
工
房
を
設
立
。
今
は
多
方
面
か
ら

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
地
域
づ
く
り

を
行
お
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
30
歳
前
後
に
す

ご
し
た
チ
リ
に
て
。
ピ
ノ
チ
ェ
ト
大
統
領
に
よ
る
軍

事
政
権
の
崩
壊
後
、
地
域
の
共
通
課
題
の
解
決
の
た

め
に
活
動
す
る
住
民
組
織
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
住

民
組
織
を
見
て
、「
政
治
的
な
垣
根
を
作
ら
ず
、
生
活

を
考
え
る
場
が
日
本
に
あ
る
だ
ろ
う
か
？
」
と
感
銘

を
受
け
ま
す
。
そ
し
て
チ
リ
人
か
ら
の「
自
分
の
足

元
を
変
え
る
べ
き
だ
」
と
の
言
葉
で
チ
リ
で
は
な
く

日
本
で
の
活
動
を
考
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
ト
ー
ク

地
域
資
源
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

N
P
O
地
域
づ
く
り
工
房 

傘
木
宏
夫
さ
ん

午
後
2
時

〔
N
P
O
地
域
づ
く
り
工
房
が
め
ざ
す
も
の
〕

・
市
民
か
ら
の
地
域
お
こ
し

 

行
政
ま
か
せ
で
な
く
、
自
分
た
ち
の
力
で
地
域
づ

く
り
を
し
よ
う

・
地
域
の
資
源
を
い
か
そ
う　

 

見
捨
て
ら
れ
て
い
た

も
の
を
、
新
し
い
地
域
づ
く
り
の
資
源
に
し
よ
う

・
ま
ず
は
挑
戦
し
て
み
よ
う　

提
案
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
こ
と
で
変
え
て
い
こ
う 

2
0
0
3
年
4
月
よ
り
、2
つ
の
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
市
民
実
験
と
し
て
立
ち
上
げ
、
視
察
や
エ
コ

ツ
ア
ー
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

❶ 

く
る
く
る
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
大
町
市
で
活

か
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
考

え
た
と
き
に
、
農
業
水
路
が
あ
が
り
ま
し
た
。
北

ア
ル
プ
ス
を
源
に
網
目
状
に
流
れ
る
水
路
は
、

2
2
0
k
m
に
も
及
び
ま
す
。

そ
の
先
人
が
築
い
た
水
路
を
資
源
に
、
と
考
え

１
・
小
型
水
力
発
電(

水
環
境
保
全)

２
・
水
車
で
の
地
場
産
品
づ
く
り(

自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用)

３
・
あ
そ
び
学
習
・
イ
ベ
ン
ト(

学
び
と
文
化)

４
・
新
名
所
づ
く
り(

観
光
資
源
化)

目
指
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
３
つ
の
個
性
的
な
水
力
発
電
実
験
所
を
開

始
。
し
か
し
、こ
こ
で
２
つ
の
障
壁
に
あ
た
り
ま
す
。

１
・
小
さ
い
用
水
路
で
、
果
た
し
て
有
効
に
発
電
で

き
る
の
か
？ 

↓
市
民
団
体
な
の
で
、
提
言
レ
ベ
ル

に
お
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
て
実
際
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
打
破
し
て
い
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。

２
・
水
利
権
の
問
題
↓
国
土
交
通
省
に
申
請
し
た

際
、
前
例
が
な
い
と
の
こ
と
で
ダ
ム
建
設
と
同
様
の

申
請
書
を
要
求
さ
れ
、
大
変
な
準
備
の
後
、
よ
う
や

く
許
可
が
お
り
ま
し
た
。  

・
駒
沢
水
力
・
こ
の
地
域
で
被
害
が
大
き
く
な
っ
て

き
た
野
猿
対
策
の
電
気
柵
を
設
け
て
威
力
を
発
揮
。

因
み
に
こ
ち
ら
の
発
電
機(1kw

)

は
、
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
輸
入
し
た8

万
円
ほ
ど
の
も
の
。日
本
製
だ
と
、

約
1
0
0
万
円
か
か
る
と
の
こ
と
。 

・
小
西
水
力
・
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
用
電
力
補
給
を
目

的
に
作
ら
れ
た
が
、
支
援
の
申
し
出
の
あ
っ
た
地
元

土
木
会
社
に
よ
り
、
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
当
初
の
土
地
改
良
区
申
請
以
上
の
も
の
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
、
区
長
の 

抗
議
を
受
け
、
そ
れ

以
上
の
実
験
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

川
上
発
電
・
川
上
さ
ん
が
独
自
に
開
発
し
た
ら
せ
ん

型
の
回
転
軸
で
ま
わ
し
て
発
電
し
、
家
庭
の
電
力
の

3
割
を
供
給
。

❷ 

菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

休
耕
田
や
使
用
さ
れ
て
い
な
い
ス
キ
ー
場
な
ど
で
菜

の
花(

キ
ザ
キ
ノ
ナ
タ
ネ
と
い
う
品
種
で
寒
さ
に
強

く
良
質
の
食
用
油
が
採
れ
る)

を
栽
培
し
、
菜
種
油

を
作
っ
た
り
、
市
内
の
飲
食
店
か
ら
食
用
廃
油
を
回

収
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
燃
料(

B
D
F)

を
精
製

す
る
な
ど
の
活
動
で
す
。

※
B
D
F(Bio

 D
iesel Fu

el)

と
は...

化
石
燃

料(

軽
油)

の
代
替
燃
料
と
し
て
、
植
物
性
の
油
を

原
料
に
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
用
燃
料
。
い
ず

れ
枯
渇
し
て
し
ま
う
化
石
燃
料
に
対
し
て
、
太
陽
、

風
力
、
水
力
な
ど
と
と
も
に
、
地
球
の
自
然
の
中
で

繰
り
返
し
得
ら
れ
る
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

※
ち
な
み
に
、
廃
食
油
の
現
状
は
・
・
・
日
本
で

現
在
推
定
さ
れ
る
廃
食
油
は
、
業
務
用
・
家
庭
用

合
わ
せ
て
約
4
0
万
ト
ン
で
す
。
そ
の
う
ち
業
者

回
収(

レ
ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ
ル
等)

で
き
て
い
る
の

は
2
0
万
ト
ン
。
残
り
2
0
万
ト
ン
の
大
部
分

が
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ
、
一
部
は
そ
の
ま

Azumino Permaculture Workshop-May
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ま
水
に
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
さ
じ
一
杯
の
「
て
ん

ぷ
ら
油
」
を
流
す
と
魚
が
住
め
る
環
境
に
戻
す
た
め

に
3
0
0
L
の
き
れ
い
な
水
が
必
要
で
す
。
今
ま

で
ゴ
ミ
に
し
て
い
た
1
0
0
L
の
廃
食
油
か
ら
約

90

リ
ッ
ト
ル
の
燃
料
が
で
き
ま
す
。 

現
在
は
月
に

1
0
0
0
〜
1
8
0
0
L
の
食
廃
油
を
回
収
す

る
体
制
が
で
き
て
お
り
、
B
D
F
を
生
産
・
利
用

し
て
い
ま
す
。
菜
の
花
栽
培
で
も
、
機
械
等
に
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
B
D
F
は

2
0
代
の
若
い
人
た
ち
た
ち
が
よ
く
使
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。 

ま
た
、
菜
の
花
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド

化
が
他
地
域
と
の
差
別
化
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
、「
な
た
ね
オ
イ
ル
」
と
し
て
普
及
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
料
理
の
鉄
人
、
石
鍋
シ
ェ
フ
に

試
食
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ
は
エ
キ
ス
ト

ラ
バ
ー
ジ
ン
オ
イ
ル
だ
」
と
絶
賛
さ
れ
、
今
で
は
、

月
に15L

ぐ
ら
い
使
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
石
鍋
シ
ェ
フ
は
、
て
ん
ぷ
ら
油
と
し
て
で

は
な
く
、
加
熱
し
な
い
食
べ
方
を
勧
め
て
い
ま
す
。

傘
木
さ
ん
お
す
す
め
の
食
べ
方
・
ご
は
ん
に
か
け
て
、

か
つ
お
節
と
し
ょ
う
ゆ
を
た
ら
し
て
・
塩
と
一
緒
に

パ
ン
に
つ
け
て
・
豚
し
ゃ
ぶ
の
鍋
の
中
に 

な
ど
な

ど
。 

ま
た
、
生
産
の
安
定
と
エ
コ
ツ
ア
ー
を
促
進
さ

せ
る
べ
く
、
菜
の
花
オ
ー
ナ
ー
の
制
度
を
立
ち
上
げ

た
。
会
費
2
0
0
0
円
で
1
0
0
0
円
の
な
た

ね
オ
イ
ル+

お
便
り
が
届
け
ら
れ
ま
す
。

 〔
地
域
お
こ
し
活
動
〕 

❶ 

風
穴
の
復
元
・
夏
で
も
温
度
が
低
く
、
湿
度
が

高
い
の
を
利
用
し
て
、
清
酒
や
ヤ
ギ
の
チ
ー
ズ
を
熟

成
。
ま
た
風
穴
を
探
検
す
る
エ
コ
ツ
ア
ー
も
実
施
。

※
ヤ
ギ
は
、
菜
の
花
畑
で
糞
を
さ
せ
て
、
肥
え
た
畑
に
も
す
る
。

❷ 

風
景
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
・
ア
ニ
メ
の
背
景
画
と
し

て
有
名
な
木
崎
湖(

ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
の
三

大
巡
礼
地
は
、
木
崎
湖
・
鎌
倉
・
尾
道)

の
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
を
セ
ッ
ト
に
し
て
、
販
売
。 

❸ 
地
域
通
貨
ア
ル
ペ
ン
・
2
0
0
4
年
か
ら
始

ま
っ
た
地
域
通
貨
ア
ル
ペ
ン
の
実
務
を
手
伝
う
こ
と

に
な
る
。
商
業
振
興
を
目
的
と
し
て
、
商
店
街
と
し

て
の
地
域
通
貨
と
な
っ
て
い
る
。
１
年
目
は
労
働
の

対
価
と
し
て
も
使
用
し
て
い
た
が
、
割
が
合
わ
な
く

な
り
、
止
め
た
。 

〔
傘
木
さ
ん
た
ち
が
め
ざ
す
地
域
社
会
の
姿
〕

最
近
、
皆
が
お
気
に
入
り
の
合
言
葉
「
地
域
に
小
金

が
ま
わ
る
よ
う
に
し
よ
う
」 

今
年
は
「
手
づ
く
り
市

場
」
を
実
現
さ
せ
る
計
画 

傘
木
さ
ん
に
質
問

仕
事
お
こ
し
の
ポ
イ
ン
ト
は
？ (

by 

梅
さ
ん)

・「
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
見
た
時
、
ど
ん
な
カ
ー
ド
が
あ

る
の
か
、
関
係
者
を
分
析
し
、
計
画
す
る
」 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア(

ラ
テ
ン
語
で
「
意
思
」)

と
い

う
言
葉
に
は
、「
無
償
」
と
い
う
意
味
は
な
い
。
意

思
が
あ
っ
て
も
、
お
金
が
入
っ
て
こ
な
け
れ
ば
、
持

続
で
き
な
い 

。
傘
木
さ
ん
た
ち
の
給
料
は
薄
給
で

す
が
、
大
町
に
は
“
か
す
み
”
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫

な
の
だ
そ
う
で
す
。
食
べ
物
（
夕
食
時
の
お
か
ず
が

全
部
頂
き
物
だ
っ
た
り
）
や
事
務
所
の
備
品
な
ど
、

色
々
な
も
の
が
か
す
み
と
し
て
届
き
経
費
を
削
減
で

き
て
い
る
。
自
然
と
繋
が
り
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
。
地
域
に
根
づ
い
て
い
ま
す
ね
。

い
い
町
で
す
ね
〜 

ま
た
傘
木
さ
ん
曰
く
、行
政
の
枠

組
で
は
な
く
活
動
し
て
い
く
N
P
O
が
も
っ
と
必

要
、と
の
こ
と
で
す
。

N
PO

地
域
づ
く
り
工
房
・
代
表
理
事 

傘
木
宏
夫

住

所:

長

野

県

大

町

市

仁

科

町

3
3
0
2(

〒
3
9
8
-
0
0
0
2)

E-M
ai

・npo@
om

achi.org

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・http://npo.om

achi.org/
エ
コ
ツ
ア
ー
の
ご
案
内
・http://npo.om

achi.

org/ecotour/ecotour_info.htm

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
始
め
た
き
っ
か
け
・・・

環
境N

PO

の
友
人
が
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る
よ
う
な

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
。 

現
在
の

状
況 (10

年
目) 

マ
ン
シ
ョ
ン
の3

階
ベ
ラ
ン
ダ
に

て
。
長
続
き
す
る
よ
う
に
、
腰
の
高
さ
に
作
業
台
を

設
置
し(

室
外
機
の
上)

、
体
に
負
担
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
し
た
。

〔
場
所
〕
雨
が
か
か
り
に
く
い
場
所
。 

〔
必
要
な
も
の
〕
① 

ダ
ン
ボ
ー
ル(

野
菜
等
が
入
っ

て
い
る
よ
う
な
丈
夫
な
も
の
。30

×45

×H
30

の
大
き
さ
が
使
い
や
す
い
。
太
陽
に
当
て
な
け
れ
ば

3

年
は
持
つ
。)

②
ガ
ム
テ
ー
プ
③
新
聞
紙(

約2

日
分/

湿
気
予
防)

④
腐
葉
土 5kg

⑤ 

テ
キ
ス
ト 

ボ
ッ
ク
ス
⑥
種
土
⑦
米
ぬ
か 3kg 

⑧ 

油
か
す
・
・
・

発
酵
が
早
く
、
い
い
土
に
な
る
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

等
で
購
入
可
能
。
⑨
広
告
の
紙(

水
を
通
さ
な
い
光

沢
の
あ
る
も
の)

⑩
お
茶
が
ら
用
の
ボ
ー
ル(

水
気

が
切
れ
、
お
茶
が
ら
を
取
り
出
し
や
す
い
も
の
な
ら

O
K)

⑪ 

ス
テ
ン
レ
ス
等
の
ボ
ー
ル (

水
も
れ
し
な

い
も
の
。
生
ゴ
ミ
入
れ
用)

⑫
ゴ
ム
手
袋
⑬
布(

通

気
性
の
良
い
も
の
。
ゆ
き
さ
ん
は
古
シ
ー
ツ
を
切
っ

た
も
の
を
使
用)

⑭
紐(

虫
が
入
ら
な
い
よ
う
に
布

の
上
か
ら
き
つ
く
締
め
る) 

 

※
夏
は
簾
で
ぐ
る
り
と
囲
み
、
高
温
防
止&

見
た

目
良
く
。
発
酵
温
度
は50

°C

を
超
え
ま
す
。

〔
コ
ン
ポ
ス
ト
に
入
れ
る
も
の
〕

・    

野
菜
く
ず
・   

魚
・   

お
茶
が
ら
・
コ
ー
ヒ
ー
か

す(
腐
敗
防
止
・
臭
い
消
し)

・  

み
か
ん
の
皮(

細

か
く
ち
ぎ
っ
て
。
ミ
ミ
ズ
コ
ン
ポ
ス
ト
に
は
入
れ
て

は
ダ
メ)
・  
す
い
か
の
皮(

水
分
が
多
い
の
で
、
あ

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
の
作
り
か
た

午
後
3
時
3
0
分

る
程
度
乾
燥
し
て
か
ら)    

な
ど 

※ 

入
れ
て
は
い
け
な
い
も
の

・  

腐
っ
た
も
の(

野
菜
作
り
を
目
的
に
作
っ
て
い
る

の
で
、
避
け
た
方
が
良
い)

・   

梅
干
の
種
・ 

貝
殻 

　

な
ど 　

夏
は
腐
る
の
が
早
い
の
で
毎
日
入
れ
る
。
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❶ 
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
良
く
混
ぜ
た
種
土
を
入
れ
る
。

❷ 1
日
目.

・
真
ん
中
に
米
ぬ
か
と
油
か
す
を
ま
ぶ

し
な
が
ら
、
生
ゴ
ミ
を
入
れ
る
。

米
ぬ
か(

半
握
り)
↓
生
ゴ
ミ
↓
油
か
す(

半
握
り)

↓
生
ゴ
ミ
↓..

の
順
番
に
、
生
ゴ
ミ
が
な
く
な
る
ま

で
。
生
ゴ
ミ
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
ボ
ー
ル
等
に
広
の
紙

を4

枚
ほ
ど
敷
き
、
そ
の
上
に
入
れ
て
、
あ
る
程

度
乾
燥
さ
せ
て
お
く
こ
と
。

❸ 

次
の
日
か
ら
は
、1
日
ご
と
に
、1

⇦

2

⇦

3

⇦

4
の
順
番
で
2
と
同
様
に
生
ゴ
ミ
を
入
れ
る
。

❹
4
ま
で
き
て
一
巡
し
た
ら
、
１
の
場
所
の
生
ゴ

ミ
は
あ
る
程
度
熟
成
さ
れ
て
い
る
。

❺ 

ダ
ン
ボ
ー
ル
の
中
が
8
0
%
ぐ
ら
い
に
な
っ
た

ら
、
土
が
入
っ
て
い
た
袋
な
ど
に
、
熟
成
さ
れ
た
堆

肥
を
移
す
。
か
ら
か
ら
に
乾
き
す
ぎ
て
い
た
ら
、
腐

葉
土
を
少
し
入
れ
る
。

❻
１
ヶ
月
以
上
熟
成
さ
せ
た
ら
、
で
き
あ
が
り
！ 

※ 

ゆ
き
さ
ん
は
、
古
い
包
丁
を
そ
の
日
埋
め
た
場

所
に
刺
し
て
お
く
こ
と
で
、
目
印
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
包
丁
で
コ
ン
ポ
ス
ト
の
中
を
切
っ
て
、

生
ゴ
ミ
な
ど
を
細
か
く
し
た
り
、
空
気
を
入
れ
て
発

酵
し
や
す
く
し
て
い
ま
す
。

こ
の
堆
肥
を
使
っ
て
、
ゆ
き
さ
ん
は
約
６
坪
の
場
所

に
、
30
〜
50
種
も
の
野
菜
と
ハ
ー
ブ
を
育
て
て
い
る

そ
う
で
す
。
以
上
は
ゆ
き
さ
ん
が
実
践
し
て
い
る
方

法
で
す
が
、
地
域
差
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
実
際
に
自

分
で
ト
ラ
イ
し
て
、
学
び
な
が
ら
や
っ
て
み
て
ほ
し

い
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
自
宅
で
家
庭
菜
園
な

ど
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
公
共
の
花
壇
な
ど
に
堆

肥
を
あ
げ
て
、
と
の
こ
と
で
す
。 

午
後
４
時
３
０
分

温
泉+

夕
ご
は
ん

す
ず
む
し
荘
で
い
い
湯
だ
な
。
男
性
陣
は
、
コ
ン
ポ

ス
ト
談
議
に
花
を
咲
か
せ
た
と
か
。 

シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
テ
ィ
に
て
、
様
々
な
国
を
渡
り
歩
い

て
？
き
た
民
さ
ん
の
美
味
し
い
ア
ジ
ア
ご
は
ん
！

し
か
し
、
少
々
遅
れ
て
い
っ
た
た
め
、
メ
ニ
ュ
ー
名

が
、チ
ャ
プ
チ
ェ
と
カ
レ
ー
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。。。

ど
れ
も
美
味
し
く
て
、
大
満
足
。
２
食
に
備
え
て
、

沢
山
い
た
だ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ミ
ツ
バ
チ
の
話
＆

ピ
カ
の
取
り
組
み

午
後
7
時
3
0
分

ミ
ツ
バ
チ
の
話

実
家
は
和
歌
山
の
み
か
ん
畑
。
趣
味
で
お
父
様
が
養

蜂
を
や
っ
て
い
た
そ
う
な
の
で
す
が
、
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
後
、
む
ら
さ
ん
が
あ
と
を
引
き
継
ぎ
、
現

在
は
伊
豆
で
蜂
を
増
や
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

〔
ミ
ツ
バ
チ
豆
知
識
〕

日
本
で
は
、
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
と
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ

チ
の
２
種
が
飼
育
さ
れ
、
養
蜂
に
使
わ
れ
て
い
る
。

・
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ...

黒
っ
ぽ
い
。
勤
勉
。
蜂
蜜
は

熟
成
期
間
が
長
く
、
色
々
な
花
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
お

り
ま
ろ
や
か
。
巣
の
出
入
口
で
は
、外
の
空
気
を「
入

れ
る
」
動
き
を
す
る
。 

・
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ...

黄
色
に
黒
い
模
様
。
効
率

主
義
。
蜂
蜜
は
、
花
ご
と
に
蜜
を
集
め
る
。
巣
の
出

入
口
で
は
、
中
の
淀
ん
だ
空
気
を
「
出
す
」
動
き
を

す
る
。

　

メ
ス
で
あ
る
働
き
バ
チ
が
花
粉
や
蜜
を
集
め
に
出

か
け
た
り
、
巣
の
中
を
掃
除
し
た
り
、
幼
虫
の
世
話

を
し
た
り
、
と
非
常
に
よ
く
働
く
こ
と
に
比
べ
、
オ

ス
は
少
し
大
き
く
て
、
巣
の
中
で
遊
ん
で
い
ま
す
。

繁
殖
期
が
過
ぎ
る
と
、
働
き
蜂
に
外
に
出
さ
れ
死
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
因
み
に
、
ミ
ツ
バ
チ
の
オ
ス
を
指

す
英
語drone

は
「
な
ま
け
も
の
」
を
意
味
す
る

そ
う
で
す
。 

働
き
蜂
は
全
て
メ
ス
。
卵
の
時
に
は
女

王
蜂
に
な
る
か
働
き
蜂
に
な
る
か
が
分
か
れ
て
お

ら
ず
、
ど
の
蜂
が
女
王
蜂
に
な
る
か
は
、
ロ
イ
ヤ
ル

ゼ
リ
ー
が
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。
若
い
働
き
蜂
が
花

粉
と
蜂
蜜
を
体
内
で
加
工
し
て
作
っ
た
ロ
イ
ヤ
ル
ゼ

リ
ー
を
幼
虫
が
食
べ
て
育
つ
と
、
毎
日
2
0
0
0

個
も
卵
を
生
む
女
王
蜂
に
な
り
ま
す
。
女
王
蜂
は3

年
か
ら
長
く
て
６
年
生
き
ま
す
が
、
魅
力
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
暗
殺
さ
れ
、
２
代
目
が
育
て
ら
れ

ま
す
。(

働
き
蜂
は
孵
化
し
て
35
日
ほ
ど
の
寿
命)

ハ
チ
の
世
界
も
シ
ビ
ア
で
す
。

因
み
に
、
働
き
蜂
は
孵
化
し
て
３
日
間
は
皆
、
ロ
イ

ヤ
ル
ゼ
リ
ー
を
食
べ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
花
粉
を

混
ぜ
た
も
の
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
蜂
蜜
は
、
炭

水
化
物
で
ハ
チ
の
ご
は
ん
に
あ
た
り
ま
す
。
副
食
に

あ
た
る
の
が
、
植
物
性
蛋
白
質
で
あ
る
花
粉
で
す
。 

花
粉
粒
・
・
・
ミ
ツ
バ
チ
は
花
か
ら
取
っ
た
花
粉
を

蜜
で
練
り
合
わ
せ
て
団
子
状
に
し
、
両
後
脚
に
つ
け

て
巣
ま
で
持
ち
帰
り
ま
す
。

蜂
蜜
の
作
り
方
・
・
・
ミ
ツ
バ
チ
は
体
の
中
に
酵
素

が
あ
り
、そ
れ
が
花
の
蜜
を
蜂
蜜
に
変
え
ま
す
。吸
っ

た
蜜
を
口
移
し
で
他
の
ミ
ツ
バ
チ
に
渡
す
こ
と
を

何
回
か
繰
り
返
し
た
り
、
口
か
ら
出
し
た
蜜
を
巣
に

広
げ
て
羽
で
風
を
送
っ
て
水
分
を
減
ら
す
の
と
同
時

に
、
蜜
に
混
ざ
っ
た
酵
素
が
働
き
つ
づ
け
て3

日

ほ
ど
で
と
ろ
り
と
し
た
蜂
蜜
に
な
り
ま
す
。

1

匹
の
ミ
ツ
バ
チ
が
生
き
て
い
る
間
に
作
れ
る
蜂
蜜

は
、
テ
ィ
ー
ス
プ
ー
ン
で
半
分
く
ら
い
で
す
。 

プ
ロ
ポ
リ
ス
・
・
・
森
林
浴
物
質
を
含
む
樹
脂
と
、

ミ
ツ
バ
チ
の
唾
液
中
の
酵
素
が
混
ざ
っ
て
で
き
る
物

質
で
す
。
ミ
ツ
バ
チ
は
こ
の
プ
ロ
ポ
リ
ス
で
巣
の
回

り
や
出
入
り
口
を
固
め
て
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
か
ら

巣
を
守
っ
て
い
ま
す
。
ミ
ツ
バ
チ
が
何
百
万
年
も
の

歳
月
の
中
で
、
ほ
と
ん
ど
生
態
を
変
え
ず
に
存
続
し

た
こ
と
と
も
深
い
関
係
が
あ
る
の
で
す
。 

ポ
リ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
・
・

受
粉
に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
ミ
ツ
バ
チ
の
役
割

で
す
。
特
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
で
は
、
ミ
ツ
バ

Azumino Permaculture Workshop-May

ユキさんは、夏場の日のあたりを避けるためすだれを利用している。
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チ
の
ポ
リ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
絶
大
な
効
果 

を
発
揮
し

ま
す
。
人
の
手
に
よ
る
よ
り
も
繊
細
で
確
実
、
も
と

よ
り
自
然
の
摂
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
、
果 

樹
園

や
果
樹
栽
培
農
家
で
も
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

蜂
針
・
・
・
ミ
ツ
バ
チ
の
毒
と
い
わ
れ
て
い
る
物
質

は
生
体
ア
ミ
ン
、
ペ
プ
チ
ド
、
酵
素
な
ど
か
ら
成
り
、

個
々
の
物
質
は
人
に
と
っ
て
も
重
要
な
生
理
活
性
物

質
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
中
国
や
日
本

で
は
そ
こ
に
注
目
し
、
注
射
用
の
製
剤
を
開
発
し
ま

し
た
。
ま
た
民
間
療
法
と
し
て
蜂
の
針
そ
の
も
の
を

直
接
体
に
刺
す
「
蜂
針
療
法
」
は
、
リ
ュ
ウ
マ
チ
や

肩
こ
り
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

蜜
蝋
・
・
・
働
き
蜂
は
羽
化
後
12
〜
20
日
位
に
、
ろ

う
分
泌
腺
か
ら
「
ろ
う
」
を
分
泌
し
ま
す
。
そ
れ
が

ミ
ツ
バ
チ
の
巣
の
構
築
材
料
と
な
る
の
で
す
が
、
こ

の
巣
を
集
め
て
精
製
し
た
の
が
蜜
ろ
う
で
す
。
蜜
ろ

う
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
中
世
よ
り
ロ
ウ
ソ
ク
と
し
て

用
い
ら
れ
、
最
近
で
は
各
種
美
容
ク
リ
ー
ム
や
口
紅

な
ど
の
化
粧
品
や
な
ん
と
フ
ラ
ン
ス
菓
子「
カ
ヌ
レ
」

に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
蜜
蝋
の
蝋
燭
は
、
す
す
が

出
に
く
く
、
炎
の
色
合
い
に
も
温
か
み
が
あ
る
そ
う

で
す
。巣
箱
に
白
く
な
っ
た
も
の
が
つ
い
て
い
た
ら
、

そ
れ
は
蜜
蝋
で
す
。 

巣
箱
に
つ
い
て
・
・
・
巣
箱
の
規
格
は
世
界
共
通
で

通
販
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。1

つ
の
巣
箱

に
は
10
枚
の
板
が
入
り
、
巣
箱
ご
と
が
家
族
と
な
っ

て
い
ま
す
。
他
の
巣
箱
に
入
っ
て
し
ま
う
と
、
敵
と

み
な
さ
れ
て
追
い
出
さ
れ
る
か
殺
さ
れ
ま
す
が
、
お

土
産(

花
粉
な
ど)

を
持
っ
て
い
る
場
合
は
、O

K

と
な
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。 　

巣
箱
の
中
が
い
っ
ぱ

い
と
な
っ
て
し
ま
う
と
、
引
っ
越
す
ハ
チ
が
飛
び
出

て
、
手
近
な
木
に
巣
を
作
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
引
越

し
先
を
ど
こ
に
す
る
か
会
議
を
行
い
、
全
員
が
納
得

し
な
い
と
、
引
越
し
は
で
き
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
夏
な

ど
の
暇
な
と
き
に
は
、
部
屋
掃
除
を
し
て
い
ま
す
。 

天
敵
・
・
・

ス
ズ
メ
バ
チ
が
巣
箱
に
や
っ
て
く
る
の
で
、
出
入
口

に
ト
ラ
ッ
プ
を
し
か
け
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
勢
の
ミ
ツ
バ
チ
が
ス
ズ
メ
バ
チ
を
取
り
囲

み
、
蜂
球
と
よ
ば
れ
る
塊
を
つ
く
り
、
摂
氏
4
5

°

C
前
後
の
熱
を
発
生
さ
せ
、
殺
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

む
ら
さ
ん
お
す
す
め
蜂
蜜
・
・
・

ア
カ
シ
ア
、
み
か
ん
、
レ
ン
ゲ 

な
ど 

ま
た
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
、
養
蜂
の
神
が
い
る
と
の

こ
と
で
、
昔
は
藁
で
巣
箱
が
作
ら
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。 
こ
の
よ
う
な
特
徴
の
あ
る
養
蜂
を
パ
ー
マ
カ
ル

チ
ャ
ー
に
取
り
入
れ
る
と
、
い
い
こ
と
が
沢
山
あ
る

と
の
む
ら
さ
ん
談
で
し
た
。

ピ
カ
の
取
り
組
み

PICA

と
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
﹇
ス
ペ
ー
ド
﹈
の
意
で
、

「
木
の
形
」
を
表
す
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
コ
テ
ー
ジ
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド

ア
リ
ゾ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
るPICA

が
、
今
年7

月
に
「PICA

山
中
湖
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
を
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

http://w
w
w
.pica-style.co.jp/ 

今
ま
で
は
便
利
さ
を
追
求
し
て
き
ま
し
た
が
、
日

本
初
の
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
リ
ゾ
ー
ト
と
し

て
、
６
ヶ
所
目
と
な
る
山
中
湖
で
は
、
パ
ー
マ
カ
ル

チ
ャ
ー
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

こ
こ
は
、
あ
え
て
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
関
心
の
な

い
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
親
会
社
で
あ
る
富
士
急

行
か
ら
資
本
金
を
出
さ
せ
て
、
作
っ
て
い
ま
す
。 

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
内
に
は
、
研
修
所
、
温
室
、
コ
テ
ー
ジ

(

定
員
８
名)

、
キ
ー
ホ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
、
パ
ッ
シ

ブ
ソ
ー
ラ
ー
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
設

備
が
あ
り
ま
す
。 

新
宿
か
ら
バ
ス
で
２
時
間
。
無
料

で
入
れ
る
の
で
、
見
学
だ
け
で
も
ど
う
ぞ
・
・
・
と

の
こ
と
で
し
た
。 

希
望
者
で
の
交
流
会　

お
酒(

人
に
よ
っ
て
は
お
茶)

と
お
つ
ま
み
を
手
に
、
2
4
:
0
0
ま
で
語
り
合

い
ま
し
た
。（
初
日
報
告
・
橋
本
亜
弥
）

資
料
配
布
２
種
類
、
６
枚
組
の
墨
付
け
の
手
順
が
書

か
れ
た
も
の
。
屋
根
伏
図
が
書
か
れ
た
も
の
。
小
杉

さ
ん
か
ら
30
分
ほ
ど
基
本
的
な
こ
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。 

配
布
さ
れ
た
図
の
説
明
。

平
面
図
と
構
造
は
こ
う
な
り
ま
す
と
い
う
図
、
ア
レ

ン
ジ
は
こ
れ
か
ら
。 

道
具
の
こ
と

あ
な
た
は
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
こ
と
を
や
り
た
い

か
？
知
識
と
し
て
知
っ
て
い
る
か
、
自
分
で
や
る
か

で
、
道
具
は
変
わ
っ
て
く
る
。
知
識
だ
け
な
ら
必
要

な
い
。
必
要
な
道
具
、金
槌
、の
こ
ぎ
り
、の
み
、鉋
、

さ
し
が
ね
。 

鑿(

の
み)

が
一
番
い
い
例
。

同
じ
1
寸
2
分
の
の
み
で
も
厚
み
が
違
う
。
い

わ
ゆ
る
た
た
き
の
み(

刻
み
の
み)

と
、
い
わ
ゆ
る

細
工
の
み
の
追
い
入
れ
の
み
の
違
い
。
た
た
き
の

み
は
小
回
り
が
利
か
な
い
。
こ
れ
は
細
工
の
み
10
本

組
み
だ
が
、
3
本
あ
れ
ば
大
概
の
こ
と
は
で
き
る
。

刻
み
の
み
は
歯
が
厚
い
し
頑
固
。厚
み
が
違
う
だ
け
、

材
質
は
一
緒
。
重
労
働
用
。「
の
み
は
小
が
大
を
か

ね
る
」「
道
具
を
買
う
と
き
は
い
い
も
の
を
買
う
。」

特
に
の
み
、鉋
は
仕
事
に
な
ら
な
い
。
買
う
の
な
ら
、

8
寸
の
み
、
24
ミ
リ
の
追
い
入
れ
の
み
、
が
お
す
す

め
。
3
0
0
0
円
前
後
。　

　
　

鋸(

の
こ
ぎ
り)

に
つ
い
て

鋸
は
歯
の
長
さ
で
、
１
尺
鋸
、
こ
れ
が
必
要
。
１
尺

鋸
は270m

m

、
実
際
に
は
９
寸
の
歯
の
長
さ
。
９

寸
鋸
は
実
際
に
は
も
う
少
し
歯
は
短
い
。
切
れ
る
鋸

は
硬
い
。
硬
い
の
は
折
れ
や
す
い
。(

実
際
に
折
れ

た
鋸
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。)

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

で
な
く
、
専
門
の
店
で
買
う
こ
と
。
ち
ょ
っ
と
い
い

も
の
を
買
う
と
結
局
安
く
な
る
。
そ
の
う
ち
鋸
の
目

立
て
を
教
え
ま
す
。
1
尺
鋸
は
ザ
ク
ザ
ク
切
れ
る
。

目
的
に
応
じ
て
、
犬
小
屋
を
作
る
の
な
ら1

尺
鋸
。

抽
斗
を
作
る
の
な
ら
9
寸
鋸
。
替
え
刃
鋸
は
お
勧

め
し
な
い
パ
タ
ー
ン
。
ゼ
ッ
ト
ソ
ー(

商
品
名)

1

枚
1
0
0
円
、
2
0
0
円
そ
う
い
う
時
代
。
こ

れ
は
3
5
0
0
円
だ
が
、
目
立
て
し
て
使
え
ば
、

プ
ロ
で2

年
は
使
え
る
。素
人
な
ら
20
年
。メ
ー
カ
ー

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
ち
な
み
に
、
信
州
の
丸
勝
、
粘

り
が
あ
っ
て
切
れ
る
。

玄
能(

げ
ん
の
う)

、
金
槌(

か
な
づ
ち)

玄
能
、
金
槌
は
重
さ
で
分
か
れ
る
。
の
み
と
玄
能
が

一
セ
ッ
ト
。
き
ざ
み
の
み
に
は
両
口
玄
能
の
大
き
い

の
。
重
さ
は
好
み
で
。
仕
上
げ
の
み
に
は
2
5
0

〜
3
0
0
g
の
玄
能
。
く
ぎ
抜
き
が
付
い
て
あ
る

の
は
首
を
痛
め
る
の
で
、
く
ぎ
抜
き
は
別
な
の
が
お

勧
め
。
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
の
玄
能
も
い
い

三
点
セ
ッ
ト
の
最
後
は
鉋(

か
ん
な)

大
き
さ
は
歯
幅
で
い
く
。
２
寸
４
分
。
保
管
方
法
は

歯
と
歯
を
当
て
な
い
、
そ
れ
だ
け
。
厚
め
の
布
を
巻

い
て
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
に
入
れ
る
。
鉋
は
直
射
日
光

建
築
実
習
・
基
本
と
墨
付
け

午
前
6
時
3
0
分
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は
だ
め
。
１
時
間
で
木
の
台
が
く
る
う
。
台
に
は
椿

油
を
塗
る
。
歯
を
欠
い
た
ら
、
研
ぎ
な
お
す
。
抵
抗

が
大
き
く
な
っ
て
切
れ
な
く
な
る
。
電
動
グ
ラ
イ
ン

ダ
ー
で
水
を
か
け
な
が
ら
焼
か
な
い
よ
う
に
、
面
倒

で
も
そ
の
場
で
直
す
。
プ
ロ
で
15
分
、
素
人
な
ら
そ

の
三
倍
は
か
か
る
。 

さ
し
が
ね(

指
矩)

の
選
び
方
、

今
回
は
あ
え
て
１
尺
、
２
尺
の
尺
貫
法
で
行
く
。
の

で
、
尺
表
示
の
も
の
を
。
あ
と
、
角
の
肉
が
厚
い
も

の
。
墨
付
け
の
と
き
に
毛
細
管
現
象
で
ベ
タ
ー
と
中

に
墨
が
付
い
て
し
ま
う
の
で
。 

○
自
分
で
大
工
道
具
の
店
で
「
高
級
品
じ
ゃ
な
く
て

も
、
い
い
も
の
を
」
と
い
っ
て
買
い
求
め
る
。

買
っ
て
ほ
し
い
も
の
、玄
能
、の
み
、鋸
、さ
し
が
ね
。

○
大
工
は
１
人
前
に
な
る
の
に
３
か
ら
５
年
か
か
る
。 

﹇
ご
く
基
本
的
な
墨
付
け
の
手
順
﹈ 図
の
説
明
。

部
材
が
4
つ
あ
る
土
台
、柱
、
梁
、
垂
木
。屋
根
の

矢
印
は
雨
水
の
流
れ
る
方
向
。黒
い
点
は
柱
の
位
置
。

間
口
４
尺
、
奥
行
き(

桁
ゆ
き)
６
尺
。
構
造
材
は

３
寸
角(

９
ミ
リ
角)

寸
法
は
柱
の
中
心
か
ら
中
心

の
寸
法
。大
き
く
関
係
し
て
く
る
の
で
気
を
つ
け
る
。 

墨
付
け
の
方
法

ま
ず
芯
墨
を
打
つ
。芯
墨
は
図
面
上
の
線
の
そ
の
線
。

木
幅
の
中
心
が
中
心
だ
と
思
っ
て
い
い
。
芯
墨
が
す

べ
て
の
基
準
に
な
る
。 

番
付
け
を
す
る

削
っ
て
わ
か
ら
な
く
な
る
の
で
。
で
き
る
だ
け
守
っ

て
も
ら
い
た
い
こ
と
は
、
必
ず
上
面
か
ら
さ
し
が
ね

を
当
て
る(

下
面
で
も
い
い
け
ど
、
ど
っ
ち
か
基
準

面
を
決
め
て)

。

施
工
図
、
形
の
理
解

梁
が
２
本
、胴
差
し
１
本
、長
い
柱
２
本
、短
い
柱
４
本
。 

土
台
の
墨
付
け

ほ
ぞ
の
種
類
は
ア
リ
と
い
う
台
形
の
よ
う
な
形
。
４

隅
は
切
り
落
と
す
の
で
内
側
に
ほ
ぞ
穴
を
寄
せ
ま

し
ょ
う
。
そ
う
で
な
い
と
外
壁
で
切
ら
れ
て
し
ま
う

の
で
、
と
れ
て
し
ま
う
。
穴
を
小
さ
く
と
め
て
お

く
。
こ
れ
は
こ
こ
の
約
束
で
、
他
に
い
ろ
い
ろ
や
り

方(

片
ア
リ
に
し
た
り
、
横
に
ほ
ぞ
を
つ
く
る
場
合

な
ど)

が
あ
る
。

Q:

ほ
ぞ
が
細
く
な
り
弱
く
な
ら
な
い
の
？

A:

ず
れ
な
け
れ
ば
い
い
。
釘
一
本
で
も
い
い
。
振

れ
は
筋
交
い
で
と
め
る
の
で
。
大
丈
夫
。 

補
足 

こ
の
軸
組
み
構
造
は
、
伝
統
工
法
、
貫
工
法

と
は
ま
た
違
う
。 

プ
リ
ン
ト
の
特
殊
な
形
状
、
丸
太
の
場
合
は
ど
う
す

る
か
？
芯
墨
に
、
さ
し
が
ね
を
当
て
て
回
す
こ
と
を

覚
え
て
く
だ
さ
い
。

ね
じ
れ
た
も
の
は
ど
う
す
る
か
？
木
口
に
定
規
板
を

打
ち
付
け
る
。 

後
は
や
っ
た
ほ
う
が
早
い
。
と
り
あ

え
ず
や
っ
て
み
て
、
後
で
わ
か
る
。
わ
か
ら
な
い
か

ら
と
立
ち
止
ま
る
の
で
は
な
く
て
。 

外
に
出
て
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や
サ
ン
シ
ョ
ウ
ク
イ
が
ピ

リ
リ
と
鳴
く
森
の
中
の
駐
車
場
で
墨
付
け
を
し
ま
し

た
。 

班
を
分
け
ま
し
た
。

土
台
４
本
、
梁
５
本
、
柱
６
本
。
１
本
に
一
人
の
計

算
。
土
台
班
、
梁
班
、
柱
班
。 

柱
班
の
場
合
。

ほ
ぞ
の
長
さ
は
土
台
、
梁
班
と
相
談
し
、
３
寸
と
す

る
。

長
い
柱
の
長
さ
の
出
し
方
。

屋
根
の
勾
配
が
、4

寸5

分
勾
配
。
１
尺(

10
寸)

進
む
と
４
寸
五
分
上
が
る
。奥
行
き
が4

尺
な
の
で
、

４
尺(

40
寸)

進
む
と
１
尺
８
寸(

18
寸)

上
が
る
。

短
い
柱
が
６
尺
な
の
で
、
長
い
柱
は
７
尺
８
寸
の
長

さ
と
な
る
。

柱
に
関
し
て
は
先
に
番
付
け
を
す
る
。

と
に
か
く
全
部
並
べ
る
。

ど
こ
に
ど
の
材
を
も
っ
て
い
く
か
選
ん
で
、
今
度
は

材
の
上
下
を
み
る
。
節
の
年
輪
の
中
心
が
上
に
な
る

ほ
う
が
梢
の
方
に
な
る
。
柱
は
根
元
の
方
を
下
、
梢

の
方
を
上
に
し
た
い
。
米
松
の
場
合
は
良
く
わ
か
ら

な
い
け
ど
。 

番
付
け
表
の
見
方
、
手
前
を
「
番
前
」、
奥
を
「
番

向
こ
う
」
左
を
「
番
左
」
右
を
「
番
右
」
と
い
う
。

北
や
玄
関
が
番
前
に
な
る
。 

墨
壷
を
使
っ
て
芯
墨
を
打
つ

墨
壷
は
縁
起
を
担
い
で
鶴
亀
の
彫
り
物
。
車
の
廻

手
は
蛙
手
と
い
う
。、
親
指
で
車
を
止
め
て
、
同
じ

手
の
人
差
し
指
で
糸
を
材
に
当
て
て
、
空
い
て
い
る

手
の
ほ
う
で
糸
を
つ
ま
ん
で
離
す
。
ゆ
っ
く
り
や
っ

て
い
る
と
墨
が
乾
い
て
付
か
な
い
。
刺
し
墨
は800

円
。
乾
い
た
ら
水
を
足
す
。

建
築
実
習
・
墨
付
け
実
習

午
前
7
時

Azumino Permaculture Workshop-May

寸
法
を
出
し
て
み
る
。

さ
し
が
ね
の
幅
は
５
分
、
芯
墨
か
ら
さ
し
が
ね
の
幅

づ
つ
と
っ
て
１
寸
幅
の
ほ
ぞ
を
か
く
。

ひ
っ
く
り
返
し
て
同
じ
よ
う
に
か
い
た
ら
、
材
を
表

と
裏
か
ら
切
る
。
切
っ
て
か
ら
、
切
り
口
に
墨
付
け

を
し
て
さ
ら
に
切
る
。 

か
け
や
で
と
ん
と
ん
た
た
い
て
入
る
く
ら
い
が
い

い
。
き
つ
す
ぎ
る
と
割
れ
る
。

ベ
テ
ラ
ン
は
い
か
に
ご
ま
か
す
か
。
約
束
事
。

隅
を
引
き
間
違
え
た
ら>

を
書
い
て
開
い
て
い
る

ほ
う
が
正
解
。
○
で
も
い
い
が
、
ボ
ル
ト
の
穴
と
間

違
え
や
す
い
。
切
る
と
こ
ろ
に
は
切
る
の
「
キ
」
の

マ
ー
ク
を
。
ほ
ぞ
穴
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
隅
の
角

を
取
る
よ
う
に
印
を
つ
け
る
。 

長
い
柱
に
梁
の
入
る

ほ
ぞ
位
置
を
決
め
る
。

番
付
け
表
を
見
て
、
ほ
ぞ
穴
を
開
け
る
面
を
間
違
え

な
い
よ
う
に
。 

こ
く
お
う
の
実
演
あ
り
。
と
に
か
く

仕
事
が
速
い
。
あ
っ!

と
い
う
間
に
墨
付
け
、
刻
み
、

墨
付
け
、
刻
み
、
で
柱
に
ほ
ぞ
が
で
き
ま
し
た
。
他

班
も
、
う
め
さ
ん
、
い
ね
ち
ゃ
ん
の
指
導
の
下
、
順

調
に
墨
付
け
が
完
了
し
ま
し
た
。 　
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午
後
４
時
３
０
分

温
泉+
夕
ご
は
ん

シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
テ
イ
に
戻
っ
て
お
待
ち
か
ね
の
ブ

ラ
ン
チ
。 

ク
ス
ク
ス
に
ソ
ー
ス
を
掛
け
て
、
ミ
ン
ト

ベ
ー
ス
の
た
れ
を
ち
ょ
び
っ
と
。
ひ
よ
こ
豆
の
粉
で

と
ろ
み
を
つ
け
た
豆
乳
の
ス
ー
プ
。

栄
養
に
つ
い
て

ぶ
ん
さ
ん:

日
本
の
自
給
率
4
0
%

。

ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
肉
１
キ
ロ
作
る
の
に
２
キ
ロ
の
穀
物

必
要
。
豚
は
４
キ
ロ
、
牛
は
８
キ
ロ
。
大
豆
を
自
給

す
る
と
な
る
と
日
本
の
耕
地
面
積
の
2
.
5
倍
、

1
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
必
要
。 

よ
し
も
り
さ
ん:

96
年
の
統
計
で
は
、
1
0
0
0
万

ト
ン
国
内
生
産

、2
8
0
0
万
ト
ン
輸

入
。
1
6
8
万
ト
ン
が
飼
料
と
し
て
再
利
用
、

1
7
7
2
万
ト
ン
が
食
べ
ら
れ
ず
に
焼
却
処
分
！

ホ
リ
さ
ん:

大
小
便
は
活
性
汚
泥
処
理
。
67
パ
ー
セ
ン

ト
肥
料
な
ど
と
し
て
有
効
利
用
。
33
パ
ー
セ
ン
ト
産
業

廃
棄
物
と
し
て
埋
め
立
て
処
分
。
自
給
率
、
魚
57
％
、

米
95
％
、
海
藻
67
％
、
野
菜
79
％
、
肉
47
％
、
そ
の
他

で
ト
ー
タ
ル
40
％

ゆ
き
ん
こ
さ
ん:

世
界
か
ら
日
本
を
見
る
と
、
穀
物

19
億
ト
ン
の
う
ち
、
半
分
を
人
口
の
割
合
が
五
分
の

一
の
工
業
先
進
国
が
と
っ
て
、
20
％
を
肉
を
食
べ
る

た
め
の
飼
料
と
し
て
い
る
。

れ
い
な
さ
ん:

日
本
の
自
給
率
1
2
9
か
国
中
、

1
2
6
位 

あ
や
さ
ん:

米
の
需
要
が
減
っ
て
、
肉
食
が
増
え
た
。 

さ
よ
さ
ん:

日
本
の
備
蓄
率
18
％

け
ん
さ
ん:

水
に
よ
る
飢
餓
が
い
ろ
ん
な
国
で
起
こ

る
だ
ろ
う
、
大
黄
河
が
干
上
が
っ
て
、
中
国
は
食
糧

輸
入
国
に
な
っ
た
。
あ
と
５
年
で
中
国
は
世
界
の
貿

易
額
と
同
じ
く
ら
い
輸
入
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

レ
ス
タ
ー
ブ
ラ
ウ
ン
の
資
料
よ
り
。 

う
め
さ
ん:

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
る
？

 

水
に
つ
い
て

よ
し
も
り
さ
ん:

一
日
年
間
で
3
2
0
L
水
を

使
っ
て
い
る
。
水
、
8
6
0
億
立
方
メ
ー
ト
ル
、

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
原
則

日
本
の
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン

午
前
1
0
時
3
0
分

仮
想
水(

バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー)

6
4
0
億
立

方
メ
ー
ト
ル
の
合
計
が
日
本
で
使
っ
て
い
る
量
。 

ほ
り
さ
ん:

地
下
水
汚
染
で
安
全
な
水
が
な
く
な
っ

た
。
地
下
水
1
4
0
0
年
で
更
新
。
地
下
水
の
浄

化
不
可
能
。 

ぶ
ん
さ
ん:

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
作
る
た
め
に
砂
利
穴

を
開
け
て
き
れ
い
な
湧
き
水
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
を

埋
め
て
穴
を
ふ
さ
ぐ
。
地
下
水
の
汚
染
が
進
む
。
窒

素
過
多
で
ブ
ル
ー
ベ
ビ
ー
症
が
増
え
た
。 

う
め
さ
ん:

日
本
は
水
は
豊
富
の
よ
う
に
思
え
る
が
、

降
水
量
を
人
口
で
割
る
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ほ
う

が
多
か
っ
た
。 

ゆ
き
ん
こ
さ
ん:

地
球
の
水
の
0
.
0
8
％
が
人

が
利
用
で
き
る
淡
水
。
８
秒
に
一
人
、
82
％
の
人
が

汚
れ
た
水
が
原
因
で
死
ん
で
い
る
。 

う
め
さ
ん:

水
を
奪
い
あ
う
戦
争
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
水
で
苦
労
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
水
道
が
引
か

れ
て
も
水
を
使
う
量
が
少
な
か
っ
た
。 

あ
や
さ
ん:

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ま
ず
し
い
農
村
で
は
、

水
溜
り
の
よ
う
な
水
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現

実
が
あ
っ
た
。 

エ
ネ
ル
ギ
ー

よ
し
も
り
さ
ん:

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は

20
％(
原
発
含
む)

30
％
転
換
ロ
ス
。
重
さ
に
換
算

す
る
と
半
分
が
ロ
ス
。 

ほ
り
さ
ん:

原
子
力
発
電
所
は
55
基
、海
を
汚
染
す
る
。 

ゆ
き
ん
こ
さ
ん:
日
本
人
１
人
増
え
る
と
16
人
分
増

え
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
が
世
界
の
丸
太
の
三
分
の

一
を
使
っ
て
い
る
。
コ
ン
パ
ネ
な
ど
で
熱
帯
材
を
。 

れ
い
な
さ
ん:

テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
は
な
く
、
コ
ッ
ト
ン

ハ
ン
カ
チ
が
お
薦
め
。 

う
め
さ
ん:

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
の
よ
う
に
自
給
す
る

か
。
C
O
2
を
排
出
し
な
い
原
発
を
ま
た
進
め
る
流

れ
も
あ
る
。
十
分
の
一
運
動
。
オ
ー
ル
電
化
は
原
発
を

応
援
す
る
仕
組
み
。
原
発
は
24
時
間
動
か
さ
な
い
と
い

け
な
い
。
深
夜
電
力
の
利
用
。
質
の
高
い
電
気
を
低
い

熱
に
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

の
話
。
ト
ラ
ッ
ク
１
台
満
タ
ン
に
す
る
の
に
１
人 

１

年
分
食
べ
ら
れ
る
分
の
と
う
も
ろ
こ
し
が
使
わ
れ
る
。

と
う
も
ろ
こ
し
の
値
が
上
が
る
。
飢
え
て
い
る
人
が
い

る
の
に..

。 

け
ん
さ
ん:

世
の
中
お
か
し
い
ね
。 

う
め
さ
ん:

長
期
的
に
な
に
が
大
事
か
。
目
先
の
も

の
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
る
と
大
事
な
も
の
が
見
え
な

い
。
手
を
合
わ
せ
る
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
見
え
る
。 

左
右
の
手
を
少
し
指
の
間
を
開
け
て
指
の
先
と
指
の

先
を
く
っ
つ
け
て
指
の
間
か
ら
遠
く
を
見
る
と
、
横

に
つ
な
が
っ
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
見
え
ま
し
た
。
遠
く

を
見
る
と
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
！

み
ん
な
が
宿
題
で
持
っ
て
き
た
デ
ー
タ
は
、
一
見
ば

ら
ば
ら
の
よ
う
で
も
、
あ
つ
め
て
み
る
と
、
一
つ
の

全
体
像
を
映
し
出
し
ま
し
た
。
世
界
の
中
の
、
地
球

の
中
の
日
本
の
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
こ
と

は
長
期
的
に
、
遠
い
視
点
で
自
分
の
生
活
を
見
つ
め

る
こ
と
で
し
た
。
普
段
忘
れ
が
ち
な
、
で
き
れ
ば
忘

れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
現
実
を
見
つ
め
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

 

レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
地
球
白
書

1934

年
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
生
ま
れ
。

ラ
ト
ガ
ー
ズ
大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
農
学
・
行

政
学
を
修
め
る
。
農
務
省
に
て
国
際
農
業
開
発
局
長

を
務
め
る
。1974

年
、
地
球
環
境
問
題
に
取
り
組

む
ワ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ッ
チ
研
究
所
を
創
設
。

1984

年
、『
地
球
白
書
』
を
同
研
究
所
の
年
次
刊

行
物
と
し
て
発
行
。1989

年
に
は
『
ワ
ー
ル
ド

ウ
ォ
ッ
チ
』
を
隔
月
刊
地
球
環
境
総
合
誌
と
し
て
創

刊
。1992

年
に
は
『
地
球
環
境
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
』

を
同
研
究
所
の
年
次
刊
行
物
と
し
て
発
行
。2001

年5

月
、
ア
ー
ス
ポ
リ
シ
ー
研
究
所
を
創
設
し
て

所
長
に
就
任
。2003

年12

月「
プ
ラ
ンB

」発
刊
。

バーチャルウォーター（仮想投入水量）＝

　　　一日の灌漑水量×栽培日数

　　　面積あたりの収量×歩留り率

　　　歩留り率＝可食部の重量

　　　　　　　　　全重量

膨大な食料を輸入しているということは、食料そのものの輸入に加え
て、膨大な量の水を輸入していることでもあります。



22

農
実
習

　

夏
野
菜
の
種
ま
き

午
前
1
2
時
3
0
分

シ
ャ
ロ
ム
に
移
動
し
て
農
実
習
。
自
分
た
ち
の
畑
に

行
く
途
中
で
、
レ
タ
ス
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
苗
を
苗

床
か
ら
採
っ
て
、
稲
の
苗
、
黒
米
を
養
生
し
て
い
る

陸
床
を
見
学
し
ま
し
た
。
空
で
ヒ
バ
リ
の
鳴
く
あ
ぜ

道
を
気
持
ち
よ
く
移
動
。

 

一
ヶ
月
で
雑
草
の
山
に
な
っ
て
い
る
畑
を
見
て

び
っ
く
り
。1

ヶ
月
に
一
回
し
か
こ
ら
れ
な
い
の
で
、

と
り
あ
え
ず
草
を
刈
る
。
一
心
不
乱
に
刈
る
。 

ト
マ
ト
と
き
ゅ
う
り
の
定
植
。

竹
の
支
柱
を
３
〜
４
本
立
て
る
。
支
柱
の
根
元
は

60

セ
ン
チ
く
ら
い
の
間
隔
を
お
い
て
。
２
本
縛
っ

た
と
こ
ろ
に
１
本
入
れ
て
縛
る
と
、
紐
の
下
を
架
け

る
よ
う
に
し
て
い
く
と
強
く
立
て
ら
れ
る
。
ト
マ
ト

も
き
ゅ
う
り
も
支
柱
を
立
て
ず
に
地
這
い
の
や
り
方

も
あ
る
が
、支
柱
を
立
て
る
と
芽
掻
き
が
し
や
す
く
、

収
穫
も
し
や
す
い
。
芽
掻
き
を
し
な
い
と
一
気
に
採

れ
て
、
一
気
に
終
わ
る
。
人
間
が
管
理
し
や
す
い
よ

う
に
、芽
を
掻
き
と
っ
て
順
番
に
実
が
生
る
よ
う
に
、

支
柱
で
仕
立
て
ま
す
。 

　

ト
マ
ト
は
乾
燥
地
帯
が
原
産
の
植
物
。
定
植
も

水
は
け
が
い
い
よ
う
に
、
沈
み
す
ぎ
ず
、
こ
ん
も
り

盛
り
上
が
る
く
ら
い
に
植
え
ま
す
。
ポ
ッ
ト
の
土
が

入
る
く
ら
い
の
穴
を
あ
け
て
、
水
を
た
っ
ぷ
り
入
れ

て
、
浸
み
込
む
ま
で
待
ち
ま
す
。
ポ
ッ
ト
の
苗
は2

時
間
く
ら
い
前
に
水
を
や
っ
て
な
じ
ま
せ
て
お
き
ま

す
。
移
植
は
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
の
で
、
夕
方
と
か

朝
と
か
が
い
い
で
す
。
今
み
た
い
に
か
ん
か
ん
照
り

の
と
き
は
本
当
は
良
く
な
い
。
自
然
農
で
は
今
後
水

や
り
は
一
切
や
ら
な
い
。 

茄
子
は
熱
帯
性
の
植
物
で
、
暖
か
い
と
こ
ろ
で
は
冬

枯
れ
ず
に
、
高
木!

に
な
る
。
植
え
る
場
所
は
水
分

が
適
度
に
保
た
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
ト
マ
ト
の
よ

う
に
こ
ん
も
り
さ
せ
な
い
。
茄
子
は
成
長
が
遅
い
の

で
風
で
根
っ
こ
が
揺
れ
な
い
よ
う
に
ち
ょ
っ
と
支
柱

に
縛
っ
て
お
く
。
８
の
字
に
な
る
よ
う
に
ば
っ
て
ん

し
て
、
ち
ょ
っ
と
ゆ
と
り
が
あ
る
く
ら
い
で
結
び
付

け
ま
す
。
定
植
し
た
苗
の
周
り
に
は
草
を
敷
き
ま

す
が
、
病
気
に
な
り
や
す
い
の
で
、
苗
の
根
元
を
少

し
空
け
て
お
く
。 

レ
タ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、ズ
ッ
キ
ー
ニ
も
同
じ
よ
う
に
定
植
し
ま
し
た
。 

穂
高
イ
ン
ゲ
ン
は
支
柱
を
組
ん
で
根
元
に
種
を
点
蒔

き
。
十
セ
ン
チ
く
ら
い
周
り
の
草
を
よ
け
て
、
三
粒

ま
き
ま
す
。「
一
つ
は
虫
の
た
め
、
一
つ
は
大
地
の

た
め
、
一
つ
は
私
の
た
め
」
と
言
い
な
が
ら
蒔
き
ま

す
。
蒔
い
た
ら
、
シ
ュ
ッ
、
シ
ュ
ッ
と
し
た
細
い
草

の
葉
や
、
ス
ギ
ナ
だ
っ
た
ら
細
か
く
し
て
、
上
に
か

ぶ
せ
ま
す
。
乾
燥
防
止
に
。 

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
２
列
に
蒔
く
と
受
粉
し
や
す
い
。

三
箇
所
で
２
列
蒔
く
。
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
と
普
通
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
は
交
雑
す
る
と
お
い
し
く
な
い
の
で
、

別
の
場
所
で
蒔
き
ま
す
。
イ
ン
ゲ
ン
と
同
じ
よ
う
に

点
蒔
き
し
ま
す
。 

種
を
蒔
く
と
き
は
丁
寧
に
。
丁
寧

と
い
う
の
は
芽
の
視
線
で
。  

サ
ト
イ
モ
は
20
セ
ン
チ
く
ら
い
掘
っ
て
植
え
ま
す
。

の
ち2

回
に
分
け
て
土
寄
せ
す
る
の
で
そ
の
分
の

土
は
穴
の
北
側
に
寄
せ
て
置
く
。
来
月
、
再
来
月
と

土
寄
せ
し
て
い
く
。
穴
は
全
部
埋
ま
っ
て
な
く
、
へ

こ
ん
だ
状
態
。芽
を
上
に
、芽
の
方
向
が
判
ら
な
か
っ

た
ら(

結
構
間
違
い
や
す
い)

、
横
に
植
え
る
。
土

に
は
草
を
か
け
て
お
き
ま
す
。(

風
で
飛
ば
さ
れ
な

い
よ
う
に
か
な
？) 

サ
ツ
マ
イ
モ
も
植
え
ま
し
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
種
芋

か
ら
伸
び
た
芽
を
切
っ
た
も
の
を
植
え
ま
す
。
挿
し

木
み
た
い
な
感
じ
。30
セ
ン
チ
間
隔
で
植
え
て
い
く
。

す
じ
状
に
。
草
を
よ
け
て
、
植
え
る
角
度
は
水
平
、

斜
め
、
垂
直
、
な
ど
あ
る
。
水
は
や
ら
な
い
。
葉
っ

ぱ
が
し
お
れ
て
て
も
大
丈
夫
！ 

落
花
生
は
き
ゅ
う

り
の
隣
に
蒔
き
ま
す
。
殻
の
ま
ま
で
も
、
殻
を
む
い

て
も
い
い
で
す
。 

Azumino Permaculture Workshop-May

こ
く
お
う:

建
築
実
習
は
、
素
人
の
お
遊
び
で
は
な

く
、
プ
ロ
の
職
人
が
し
て
い
る
の
と
一
緒
。
プ
ロ

の
職
人
に
な
っ
た
第
一
歩
と
思
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ

い
。 

ケ
ン
さ
ん:

二
食
に
し
て
、
時
間
に
余
裕
が
で
き
た
。

次
は
断
食
！ 

食
べ
る
こ
と
か
ら
自
由
に
な
る
の
も

い
い
。
建
築
、
農
業
か
ら
全
体
像
が
み
え
る
。 

う
め
さ
ん:

時
間
が
来
た
か
ら
ご
飯
を
食
べ
る
。
お

腹
す
い
て
な
く
て
も
。
人
は
い
つ
も
と
違
う
こ
と
に

拒
否
反
応
を
お
こ
す
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
。
い
つ

も
と
ち
ょ
っ
と
違
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
み
る
と
、

ま
た
新
し
い
も
の
が
見
え
て
く
る
。
見
直
す
き
っ
か

け
に
な
り
、
そ
れ
を
み
ん
な
で
シ
ェ
ア
出
来
れ
ば
い

い
な
。
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
で
は
知
っ
て
い
る
こ
と

で
満
足
で
は
良
し
と
し
な
い
。
や
っ
て
み
な
い
と
価

値
が
な
い
。
実
際
に
や
っ
て
み
る
。
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

は
忙
し
い
。
建
築
は
今
日
が
抽
象
的
で
、
一
番
難
し

い
と
こ
ろ
。人
と
の
つ
な
が
り
方
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

社
会
の
あ
り
方
。
そ
う
い
う
中
で
ど
う
い
う
風
に
自

分
が
出
来
れ
ば
い
い
か
。

 

宿
題
の
と
こ
ろ
で
は
、
う
ん
ざ
り
す
る
よ
う
な
現

ま
と
め
！

午
後
３
時

実
に
暗
く
な
っ
た
け
ど
、
自
分
も
そ
れ
を
支
え
て
る

一
人
だ
と
思
う
と
、ひ
と
ご
と
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。

ま
た
来
月
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
（
報
告
・
大
林
俊
明
）
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Azumino Permaculture Workshop-june

自
然
農
法
国
際
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー
を
見
学

午
後
1
時
3
0
分

今
回
は
、
松
本
に
て
集
合
し
、
自
然
農
法
国
際
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー
の
農
業
試
験
場
の
見
学
で
す
。
お
休

み
に
も
関
わ
ら
ず
、
セ
ン
タ
ー
の
育
種
課
長
の
中
川

原
さ
ん
に
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
河
原
さ
ん
「
自
然
農
法
は
難
し
く
て
、
私
も
よ
く

解
ら
な
い
ん
で
す
よ
。」
と
の
お
言
葉
。
セ
ン
タ
ー

で
は
、
野
菜
・
雑
穀
の
育
種
と
研
究
、
一
般
の
方
々

へ
種
子
の
頒
布
も
行
っ
て
い
る
。
大
体
1
8
0
0

件
の
申
し
込
み
の
う
ち
、６
割
は
家
庭
菜
園
の
方
々
、

残
り
は
兼
業
や
専
業
の
農
家
の
方
々
。

車
で
移
動
し
て
最
初
に
案
内
さ
れ
た
試
験
場
は
、
70

ア
ー
ル(

７
反
部)

と
広
い
場
所
。
麦
、草
地
、野
菜
、

草
地
と
、
大
体
1
m
程
度
毎
に
縞
状
に
栽
培
さ
れ

て
い
た
。

こ
こ
は
火
山
灰
性
の
や
わ
ら
か
い
土
地
で
、
17
年
間

自
然
農
法
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
昔
は
ス
イ
カ
の
出

来
も
悪
い
荒
地
だ
っ
た
が
、
牧
草
を
撒
い
て
土
を
作

る
よ
う
に
し
て
き
た
。

自
然
農
法
は
、
基
本
的
に
肥
料
は
や
ら
ず
、
草
を
利

用
し
て
虫
や
ミ
ミ
ズ
を
集
め
、
土
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
く
。
日
本
人
の
主
食
は
お
米
で
す
が
、実
は
、

土
に
も
主
食
に
あ
た
る
植
物
が
あ
り
ま
す
。
麦
や
豆

類
、
雑
穀
類
の
藁
で
す
。
藁
は
燃
え
る
け
れ
ど
、
そ

れ
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ
。こ
の
藁
を
敷
い
て
、

そ
こ
に
虫
や
ミ
ミ
ズ
が
集
ま
り
、
土
が
肥
え
る
。
マ

メ
科
の
根
に
在
る
根
瘤
菌
は
空
気
中
の
窒
素
を
土
に

取
り
込
む
。
麦
↓
野
菜
↓
豆
類
↓
野
菜
↓
、
な
ど
の

よ
う
に
一
つ
の
畝
で
順
番
に
栽
培
し
、
土
の
主
食
と

副
菜
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。 

こ
ち
ら
の
背
の
高
い
麦

は
、
ジ
ブ
リ
美
術
館
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ス
ト
ロ
ー
を

栽
培
中
。
ラ
イ
麦
と
小
麦
の
雑
種
。1

本
の
藁
か
ら

１
本
の
ス
ト
ロ
ー
し
か
出
来
な
い
。「
わ
〜
！
本
当

に
ス
ト
ロ
ー
み
た
い!

」
種
を
採
る
麦
穂
は
赤
い
印

を
付
け
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
高
地
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
積
ん
だ
後
、
低
地
で
能
力
を
発
揮
す
る
の
と

同
じ
よ
う
に
、
植
物
も
野
生
の
厳
し
い
環
境
の
中
で

何
世
代
か
採
種
し
て
い
く
と
、
肥
料
に
頼
ら
ず
、
根

を
し
っ
か
り
張
っ
て
栄
養
を
と
る
逞
し
い
種
が
取
れ

ま
す
。
問
題
に
な
る
よ
う
な
病
気
も
少
な
い
。 

根
っ

こ
を
張
る
こ
と
が
一
番
大
事
。
良
い
根
は
、
条
件
的

に
苦
し
い
方
が
よ
く
張
る
。
土
の
上
の
見
え
る
部
分

が
す
く
す
く
育
つ
場
合
は
、根
は
た
い
て
い
貧
弱
で
、

ま
る
で
手
抜
き
建
築
や
違
法
建
築
。
自
然
農
法
は
、

見
え
る
と
こ
ろ
は
気
に
し
な
い
。 

発
芽
か
ら
３
〜
10

枚
の
本
葉
が
出
る
苗
の
時
期
は
、
人
間
の
子
ど
も
時

代
と
同
じ
く
、そ
の
子
の
基
礎
を
作
る
大
切
な
時
期
。

「
三
つ
子
の
魂
、
百
ま
で
」
と
言
う
が
、
本
葉
１
枚

=

１
歳
と
考
え
３
枚
位
ま
で
は
、
適
度
に
粗
食
で
、

で
も
厳
し
す
ぎ
れ
ば
イ
ジ
ケ
ち
ゃ
う
。
そ
の
子
を
見

守
っ
て
し
っ
か
り
と
し
た
苗
を
育
て
る
こ
と
で
、
根

が
し
っ
か
り
と
張
る
。
種
屋
さ
ん
か
ら
新
し
く
素
材

と
な
る
種
を
仕
入
れ
た
当
初
は
、
肥
料
が
ほ
し
い
、

寒
け
れ
ば
足
元
を
暖
め
て
ほ
し
い
、
な
ど
敏
感
。
で

も
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民
と
同
じ
く
、
３
世
く
ら
い
に

な
る
と
、
そ
の
土
地
の
気
候
や
条
件
に
慣
れ
て
自
律

し
た
種
が
採
れ
る
よ
う
に
な
る
。

「
土
と
か
野
菜
に
も
、
人
と
同
じ
考
え
る
力
が
あ
る
」

と
い
う
の
が
自
然
農
法
の
考
え
方
。
子
育
て
と
同
じ

く
ら
い
、
育
て
る
人
の
考
え
方
が
、
そ
の
畑
や
作
物

に
現
れ
る
。
自
然
農
法
と
い
う
と
、
何
も
や
ら
な
い

で
放
っ
て
お
き
、
肥
料
も
絶
対
や
ら
な
い
と
い
う
人

も
い
る
け
れ
ど
、
こ
こ
で
は
、
土
が
痩
せ
た
時
に
は

肥
え
た
土
を
足
す
な
ど
し
て
い
る
。
草
を
刈
っ
て
根

元
に
か
け
た
り
、
ト
マ
ト
な
ど
誘
引
す
る
な
ど
も
。

(

ト
マ
ト
は
本
来
放
射
状
に
3
m
も
広
が
っ
て
他

の
草
を
生
や
さ
な
い
、
攻
撃
的
な
植
物
。)

畑
を
案
内
し
な
が
ら
、、、
こ
れ
は
種
採
り
用
の
レ
タ

ス
、
こ
ち
ら
の
交
配
し
た
最
初
の
F
1
世
代
の
ト

マ
ト
は
親
世
代
の
こ
ち
ら
よ
り
も
成
長
が
い
い
、
こ

の
ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
と
い
う
マ
メ
科
の
牧
草
は
、
他

の
雑
草
を
抑
え
て
く
れ
る
し
土
を
肥
え
さ
せ
る
、
な

ど
な
ど
。

こ
れ
は
き
ゅ
う
り
を1

箇
所
に
８
粒
ず
つ
撒
い
て
、

互
い
に
競
争
さ
せ
て
い
る
所
。
自
然
に
強
い
の
が
伸

び
て
く
る
。
本
来
、
自
然
の
状
態
で
は
１
箇
所
か
ら

30
個
位
の
芽
が
出
て
競
争
す
る
こ
と
で
、
１
本
だ
け

よ
り
根
が
よ
く
は
る
。
遅
霜
の
時
は
高
く
伸
び
た
も

の
が
犠
牲
に
な
る
が
低
い
も
の
が
保
険
で
生
き
残

る
な
ど
、
集
団
の
方
が
よ
く
育
つ
「
共
育
ち
」
の
現

象
が
あ
る
。
兄
弟
同
士
で
競
争
し
た
り
、
我
慢
を
学

ぶ
こ
と
で
、
他
の
種
や
社
会
で
の
競
争
に
強
く
な
る

動
物
や
人
間
の
子
ど
も
と
全
く
同
じ
。
長
い
鎌
の
紹

介
。
植
物
に
だ
け
厳
し
く
し
て
お
い
て
、
人
間
だ
け

楽
を
す
る
の
は
良
く
な
い
の
で
は
？
と
い
う
の
が
出

発
点
。
長
い
鎌
で
屈
ま
ず
に
草
刈
が
出
来
る
し
、
足

腰
や
腕
を
使
う
全
身
運
動
。ビ
ー
バ
ー
と
は
違
っ
て
、

小
鳥
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
蛙
の
足
を
切
る
こ
と
も

な
い
し
、
軽
く
扱
え
る
。
こ
の
鎌
の
お
か
げ
で
草
刈

が
趣
味
！
と
言
え
る
く
ら
い
大
好
き
に
。
近
く
の
中

沢
工
務
店
で
特
注
し
1
5
,
0
0
0
円
。
９
寸
幅

の
鎌
だ
が
特
に
角
度
を
工
夫
。
こ
の
便
利
な
鎌
が
広

が
れ
ば
、
全
国
の
つ
ぶ
れ
つ
つ
あ
る
鍛
冶
屋
さ
ん
の

仕
事
が
で
き
る
。(

し
ば
ら
く
の
間
、
何
人
か
草
刈

を
体
験
！
草
地
の
草
が
ど
ん
ど
ん
切
れ
て
い
く
、、、。

後
で
購
入
し
た
方
も
。) 

厳
し
い
条
件
だ
と
、
面
白

い
素
材
が
出
る
可
能
性
が
高
い
、
人
の
顔
が
違
う
と

性
格
が
違
う
の
と
同
じ
よ
う
に
、
作
物
も
姿
が
違
え

ば
特
徴
が
違
う
。
種
採
り
す
る
場
合
、
肥
料
を
や
ら

な
か
っ
た
り
耕
さ
な
か
っ
た
り
、
厳
し
い
条
件
で
変

化
す
る
力
、
這
い
上
が
る
力
を
発
揮
さ
せ
る
。
販
売

し
た
り
食
味
を
良
く
し
た
り
す
る
場
合
は
違
っ
て
く

る
。

次
は
、
自
然
生
え
の
試
験
場
。

こ
の
場
所
は
ト
マ
ト
の
果
実
を
30
個
ほ
ど
10
月
に
置

い
て
、
次
の
春
３
月
頃
土
を
掛
け
た
。
30
個
の
う
ち

３
個
ほ
ど
の
ト
マ
ト
か
ら
一
斉
に
発
芽
。
果
実
の
お

か
げ
で
土
が
肥
え
て
い
る
。
１
箇
所
か
ら
た
く
さ
ん

の
小
さ
い
芽
が
発
芽
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
集
団

の
ボ
ス
が1

箇
所
か
ら
１
〜
３
本
出
て
く
る
。
こ

こ
で
は
間
引
き
し
な
い
実
験
。
遅
霜
な
ど
何
か
あ
っ

た
ら
他
の
苗
が
生
長
し
て
く
る
。
人
が
い
い
種
を
選

ぶ
の
は
難
し
い
け
れ
ど
、
こ
う
い
っ
た
競
争
の
中
で

生
育
が
い
い
も
の
は
畑
に
合
っ
て
い
る
株
。
食
味
の

良
く
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
人
が
お
い
し
い
も
の
を

選
べ
ば
、
お
い
し
い
も
の
が
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
。
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定
期
的
に
草
を
刈
っ
て
、
雑
草
が
イ
ヌ
ム
ギ
に
な
っ

て
き
た
。
根
が
よ
く
は
る
ほ
ど
、
味
に
コ
ク
が
出
て

く
る
。
土
の
肥
え
た
状
態
や
肥
料
を
あ
げ
た
り
し
て

い
る
と
、
根
が
張
ら
な
い
分
、
味
が
単
調
に
な
る
。

(

き
ゅ
う
り
の
苗
を
見
な
が
ら)

根
が
良
く
張
っ
た

作
物
の
特
徴
は
、、、
茎
が
太
い
。
葉
が
余
り
大
き
く

な
く
厚
み
が
あ
り
波
打
つ
。
葉
の
色
は
余
り
濃
く
な

く
、病
気
に
強
い
。脇
芽
が
出
て
く
る
。節
間
が
短
い
。

自
然
に
腐
食
し
た
土
は
じ
わ
じ
わ
と
長
く
効
く
。
ト

マ
ト
な
ど
芽
掻
き
は
ス
ト
レ
ス
で
、葉
が
硬
く
な
る
。

青
首
大
根
と
地
大
根
の
雑
種
。
青
首
大
根
で
は
難
し

い
採
種
が
出
来
る
。

ア
ブ
ラ
ナ
科
は
葉
を
落
と
す
こ
と
で
、
他
の
植
物
を

枯
ら
し
土
を
肥
え
さ
せ
、次
の
世
代
の
為
に
土
作
り
。

野
菜
は
み
ん
な
そ
う
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
親

の
代
わ
り
に
人
は
、
夏
の
雑
草
を
抑
え
る
程
度
の
手

助
け
を
し
て
や
る
。
で
も
き
れ
い
に
草
取
り
す
る
と

嫌
ら
し
い
雑
草
が
生
え
て
く
る
の
で
程
々
に
。

「
ペ
ッ
ト
育
苗
」
も
お
勧
め
。
冬
は
ポ
ッ
ト
の
苗
を

部
屋
に
入
れ
て
か
わ
い
が
っ
て
い
る
。
陽
だ
ま
り
や

暖
か
い
日
は
外
に
出
し
て
も
。や
り
方
は
い
ろ
い
ろ
。

楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
そ
れ
で
い
い
。

質
問
な
ど

質
問:

生
育
悪
い
痩
せ
た
土
地
で
は
ど
う
し
た
ら
？

答:

本
来
自
然
の
状
態
で
は
、
親
が
果
実
を
落
と
す

な
ど
土
作
り
を
工
夫
し
て
い
る
。
痩
せ
す
ぎ
の
土
地

で
は
、
種
を
ま
く
場
所
に
両
手
い
っ
ぱ
い
の
肥
え
た

土
「
お
弁
当
」
を
あ
げ
る
な
ど
、
い
い
状
態
の
苗
を

育
て
る
。
苗
を
植
え
る
こ
と
で
も
い
い
。
い
わ
ば
里

親
に
な
っ
た
の
と
同
じ
。
自
然
農
法
と
言
え
ど
放
っ

て
お
く
の
で
は
な
く
、
よ
く
そ
の
子
を
見
て
、
厳
し

す
ぎ
れ
ば
い
じ
け
る
し
、
甘
や
か
せ
ば
根
が
張
ら
な

い
し
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
。

 

質
問:
親
世
代
が
土
作
り
す
る
な
ら
、
何
年
も
同
じ

作
物
を
育
て
た
方
が
良
い
の
で
は
？

答:

例
え
ば
ト
マ
ト
は
一
箇
所
か
ら
離
れ
る
よ
う
に

広
が
る
し
、
厳
し
い
条
件
の
方
が
根
が
張
る
。
ト
マ

ト
を
栽
培
し
た
場
所
は
、
他
の
作
物
に
と
っ
て
は
肥

え
た
土
に
な
っ
て
い
る
。
連
作
し
て
い
る
と
不
思
議

と3

年
く
ら
い
で
発
芽
し
な
く
な
っ
て
く
る
。
他

の
場
所
に
移
し
た
方
が
元
気
。

質
問:

肥
え
た
土
は
ど
ん
な
土
？

答:(

敷
き
草
を
ど
け
て
ミ
ミ
ズ
や
虫
の
い
っ
ぱ
い

い
る
土
を
見
せ
て)

ミ
ミ
ズ
の
糞
が
い
っ
ぱ
い
の
コ

ロ
コ
ロ
の
状
態
。
細
か
い
根
が
い
っ
ぱ
い
混
じ
っ
て

い
る
。「
匂
い
か
い
で
ご
ら
ん
」「
わ
〜
い
い
に
お
い!

」 

質
問:

全
国
で
自
然
農
法
の
種
を
頒
布
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
？

答:

他
に
は
１
箇
所
程
度
？
こ
こ
で
は
今
年
８
月
ま

で
種
を
頒
布
し
、
次
回
は
１
月
か
ら
頒
布
再
開
。

質
問:

こ
れ
か
ら
撒
く
と
い
い
作
物
は
？

答:

遅
ま
き
の
き
ゅ
う
り
、
イ
ン
ゲ
ン
、
に
ん
じ
ん

も
い
い
。

質
問:

農
業
の
法
律
の
改
正
で
、
自
家
採
種
が
違
法

に
な
る
よ
う
だ
が
？

答:

種
苗
法
の
改
正
で
、
品
種
の
育
成
者
が
明
確
な

種
に
つ
い
て
個
人
の
自
家
採
種
が
違
法
に
。
在
来
種

や
、
育
成
者
が
決
ま
っ
て
い
な
い
も
の
は
大
丈
夫
。

特
に
新
し
い
種
苗
の
場
合
は
育
成
者
の
権
利
が
明

確
。
例
え
ば
遺
伝
子
組
み
換
え
の
花
粉
が
混
じ
っ
た
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際
に
会
社
側
が
裁
判
を
起
こ
し
て
勝
訴

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
世
界
の
主
流
だ
ろ
う
。
育

成
者
が
不
明
確
な
品
種
な
ら
自
家
採
種
O
K
。

質
問:

種
の
保
存
方
法
は
？

答:

缶
に
乾
燥
剤
と
共
に
入
れ
て
、
冷
蔵
庫
に
入
れ

る
の
が
い
い
。

中
河
原
さ
ん
の
大
き
な
愛
情
が
つ
ま
っ
た
畑
に
み
ん

な
感
動
。
長
年
培
わ
れ
た
知
恵
は
農
業
だ
け
で
な
く

人
生
に
も
当
て
は
ま
る
言
葉
ば
か
り
、
ず
っ
し
り
き

ま
し
た
。

午
後
６
時

温
泉

夕
ご
は
ん

シ
ャ
ロ
ム
と
す
ず
む
し
荘（
温
泉
）を
経
由
し
て
シ
ャ

ン
テ
ィ
ク
テ
イ
へ
移
動
。民
さ
ん
の
美
味
し
い
夕
食
。

発
展
と
は
何
か
？

「
懐
か
し
い
未
来
〜
ラ
ダ
ッ
ク

か
ら
学
ぶ
こ
と
」
を
鑑
賞

午
後
8
時

チ
ベ
ッ
ト
の
西
の
果
て
の
ラ
ダ
ッ
ク
は
、
８
ヶ
月
も

雪
に
閉
ざ
さ
れ
な
が
ら
、
伝
統
文
化
が
「
豊
か
な
暮

ら
し
」
を
守
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
西
洋
文
明
や
貨

幣
経
済
の
影
響
が
、
ラ
ダ
ッ
ク
の
文
化
や
生
活
様
式

を
変
え
る
。
西
洋
的
な
視
点
か
ら
こ
れ
を
「
発
展
」

と
言
う
け
れ
ど
、
実
質
的
に
は
昔
よ
り
「
貧
し
い
暮

ら
し
」
に
な
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
で
も
同
じ
プ

ロ
セ
ス
が
長
い
間
を
か
け
て
進
ん
で
き
た
。
ラ
ダ
ッ

ク
で
は
こ
れ
が
十
数
年
の
間
に
一
気
に
進
み
、
こ
の

問
題
が
ク
リ
ア
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
昔
か
ら

の
文
化
・
生
活
様
式
で
は
・
・
・
高
齢
者
も
含
め
た

大
人
数
の
世
帯
で
広
い
畑
を
持
つ
。
数
世
帯
で
の
相

互
の
助
け
合
い
の
組
織
が
、
放
牧
や
農
業
を
支
え

る
。
生
活
に
使
う
物
全
て
、
身
の
回
り
か
ら
自
分
た

ち
が
作
り
だ
す
。
女
性
の
世
帯
で
の
働
き
が
重
要
な

位
置
に
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
生
活
の
中
か
ら
経
験

で
学
ん
で
い
く
。
物
事
の
取
り
決
め
も
、
世
帯
毎
か

ら
、
相
互
助
け
合
い
の
組
織
、
そ
し
て
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
で
の
意
思
決
定
ま
で
、
段
階
的
に
自
分
た

ち
で
決
定
。「
持
続
的
な
伝
統
文
化
」
西
洋
文
明
・

貨
幣
経
済
が
進
出
し
て
き
て
・
・
・
道
路
が
作
ら
れ

車
が
来
る
。政
府
補
助
の
安
い
小
麦
が
大
量
に
入
り
、

農
業
を
続
け
る
意
味
を
な
く
す
。
助
け
合
い
で
は
な

く
賃
金
労
働
が
当
た
り
前
に
。
世
帯
の
男
は
町
に
働

き
に
。
子
ど
も
は
学
校
へ
。
女
性
は
家
に
残
り
、
放

牧
や
農
業
な
ど
残
っ
た
負
担
が
増
え
た
の
に
、「
貨

幣
を
稼
ぐ
」
こ
と
が
意
味
を
持
っ
た
中
で
は
地
位
は

低
い
。
町
に
移
転
し
て
く
る
世
帯
も
。
で
も
排
泄
設

備
が
な
く
、
飲
み
水
の
小
川
や
大
気
は
汚
染
さ
れ
、

政
府
の
水
や
物
資
配
給
に
頼
る
。
自
分
た
ち
の
事
を
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政
府
が
決
め
る
。
効
率
よ
く
貨
幣
を
稼
い
で
何
で
も

購
買
で
き
る
け
れ
ど
、
時
間
が
な
い
、
余
暇
が
な
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
、
孤
独
化
。「
近
代
化
し
な

け
れ
ば
」
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
。
一
方
的
な
西
洋

的
な
価
値
観
ば
か
り
宣
伝
さ
れ
、「
豊
か
な
暮
ら
し
」

の
概
念
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
西
洋
的
な
「
学
校

教
育
」
は
伝
統
文
化
や
農
的
な
暮
ら
し
に
つ
い
て
は

全
く
教
わ
ら
な
い
。
伝
統
文
化
や
家
族
そ
し
て
自
分

に
対
す
る
自
尊
心
が
希
薄
に
。
卒
業
後
の
就
職
試
験

に
落
ち
て
突
然
自
分
の
居
所
が
な
く
な
る
。
物
質
的

に
豊
か
に
な
っ
て
も
、
心
の
中
は
惨
め
。
自
分
と
全

て
の
も
の
は
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と

が
大
切
。
ラ
ダ
ッ
ク
で
「
地
域
」
の
大
切
さ
を
学
べ

る
。
で
も
世
界
で
は
反
対
の
方
向
に
進
ん
で
い
る
。

視
終
わ
っ
て
し
ば
ら
く
言
葉
が
で
な
い
・
・
・
。
言

葉
に
な
ら
な
い
が
心
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
。

日
本
で
も
昔
は
貨
幣
経
済
と
物
々
交
換
の
経
済
が
並

存
し
て
き
た
。
貨
幣
経
済
だ
け
に
な
っ
て
、
貨
幣
だ

け
の
尺
度
に
。
全
て
昔
の
暮
ら
し
に
戻
る
の
は
難
し

い
の
で
は
。
で
も
も
う
一
度
つ
な
が
り
を
直
す
一
つ

の
切
り
口
と
し
て
、
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
い
い
の

で
は
。（
報
告
・
増
原
鈴
奈
）

　

私
た
ち
を
と
り
ま
く
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
、
食
・
農
・

教
育
・
健
康
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
経
済
・
政
治
・
精
神

性
・
・
・
。
こ
れ
ら
の
問
題
の
根
っ
こ
は
実
は
す
べ

て
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
根
の
部
分
を
知
り
改

善
し
て
い
く
こ
と
で
、
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い

く
の
で
す
。イ
ン
ド
北
部
、ヒ
マ
ラ
ヤ
の
辺
境
ラ
ダ
ッ

ク
や
イ
ギ
リ
ス
で
の
実
践
を
通
じ
て
、
従
来
の
一
方

通
行
的
な
開
発
で
は
な
く
、
地
域
・
地
元
に
残
る
伝

統
智
を
活
か
し
た
「
も
う
一
つ
の
未
来=

懐
か
し

い
未
来
」
を
提
唱
し
つ
づ
け
て
き
た
ヘ
レ
ナ
・
ノ
ー

バ
ー
グ
・
ホ
ッ
ジ
さ
ん
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
今

年
も
日
本
に
来
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
懐
か
し
い
未
来
」を
創
り
出
し
て
い
く
た
め
に
、今
、

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
。
そ
の
鍵
は
「
ロ
ー
カ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」、
つ
ま
り
地
域
の
力
、
地
元
の
力

を
高
め
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

身
の
ま
わ
り
の
問
題
に
き
ち
ん
と
向
き
合
う
こ
と
、

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
深
く
関
わ
っ
て
み
る
こ

と
、
そ
こ
に
、
変
革
へ
の
大
き
な
兆
し
が
ひ
そ
ん
で

い
る
は
ず
で
す
。
世
界
を
混
迷
へ
と
導
き
つ
つ
あ
る

経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
、
地
球
も
人
の
心
も

荒
廃
が
進
み
、
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
風
土

に
根
ざ
し
た
循
環
型
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
蘇
ら

せ
る
た
め
の
動
き
は
、
既
に
世
界
中
で
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
動
き
に
あ
ら
た
め
て
学
び
つ
つ
、
一
緒

に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
実
践
し
て
い
き

ま
せ
ん
か
？

﹇
懐
か
し
い
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
H
P
よ
り
﹈

● 

ヘ
レ
ナ
・
ノ
ー
バ
ー
グ
・
ホ
ッ
ジ(H

elena 

N
orberg-H

odge)

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
生
ま
れ
の
言
語
学
者
・
活
動
家
。

1975

年
に
ラ
ダ
ッ
ク
に
入
り
、
ラ
ダ
ッ
ク
語
・
英

語
辞
書
を
作
成
。ISEC(

エ
コ
ロ
ジ
ー
と
文
化
の
た

め
の
国
際
協
会
。
本
部
イ
ギ
リ
ス
。http: //isec.

org.uk)

の
代
表
。1986

年
、
持
続
可
能
で
公
正

な
地
球
社
会
実
現
に
重
要
な
貢
献
を
し
た
人
々
に
与

え
ら
れ
る
ラ
イ
ト
・
ブ
リ
ッ
ド
賞
を
受
賞
。
著
書『
ラ

ダ
ッ
ク 

懐
か
し
い
未
来
』
は30

カ
国
語
以
上
に
訳

さ
れ
た
。
ラ
ダ
ッ
ク
で
の
活
動
を
継
続
し
つ
つ
、
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
問
題
提
起
や
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
世
界
的
な
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
の
一
人
。

2
0
0
6
年
に
来
日
し
、
講
演
会
を
展
開
し
た
ヘ

レ
ナ
・
ノ
ー
バ
ー
グ
・
ホ
ッ
ジ
さ
ん
の
講
演
記
録
。

編
集:

懐
か
し
い
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

発
行:

N
P
O

法
人 

開
発
と
未
来
工
房&

ジ
ュ
レ
ー
・
ラ
ダ
ッ
ク

A5
サ
イ
ズ
、
64
ペ
ー
ジ　

2
0
0
7
年
７
月
発
行

定
価:

5
0
0
円(

税
込)

⇧
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質疑応答
Q１：グローバル化を進めている人は、状況が解っていながら進めているのでしょうか？
H［ヘレナさん］：グローバル化を進めている人達は結果をイメージできていない。基本的に経済が定価すると生活レベルが

下がると思い込んでいる。

N［中島さん］：仕事上の経験から言うと、貿易と環境の関係について経済関係社者に提案しようとすると非常に警戒される。

Q2：グローバリゼーションの恩恵は残しつつグローバリゼーションに移行するの？失業者がでると思うが。。。
H：大企業に対して自由を与えると独占状態になる。これがグローバリゼーション。これを多国間のやりとりと勘違いしな

い事。企業が政府を動かしているような状況はおかしい。

N：知恵や技術はグローバルに、資源や食べ物はローカルに。GDP だけでは見えない。獲得する金銭は少なくとも自給して

いけば生活には困らない。

H：グローバルな貿易の中で企業合併が行われる。→失業者→会社を分ける事が必要で、そうするとバランスがとれるよう

になってくる。人を減らすと後々困難となる。→価値とは政策が変われば変わるものだ。ローカリゼーションを進めれば逆

にお金は増えて行く。

Q3：WTO（※ 1）経済グローバルの力に対してローカリゼーションはどう向かえるのか？もっとパワフルにローカリゼーショ
ンを進めるには？企業の意識、CSR（※ 2）、SRI（※ 3）、企業とローカリゼーションの強力は？ローカリゼーションと政府
とのパートナーシップは？
H：教育や多くのキャンペーンが大きな意味を成します。グローバリゼーションでは職はより不安定です。多くの人はその

恩恵を受けていません。アメリカでは 45 年前よりももっと長く働かなくてはならなくなっています。（多分、日本も？）

NGO 同士で協力し合い、自治体に働きかけ、やがて政府に対して訴えて行く事が必要です。気づきは急速に広まっている

と感じています。

N：ローカリゼーションをいかに大きくしていくのか？

まず民間活動支援→地球環境パートナーシップ→企業の CSR と NPO の円卓会議　国内で企業が第 2 産業と第 1 産業をつな

げる必要があります。

WTO（※ 1）World Trade Organization、略称 WTO：世界貿易機関：自由貿易促進を主たる目的として作られた国際機関。

GATT（関税および貿易に関する一般協定 ( かんぜいおよびぼうえきにかんするいっぱんきょうてい、General Agreement 

on Tariffs and Trade) ウルグアイ・ラウンドにおける合意に基づき、マラケシュ宣言により 1995 年 1 月 1 日に GATT を発展

解消させて成立した。　※フリー百科事典『ウィキペディア (Wikipedia)』より抜粋

CSR（※ 2）“CSR” とは Corporate Social Responsibility の頭文字をとった表現で、日本語では「企業の社会的責任」と一般

的に言われます。

SRI（※ 3）社会的責任投資 (Socially Responsible Investment) は、欧米を起源とする投資の考え方です。欧米には、従来か

ら倫理的投資 (Ethical Investment) という考え方があり、タバコやアルコールなどの特定の業種を排除するネガティブ・ス

クリーニング ( 用語集の「スクリーニング」へリンク ) が行われていました。それが、英国のサステイナビリティ社ジョン・

エルキントンによって 1997 年に「トリプル・ボトム・ライン」( 用語解説の「トリプル・ボトム・ライン」にリンク ) とい

うコンセプトが提起されるに至って、新たなパラダイムが生まれました。経済性、環境適合性、社会適合性の 3 つの観点か

ら企業のパフォーマンスを評価し銘柄選定をする投資行動が、今日の社会的責任投資 (SRI) の代表的な形態となっています。 

※ [CSR Archives]  http://www.csrjapan.jp/sri/what/01.html より抜粋

［感想］　ヘレナさんの講義に参加する前に、二人とも日本国際ボランティアセンターの理事や未来バンクなどユニークな活

動をしている田中優さんの著書『世界から貧しさをなくす 30 の方法』（合同出版社）という、沢山のアイディアや重要な問

題の提示がつまった本を読んでから参加したため、沢山の事柄がヘレナさんの語るローカリゼーションの大切さに繋がって、

よく理解できました。この本の中でこの企画の主催である NPO 法人開発と未来工房代表の鎌田陽司さんは、これから望ま

れる開発とは、1. 主体的・内発的開発 2. 未来志向的・温故知新的開発 3. 地域コミュニティを元気にする開発の 3 つを上げ

ています。今までの日本の他国への開発支援は残念ながら主体的・内発的開発ではなく、押しつけの部分があった事もこの

本を読んで知りました。また開発された日本を含めた欧米社会は持続不可能であり、幸福度は低下してきている現実を見つ

めて、気づいた人から、これらのアイディアを実践していく必要があると痛感しています。ライクリーマインド！協力して

心地良い懐かしい未来を作っていく楽しさを味わいたいと思いました。［OCHI］
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朝
の
体
操

午
前
6
時
3
0
分

Azumino Permaculture Workshop-june

シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
テ
ィ
の
気
持
ち
い
い
朝
、
の
び
を
し

て
ー
に
っ
こ
り
笑
っ
て
力
ぬ
く(

ふ
ー)

建
築
実
習

コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
の
墨
付
け
＆
刻
み

午
前
7
時

 

〜
墨
付
け
?
前
回
な
に
し
て
た
っ
け
?
こ
こ
は
何

処
?
わ
た
し
は
だ
れ
?
〜
前
回
途
中
ま
で
進
め
て
い

た
墨
付
け
作
業
の
続
き
か
ら
で
し
た
。
前
回
の
作
業
を

思
い
出
す
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
の
っ
て
く

れ
ば
こ
っ
ち
の
も
の
で
す
。
皆
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
き

ま
し
た
。(

森
の
中
で
の
仕
事
っ
て
ほ
ん
と
気
持
ち
い
い

で
す
♪
）

①
ノ
ミ
の
使
い
方 

〜
切
れ
な
い
ノ
ミ
ほ
ど
怖
い
ぞ
〜

・材
料
を
ま
た
い
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
股
が
あ
ぶ
な
い
!

ぐ
さ
っ
!

・
ほ
ぞ
孔
を
あ
け
る
時
は
、
ま
ず
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
切

り
込
み
を
い
れ
る
。(

ノ
ミ
出
し
、
ば
り
を
防
ぎ
ま
す)

そ
の
後
は
真
ん
中
か
ら
、
と
に
か
く
ほ
り
ま
く
る
。(

た

た
き
の
み)

最
後
に
線
の
と
こ
ろ
を
丁
寧
に
。(

追
い
込

み
の
み)

・
新
品
の
ノ
ミ
は
柄
頭
の
金
具(

リ
ン
グ)

の
調
整
要
。

そ
の
ま
ま
使
う
と
金
具
が
変
形
し
抜
け
や
す
く
な
る
。

(

柄
頭
を
け
ず
り
金
具
を
は
め
直
す)

﹇
ノ
ミ
の
鬘(

か
つ
ら)

あ
わ
せ
﹈

ノ
ミ
の
頭
の
鉄
リ
ン
グ(

鬘)

が
抜
け
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
に
、
い
っ
た
ん
リ
ン
グ
を
抜
き
、
2
〜
3
m
m
深

く
リ
ン
グ
が
入
る
よ
う
に
木
部
を
削
っ
て
か
ら
リ
ン
グ

を
入
れ
、
頭
の
木
部
を
金
鎚
で
外
側
に
た
た
き
出
す
作

業
を
し
た
。
現
代
人
の
せ
い
か
、
私
た
ち
に
は
何
故
桂

あ
わ
せ
を
し
た
ノ
ミ
を
売
ら
な
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
不
思
議
だ
。

②
の
こ
ぎ
り
の
使
い
方 
〜
曲
が
っ
ち
ゃ
う
ぞ
〜

・
力
を
入
れ
す
ぎ
ず
、
材
に
対
し
て
垂
直
に
ノ
コ
を
全
部

い
れ
る
。刃
に
軽
く
親
指
を
添
え
て
ガ
イ
ド
に
す
る
と
う

ま
く
切
れ
る
。

・
よ
こ
切
り
用
、
た
て
切
り
用
あ
り
、
よ
こ
切
り
用
で

木
を
た
て
に
は
切
れ
に
く
い
。

③
水
平
の
出
し
方 

〜
オ
ー
ト
レ
ベ
ル
登
場
〜

・
オ
ー
ト
レ
ベ
ル
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

三
脚
を
し
っ
か
り
固
定
。
↓
本
体
を
、
レ
ベ
ル(

気
泡)

を
見
な
が
ら
大
体
の
位
置
で
固
定
。
↓
最
後
に
レ
ベ
ル

(

気
泡)

が
真
ん
中
に
な
る
よ
う
、
調
整
ね
じ
で
微
調
整
。

(

調
整
後
は
三
脚
に
触
れ
な
い
、
触
れ
る
と
く
る
う)

 ・
水
平
線
を
付
け
る (

あ
ら
か
じ
め
適
当
な
位
置
に
水

杭
を
打
つ)

オ
ー
ト
レ
ベ
ル
を
の
ぞ
き
杭(

水
杭)

を
見

る
。
↓
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
真
ん
中
に
く
る
位
置
の
杭
に

印
を
。(

最
初
印
は
特
別
わ
か
る
印
を)

↓
土
台
が
の
る

基
礎
の
天
端
の
高
さ
を
決
め
、
最
初
の
印
か
ら
何
ミ
リ

下
が
る
か
計
算
し
、
す
べ
て
の
杭
に
印
を
つ
け
る
。
↓

ふ
た
り
で
作
業
す
る
と
や
り
や
す
い
、
一
人
作
業
は
杭

に
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
を
引
っ
掛
け
て
。
印
に
沿
っ
て
板(

水

貫)

を
張
る

④
芯
墨
の
出
し
方
〜
算
数
は
大
工
の
基
本
〜

・
大
ガ
ネ
を
作
る
。
3
対
4
対
5
で
直
角
に
。(

ピ
タ
ゴ

ラ
ス
の
定
義
な
つ
か
し
ー
、
わ
す
れ
た
ー
!)

・
デ
ッ
キ
の
長
手
方
向
を
基
準
に
し
て
、

建
屋(

ト
イ
レ)

の
一
辺
の
芯
に
な
る
水
糸
を
一
本
張
る
。

↓
最
初
に
決
め
た
一
辺(

水
糸)

に
対
し
、
大
ガ
ネ
を

当
て
な
が
ら
直
角
に
な
る
よ
う
も
う
一
本
、
中
心
の
水

糸
を
張
る
。
↓
糸
の
交
点
か
ら
建
屋
の
一
辺(6

尺)

を

測
り
、
印
を
板(

水
貫)

に
つ
け
釘
を
う
つ
。
↓
そ
の

く
ぎ
に
水
糸
を
引
っ
掛
け
、
大
ガ
ネ
を
使
い
ま
た
直
角

の
水
糸
を
張
る
。(

後
も
同
じ
方
法
で)

↓
最
後
に
、張
っ

た
水
糸
の
交
点
の
対
角
線
の
長
さ
が
等
し
い
か
確
認
し

て
完
了
。(

ふ
ー
・
・
・)

■
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と

沖
縄
の
大
工
さ
ん
、
海
の
水
平
線
で
基
礎
作
り
だ
っ
て

か
っ
こ
い
ー
!
算
数
得
意
な
子
は
大
工
向
き
、
ち
な

み
に
私
は
大
の
苦
手
で
し
た
。。(

今
か
ら
勉
強
し
よ)

今
は
オ
ー
ト
レ
ベ
ル
以
外
で
、
レ
ザ
ー
や
セ
ン
サ
ー
で

簡
単
に
水
平
取
り
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
お
値
段
、レ
ー

ザ
ー
3
〜
4
万
円
、
セ
ン
サ
ー
車
一
台
分
、
高
っ
!

ち
な
み
に
私
の
家
は
バ
ケ
ツ
と
水
ま
き
ホ
ー
ス
で
立
て

ま
し
た
。
安
っ
!
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講
義
の
前
に
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク
。

か
お
り
ん
さ
ん
の
友
人
の
峰
村
さ
ん
か
ら
上
田
の
み
す

ず
飴
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ー
。(
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た)

昔
、
大
好
き
だ
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
の
菓
子
袋
に
入
っ
て

い
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
民
さ
ん
、
わ
た
し
大
好

き
ー
！
っ
て
声
高
ら
か
に
言
っ
て
ま
し
た
よ
ー
。
水
田
、

果
樹
栽
培
の
こ
と
き
き
ま
し
た
。
い
い
な
ぁ
ー
。

 

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
原
則
と
は
?

ど
ん
な
気
候
条
件
、
文
化
条
件
に
も
適
用
、PC

デ
ザ

イ
ン
に
共
通
し
た
原
則
。
地
球
へ
の
配
慮
?
地
球
は

壊
れ
ま
せ
ん
。
人
が
住
め
な
く
な
っ
て
も
惑
星
と
し
て

存
在
し
て
い
き
ま
す
。
だ
か
ら
人
が
生
き
て
い
く
為
に
、

自
分
達
が
そ
れ
ぞ
れ
お
か
れ
て
い
る
環
境
へ
の
配
慮
を

大
切
に
考
え
て
い
く
が
大
事
。

 

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
原
則

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
創
始
者
の
ビ
ル
・
モ
リ
ソ
ン
さ

ん
が
原
則
を11

に
分
類
し
て
い
ま
す
。
P
C
C
J
の

設
楽
さ
ん
が
こ
れ
ら
を
4
つ
に
整
理
し
た
も
の
を
勉

強
し
て
い
き
ま
し
た
。

①
多
様
性 

〜
た
く
さ
ん
の
安
全
装
置
を
つ
く
る
〜

○
単
一
栽
培
よ
り
多
品
種
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不

具
合
が
生
じ
て
も
全
滅
す
る
リ
ス
ク
が
少
な
く
な
る
。

(

大
規
模
よ
り
、
小
規
模
を
た
く
さ
ん
に)

○
相
性
の
良

い
種
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
お
互
が
健
康
に

育
つ
。(

料
理
し
て
相
性
が
良
い
も
の
は
、
一
緒
に
栽
培

し
て
も
う
ま
く
い
く
こ
と
あ
り)

○
水
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
太
陽
、
雨
、
風
な
ど
を
う
ま
く
こ
利
用
し
、
電
気
、

ガ
ス
、
水
道
な
ど
単
一
的
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
み
に
頼

ら
ず
、
複
数
の
経
路
で
確
保
で
き
る
よ
う
に
。
○
農
場

や
畑
で
池
な
ど
を
つ
く
り
、
生
態
系
の
多
様
性
を
良
く

し
、
種
の
異
常
発
生
を
ふ
せ
ぐ
。

②
多
重
性 

〜
一
つ
の
場
所
や
要
素
を
何
通
り
に
も
利
用

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー

の
原
則

午
前
9
時
5
0
分

○
柵
は
柵
だ
け
に
あ
ら
ず!

柵
に
か
ぼ
ち
ゃ
や
う
り
な

ど
を
這
わ
せ
、収
穫
の
場
と
し
て
利
用
で
き
る
。
○
シ
ャ

ロ
ム
の
キ
イ
ウ
ィ
棚
。
夏
は
緑
の
カ
ー
テ
ン
で
涼
し
く
、

冬
に
は
日
が
差
し
温
か
く
、
お
い
し
い
キ
イ
ウ
ィ
が
食

べ
ら
れ
る
。
○
森
の
中
の
構
造
を
取
り
入
れ
る
。
平
坦

の
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、
立
体
的
に
デ
ザ
イ
ン
す
る

こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
生
ま
れ
る
。(

農
場

で
取
り
入
れ
と
効
率
が
上
が
る)(

森
の
子
の
よ
う
に
心

も
育
ま
れ
る)

③
合
理
性 

〜
労
力
や
資
源
を
効
率
良
く
利
用
。

○
朝
、
新
聞
を
取
り
に
い
く
ま
で
・
・
台
所
の
く
ず
野

菜
を
鳥
小
屋
に
〜
新
聞
を
取
り
〜
畑
で
朝
ご
飯
用
の
野

菜
を
収
穫
〜
鳥
小
屋
の
所
で
野
菜
を
き
れ
い
に
〜
家
に

戻
る
。
利
用
目
的
に
合
っ
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
土
地
を
効
率
良
く
利
用
で
き
る
。
○
ね
ず
み

の
畑
に
、
鷹
や
フ
ク
ロ
ウ
の
止
ま
り
木
を
つ
く
る
。
チ

キ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
。

④
循
環
性 

〜
あ
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
、
ほ
か
の
要
素
の

イ
ン
プ
ッ
ト
に
〜

○
人
や
鳥
の
排
泄
物
が
畑
の
肥
料
に
、
そ
の
畑
の
作
物

や
、
鳥
の
卵
が
人
へ
と
循
環
す
る
よ
う
に
・
・
・
○
雨

水
で
洗
い
物
を
し
、
そ
の
水
が
田
ん
ぼ
に
流
れ
、
植
物

を
育
み
空
へ
戻
っ
て
い
く
・
・
・

こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
・
・
・
P
C
の
心
構
え
を
き
い
た
後
で
、

今
ま
で
問
題
事
を
ム
ダ
と
決
め
付
け
て
終
わ
り
に
し
て
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
P
C
を
学
ぶ
た
び
、
も
っ
た
い
な
い

こ
と
を
し
て
い
た
ん
だ
な
ぁ
っ
て
反
省
し
て
い
ま
す
。
問
題

を
ム
ダ
と
位
置
つ
け
ず
受
け
入
れ
て
、
創
造
力
を
も
っ
て
可

能
性
を
見
つ
け
て
い
く
っ
て
・
・
う
〜
ん
愛
だ
な
〜

雨
が
降
っ
て
き
た
の
で
予
定
が
変
わ
り
、
シ
ャ
ン
テ
ィ

ク
テ
ィ
の
新
し
い
デ
ッ
キ
の
上
で
続
き
と
な
り
ま
し
た
。

デ
ッ
キ
の
屋
根
は
ク
リ
ヤ
ー
だ
か
ら
、
ま
る
で
オ
ー
プ

ン
デ
ッ
キ
に
い
る
感
じ
。
雨
な
の
に
快
適
に
作
業
が
で

き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
作
業
も
は
か
ど
り
、
な
ん
と
仮

組
ま
で
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
!

■

こ
こ
で
ち
ょ
っ
と...

・
個
人
的
な
お
願
い
で
”
ち
ょ
う
な
”
の
課
外
授
業
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

(

ち
ょ
う
な=

日
本
に
古
来
よ
り
あ
る
製
材
用
道
具)

国

王
さ
ん
力
強
く
も
簡
単
そ
う
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
さ

す
が
で
す
!
慣
れ
な
い
と
か
な
り
危
な
い
こ
と
も
わ

か
り
ま
し
た
。(

足
に
突
き
刺
さ
り
や
す
い)

K
E
N
さ
ん
裸
足
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。
す
ご
す

ぎ
っ
!
今
後
が
ん
ば
っ
て
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!

午
前
1
0
時
4
0
分
ブ
ラ
ン
チ（
や
っ
た
や
っ
た
ー
！
）

民
さ
ん
特
製
ア
ジ
ア
ン
料
理
。
カ
レ
ー
、
モ
ー
お
い
し

か
っ
た
っ
す
！
何
回
も
お
か
わ
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
日
限
り
の
限
定
味
噌
汁
最
高
で
し
た
。
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
で
作
っ
た
野
菜
汁
を
と
っ
と
い
て
、
ブ
レ
ン
ド

し
て
ダ
シ
に
し
た
そ
う
で
す
。
二
度
と
同
じ
味
は
だ
せ

な
い
ん
で
す
っ
て
。

午
前
1
1
時
5
0
分

建
築
実
習
の
続
き
（
雨
の
た
め
予
定
変
更
）

丸
ノ
コ
で
の
作
業
速
か
っ
た
で
す
。
丸
ノ
コ
の
実
習
も

あ
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
?
・
ド
リ
ル
を
使
っ
て
の
ほ

ぞ
穴
刻
み
も
早
か
っ
た
で
す
ね
。

農
実
習

草
刈
り
・
苗
の
誘
引
・
移
植

午
後
2
時
3
0
分

雨
天
の
為
、
農
業
実
習
は
予
定
が
変
わ
り
短
縮
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。（
残
念
だ
け
ど
そ
の
か
わ
り
建
築
は

進
み
ま
し
た
。)

今
回
三
期
生
の
増
田
さ
ん
が
ご
一
緒

で
ー
す
。
農
業
実
習
の
ご
指
導
さ
れ
て
い
る
と
か(

だ

れ
か
の
せ
い
で
?
ん
?)

。
今
度
お
話
を
ぜ
ひ
!

 

前
回
、
畑
は
雑
草
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

汗
水
流
し
て
草
刈
し
た
マ
ル
チ
が
効
い
て
、
い
い
感
じ

の
自
然
農
畑
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。(

お
お
ー
!)

  

1)
ト
マ
ト
の
手
入
れ (

乾
燥
し
た
土
地
の
出
身
で
す
か

ら
雨
が
き
ら
い
で
す)

・
誘
引
や
芽
か
き
は
晴
れ
た
日
に
。(

病
に
倒
れ
ま
す)

・
誘
引
の
ポ
イ
ン
ト
は
紐
を
八
の
字
に
ゆ
っ
た
り
と
結

ぼ
う
。(

伸
び
た
枝
に
も
誘
引
を)

・
芽
か
き
で
収
穫
時
期
を
ず
ら
し
、
い
つ
で
も
食
卓
に
。

(

ミ
ニ
ト
マ
ト
は
芽
か
き
は
し
な
い)

(

芽
か
き
し
な
い
と
一
斉
に
実
り
ま
す
。
ケ
チ
ャ
プ
や

ジ
ュ
ー
ス
作
り
に
はO

K)

(

ト
マ
ト
の
元
気
が
な
い
時
は
芽
か
き
し
な
い)

(

脇
芽
が
大
き
く
な
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
分
の
根
っ
こ
も

伸
び
て
い
る
の
で
と
ら
ず
に
育
て
る)

2)
き
ゅ
う
り
の
手
入
れ 

・
支
柱
に
ネ
ッ
ト
を
張
っ
た
り
、
紐
を
絡
ま
せ
る
と
つ

る
が
つ
か
ま
り
易
く
な
る
。

・
第
五
節
ま
で
の
脇
芽
は
摘
心
し
ま
し
ょ
う
。

 3)
そ
の
他

・
ト
マ
ト
や
ナ
ス
、
き
ゅ
う
り
な
ど
の
第
一
果
房
は
と
っ

た
方
が
よ
い
。

(

子
孫
が
残
せ
た
と
思
い
安
心
し
、
そ
れ
以
上
の
実
が
つ

き
に
く
く
な
る
。)

と
ら
な
い
で
そ
の
ま
ま
自
然
に
育
て

て
る
人
も
い
ま
す
。
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1)
植
物
達
の
C
ー
R
ー
S
戦
略

・
C
タ
イ
プ=

他
の
植
物
と
の
競
争
に
強
く
、
打
ち
勝

つ
タ
イ
プ
。（
パ
ワ
ー
全
開
グ
イ
グ
イ
い
く
ぞ
ー
っ
て
感

じ)典
型
と
し
て
、
木
本(

光
が
占
有
で
き
る
、
草
に
負
け

な
い)

、
P
C
で
は
果
樹
な
ど
を
上
手
に
使
い
生
産
性

を
あ
げ
る
。

雑
草
界
で
は
、
ヨ
モ
ギ
や
姫
女
苑
な
ど
グ
ン
グ
ン
上
に

大
き
く
な
る
タ
イ
プ
。(

根
っ
こ
に
栄
養
の
貯
金
あ
り)

・
R
タ
イ
プ=

環
境
の
変
化
に
強
い
タ
イ
プ
、
踏
ま
れ

て
も
へ
っ
ち
ゃ
ら
♪

(

逆
に
踏
ん
で
あ
げ
な
い
と
調
子
が
で
な
い
。
マ
ゾ)

だ

い
じ
に
し
て
し
ま
う
と
ダ
メ
に
な
る
。
ス
ト
レ
ス
を
与

え
る
と
元
気
が
で
る
。
ク
ロ
ー
バ
ー
や
は
こ
べ
な
ど
畑

に
多
く
見
ら
れ
る
。

・
S
タ
イ
プ=

砂
漠
や
氷
雪
な
ど
過
酷
な
環
境
に
耐
え

ら
れ
る
タ
イ
プ
。

安
定
し
た
所
で
は
負
け
て
し
ま
う
が
、
誰
も
住
め
な
い

所
で
生
き
残
る
。(

た
く
ま
し
ー)

だ
か
ら
そ
の
辺
に
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
。(

会
い
に
行
く
に
は
覚
悟
が
必
要?)

過
酷
な
環
境
で
生
育
す
る
打
た
れ
強
い
ボ
ク
サ
ー(

植

物)

は
、
け
し
て
丈
夫
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 2)
雑
草
の
伸
び
方

直
立
型
、
ほ
ふ
く
型
、
分
枝
型
な
ど
・
・
・

ふ
だ
ん
草
刈
を
し
て
い
て
、
身
近
に
在
り
な
が
ら
知
ら

な
い
こ
と
沢
山
あ
っ
た
ん
だ
な
ぁ
ー
と
つ
く
づ
く
思
い

ま
し
た
。PC

を
知
り
雑
草
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
が
、

知
る
ほ
ど
に
も
っ
と
好
き
に
な
り
そ
う
で
す
。
メ
マ
ツ

ヨ
イ
グ
サ
の
開
花
の
瞬
間
見
て
み
た
い
で
す
!

ふ
り
か
え
り
と
ま
と
め

午
後
3
時

観
察
実
習

草
の
タ
イ
プ
を
観
察
し
て
み
よ
う

午
後
2
時
5
0
分

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
〜
中
川
原
さ
ん
の
お
話
よ
か
っ

た
で
す
。
い
ね
さ
ん
が
フ
ァ
ン
て
い
っ
て
ま
し
た
が
、

わ
か
り
ま
す
。

余
剰
物
の
分
配
で
余
剰
に
な
ら
な
い
。
ム
ダ
に
な
ら
な

い
っ
て
い
い
で
す
ね
ー
。

 

国
王
さ
ん
、
あ
と
で
道
具
の
砥
ぎ
方
教
え
て
く
だ
さ
い
。

私
も
機
械
の
修
理
は
よ
く
や
り
ま
す
。
使
え
な
か
っ
た

道
具
が
、
自
分
で
直
し
て
元
気
に
仕
事
を
し
て
く
れ
た

時
っ
て
う
れ
し
い
で
す
よ
ね
。

 

い
つ
も
そ
う
で
す
が
こ
こ
か
ら(

P
C
塾)

帰
る
と
、

や
り
た
い
こ
と
だ
ら
け
に
な
り
、
明
日
が
た
の
し
み
に

な
り
ま
す
。
明
日
が
た
の
し
み
っ
て
気
分
、
そ
ん
な
毎

日
で
い
た
い
で
す
ね
。 （
報
告
・
大
久
保
文
二
郎
）

アレチギシギシ オオイヌノフグリ カラスノエンドウ

ギョウギョウシバ ゲンゲ ツメクサ

ノビル ブタナギョウギシバ ナズナ ヘラオオバコ

草の名前を覚えよう！
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コンポストトイレのベースとなる型枠作り コンポストトイレの基礎工事をケンさんが進めてくれました。

6月28日　トイレの基礎の型枠を作る。 7月5日トイレのベース打ち。

7月5日半練りを0.25㎥手配し、水を足して流し込む。 半分余る計算だったので、取り出し口にも土間を打ちました。2日ほどして基礎の側面型枠作りに入ります。

固まりました！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月13日ベースの型枠をはずして、ベースの上に型枠を作り、12センチの丸せばを取り付けました。

7月18日鉄筋を切って組み立てました。結束線を使ってハッカーで結束していきます。鉄筋工事：捨てコンクリートを打った後、その上に基礎幅を出していきます。(墨出しと言います) 
その墨にあわせて、鉄筋を組んでいきます。鉄筋は、結束線といわれる鉄の細い線で結んで固定をしていきます。結束線を結ぶときには「ハッカー」といわれる道具を使います

鉄筋が組みあがったので外の型枠を作る作業に取りかかりました。あと半日あれば組あがりそうです。

7月19・20日 外部型枠の積み立て せばの部分をたたき印を付けて穴を空けて組み立てました。ソーラチムニーの部分のボイド管を取り付ければ完了です。
後はコンクリートを打てば完了です。

かかった費用 ［基礎］・ベース基礎生コン 3176円・杭角材  4本  1200円・貫 
5本  2525円     ・型枠用 1寸×2寸 10本 5460円・コンパネ 5枚   7400円・コ
ンパネ4枚   5520円・鉄筋 9本  2555円・型枠用 1寸×1.5寸10本  5460円

［木工事］3寸角 13尺 9本 21157円

なぜ基礎に鉄筋が必要なのか  コンクリートという素材はとても硬くちょっとやそっとでは壊れたりし
ません。しかし、ふつうコンクリートの強さというのは、圧縮の力(押さえつけられる力)の事です。
逆に引張りの力や曲げの力に関しては圧縮の力の10分の1くらいしか耐える事が出来ません。そこで、
引張りの力に強い鉄筋を使うのです。鉄筋はコンクリートの引張りの力のかかる所に配置していきます。
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シ
ャ
ロ
ム
に
集
合
！

午
後
1
時
3
0
分

※
7
月
は
自
由
参
加
で
す
、
約
半
数
の
メ
ン
バ
ー
が

参
加
し
ま
し
た
。

1
3
:
3
0
シ
ャ
ロ
ム
に
集
合

明
日
の
天
気
予
報
が
雨
の
た
め
、
予
定
を
変
更
し
て
参

加
メ
ン
バ
ー
を
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
の
基
礎
工
事
班
と

畑
作
業
班
の
2
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
進
め
る
事
に
。

基
礎
作
り
班:

ケ
ン
さ
ん
・
朋
さ
ん
・
ナ
ツ
キ
ー
タ
さ
ん
・

と
し
あ
き
さ
ん
・
直
樹
さ
ん
・
さ
よ
ち
ゃ
ん

畑
班:

稲
さ
ん
・
ホ
リ
さ
ん
・
ブ
ン
さ
ん
・
れ
い
な
ち
ゃ

ん
・
お
っ
ち

畑
班
の
畑
仕
事

午
後
2
時

道
具(

鍬
と
鎌
と
バ
ケ
ツ
・
種)

を
用
意
し
て
畑
へ

G
O
!
畑
は
元
気
な
草
た
ち
で
、
野
菜
は
ど
こ
?
状

態
で
す
が
、
3
本
の
支
柱
に
つ
た
っ
て
穂
高
イ
ン
ゲ

ン
が
す
く
す
く
育
っ
て
る
の
が
見
え
ま
す
。
入
り
口
付

近
に
植
え
た
パ
ー
プ
ル
ポ
ッ
ト
も
元
気
に
育
っ
て
い
ま

し
た
。
と
に
か
く
草
刈
り
を
し
ま
す
。
月
に
1
回
の

P
C
塾
な
の
で
、
草
は
大
量
!
ど
ん
ど
ん
刈
っ
て
い

き
ま
す
。
本
来
な
ら
、
草
の
種
類
を
見
分
け
て
、
例
え

ば
こ
の
草
は
そ
ろ
そ
ろ
自
然
に
枯
れ
る
か
ら
残
す
な
ど

様
子
を
見
な
が
ら
行
う
そ
う
で
す
。
草
を
刈
る
事
で
太

陽
の
光
が
届
き
や
す
く
な
る
、
空
気
を
入
れ
る
。
草
を

有
機
質
の
マ
ル
チ
と
し
て
利
用
す
る
。

草
刈
り
を
は
じ
め
る
と
、
野
菜
が
次
々
に
草
の
中
か
ら

コ
ン
ニ
チ
ワ
。
野
菜
と
の
出
会
い
が
楽
し
い
で
す
。
虫

も
多
種
類
。
と
に
か
く
草
刈
り
を
続
け
ま
す
。
お
じ
ゃ

が
さ
ん
の
た
め
な
ら
エ
ン
ヤ
コ
〜
ラ
〜
、
モ
ロ
コ
シ
さ

ん
の
た
め
な
ら
エ
ン
ヤ
コ
〜
ラ
〜.... 

里
芋
を
見
つ
け
た
ら
、
植
え
た
時
に
片
方
に
も
っ
て
お

い
た
土
を
根
元
に
回
し
て
か
け
て
あ
げ
ま
す
。
そ
の
上

か
ら
、
柔
ら
か
い
草
の
マ
ル
チ
を
か
け
ま
す
。

 

今
回
収
穫
で
き
た
も
の:

大
根
・
じ
ゃ
が
い
も
・
ピ
ー

マ
ン
・
ズ
ッ
キ
ー
ニ
・
キ
ュ
ウ
リ

※
収
穫
し
た
野
菜
は
、
22
日
の
基
礎
作
り
が
終
わ
っ
た

午
後
の
休
憩
の
時
に
朋
さ
ん
が
さ
さ
っ
と
調
理
し
て
下

さ
い
ま
し
た
、
お
い
し
か
っ
た
〜
!
残
り
の
野
菜
は

メ
ン
バ
ー
で
少
し
づ
つ
分
け
ま
し
た
。

午
後
４
時

草
刈
り
が
だ
い
た
い
終
了
〜
!
い
ざ
種
ま
き
で
す
。

﹇
ソ
バ]

ソ
バ
は
や
せ
た
土
地
向
き
。
１
・
草
を
刈
ら
な

い
で
残
し
て
お
い
た1

畝
に
、
草
の
し
げ
っ
て
い
る
上

か
ら
種
を
蒔
き
ま
す
。２・草
を
根
元
か
ら
刈
っ
て
、刈
っ

た
草
を
そ
の
場
に
敷
き
ま
す
。
※
ソ
バ
は
草
よ
り
早
く

成
長
す
る
の
で
、
こ
の
方
法
で
O
K
！
す
ば
ら
し
い

自
然
農
。

 [

ニ
ン
ジ
ン]

１
・
畝
の
半
分
の
草
を
刈
っ
て
、
鍬
で
表

土
を
う
す
く
は
ぎ
取
り
ま
す
。
２
・
草
の
根
を
鎌
で
丁

寧
に
取
り
除
き
ま
す
。
土
を
平
に
な
ら
し
ま
す
。
３
・

ニ
ン
ジ
ン
の
種
を
指
の
間
か
ら
落
と
す
感
じ
で
パ
ラ
パ

ラ
と
蒔
き
ま
す
。
４
・
ニ
ン
ジ
ン
の
種
と
同
じ
く
ら
い

の
厚
さ
に
な
る
よ
う
に
、
手
を
も
む
感
じ
で
ほ
ぐ
し
て

土
を
や
さ
し
く
か
け
て
い
き
ま
す
。
５
・
土
を
鍬
の
背

や
手
で
し
っ
か
り
お
さ
え
る
、
そ
の
上
に
柔
ら
か
い
草

を
か
け
る(

水
分
の
蒸
発
を
防
ぐ)

。

 [

苗
用
の
レ
タ
ス]

キ
ャ
ベ
ツ
の
種
も
蒔
き
ま
し
た
。

１
・
草
を
刈
っ
た
後
、
鍬
で
表
土
を
削
る
。
２
・
草
の

根
切
り
を
し
て
か
ら
手
や
鍬
の
背
で
土
を
平
に
す
る 

。

３
・
指
で
筋
を
つ
く
る
、
10
セ
ン
チ
間
隔
く
ら
い
に
4

筋
つ
く
り
ま
し
た
。
４
・
そ
の
筋
に
3
セ
ン
チ
間
隔
く

ら
い
に
丁
寧
に
種
を
蒔
き
、
2
本
の
指
で
筋
を
つ
ま
む

よ
う
に
し
て
土
を
か
け
、
お
さ
え
る
。

５
・
柔
ら
か
い
草
を
か
け
る
。

こ
の
他
に
大
豆
と
小
豆
の
種
を
蒔
き
ま
し
た
。

※
全
て
に
共
通
な
点
、
最
初
に
表
土
を
は
ぐ
の
は
草
の

種
の
発
芽
を
防
ぐ
た
め
。
ま
た
、
種
蒔
き
の
後
に
か
け

る
土
は
、
少
し
掘
っ
た
部
分
の
土
を
使
う
。
表
土
の
土

を
使
う
と
草
の
種
が
混
在
し
て
し
ま
う
。

午
後
５
時　

畑
作
業
終
了
〜
↓
温
泉
﹇
す
ず
む
し
荘
﹈

↓
シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
テ
ィ
ー
に
移
動
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近
く
の
生
コ
ン
屋
さ
ん
に
よ
っ
て
半
練
り
を
0
.
2
5

立
方
を
手
配 

シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
テ
ィ
ー
に
む
か
い
ま
し

た
。 半
練
り
に
水
を
足
し
て
型
枠
に
流
し
込
み
ま
す
。

2
弾
目
を
手
配
に
生
コ
ン
屋
さ
ん
に
行
く
と
3
時
30

分
ま
で
と
の
こ
と 

。
し
か
た
な
く
砂
と
砂
利
を
手
配
し

て
明
日
に
備
え
ま
し
た
。
今
日 

の
作
業
は
型
枠
の
1/3
が

基
礎
工
事
班
の
仕
事

午
後
2
時

午
後
６
時
3
0
分

夕
ご
は
ん

民
さ
ん
の
美
味
し
い
タ
イ
カ
レ
ー
。 

み
ん
な
で
食
卓
を
囲
み
ま
し
た
。

「
エ
ン
デ
の
遺
言
」
を
鑑
賞

午
後
8
時

シ
ル
ビ
オ
・
ゲ
ゼ
ル
の"

時
と
共
に
価
値
が
減
る
お
金"

の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
様
々
な
地
域
通
貨
の
事
例
を
知
り
ま

し
た
。
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
も
老
化
す
る
お
金

と
い
う
事
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

現
在
の
貨
幣
経
済
の
被
害
を
一
番
受
け
て
い
る
の
は
環

境
と
第
三
世
界
の
罪
の
な
い
人
々
と
い
う
言
葉
が
胸
に

残
り
ま
し
た
。

「
成
長
は
無
か
ら
く
る
の
で
は
な
く
、
ど
こ
か
が
そ
の
犠

牲
に
な
っ
て
い
る
」

貨
幣
は
人
間
が
作
り
出
し
た
も
の
だ
か
ら
、人
間
に
よ
っ

て
変
え
て
い
く
事
が
で
き
る
と
エ
ン
デ
は
言
い
ま
す
。

「
非
良
心
的
な
行
動
が
褒
美
を
受
け
、
良
心
的
に
行
動
す

る
と
経
済
的
に
破
滅
す
る
の
が
今
の
経
済
シ
ス
テ
ム
で

す
〜(

中
略
）
再
度
、
貨
幣
を
実
際
に
な
さ
れ
た
労
働

や
物
的
価
値
の
等
価
代
償
と
し
て
取
り
戻
す
た
め
に
は

貨
幣
シ
ス
テ
ム
の
何
を
変
え
る
べ
き
か
?
こ
れ
は
人

類
が
こ
の
惑
星
上
で
今
後
も
生
存
で
き
る
か
ど
う
か
を

決
め
る
決
定
的
な
問
い
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
」

(

「
」
内
は
『
エ
ン
デ
の
遺
言
〜
根
源
か
ら
お
金
を
問
う

こ
と
』NHK

出
版
よ
り
抜
粋)
観
賞
後
に
、
と
し
あ
き

さ
ん
の
お
土
産
の
日
本
酒
と
さ
よ
ち
ゃ
ん
お
土
産
の
ワ

イ
ン
な
ど
を
頂
き
な
が
ら
交
流
会
。
地
域
通
貨(

通
帳)

さ
え
必
要
な
い
形
が
理
想・地
域
通
貨
は
出
会
い
の
ツ
ー

ル
と
し
て
有
効
、
問
題
は
お
金
の
循
環
の
停
滞(
資
本

の
問
題)

、
欲
張
る
貪
る
は
時
代
お
く
れ
、
お
遍
路
さ
ん

文
化
の
あ
る
四
国
は
人
の
交
流
が
自
然
な
ど
な
ど
面
白

い
意
見
が
沢
山
出
ま
し
た
。

午
後
1
1
時　

交
流
会
後
に
就
寝
〜

朝
ヨ
ガ
で
ス
タ
ー
ト

午
前
6
時
3
0
分

朝
は
鳥
の
声
を
聞
き
な
が
ら
モ
ー
ニ
ン
グ
ヨ
ー
ガ 

静
か

な
時
間
が
流
れ
て
い
ま
す
。

シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
テ
ィ
ー
の
デ
ッ
キ
は
朝
ヨ
ガ
に
最
適
で

す
！
ヨ
ガ
の
後
は
身
体
が
開
い
て
、声
も
出
や
す
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
チ
の
後
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
に
ま
た
取
り

か
か
り
ま
し
た
。
セ
メ
ン
ト
。
砂
。
砂
利
の
割
合
は 

1
.
3
.
6

使
用
目
的
に
も
よ
り
ま
す
が
、
一
般
的
な
用
途
で
セ

メ
ン
ト1

袋(

25
k
g
)
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
し
て

使
用
す
る
場
合
、
お
お
む
ね
、
水
が
18
k
g
、
砂
が

89
k
g
、
砂
利
が
96
k
g
必
要
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

ご
家
庭
で
日
曜
大
工
的
に
手
練
り
を
実
施
さ
れ
る
場
合

は
セ
メ
ン
ト
と
砂
を
ま
ず
空
練
り
し
、
次
に
加
え
る
水

の
3/4
程
度
を
入
れ
、
よ
く
練
り
混
ぜ
ま
す
。
最
後
に
砂

利
と
残
り
の
水
を
入
れ
て
さ
ら
に
よ
く
練
り
混
ぜ
る
の

が
最
も
よ
い
方
法
か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
試

し
下
さ
い
。

セ
メ
ン
ト
は
そ
の
ま
ま
で
は
固
ま
ら
な
い
の
に
、
水
と

混
ぜ
る
と
固
ま
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
?
セ
メ
ン
ト
は
、

水
を
加
え
る
と
固
ま
る
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
セ
メ
ン
ト
に
水
を
加
え
て
よ
く
練
り
混
ぜ
て
か

ら
放
置
す
る
と
、
最
初
は
、
ま
る
で
粘
土
の
よ
う
に
形

を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
時
間
が
経
過
す
る
に

し
た
が
っ
て
徐
々
に
硬
く
な
っ
て
形
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
さ
ら
に
時
間
が
経
過
す
る
と
完
全
に

固
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
セ
メ
ン
ト
に

水
を
加
え
る
と
固
ま
る
の
は
、
セ
メ
ン
ト
の
中
の
化
合

物
が
水
と
反
応
し
て
「
新
し
い
化
合
物
」
に
な
る
か
ら

で
す
。
つ
ま
り
、
セ
メ
ン
ト
は
水
を
加
え
る
と
化
学
反

応
を
お
こ
し
て
固
ま
る
わ
け
で
す
。
こ
の
化
学
反
応
の

こ
と
を「
水
和
反
応(

す
い
わ
は
ん
の
う)

」と
い
い
ま
す
。 
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コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
モ
ル
タ
ル
の
作
り
方

材
料　

各
種
セ
メ
ン
ト 

・
砂
・
砂
利

道
具　

角
ス
コ
ッ
プ
・
バ
ケ
ツ
・
練
り
ク
ワ
・
防
水
シ
ー

ト
・
ト
ロ
舟

コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
モ
ル
タ
ル
と
ノ
ロ
の
違
い　

そ
れ

ぞ
れ
強
度
が
異
な
り
、
用
途
に
応
じ
て
使
い
分
け

ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト-

セ
メ
ン
ト
と
砂
と
砂
利
を

1
:
3
:
6
の
割
合
で
混
ぜ
、
水
で
練
っ
た
も
の
。

強
度
が
必
要
な
場
合
は
1
:
2
:
4
に
す
る
。
モ

ル
タ
ル-

セ
メ
ン
ト
と
砂
を
1
:
3
の
割
合
で
混

ぜ
、
水
で
練
っ
た
も
の
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ほ
ど
の
強

度
は
な
い
。
ノ
ロ-

セ
メ
ン
ト
を
水
だ
け
で
練
っ
た

も
の
。
強
度
は
な
い
が
き
め
が
細
か
い
。

必
要
量
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
モ
ル
タ
ル
を
つ
く
る
に
は

つ
く
り
た
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
モ
ル
タ
ル
の
量
に
応

じ
て
、「
セ
メ
ン
ト
」「
砂
」「
砂
利
」
の
必
要
量
を
出

し
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
砂
利
の
ぶ
ん
の
量
し
か
、

モ
ル
タ
ル
は
砂
の
ぶ
ん
の
量
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

道
具
の
後
始
末

ス
コ
ッ
プ
や
コ
テ
な
ど
、
使
用
し
た
道
具
は
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
固
ま
ら
な
い
う
ち
に
バ
ケ
ツ
の
水
で
洗

い
ま
す
。
セ
メ
ン
ト
は
水
中
で
も
固
ま
る
の
で
流
し

や
排
水
口
に
流
さ
ず
に
庭
な
ど
に
穴
を
掘
っ
て
流
し

込
み
ま
す
。

﹇
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
モ
ル
タ
ル
の
作
り
方
﹈

1.
空
練
り
作
り
た
い
分
量
の
砂
を
ま
ず
ふ
る
い
に
か

け
て
不
純
物
を
取
り
除
い
て
か
ら
砂
と
セ
メ
ン
ト
を

よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。(

空
練
り
と
い
い
ま
す
。)

モ
ル
タ
ル
は
砂
と
セ
メ
ン
ト
を
混
ぜ
て
か
ら
水
を
加
え

ま
す
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
場
合
は
さ
ら
に
砂
利
を
加

え
て
よ
く
混
ぜ
ま
す
。

2.
水
練
り
・
完
成
混
ぜ
終
わ
っ
た
ら
、
山
を
つ
く
っ
て

ヘ
コ
み
を
つ
く
り
、
水
が
外
に
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
流

し
込
ん
で
水
練
り
し
ま
す
。
水
は
一
度
に
加
え
ず
に
少

し
ず
つ
加
え
て
練
る
こ
と
が
上
手
に
つ
く
る
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
練
り
上
が
り
の
固
さ
は
ス
コ
ッ
プ
で
す
く
っ
て

も
流
れ
落
ち
な
い
程
度
に
し
ま
す
。
た
た
き
の
よ
う
に
、

型
枠
に
流
し
込
む
場
合
は
、
少
し
や
わ
ら
か
め
に
し
ま

す
。

﹇
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
た
た
き
台
の
作
り
方
﹈

1.
枠
組
み　

テ
ラ
ス
な
ど
を
つ
く
る
位
置
と
高
さ
を
決

め
て
型
に
な
る
枠
を
組
み
ま
す
。
枠
は
、15m

m

く
ら

い
の
厚
さ
の
ヨ
コ
木
を
置
い
て
ヨ
コ
木
ど
う
し
を
ク
ギ

で
打
ち
つ
け
て
止
め
ま
す
。
次
に
枠
の
外
側
に
ク
イ
を

打
ち
込
み
ま
す
。

2.
砂
利
を
敷
き
詰
め
、
固
め
る　

枠
の
内
に
大
き
め
の

砂
利
を
敷
き
つ
め
て
、
太
め
の
角
材
で
よ
く
つ
い
て
固

め
ま
す
。砂
利
の
他
に
小
さ
め
の
割
り
ぐ
り
石
や
ブ
ロ
ッ

ク
の
破
片
な
ど
を
入
れ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

※
割
り
ぐ
り
石:

基
礎
工
事
に
用
い
る
小
さ
く
く
だ
い

た
石
の
こ
と
で
す
。

3.
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
枠
に
流
し
込
む　

コ
ン
ク
リ
ー
ト

は
や
わ
ら
か
め
に
練
っ
て
枠
に
流
し
込
み
ま
す
。
こ
の

と
き
、
コ
ー
ナ
ー
を
角
材
や
棒
な
ど
で
突
き
な
が
ら
流

し
て
い
く
と
隅
々
ま
で
流
れ
込
む
の
で
空
洞
が
で
き
ま

せ
ん
。

4.
余
分
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
取
り
除
く　

表
面
を
コ
テ

で
な
ら
し
て
余
分
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
取
り
除
き
ま
す
。

次
に
ホ
ウ
キ
を
水
で
ぬ
ら
し
て
掃
き
な
ら
し
て
い
き
ま

す
。 

5.
乾
燥
さ
せ
る　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
急
速
に
乾
燥
さ
せ

る
と
割
れ
た
り
ヒ
ビ
が
入
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
防
水
シ
ー
ト
や
段
ボ
ー
ル
を
か
ぶ
せ
て
ゆ
っ
く
り

と
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
カ
ー
ポ
ー
ト
な
ど
の
場
合
は
、
１

週
間
く
ら
い
は
車
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。 

6.
枠
を
は
ず
す　

完
全
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
固
ま
っ
た

ら
枠
を
は
ず
し
ま
す
。
枠
が
は
ず
れ
な
い
時
は
、
木
片

を
あ
て
て
カ
ナ
ヅ
チ
で
軽
く
た
た
い
て
枠
を
は
ず
し
ま

す
。

7.
モ
ル
タ
ル
を
塗
る　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表
面
を
モ
ル

タ
ル
で
仕
上
げ
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表
面
に
水
を

か
け
て
か
ら
、
モ
ル
タ
ル
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
か
く
れ

る
程
度
に
コ
テ
で
下
塗
り
し
ま
す
。
次
に
厚
め
の
上
塗

り
を
し
て
水
は
け
を
よ
く
す
る
た
め
に
少
し
こ
う
配
を

つ
け
て
お
き
ま
す
。

8..
仕
上
げ
る　

表
面
の
コ
テ
ム
ラ
が
気
に
な
る
場
合
は
、

モ
ル
タ
ル
の
水
が
ひ
き
は
じ
め
た
と
き(

約
15
分
後)

に

ホ
ウ
キ
に
水
を
つ
け
て
な
で
て
い
く
と
ザ
ラ
つ
い
た
感

じ
に
な
る
の
で
コ
テ
ム
ラ
が
気
に
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。 

2
1
.
2
2
日
の
二
日
間

メ
ン
バ
ー
は
半
分
で
少
し
寂
し
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
嬉

し
か
っ
た
の
は
臼
井
家
三
兄
弟
の
仁
君
・
愛
美
ち
ゃ
ん
・

誠
君
が
基
礎
工
事
を
一
緒
に
手
伝
っ
て
く
れ
た
事
で
す
。

ト
イ
レ
の
基
礎
工
事
は
全
員
が
玉
の
汗
。農
作
業
も
じ
っ

く
り
。
労
働
の
後
の
美
味
し
い
お
茶
・
野
菜
の
食
事
、

そ
れ
か
ら
朝
の
朋
さ
ん
の
ヨ
ー
ガ
で
身
体
が
喜
ぶ2

日

間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ヨ
ー
ガ
は
デ
ッ
キ
で

行
い
ま
し
た
。
日
本
人
て
半
外
ス
ペ
ー
ス
が
好
き
で
す

よ
ね
、
縁
側
・
土
間...

も
と
も
と
自
然
に
近
い
民
族
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
、
み
ん
な
で
汗
を
流

し
て
協
力
し
て
生
活
の
場
を
作
っ
て
い
く
事
の
楽
し
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。
感
激
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
梅
さ
ん
は
新
潟

県
中
越
沖
地
震
の
た
め
お
休
み
で
し
た
。
地
震
も
災
害

も
地
球
で
起
こ
っ
て
い
る
出
来
事
、
地
球
に
住
ま
わ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
私
た
ち
が
暮
ら
し
方
を
変
え
る
時
に

き
て
い
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。（
報
告
・
落
合
佐
和
子
）

（
二
日
目
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
モ
ル
タ
ル
の
作
り
方
・
ケ

ン
さ
ん
）

基
礎
工
事
の
あ
と
の
一
服
は
、昨
日
採
れ
た
野
菜
を
さ
っ

と
朋
子
さ
ん
が
調
理
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

追
記
・
翌
日
５
セ
ン
チ
く
ら
い
足
り
な
か
っ
た
の
で
モ

ル
タ
ル
を
練
っ
て
流
し
ま
し
た
。

7
月
2
9
日

型
枠
を
取
っ
て
み
ま
し
た
。
ま
あ
ま
あ
の
で
き
ば
え
で

す
。
い
よ
い
よ
次
回
は
建
て
前
で
す
ね
。

Azumino Permaculture Workshop-july
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シ
ャ
ロ
ム
に
集
合
！

午
後
1
時

Azumino Permaculture Workshop-August-gathering

受
付 

シ
ャ
ロ
ム
ヒ
ュ
ッ
テ

交
通
の
渋
滞
な
ど
が
あ
り
若
干
遅
れ
た
方
も
お
ら
れ

ま
し
た
が
1
1
0
名
の
方
が
安
曇
野
に
集
ま
り
ま

し
た
。
あ
ち
こ
ち
で
旧
交
を
語
り
合
う
姿
が
見
ら
れ

こ
れ
か
ら
の
時
間
に
期
待
が
ふ
く
ら
み
ま
す
。

午
後
2
時　

開
会
挨
拶

安
曇
野
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
塾
の
梅
崎
よ
り
歓
迎
の

挨
拶 

そ
し
て
P
C
C
J
の
事
務
局
長
の
設
楽
さ

ん
よ
り
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
が
日
本
で

は
始
ま
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
経
過 

そ
れ
か
ら
こ

れ
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
パ
ー
マ
カ

ル
チ
ャ
ー
塾
が
藤
野
で
始
ま
っ
て
11
年
目
。2003

年
か
ら
安
曇
野
塾
始
ま
っ
て
５
期
目
。と
も
に
境
目
。

神
戸
か
ら
も
き
て
く
れ
て
い
る
。
今
か
ら
10
年
前
、

０
期 

参
加
者
10
人
で
し
た
。
今
で
は
年
1
0
0
人

学
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
責
任
を

感
じ
ま
す
。
学
ん
だ
こ
と
を
生
活
に
生
か
す
生
か
せ

る
社
会
を
ど
の
様
に
創
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
か
考
え

た
い
。
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
で
は
今
ま
で
テ
ー
マ
を
設
け

て
い
な
か
っ
た
。
祭
り
だ
っ
た
。
楽
し
ん
で
交
流
。

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
よ
り

生
か
し
て
皆
さ
ん
が
の
ぞ
む
社
会
を
具
体
化
し
て
い

き
た
い
。
新
し
い
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
い
。

10
年
み
た
ら
才
能
持
っ
た
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

1
0
0
人
集
ま
っ
た
ら
素
的
な
こ
と
が
起
こ
る
と

思
う
。
才
能
を
共
有
し
て
変
化
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し

い
よ
い
よ
パ
ー
マ
カ
ル

チ
ャ
ー
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
！

2
0
0
7
年
8
月

4

・

5
日
、
安
曇
野
穂

高
舎
爐
夢
ヒ
ュ
ッ
テ
に

て
、
第3

回
パ
ー
マ
カ

ル
チ
ャ
ー
ギ
ャ
ザ
リ
ン
を

開
催
し
ま
す
。

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
塾
や

夏
の
コ
ー
ス
卒
業
生
、
そ

れ
に
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー

に
つ
い
て
知
り
た
い
人
や

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

に
関
心
の
あ
る
人
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
パ
ー

マ
カ
ル
チ
ャ
ー
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」。
持
続
可
能
な
、

そ
し
て
、
人
間
全
て
が
自

由
、
平
等
で
、
し
か
も
平

和
に
生
き
て
い
く
こ
と
が

出
来
る
社
会
の
基
本
単

位
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
実
際
に

作
っ
て
い
く
こ
と
を
考

え
、
実
践
の
た
め
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
大
き
な
動
き
を

作
り
出
す
の
も
小
さ
い
、

し
か
し
、
確
実
な
想
い
と

結
び
つ
き
か
ら
か
と
思
い

ま
す
。
新
し
い
出
会
い
と

久
し
ぶ
り
の
再
会
か
ら
、

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生

み
出
し
ま
し
ょ
う
。

基礎工事が終わった後の清々しい面々：基礎工事を一度体験すると町中で工事を見かけると、どんな風に進めているか気になるようになりました。やってみる事って大事です。

て
ゆ
け
れ
ば
。
そ
れ
を
目
標
の
第1

歩
に
し
た
い

で
す
ね
。
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
を
作
り
た
い
。
社
会
を
よ
く
す
る
の
み

で
な
く
地
球
を
よ
く
す
る
時
期
に
き
た
。
お
互
い

個
性
を
尊
重
し
助
け
合
い
な
が
ら
第1

歩
を
あ
ゆ

み
た
い
。
ハ
レ
を
楽
し
ん
で
ケ
の
中
で
使
っ
て
も
ら

い
た
い
。
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
考
え
て
10
年
後
そ

の
形
が
社
会
の
中
に
希
望
を
与
え
ら
れ
る
様
な
第1

歩
と
し
た
い
。
楽
し
み
な
が
ら
深
く
考
え
て
そ
の
１

歩
を
き
づ
い
て
行
き
た
い
。
こ
こ
に
は
各
年
代
層
の

人
い
る
。
希
望
が
あ
る
人
ば
か
り
こ
こ
に
い
る
。
理

想
的
社
会
を
は
じ
め
る
第
１
歩
を
こ
こ
か
ら
始
め
た
い
。

14:30

〜 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
自
己
紹
介

安
曇
野
塾
関
係 PCCJ

関
係 

卒
業
生 

一
般
参
加
の

方 

短
い
時
間
に
自
分
を
表
現 

一
人
一
人
が
お
の
お

の
紹
介 

途
中
休
憩
も
含
め
約1

時
間
紹
介
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
ど
ん
な
方
が
参
加
し
て
い
る
の
か 

こ

れ
か
ら
の
時
間
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。 

共
感
で
き

る
人
た
ち
と
場
を
共
有
す
る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で

し
た
。
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1
6
:
0
0
〜 

温
泉

＄
カ
所 
ホ
リ
デ
ー
ユ 

す
ず
む
し
荘 

し
ゃ
く
な
げ
荘 

そ
し
て
シ
ャ
ロ
ム
に
分
散
し
て
出
か
け
ま
し
た
。

1
8
:
0
0
〜 

夕
食

D
inner 

高
き
び
の
ハ
ン
バ
ー
グ 
・
お
か
ら
こ
ん

に
ゃ
く
と
ゴ
ボ
ウ
の
ピ
リ
辛
煮 

・
ひ
よ
こ
豆
の
バ
ジ

ル
風
味
サ
ラ
ダ
・
モ
ロ
ッ
コ
イ
ン
ゲ
ン
と
人
参
の
エ

ゴ
マ
和
え
・ 

干
し
ズ
ッ
キ
ー
ニ
と
ひ
じ
き
の
ナ
ム
ル 

キ
ュ
ウ
リ
の
し
そ
風
味
漬
け 

緑
豆
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ

D
ssert 

焼
き
菓
子
”
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
タ
ル
ト
”、”

木
の
実
の
コ
コ
ア
タ
ル
ト
”、”
胡
麻
の
ケ
ー
キ
”、”

玄
米
甘
酒
の
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
”、 
ど
れ
か
１
つ

そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
な
と
こ
ろ
で
シ
ャ
ロ
ム
ピ
ー
ス
フ
ー

ド
の
夕
食
が
始
ま
り
ま
し
た
。
交
流
の
時
間
で
す
。 

食

後
も
時
間
が
あ
り
交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

2
0
:
0
0
〜 

各
地
の
活
動
紹
介
等

○
カ
ナ
ダ
ツ
ア
ー
報
告
会 

○
安
曇
野
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
塾
の
活
動 

パ
ー
マ
カ

ル
チ
ャ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
九
州
の
活
動 

神
戸
P
C
ス

ク
ー
ル
＆
朽
木
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ

○
野
菜
暮
ら
し
・ 

マ
ッ
タ
リ
ー
村
の
小
さ
な
農
園 

・
田
ん
ぼ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー ﹇
ゆ
い
ま
ー
る
﹈
ユ
キ
ン
コ

・
山
中
湖
P
I
C
A
  

３
会
場
に
別
れ
て
活
動
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
興
味
深
い
内
容
に
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

い
き
ま
し
た
。

レストランではゆいまーる・まったりー村などの活動報告

安
曇
野
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
塾 

梅
ち
ゃ
ん

 
2
0
0
3
年
に
始
ま
る
。
僕
は
P
C
C
J
4
期
実

習
コ
ー
ス
。
翌
年
幻
の
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
に
通
っ
て

い
た
と
き
安
曇
野
で
年
間
コ
ー
ス
が
始
ま
る
と
い
う

こ
と
で
お
手
伝
い
に
き
た
。
シ
ャ
ロ
ム
ヒ
ュ
ッ
テ
で

は
2
0
0
 3
年
以
前
、
年
４
回
ビ
ー
グ
ッ
ド
カ
フ
ェ

の
な
か
で
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
１
泊
２
日
と
き
に
は

２
泊
３
日
で
や
っ
て
い
た
１
年
目
は
設
楽
マ
シ
ン
ガ

ン
ト
ー
ク
。
実
習
コ
ー
ス
だ
っ
た
の
で
コ
ン
ポ
ス
ト
ト

イ
レ
を
つ
く
っ
た
。
農
業
実
習
は
川
口
由
一
さ
ん
の
自

然
農
。
詳
し
く
説
明
し
て
あ
る
本
が
レ
ス
ト
ラ
ン
に
お

い
て
あ
る
。
臼
井
さ
ん
、
設
楽
さ
ん
、
小
田
さ
ん
、
梅

崎
の
４
人
で
始
ま
る
。
２
年
目
設
楽
さ
ん
が 

ア
メ
リ

カ
へ
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
の
勉
強
で
留
学
。
２
年
目
以
降
残

り
３
人
で
つ
づ
け
た
。
今
５
期
目
。
毎
年
た
く
さ
ん
申

し
込
み
い
た
だ
い
て
い
る
。
実
習
コ
ー
ス
だ
け
な
の
で

こ
こ
の
後
、
藤
野
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
を
お
勧
め
し
て
い

る
。
神
戸
、
九
州
、
安
曇
野
そ
れ
ぞ
れ
状
況
違
う
の
で

農
園
と
ゾ
ー
ン
０
と
い
わ
れ
る
本
拠
地
と
の
位
置
関

係
、
要
素
も
違
う
。
複
数
の
サ
イ
ト
を
１
年
間
見
る
事

で
違
っ
た
視
点
で
見
る
良
さ
も
、
同
じ
と
こ
ろ
で
深
く

学
ぶ
の
も
い
い
。
塾
は
P
C
C
J
と
シ
ャ
ロ
ム
の
協

力
で
や
っ
て
い
る
。
2
0
0
5
年
か
ら
自
然
農
小
田

さ
ん
が
竹
細
工
修
行
で
ぬ
け
た
。
２
期
生
の
稲
野
さ
ん

が
は
い
る
。
塾
に
来
て
か
ら
会
社
を
や
め
自
然
農
で
専

業
農
家
山
梨
の
三
井
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
１
年
間
勉
強
。

去
年
は
職
業
訓
練
校
で
建
築
コ
ー
ス
を
学
ぶ
。
去
年
小

田
さ
ん
が
い
な
い
事
も
あ
り
建
築
に
力
を
入
れ
る
こ

と
に
。
僕
の
知
り
合
い
の
大
工
の
棟
梁
小
杉
さ
ん
自
称

シ
ャ
ボ
ン
玉
王
国
の
国
王
と
い
う
お
も
し
ろ
い
人
に
来

て
頂
く
こ
と
と
な
る
。
昔
か
ら
の
職
人
さ
ん
。
昨
年
１

年
間
み
て
も
ら
う
。
今
年
か
ら
稲
野
さ
ん
弟
子
入
り
。

2
0
0
6
、
2
0
0
7
年
は
臼
井
さ
ん
、
小
杉
さ
ん
、

稲
野
さ
ん
、
梅
崎
の
４
人
。
来
年
は
た
ぶ
ん
小
田
さ
ん

が
帰
っ
て
く
る
。
シ
ャ
ロ
ム
は
玄
米
菜
食
の
宿
。
基
本

的
に
宿
を
ベ
ー
ス
に
活
動
す
る
の
で
生
活
面
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
あ
り
運
営
に
集
中
で
き
る
の
で
あ
り
が
た

い
。
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
か
。
基
本
的
に
は
ど
こ

の
塾
も
一
緒
だ
と
思
う
。
ま
ず
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の

講
義
。
実
習
と
し
て
農
業
、
建
築
、
観
察
。

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
基
本

１
観
察:

デ
ザ
イ
ン
す
る
前
に
１
年
間
四
期
折
々
に
ど

ん
な
変
化
が
あ
る
か
。太
陽
の
高
さ
は
ど
う
か
わ
る
か
、

ど
ん
な
方
角
か
ら
さ
し
て
く
る
の
か
。
大
雨
が
降
っ
た

ら
ど
こ
に
溜
ま
り
ど
こ
か
ら
溢
れ
て
く
る
か
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
把
握
し
厳
し
い
と
き
程
よ
く
み
る
。

２
食
べ
る
こ
と
農
業

３
建
築
。

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
三
つ
の
倫
理
１
地
球
に
対
す
る
配

慮
２
人
に
対
す
る
配
慮
３
余
剰
分
の
分
配
。

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
原
則
を
集
約
す
る
と

１
多
様
性　

２
多
重
性　

３
多
機
能　

４
循
環

ひ
と
つ
の
も
の
に
複
数
の
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
で
効

率
的
に
い
ろ
ん
な
も
の
を
循
環
で
き
る
。
水
だ
っ
た
ら

地
形
の
上
の
方
か
ら
何
回
も
使
う
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
っ

た
ら
光
と
し
て
使
う
だ
け
で
な
く
熱
と
し
て
使
う
。
栄

養
分
、
有
機
物
も
。
あ
る
も
の
の
イ
ン
プ
ッ
ト
が
あ
る

も
の
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
。
例
え
ば
餌
を
食
べ
た
ニ
ワ
ト

リ
が
糞
と
卵
を
つ
く
る
。
卵
は
人
間
に
と
っ
て
食
べ
物

と
し
て
は
い
る
。
糞
は
畑
の
堆
肥
と
し
て
入
る
。
畑
に

と
っ
て
の
イ
ン
プ
ッ
ト
。
畑
か
ら
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
れ

る
の
は
野
菜
。
ご
み
で
な
く
有
用
。
原
則
と
倫
理
を
基

本
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
。
倫
理
は
考
え
る
と
き
の
根

本
。原
則
は
地
球
上
ど
こ
に
行
っ
て
も
通
用
す
る
摂
理
、

約
束
事
。　

塾
で
実
際
に
や
っ
て
い
る
事
。
ま
ず
シ
ャ

ロ
ム
の
敷
地
案
内
。
夏
の
間
は
野
菜
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ

自
給
。
そ
れ
以
外
の
季
節
は
買
わ
な
い
と
間
に
合
わ
な

い
。
自
己
紹
介
、
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
イ
ト
と
し
て

の
シ
ャ
ロ
ム
の
取
り
組
み
紹
介
。
多
機
能
ス
ト
ー
ブ
、

壁
暖
房
、
燻
製
、
冷
燻
、
床
暖
。
レ
ス
ト
ラ
ン
草
屋
根
、

涼
し
く
快
適
。
キ
ュ
ウ
イ
棚
、
春
先
の
日
ざ
し
、
夏
の

日
よ
け
、
秋
に
は
食
べ
れ
る
。
朝
顔
な
ど
は
大
き
く
生

る
の
に
時
間
が
か
か
る
。
木
は
枝
が
す
で
に
張
っ
て
い

る
か
ら
そ
こ
か
ら
葉
が
出
る
の
で
早
い
。
太
陽
と
の

じ
ょ
う
ず
な
付
き
合
い
方
の
ひ
と
つ
。
ス
ト
ロ
ー
ベ
ー

ル
ハ
ウ
ス
、
要
ら
な
く
な
っ
た
ら
土
に
か
え
る
。
バ
イ

オ
ガ
ス
。風
力
発
電
、自
転
車
利
用
、S
V
O
ス
ト
レ
ー

ト
ベ
ジ
タ
ブ
ル
オ
イ
ル
、
て
ん
ぷ
ら
油
そ
の
ま
ま
で
走

れ
る
。
ス
パ
イ
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
、
変
化
が
つ
く
の
で
多

様
な
環
境
で
き
る
。
タ
イ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
。
チ
キ
ン
ト
ラ

ク
タ
ー
。
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
、
既
存
の
も
のEM

菌

の
バ
ケ
ツ
、子
供
使
う
。ホ
ッ
ト
チ
キ
ン
ハ
ウ
ス
。ア
ー

ス
キ
ッ
チ
ン
。
畑
、
グ
ル
ー
プ
の
畑
も
あ
り
。
食
事
は

１
日
２
回
。　

シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
テ
ィ
は
ア
ジ
ア
ン
無
国

籍
料
理
、そ
ば
う
ち
。
観
察
実
習
、ブ
ラ
イ
ン
ド
ウ
ォ
ー

ク
。
土
壌
観
察
で
自
然
度
を
み
る
。
波
田
町
の
自
然
農

法
研
究
セ
ン
タ
ー
見
学
、
育
種
。
外
部
講
師
を
お
招
き

し
て
セ
ル
フ
ケ
ア
、操
体
法
、危
険
な
く
効
果
大
き
い
。

森
の
家
、基
礎
版
築
、土
と
石
灰
を
ま
ぜ
つ
い
た
も
の
。

今
年
の
建
築
実
習
は
シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
テ
ィ
で
コ
ン
ポ
ス

ト
ト
イ
レ
、
基
礎
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
６
月
仮
組

み
が
終
わ
っ
て
い
る
、
お
客
さ
ん
が
使
う
。
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パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
九
州 

・
な
が

や
ま
さ
ん

 

仕
事
の
足
で
き
た
の
で
ま
と
め
て
な
い
。6

年
ほ
ど
前

熊
本
で
の
塾
に
参
加
し
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
知
る
。

企
画
さ
れ
た
の
は
藤
野
で
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
を
終
了

さ
れ
た
熊
本
の
松
下
さ
ん
。
月1

回
半
年
コ
ー
ス
で1

泊
。
毎
回15

名
ぐ
ら
い
参
加
。
会
場
は
肥
後
民
家
村
、

各
地
の
古
い
民
家
を
移
築
し
た
民
家
公
園
み
た
い
な
と

こ
ろ
。
そ
の
中
の1

棟
を
借
り
座
学
、
食
事
、
宿
泊
。

外
の
広
い
敷
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

す
る
。
民
家
の
庭
が
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
ガ
ー
デ
ン
に

な
っ
た
り
、
菜
園
で
き
た
り
、
ス
ト
ロ
ー
ベ
ー
ル
の
五

右
衛
門
風
呂
や
板
の
間
が
出
来
た
り
し
ま
し
た
。
囲
炉

裏
を
囲
み
交
流
を
深
め
、
地
元
の
お
年
寄
り
か
ら
い
ろ

ん
な
話
を
き
く
こ
と
が
で
き
た
。
毎
回
感
動
。
特
に
教

え
ら
れ
た
の
が
地
域
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
テ
ー
マ
の
講
座
で
は
養
豚
場
の
豚
の
う
ん
こ

を
ド
ラ
ム
缶
で
運
ぶ
。
庭
の
土
づ
く
り
で
は

 

ト
ー
フ
屋
さ
ん
か
ら
オ
カ
ラ
を
貰
っ
て
き
た
り
、
川

原
か
ら
拾
っ
て
き
た
石
は
家
庭
か
ら
出
る
新
聞
等
を
つ

か
い
ま
し
た
。
普
通
な
ら
廃
棄
物
に
な
る
も
の
も
生
か

し
方
し
だ
い
だ
と
い
う
事
を
意
識
さ
せ
ら
れ
現
代
の
生

活
に
は
途
方
も
な
い
無
駄
が
あ
る
事
に
き
ず
き
も
っ
た

い
な
く
思
っ
た
。
身
近
に
在
る
物
を
生
か
す
知
恵
が
あ

れ
ば
ど
こ
ま
で
も
豊
か
に
生
活
で
き
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
学
び
、
今
は
失
わ
れ
た
日
本
の
古
い
暮
ら
し
方

に
も
関
心
が
向
き
も
う
一
度
そ
れ
ら
を
見
直
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
塾
は
た
め

に
な
る
ば
か
り
で
な
く
居
心
地
の
い
い
場
所
に
な
り
ま

し
た
。
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
発
想
で
行
動
出
来

る
こ
と
が
楽
し
く
て
毎
回
遊
び
な
が
ら
学
ん
で
き
ま
し

た
。
塾
終
了
後
も
庭
を
つ
く
り
変
え
た
り
農
作
物
を
つ

く
っ
た
り
し
ま
し
た
。
塾
は
そ
の
後
味
噌
作
り
や
パ
ン

作
り
が
行
わ
れ
て
い
た
様
。
私
は
仕
事
で
県
外
に

 

出
て
い
た
の
で
そ
の
後
の
動
き
は
よ
く
知
り
ま
せ
ん

が
総
会
時
、会
員
が5

〜60

人
集
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
よ
う
。
し
か
し
そ
れ
ま
で
活
動
の
拠
点
だ
っ
た
肥
後

民
家
村
が
役
場
の
人
事
異
動
で
担
当
者
が
か
わ
り
使
用

の
許
可
が
お
り
な
く
な
っ
た
。
大
人
数
を
収
容
で
き
食

事
や
宿
泊
の
場
が
な
く
な
り
長
く
く
つ
ろ
げ
る
場
の
確

保
難
し
く
な
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
メ
ン
バ
ー
の
自

宅
で
や
る
よ
う
に
な
り
餅
つ
き
な
ど
日
帰
り
も
の
が
お

お
く
な
る
。
そ
の
為
か
メ
ン
バ
ー
同
士
の
結
束
が
ゆ
る

く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
活
動
の
見
直
し
を
図
る
時

期
に
来
て
い
る
よ
う
。
そ
ん
な
折
、
代
表
の
松
下
さ
ん

の
仕
事
で
あ
る
産
直
住
宅
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
い
う
住

に
か
か
わ
る
分
野
と
松
下
さ
ん
の
知
人
で
エ
コ
シ
ョ
ッ

プ
と
カ
フ
ェ
を
経
営
さ
れ
て
い
る
方
と
食
と
住
を
合
体

し
た
施
設
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
話
が
持
ち
上
が
り
、
そ

こ
を
住
や
生
活
環
境
を
考
え
る
空
間
に
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
こ
に
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
事
務
局
を

お
き
施
設
自
体
を
メ
ン
バ
ー
達
で
建
て
た
ら
ど
う
か
と

計
画
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
何
箇
所
か
上
が
っ
て
い
る

候
補
地
を
選
ん
で
い
る
。こ
れ
が
今
の
活
動
状
況
で
す
。

こ
の
あ
と
活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

  

神
戸
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル 

・
さ
ん
、・
さ
ん
。

す
い
ま
せ
ん
。 ブ
ロ
グ
あ
る
よ
う
で
す
。

 

昨
年2006

年
か
ら
関
西
初
の
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー

(PC)

プ
レ
ス
ク
ー
ル
が
最
初20

人
位
で
は
じ
ま
り1

年
間
お
こ
な
わ
れ
け
っ
こ
うj

盛
り
上
が
っ
た
。
今
年

は
終
了
証
の
出
せ
る
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
を
始
め
月1

回
設
楽
さ
ん
に
来
て
も
ら
う
。
活
動
場
所
は
国
営
明
石

海
峡
公
園
。2

つ
に
別
れ
て
い
て
ひ
と
つ
は
淡
路
島
す

で
に
オ
ー
プ
ン
し
て
る
。
も
う
ひ
と
つ
が
今
私
達
が
活

動
し
て
い
る
藍
那
。神
戸
の
三
宮
か
ら
電
車
で
い
け
る
。

 5

年
後
の2012

年
開
園
予
定
で
広
さ
が223

、9

ヘ

ク
タ
ー
ル
。
里
山
。
そ
の
う
ち106

ヘ
ク
タ
ー
ル
が

2010

年
開
園
予
定
。
現
在
一
般
は
入
れ
な
い
が
市
民

団
体
は
活
動
で
き
炭
焼
き
、田
植
え
、ユ
ニ
セ
フ
の
キ
ャ

ン
プ
、
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

が
あ
る
。
泊
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
あ
ま
り
勝
手
な
こ

と
も
で
き
な
い
。
し
あ
わ
せ
の
村
と
い
う
と
こ
ろ
で

泊
っ
て
講
義
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
は
こ
の
公
園
と
い
う
変

則
。 

特
徴
は
三
宮
か
ら
電
車
徒
歩
で1

時
間
と?

電
車

も
い
っ
ぱ
い
あ
り
日
帰
り
で
き
通
い
の
人
も
い
る
。
兵

庫
県
だ
け
で
な
く
大
阪
、
京
都
、
四
国
、1

番
遠
い
方

は
島
根
県
か
ら
で70

代
。
里
山
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
空

間
。

 

と
い
う
公
園
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
り
開
園
後
も
今
と

同
じ
活
用
の
仕
方
が
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
感
じ
。

プ
レ
ス
ク
ー
ル
は
去
年2

月
か
ら
毎
月
第3

土
曜
日
、

11

月
ま
で
。
最
終
回
は
親
睦
会
を
兼
ね1

泊2

日
。

私
は
去
年9

月
か
ら
事
務
局
担
当
。
そ
れ
以
前
の
こ

と??

た
さ
ん
か
ら
。
一
応
プ
レ
ス
ク
ー
ル
の
時
か
ら

参
加
し
て
ま
し
た
。2

月
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
。3

月
は
広
い
フ
ィ
ー
ル
ド
。
元
は
里
山
、
う
ち
捨
て
ら
れ

笹
に
占
領
さ
れ
た
よ
う
な
場
所
。
公
園
管
理
者
の
か

た
に
全
部
カ
ッ
ト
し
て
い
た
だ
く
。
そ
し
て
キ
ー
ホ
ー

ル
ガ
ー
デ
ン
を
つ
く
っ
た
。4

月
は
竹
が
キ
ー
ホ
ー
ル

ガ
ー
デ
ン
を
被
い
つ
く
す
勢
い
。
本
当
は5

月
あ
っ

た
ん
で
す
が
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
運
営
的
な
こ
と
に

つ
い
て
公
園
側
と
こ
ち
ら
側
と
で
話
し
合
っ
た
と
い
う

こ
と
で1

月
あ
い
た
。6

月
か
ら
再
開
で
き
た
が
初
め

に
与
え
ら
れ
た
広
大
な
場
所
は
使
え
な
く
な
る
。
管
理

事
務
所
で
働

 

い
て
い
る
方
が
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
使
っ
て
い
る
場

所
の1

部
分
を
好
意
的
に
借
り
て
ず
い
ぶ
ん
規
模
縮

小
し
た
形
と
な
っ
た
。
し
か
し
小
さ
い
フ
ィ
ー
ル
ド
の

ほ
う
が
自
分
達
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
活
動
が
し
や
す

か
っ
た
。7

月
種
蒔
き
を
し
た
。
と
ら
ぬ
狸
の
ポ
ン
ポ

コ
リ
ン
で
秋
に
皆
で
収
穫
し
て
な
べ
を
料
理
を
、
と
い

う
こ
と
で
た
く
さ
ん
の
種
蒔
き
を
し
た
が
そ
う
い
う
こ

と
に
な
ら
な
か
っ
た11

月
で
あ
っ
た
。
で
も
そ
れ
な

り
に
楽
し
か
っ
た
。7

月
は
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
を
皆

で
分
け
合
い
な
が
ら
食
べ
た
と
い
う
楽
し
い
思
い
出
も

あ
る
。8

月
ダ
ウ
ン
ジ
ン
グ
。
も
と
も
と
里
山
だ
か
ら

回
り
に
た
め
池
が
多
い
。
た
め
池
の
あ
る
方
に
は
道
を

歩
き
な
が
ら
で
も
ダ
ウ
ン
ジ
ン
グ
の
棒
が
池
の
ほ
う
に

移
動
す
る
と
い
う
様
な
こ
と
を
ま
さ
に
体
験
。
見
て
る

側
か
ら
は
シ
ャ
ー
マ
ン
的
行
為
な
ん
だ
け
れ
ど
設
楽
さ

ん
が
科
学
的
に
説
明
さ
れ
た
こ
と
な
ん
か
でPC

を
と

う
し
て
新
し
い
知
識
と
し
て
自
分
達
に
入
っ
て
き
た
こ

と
に
び
っ
く
り
。9

月
、10

月
で
ス
パ
イ
ラ
ル
ガ
ー

デ
ン
を
つ
く
る
。
最
終11

月
に
は
あ
れ
ぐ
ら
い
の
野

菜
は
収
穫
で
き
た
。
う
っ
ち
ゃ
っ
と
い
た
畑
は
畑
な
り

に
芽
キ
ャ
ベ
ツ
と
か
が
火
星
星
人
の
よ
う
に
親
は
な
く

て
も
子
は
育
つ
て
言
う
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
た
の
に
も

び
っ
く
り
。
獣
の
被
害
に
つ
い
て
は
イ
ノ
シ
シ
と
鹿
が

ち
ょ
と
で
る
ら
し
く
て
、
イ
ノ
シ
シ
よ
け
と
し
て
周
り

に
竹
の
棒
を
立
て
そ
こ
に
針
金
を
張
っ
て
間
に
缶
カ
ン

を
。
公
園
の
管
理
者
か
ら
は
物
言
い
が
つ
い
た
ら
し
い

が
高
い
と
こ
ろ
ま
で
針
金
を
張
る
こ
と
に
よ
り
鹿
よ

け
、
低
い
と
こ
ろ
に
は
空
き
缶
を
つ
る
す
こ
と
で
音
や

成
分
の
鉄
が
嫌
い
ら
し
く
動
物
よ
け
に
な
っ
て
あ
れ
だ

け
の
収
穫
が
何
と
か
で
き
た
の
か
な
と
。12

月
に
つ

い
て
は
新
た
に
朽
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
。
後
ほ

ど
紹
介
。
参
加
者
の
感
想
。
プ
レ
ス
ク
ー
ル
に
参
加
す

る
以
前
か
らPC

に
は

 

興
味
が
あ
り
本
に
は
目
を
通
し
て
い
た
も
の
の
い
ま

い
ち
ピ
ン
と
き
て
い
な
か
っ
た
。
本
の
中
に
は
素
敵
な

ア
イ
デ
ア
が
ち
り
ば
ま
れ
て
い
た
が
活
字
と
現
実
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
、
そ
の
距
離
を
い
つ
も
縮
め
て
く
れ
た
の
が

プ
レ
ス
ク
ー
ル
で
し
た
。
設
楽
氏
の
奥
深
い
興
味
深
い

講
義
。
集
ま
っ
た
素
敵
な
仲
間
達
。
知
り
た
い
こ
と
を

教
え
て
く
れ
る
先
生
が
い
て
一
緒
に
学
べ
る
仲
間
が
い

る
事
の
あ
り
が
た
さ
僕
に
と
っ
てPC

の
技
術
や
方
法

論
も
さ
る
事
な
が
ら
そ
の
先
に
あ
る
生
き
方
そ
の
も

の
が
見
え
て
き
た
プ
レ
ス
ク
ー
ル
で
し
た
。
手
塩
に
か

け
た
息
子
がIT

の
会
社
を
わ
ず
か3

年
で
退
社
し
て

と
び
こ
ん
で
い
っ
た
全
く
正
反
対
のPC

っ
て
い
っ
た

い
ど
う
い
う
物
が
あ
る
の
か
探
る
た
め
にPCCJ

の
設

楽
さ
ん
の
講
義?

に
参
加
し
た
の
が2005

年11

月
。

こ
れ
を
機
に2006

年
の
神
戸
の
ス
ク
ー
ル
に
私
も
参

加
し
て
仲
間
の
生
徒
の
中
で
最
高
齢
で
し

 

た
が
若
者
達
に
囲
ま
れ
て
刺
激
的
な
充
実
し
た1

年

間
で
そ
の
魅
力
が
す
ぐ
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
メ
ン

ト
を
し
て
頂
い
た
の
が
く
に
え
だ
さ
ん
と
い
う
方
で
事

務
局
と
し
て
私
達
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
る
リ
ー
ダ
ー
で

す
。

 

本
来
な
ら
こ
こ
に
来
て
こ
い
う
説
明
し
て
も
ら
う
の

が1

番
分
か
り
や
す
か
っ
た
か
な
と
思
う
の
で
す
が

仕
事
で
断
念
。
皆
か
ら
は
生
徒
さ
ん
と
い
わ
れ
て
い

る
。2

年
目
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
っ
た
時
に
、
自
主

運
営
で
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
。
募
集
は

PCCJ

。運
営
は
私
達
フ
ォ
レ
ス
ト
プ
ラ
ニ
ン
グ
オ
フ
ィ

ス
。1

月
〜3

月
ま
で
会
議
、
料
金
、
宿
泊
、
食
事
を

ど
う
す
る
か
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
で
ま
と
め
て
い
っ

た
。・
・
・
、

 

ブ
ロ
グ
、
ミ
ク
シ
ー
で
募
集
。
設
楽
さ
ん
が
説
明
会
。

た
く
さ
ん
き
た
。
何
人
か
が
ス
ク
ー
ル
へ
。・
・
・
の

講
堂
で
行
い
六
ヶ
所
村
ラ
ブ
ソ
デ
ィ
ー
もPR

し
た
。

3

月
で20

名
以
上
の
生
徒
集
ま
っ
た
。
常
時30

名

以
上
生
徒
い
る
。1

回
づ
つ
の
参
加
も
い
る
。
ブ
ロ
グ

は
常
時
更
新
。
活
動
内
容
は
一
般
に
も
発
表
。
漫
才
仕

立
て
で
笑
い
と
る
。
ひ
ろ
さ
ん
、
ゆ
き
さ
ん
夫
婦
た
よ
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り
に
な
る
。
国
営
公
園
、
屋
根
付
だ
め
。
建
物
に
は
制

限
が
つ
く
。
刃
物
使
用
も
う
る
さ
い
。
里
山
管
理
者
制

度
ク
リ
ア
ー
し
な
い
と
い
け
な
い
。

 

朽
木
村
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ 

・
・
・
さ
ん
、
坂
本
さ
ん
さ

き
ほ
ど
の
朽
木
村
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
京
大
演
習
林
。

ぶ
な
原
生
林
。
土
地
借
り
た
い
。
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
つ
く

り
た
い
。12

月
場
所
模
索
。
ア
ク
セ
ス
問
題
あ
っ
た
。

神
戸
で
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
を
や
り
こ
ち
ら
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
。
住
み
わ
け
し
て
い
る
。
坂
本
さ
ん
運
営
。

神
戸
の
藍
那
プ
レ
イ
ベ
ン
ト1

年
。
そ
こ
へ
全
国
で

や
ら
れ
た
卒
業
生
が
設
楽
さ
ん
の
講
義
き
き
に
来
て
い

た
の
で20

人
位
の
人
た
ち
は
、精
神
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

す
で
に
で
き
て
い
た
。
京
都
、
大
阪
、
和
歌
山
、
奈
良

住
み
た
い
人
す
こ
し
づ
つ
増
え
て
い
る
。
結
婚
直
後
の

2

家
族
入
村
。
水
が
め
琵
琶
湖
の
水
源
地
の
ふ
も
と
。

こ
こ
の
暮
ら
し
方
下
流
の
村
の
い
き
か
た
に
な
る
。

 

過
疎
化
を
元
気
化
し
て
天
地
天
畑
復
活
し
て
ぶ
な
の

森
を
守
れ
る
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
を
つ
く
り
た
い
。PC

学

ん
だ
後
ど
う
す
る
か
皆
の
テ
ー
マ
。
滋
賀
県
知
事
の
畑

さ
ん
。
ぶ
な
の
森
ま
も
る
で
一
緒
に
活
動
。
す
す
ん
で

い
な
か
っ
た
が
保
全
の
村
つ
く
る
可
能
性
お
お
き
く

な
っ
て
き
た
。
関
西
の
活
動
昨
年
よ
り
始
ま
っ
た
。
方

向
い
ろ
い
ろ
さ
ぐ
っ
て
い
る
。PC

を
ど
う
や
っ
て
生

か
し
て
い
け
る
か
模
索
し
て
い
き
た
い
。
藍
那
も
あ
る

が
別
な
と
こ
ろ
も
立
て
た
い
。
生
徒
募
集
と
運
営
の
方

法
や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
。
自
分
達
で
何
か
し

よ
う
。
や
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

続
け
て
い
き
た
い
。
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
が
し
っ

か
り
や
っ
て
い
き
た
い
。

2
1
:
3
0
〜 

フ
ァ
イ
ヤ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン 

　
　
　
　

   　
　

 

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

森
の
広
場
に
火
が
た
か
れ 

火
を
囲
ん
で
み
ん
な
が
集

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
歌
を
歌
っ
て
一
体
と
な
り 

飲
み

語
り 

交
流
が
遅
く
ま
で
続
き
ま
し
た
。 

５
日(
日)　

6

：

3
0
頃

朝
〜
ヨ
ー
ガ 
ジ
ュ
ン
ち
ゃ
ん

 

気
持
ち
の
良
い
朝 
昨
日
遅
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
沢
山

の
方
が
早
起
き 

ジ
ュ
ン
ち
ゃ
ん
の
指
導
で
ヨ
ー
ガ
が

始
ま
り
ま
し
た
。
立
ち
ポ
ー
ズ
中
心
の
気
持
ち
の
良
い

ヨ
ー
ガ
で
し
た
。

7
:
0
0
〜 

モ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク

舎
爐
夢
ヒ
ュ
ッ
テ
を
一
巡
す
る 

エ
コ
パ
ー
マ
カ
ル

チ
ャ
ー
ツ
ア
ー  

森
の
話 

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー 

自
然
農 
建

築
な
ど
話
題
は
い
ろ
い
ろ 

少
人
数
に
別
れ
て
の
ツ
ア
ー

8
:
3
0
〜 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 「
新
し
い
社
会
と
経
済
の
あ
り
方
」

設
楽
さ
ん
の
話
。

ど
れ
だ
け
強
く
思
え
る
か
が
基
本
。
個
人
の
思
い
と

多
く
の
仲
間
の
力
が
あ
っ
た
と
き
、
神
様
の
力
が
働

く
瞬
間
。
個
人
の
思
い
と
、
共
有
の
思
い
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
、
家
族
を
作
る
。
家
族
は
基
本
的
な
単
位
。
自

分
の
持
っ
て
い
る
固
有
の
個
性
、
才
能
、
可
能
性
は
、

美
し
く
て
持
続
可
能
な
社
会
、
経
済
、
地
球
に
と
っ
て

と
て
も
大
切
な
も
の
。

個
人
が
自
分
の
才
能
を
1
0
0
%
生
か
せ
る
社
会
、

大
切
な
条
件
、あ
り
方
。
現
代
社
会
は
そ
う
で
は
な
い
。

滅
び
る
ほ
か
な
い
。
ア
フ
リ
カ
の
市
場
で
物
々
交
換
が

成
り
立
つ
の
は
、
民
族
の
個
性
が
違
う
か
ら
。
同
じ
も

の
を
作
る
と
競
争
が
生
ま
れ
る
。
み
ん
な
個
性
的
で
、

才
能
が
あ
る
が
、
受
け
入
れ
て
く
れ
る
社
会
が
な
い
。

ケ
の
中
で
、
思
い
と
い
う
も
の
を
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
、

一
歩
一
歩
進
ん
で
い
く
力
を
こ
の
ハ
レ
の
場
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
与
え
合
っ
て
、
作
っ
て
い
く
。
思
い
を
作
っ
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
。
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
現
実
が

あ
る
。
新
し
い
社
会
の
あ
り
方
。
新
し
い
社
会
を
ど
う

や
っ
て
作
っ
て
い
く
か
。 

〜
設
楽
さ
ん
の
お
話
、
と
て
も
勇
気
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
ケ
の
日
常
に
戻
っ
て
も
、
今
日
の
こ
の
ハ
レ

の
日
の
思
い
、
感
覚
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
強
い
思
い
が
現
実
に
な
る
話
も

本
当
に
そ
う
だ
な
あ
と
思
い
ま
す
。
目
に
見
え
な
い

も
の
、
思
考
や
願
い
が
現
実
に
影
響
を
与
え
、
目
に

見
え
る
も
の
と
し
て
存
在
し
て
く
る
な
ん
て
、
魔
法

の
よ
う
で
す
が
、
で
も
、
よ
く
考
え
て
み
る
ど
ん
な

現
実
も
そ
う
や
っ
て
生
ま
れ
て
き
て
い
る
ん
だ
ろ
う

な
あ
と
思
い
ま
す
。(

と
っ
ち
み
ん)

9
:
0
0
〜
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
作
り
」

ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
、
新
し
い
社
会
を
考
え
る
上
で
大

切
な
こ
と
を
み
ん
な
で
挙
げ
て
い
き
ま
し
た
。 

新
し
い
社
会
を
考
え
る
上
で
大
切
な
こ
と
は
？

「
あ
ら
ゆ
る
植
物
の
有
用
性
を
調
べ
る
」

心
の
平
穏
を
作
る
た
め
に
ど
ん
な
社
会
を
作
れ
ば
い

い
か
？

「
個
性
を
生
か
し
た
社
会
を
作
る
た
め
に
自
分
の
中
心

を
知
る
こ
と
」

ど
う
や
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？

「
仮
面
を
破
る
た
め
に
は
感
情
に
従
う
。
体
を
自
由
に

使
う
。
踊
る
こ
と
。
体
の
細
胞
が
喜
ぶ
。」

自
分
自
身
を
表
現
す
る
場
は
？

「
祭
り
を
た
く
さ
ん
開
催
す
る
。」「
飲
み
会(

イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ)

」「
瞑
想
の
場
。
自

然
の
中
。」「
自
分
自
身
の
中
」「
生
産
の
場
、
作
り
出

す
こ
と
が
喜
び
に
な
る
。」「
否
定
さ
れ
な
い
話
し
合

い
の
場
」

自
分
の
軸
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題

「
何
か
の
接
点
に
幸
せ
が
あ
る
と
思
う
。
人
と
人
、
人

と
植
物
。」「
自
分
が
認
め
ら
れ
、
周
り
の
こ
と
を
認

め
ら
れ
る
。
そ
の
逆
も
。」「
接
点
を
増
や
す
こ
と
で

軸
が
出
来
る
。」

今
の
社
会
は
接
点
が
あ
る
よ
う
で
実
は
な
い
。
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
？
ど
ん
な
接
点
が
必
要
？

「
空
間
を
共
有
す
る
。
直
接
会
う
機
会
が
必
要
。
メ
ー

ル
じ
ゃ
駄
目
。」「
考
え
を
共
有
す
る
。
何
か
を
生
み

出
す
。
共
同
作
業
を
す
る
。
共
通
体
験
を
も
つ
。」「
接

し
方
。
争
い
が
な
い
。」「
意
見
の
違
い
を
乗
り
越
え

て
そ
の
先
に
い
け
る
か
見
れ
る
か
が
大
き
い
と
い
う

気
が
す
る
。」コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
永
続
可
能
が
原
則
、

必
要
な
こ
と
は
？「
地
域
的
な
住
め
る
場
所
が
必
要
。」

「
共
同
の
風
呂
、加
工
所
、作
業
所
、洗
濯
機
も
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
中
に
あ
る
と
素
敵
だ
な
。
ス
テ
ー
ジ
も
」

コ
ン
セ
ン
サ
ス
作
り
で
必
要
な
こ
と

「
平
場
で
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
じ
ゃ
な
く
意
思
決
定
で
き

る
」

コ
ン
セ
ン
サ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
が
一
番
必
要
。

訓
練
が
必
要
。教
育
が
必
要
。ど
ん
な
教
育
が
必
要
？

「
心
が
豊
か
、
愛
情
い
っ
ぱ
い
で
。」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
あ
る
。

「
木
の
葉
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
」
の
例
。

新
し
い
社
会
、
家
族
の
あ
り
方
は
？

「
絶
対
的
な
信
頼
感
を
培
う
こ
と
が
出
来
る
家
庭
」

情
報
で
自
分
自
身
を
失
っ
て
し
ま
う
。
ど
う
フ
ィ
ル

タ
ー
化
し
て
い
く
か
？
。
新
し
い
情
報
シ
ス
テ
ム
本

当
の
も
の
を
伝
え
る
シ
ス
テ
ム

「
語
り
つ
ぐ
。」「
多
世
代
」「
世
代
間
」

Azumino Permaculture Workshop-August-gathering
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個
性
を
生
か
す
に
は
？

「
楽
し
い
こ
と
」

「
受
け
入
れ
る
。
基
本
的
な
方
向
性
が
同
じ
と
き
受

け
入
れ
ら
れ
る
。
お
断
り
す
る
決
断
も
必
要
。」

目
標
像
、
ビ
ジ
ョ
ン
作
り
。
意
図
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有

「
自
分
に
所
有
と
い
う
考
え
が
多
く
な
っ
た
。」

所
有
を
ど
う
す
る
か
？
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
所
有
さ
れ

て
い
る
。
所
有
と
は
？

「
大
切
に
思
う
こ
と
、
自
分
の
も
の
だ
と
思
う
こ
と
」

 

全
体
の
話
の
中
か
ら
、９
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
、「
所
有
、

情
報
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
、
祭
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
家
庭
、

教
育
、
空
間
、
楽
し
さ
」
が
挙
が
り
ま
し
た
。
そ
し

て
個
々
の
部
会
に
分
か
れ
て
、
1
0
:
0
0
か
ら

の
ブ
ラ
ン
チ
、
1
2
:
0
0
か
ら
の
パ
ー
マ
カ
ル

チ
ャ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
挟
ん
で
、
部
会
ご
と
の
検

討
を
行
い
ま
し
た
。
以
上
こ
こ
ま
で
の
リ
ポ
ー
ト
は

と
っ
ち
み
ん

1
0
:
0
0
〜 

ブ
ラ
ン
チ  

1
2
:
0
0
〜

 

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト  

－
各
自
が
持

ち
寄
っ
た
不
用
品
や
得
意
技
な
ど
を
地
域
通
貨
を

使
っ
て
交
換
し
ま
す

各
自
が
持
ち
寄
っ
た
上
げ
た
い
物 

大
切
に
し
て
い

る
物 

不
要
品
で
役
立
つ
物 

そ
ん
な
物
を
持
ち
寄
っ

て
の
交
換
会 

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

各
自
持
ち
寄
っ
た
物
の
紹
介
の
後 

交
換
が
始
ま
り

ま
し
た
。
ボ
デ
ィ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
散
髪
屋
さ
ん

（
シ
ャ
ロ
ム
ス
タ
ッ
フ
・
さ
ん
）
の
手
相
見
（
設
楽

さ
ん
）
貴
方
に
一
言
書
き
ま
す
屋
さ
ん
も
登
場
。 

ア

ジ
ア
の
バ
ザ
ー
ル
を
彷
彿
さ
せ
ま
す
。

1
4
:
0
0
〜
部
会
に
分
か
れ
て
パ
ー
マ
カ
ル

チ
ャ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方 

と
具
体
的
な

活
動
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
向
け
て
の
９
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
意
見
交
換 

考
え
を
深
め
交
流
が
進
み
ま
し

た
。

[

１
所
有
、２
情
報
、３
コ
ン
セ
ン
サ
ス
、４
ま
つ
り
、

５
ビ
ジ
ョ
ン
、
６
家
庭
、
７
教
育
、
８
空
間
、
８
楽

し
さ]

を
上
げ
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換

が
始
ま
り
ま
し
た
。

わ
た
く
し
オ
ッ
チ
は
、
教
育
を
選
ん
だ
と
こ
ろ
、5

期
仲
間
の
ブ
ン
さ
ん
と
梅
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
た
ろ
う

さ
ん
の
奥
さ
ん
の
葉
月
ち
ゃ
ん
、
朋
子
さ
ん
が
同
じ

く
教
育
を
選
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
男
性
２
名

と
女
性
２
名
の
合
計9

９
名
で
教
育
に
つ
い
て
話
ま

し
た
。

テ
ー
マ
は
「
新
し
い
社
会
に
ど
ん
な
教
育
が
必
要

か
？
」
で
す
。
ど
ん
な
人
を
育
て
た
い
？
↓
ど
ん
な

人
々
で
新
し
い
社
会
は
作
ら
れ
る
か
？
と
展
開
し
て

い
く
と
自
然
と
教
育
と
い
う
上
か
ら
の
目
線
で
教
え

る
事
だ
け
で
は
な
く[

共
育
・
共
に
育
つ]

と[

響

育
・
響
き
合
う
学
び]

と
い
う
面
が
大
切
に
な
る
と

い
う
意
見
が
で
て
き
ま
し
た
。
学
ぶ
上
で
失
敗
を
恐

れ
な
い
、
そ
の
た
め
に
は
失
敗
し
て
も
い
い"

安
心

感"

や
肯
定
感"

が
背
景
に
あ
る
事
が
大
事
で
、
今

ま
で
の
点
数
主
義
や
競
争
さ
せ
て
い
く
学
び
の
ス
タ

イ
ル
で
は
な
い
学
び
方
に
変
化
し
て
い
く
の
で
は
な

い
か
？
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。
共
育
・
響
育
の

ス
タ
イ
ル
で
は
、
自
然
か
ら
学
ぶ
事
、
体
験
か
ら
学

ぶ
事(

暗
黙
知
と
形
式
値
の
バ
ラ
ン
ス)

が
重
要
で
、

学
ぶ
際
の
人
数
に
つ
い
て
も
、サ
テ
ィ
シ
ュ
・
ク
マ
ー

ル
さ
ん
の
ス
モ
ー
ル
ス
ク
ー
ル
な
ど
を
参
考
に
小
さ

な
グ
ル
ー
プ
で
も
学
校
を
作
る
事
が
で
き
る
よ
う

に...

な
ど
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
子
供
と
大
人
の
関
係
に
お
い
て
は
、
ま
ず
大

人
が
自
分
自
身(

役
割)

を
持
っ
て
い
る
、
楽
し
く

とっちみん先生、出店中！人気！

道具がすぐ出るって！シャロムでも床屋さんなのね！

癒し系多し。

神戸パワー。一言屋。素敵な歌声の Halo さん。朗読してくれたり。。。

自然の染色の靴下やナプキン。

覚えたての 1 曲をひいてくれます。 おすすめの本を持って来たり。。。
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生
き
て
い
る
、
そ
う
い
う
事
が
重
要
で
あ
り
、
自
分

を
ま
ず
信
頼
で
き
て
仲
間
を
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き

る(

ペ
イ
・
フ
ォ
ワ
ー
ド)

そ
う
し
て
子
供
と
も
向

き
合
え
る
。
そ
う
し
た
大
人
の
持
つ
問
題
に
関
し
て

も
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。
核
家
族
で
は
な
く
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
で
育
て
る
事
で
、
信
頼
す
る
事

や
様
々
な
考
え
方
感
じ
方
を
学
ぶ
事
が
で
き
る
。
最

終
的
に
、
共
育
・
響
育
の
目
的
は
自
由
へ
の
教
育
で

あ
り
、
未
来
を
作
る
人
達
が
協
力
し
て
生
き
ら
れ
る

社
会
を
つ
く
る
た
め
の
も
の
だ
と
い
っ
た
所
で
時
間

が
来
ま
し
た
。
他
に
上
が
っ
て
い
た
所
有
や
情
報
、

ビ
ジ
ョ
ン
や
家
庭
、
楽
し
さ
な
ど
様
々
な
キ
ー
ワ
ー

ド
に
ク
ロ
ス
す
る
議
論
と
な
り
、
約
一
時
間
ほ
ど
の

意
見
交
換
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
集
ま
っ
た
メ
ン

バ
ー
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
積
極
的
に
話
せ

る
場
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
子
供
を
産
み
育
て
た
い
と

思
っ
て
い
る
私
に
と
っ
て
と
て
も
充
実
し
た
手
応
え

の
あ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。
循
環
型
社
会
を
作
り

出
す
大
き
な
力
と
な
り
う
る
教
育
を
も
っ
と
多
く
の

人
が
議
論
す
る
場
所
が
あ
る
と
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

1
5
:
0
0
〜

各
キ
ー
ワ
ー
ド
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表

(

各
グ
ル
ー
プ
３
分
づ
つ)

各
班
の
全
て
を
ま
と
め
ら
れ
な
い
の
で
走
り
書
き
を
し

た
メ
モ
を
２
〜
３
個
上
げ
ま
す
。

 [

所
有]

非
所
有
。
自
分
の
内
側
の
問
題
。
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
。
結
。
ギ
ブ
＆
ギ
ブ
。

[

情
報]

惑
わ
さ
れ
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
内
の
情

報
の
や
り
と
り
。

[

コ
ン
セ
ン
サ
ス]

合
意
形
成
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
。
コ
ミ
ッ
ト
し
続
け
る
。

[

ま
つ
り]

祭
り=

間
を
つ
り
合
わ
せ
る
。
回
帰
。
心

を
開
き
や
す
い
。
仲
間
意
識
。

[

ビ
ジ
ョ
ン]

ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
に
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
。
定
期
的
に
話
し
合
う
。

[

家
庭]

子
供
に
と
っ
て
最
初
の
社
会
。
核
家
族
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
。
共
同
浴
場
・
洗
濯
場
な
ど
。
得
意

な
事
標
記
。

[

教
育]

共
育
・
響
育
。
肯
定
感
・
信
頼
。BEIN

G

。

自
由
へ
の
教
育
。

[

空
間]

意
識
を
シ
ン
ク
ロ
さ
せ
る
。
効
果
。
技
術
の

足
し
算
だ
け
で
は
な
い
。
人
間
力
の
あ
る
場
所
。

[
楽
し
さ]

つ
く
り
育
て
る
。
本
能
・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

原
動
力
。
時
間
的
余
裕
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
。

な
ど
な
ど
も
っ
と
複
雑
で
重
要
な
意
見
も
あ
っ
た
の
で

す
が
語
り
き
れ
ま
せ
ん...
全
て
興
味
深
く
、

み
ん
な
の
真
剣
な
意
見
に
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
原
動
力
を

感
じ
ま
し
た
。
ケ
ン
さ
ん
が
ア
ッ
プ
し
て

下
さ
っ
た
写
真
に
、
各
グ
ル
ー
プ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の

写
真
が
あ
り
ま
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
を
読
む
だ
け
で
も

楽
し
い
の
で
、
参
考
に
な
さ
っ
て
下
さ
い
。

　

〜
こ
こ
か
ら
ユ
キ
ン
コ
ブ
ロ
グ
よ
り
〜

 「
新
し
い
社
会
と
経
済
の
あ
り
方
」

い
ち
ば
ん
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
大
切
な
こ
と

個
人
が
い
か
に
自
立
、
自
律
し
て
い
る
か (

対: 

依
存)

個
と
し
て
生
き
て
い
る
か

美
し
い
も
の
は
個
人
の
個
性
か
ら
生
ま
れ
る

個
人
が
個
性
を
1
0
0
%
活
か
せ
る

ひ
と
り
ひ
と
り
が
き
わ
だ
つ
こ
と

個
性
を
受
け
と
め
て
く
れ
る
よ
う
な
社
会

新
し
い
社
会
へ

そ
れ
は
、
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
意
識
か
ら
は
じ
ま
る

ひ
と
り
ひ
と
り
の
夢
、
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

つ
な
が
り 

広
が
っ
て
ゆ
く
社
会
へ

 「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
と
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
大
切
な
こ
と 

で
て
き
た

９
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

(

私
が
い
ち
ば
ん
大
切
だ
と
思
っ
た
こ
と
は)

「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」 

合
意
形
成

人
と
人
が
つ
な
が
る
作
法

す
べ
て
の
人
の
個
を
認
め
ら
れ
る
こ
と

生
ま
れ
る
意
思
表
示

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
迷
い
も
み
な
受
け
入
れ
る

だ
か
ら

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
来
た
も
の
は

す
べ
て
の
人
の
意
見
が
含
ま
れ
る

そ
う
し
て
ひ
と
り
ひ
と
り
が
責
任
を
持
つ

 

そ
れ
は
時
間
が
か
か
る
こ
と

心
を
寄
せ
あ
う
こ
と
は
そ
う
い
う
こ
と

ひ
と
り
で
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
生
ま
れ
る
と
い

う
可
能
性

 

き
っ
と
人
は　

人
と
の
、
他
と
の
、
接
点
に
し
あ

わ
せ
を
感
じ
る
も
の

時
間
を
か
け
て
、
心
揺
ら
せ
て

そ
の
過
程
に
、
そ
の
先
に

心
に
広
が
る
楽
し
み
を
感
じ
と
る
も
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
先
に
は
個
の
自
立

自
分
が 

自
分
た
ち
が　

創
り
上
げ
て
ゆ
く
社
会 

問

題
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど

人
間
は
解
決
し
て
ゆ
け
る

人
間
力　

そ
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
を

　

〜
ユ
キ
ン
コ
ブ
ロ
グ
「
天
上
の
青
よ
り
」
よ
り
〜

Azumino Permaculture Workshop-August-gathering
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110 人のポジティブパワー全開！

1
5

：3
0
〜 

振
り
返
り
と
共
有  

メ
モ
リ
ー
フ
ォ
ト

あ
っ
と
い
う
間
の(

で
も
濃
い)

２
日
間
を
設
楽
さ
ん
・

ケ
ン
さ
ん
・
梅
さ
ん
が
ま
と
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。

ロ
ー
ジ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

持
続
可
能
で
多
様
性
に
富
み
調
和
し
た
未
来
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
思
い
を
は
せ
み
ん
な
が
繋
が
り
一

体
と
な
り
ま
し
た
。
関
西
が
動
く
と
確
実
と
な
る
日

本
。人
が
盛
り
上
が
り
系
。の
り
の
い
い
人
が
集
ま
っ

て
い
る
。
可
能
性
・
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
あ
る
人
多
い
。

こ
れ
か
ら
の
展
開
が
楽
し
み
。
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
に
参

加
し
て
み
た
い
。各
地
で
学
ん
だ
人
達
の
交
流
の
場
。

２
年
後
は
関
西
と
決
ま
っ
て
い
る
の
で
朽
木
で

1
5
0
0
人
集
め
よ
う
。
ま
っ
さ
ら
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
9
月
2
2

・

2
3

・

2
4
日
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
や
る
。
日
本
初
の
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
。
朽
木
村
は
日
本
の
原
風
景
の
場
所
。

日
本
の
未
来
素
材
に
な
る
も
の
多
い
。
実
践
課
程
に

は
い
る
の
は
お
も
し
ろ
い
。

み
ん
な
の
旅
立
ち
を
祝
福
す
る
か
の
よ
う
に
安
曇
野

に
大
き
な
虹
が
架
か
っ
て
い
ま
し
た
。

 
1
1
0
名
の
パ
ワ
ー
は
す
ご
い
で
す
。
私
は
初
参

加
で
少
し
押
さ
れ
気
味
で
し
た
が
、
確
実
に
多
く
の

人
々
の
中
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
フ
ツ
フ

ツ
と
湧
い
て
い
る
事
を
感
じ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
沢
山

頂
け
た
し
、
私
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
ん
で
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
解
散
〜!

お
つ
か
れ
〜!

と
な
っ
て
す
ぐ
に
空
に
大
き
く
虹
が
出
ま
し
た
。

祝
福
さ
れ
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。各
地
で「
パ
ー

マ
カ
ル
チ
ャ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
が
生
ま
れ
、 

多

く
の
人
達
が
本
当
に
幸
せ
な
人
生
を
送
る
事
が
で
き

る
よ
う
祈
り
、
行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
れ
だ
け
の
パ
ワ
ー
を
受
け
止
め
て
く
れ
た.

ケ
ン

さ
ん
朋
さ
ん
梅
さ
ん
、シ
ャ
ロ
ム
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、

そ
れ
か
ら
設
楽
さ
ん
P
C
C
J
の
メ
ン
バ
ー
に
感

謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

（
二
日
目
報
告
途
中
か
ら
報
告
・
落
合
佐
和
子
）
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オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

午
後
1
時
3
0
分

三
井
さ
ん
の
農
業
実
習

午
後
1
時
4
5
分

秋
野
菜
の
種
ま
き
・
苗
床
作
り

グ
ル
ー
プ
の
畑
の
手
入
れ

４
〜
５
人
の
班
ご
と
の
畑
の
夏
野
菜
の
手
入
れ
方
法

の
説
明
の
後
、
伸
び
た
草
を
刈
っ
て
、
乾
燥
防
止
の

た
め
に
土
の
上
に
置
く
。(

マ
ル
チ
ン
グ)

 

秋
野
菜
の
苗
床
づ
く
り
を
し
て
種
ま
き
を
し
ま
し

た
。
収
穫
は
朝
や
夕
方
の
涼
し
い
時
間
に
す
る
と
、

長
持
ち
す
る
し
品
質
も
よ
い
も
の
が
と
れ
る
。

 

暑
い
と
熱
で
老
化
が
進
む
そ
う
で
す
。　

　
　
　

 

<

夏
の
野
菜>

ズ
ッ
キ
ー
ニ 

暑
さ
に
弱
い 
茎
を
切
る
と
痛
み
や
す
い

な
す    

水
分
が
多
く
、
水
は
け
も
よ
く
、
よ
く
日
の

あ
た
る
と
こ
ろ
を
選
ぶ
。　

 

茎
が
太
く
な
る
の
で

支
柱
に
紐
で
固
定
す
る
時
は
、
少
し
だ
け
ゆ
と
り
を

も
っ
て　

ゆ
る
く
し
、
紐
は8

の
字
に
な
る
よ
う

に
結
ぶ
。
風
な
ど
で
実
が
こ
す
れ
る
と
茶
色
く

変
色
す
る
の
で
、
３
本
立
て
に
し
て
、
枝
や
茎
が
実

に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

さ
つ
ま
い
も 

時
々
長
く
伸
び
て
き
た
つ
る
の
根
を

地
面
か
ら
は
ず
す
よ
う
に
上
に
上
げ
て
地
面
か
ら

断
ち
切
る(

つ
る
が
え
し)

と
、
栄
養
が
他
の
場
所

に
分
散
し
な
い
の
で
、 

大
き
な
芋
が
収
穫
で
き
る
。

収
穫
が
で
き
な
い
時
、
土
地
が
や
せ
て
い
る
時 

窒

素
固
定
を
す
る
豆
と
一
緒
に
育
て
る
。(

ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ

チ
な
ど) 

米
ぬ
か 

１
反
に
2
0
0
k
g
土
の
上
に
ま

く
。
冬
の
う
ち
に
ま
い
て
お
く
ほ
う
が
よ
い
。

★
ピ
ー
マ
ン
の
種
採
り 

緑
色
か
ら
赤
く
な
る
ま
で

待
つ
。
実
を
枝
に
つ
け
た
ま
ま
追
熟
し
て
し
わ
し
わ

に
し
な
び
て
か
ら
収
穫
し
て
中
の
種
を
取
り
出
す
と

良
い
。

ニ
ン
ジ
ン
の
種
採
り 

ニ
ン
ジ
ン
の
白
い
花
を
置
い

て
お
く
と
穂
が
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
燥
し
て
茶
色
く
な

る
。
穂
先
を
紙
の
上
な
ど
で
手
で
も
ん
で
落
と
し
た

後
、 

細
か
い
毛
を
取
る
。(

毛
が
発
芽
抑
制
に
な
っ

て
い
る)

 <

苗
床
作
り
・
種
ま
き>

 
・
表
面
の
草
を
鎌
や
ク
ワ
で
刈
っ
て
、
土
を
薄
く
削

り
取
る
。(

雑
草
の
種
が
あ
る
土
を
除
く)

 

・
表
面
の
で
こ
ぼ
こ
を
平
ら
に
す
る
。(

乾
燥
地
が

で
き
な
い
よ
う
に)

 

・
種
の
大
き
さ
を
考
え 
約
２
〜
５
ミ
リ(

種
が
隠

れ
る
く
ら
い)

の
土
を
ほ
ぐ
し
な
が
ら
か
け
る
。

玉
ね
ぎ   

土
が
肥
え
て
い
て
、
保
水
力
の
あ
る
と

こ
ろ
を
選
ぶ
。1

番
デ
リ
ケ
ー
ト
な
野
菜
か
も　

ま
く
時
期
が
８
月
末
〜
９
月
中
旬
で
と
て
も
短
い
。 

10cm

間
隔
の
ラ
イ
ン
に
、
１cm

ご
と
に
ま
く
。

５m
m

〜
１cm

の
土
を
か
ぶ
せ
る
。
手
で
押
さ
え

す
ぎ
な
い
。
根
を
痛
め
る
の
で
間
引
き
は
し
な
い
。

キ
ャ
ベ
ツ  

10cm

間
隔
の
ラ
イ
ン
に
1
.
5
c
m

ご
と
に
ま
く
。

チ
ン
ゲ
ン
サ
イ 

葉
が
３
枚
で
15cm

間
隔
で
定
植

す
る
。

ダ
イ
コ
ン  

畝
幅 

45
〜
60cm

 

種
が
大
き
く
発
芽

し
や
す
い
。　

根
菜
は
深
く
伸
び
る
の
で
鎌
を
約

5
c
m
差
し
込
ん
で
切
る
。
5
c
m
間
隔
の
ラ
イ

ン
に
5
c
m
ご
と
に
ま
く
。 

葉
が
触
れ
合
う
程
度

に
間
引
く
。  

最
終
的
に
は
20
〜
30
c
m
間
隔
。
漬

物
用
は
８
月
末
〜
９
月
に
ま
く
。

午
後
6
時
3
0
分
食

夕
食

　

上
棟
式
の
前
祝
い
で
手
巻
き
ず
し
。
具
を
選
ぶ
の

が
迷
っ
て
し
ま
う
く
ら
い
種
類
が 

豊
富
で
お
い
し

か
っ
た
！
い
つ
も
心
の
こ
も
っ
た
料
理
を
用
意
し
て

く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
梅
ち
ゃ
ん

の
差
し
入
れ
の
桃
の
デ
ザ
ー
ト
は
ジ
ュ
ー
シ
ー
！

午
後
7
時
3
0
分

自
然
農 

三
井
さ
ん
の
お
話 

畑
の
写
真
を
見
せ
て
い

た
だ
く

　

国
道
か
ら
の
ト
ラ
ッ
ク
の
風
は
針
葉
樹
の
ヒ
ノ
キ

を
植
え
る
こ
と
で
防
い
だ
。　

有
機
農
法
と
の
違

い 

耕
さ
な
い 

地
層
を
混
ぜ
な
い 

表
面
の
土
を
出
さ

な
い
で
、
草
で
覆
う
。　

ト
ラ
ク
タ
ー
の
よ
う
な
大

型
機
械
は
使
わ
ず
鎌
や
ク
ワ
な
ど
簡
単
な
道
具
を
使

う
。　

 

肥
料
な
ど
を
他
の
場
所
か
ら
持
っ
て
こ
な

く
て
も
良
い
安
心
感 

。
学
校
給
食
に
野
菜
を
卸
し

て
い
た
事
やO

１
５
７
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、
自

分
が
不
安
に
思
う
材
料
を
省
く
と
自
然
農
に
行
き
着

い
た
。
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鎌
や
ク
ワ
を
使
う
時
も
根
切
り
を
す
る
た
め
で
、
土

を
混
ぜ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

耕
す
と
水
と
空
気
の
行
き
来
が
変
わ
っ
て
、
土
の
構

造
が
壊
れ
て
微
生
物
・
小
動
物
・
土
壌
菌
が
壊
さ
れ

る
。
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
土
に
は
栄
養
分
と
し
て
有

機
物
を
入
れ
な
い
と
い
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

い
の
ち
の
め
ぐ
り
を
意
識
し
て
人
間
が
手
を
出
し
過

ぎ
な
い
。
成
長
し
て
か
ら
手
を
か
け
る
の
で
な
く
、

種
ま
き
を
丁
寧
に
や
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。

ご
ぼ
う
は5

年
同
じ
場
所
で
つ
く
れ
な
い
。
耕
す

こ
と
は
今
ま
で
貯
め
て
い
た
も
の
を
使
う
こ
と
。

土
の
表
面
が
出
て
い
な
い
畑
は
緑
に
包
ま
れ
多
種
類

の
作
物
が
い
き
い
き
と
育
ち
ま
す
。

三
井
さ
ん
の
種
の
自
給
率
は
3
0
%
だ
そ
う
で

す
。
三
井
さ
ん
に
は
新
鮮
な
野
菜
や
雑
穀
の
お
み
や

げ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

完
熟
な
の
で
特
に
ト
マ
ト
の
濃
い
甘
さ
に
感
動
し
ま

し
た
。

一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
や
せ
た
土
に
は
か
ぼ

ち
ゃ
、
乾
燥
し
た
場
所
に
は
雑
穀
類(

キ
ビ
な
ど)

を
育
て
る
な
ど 

そ
の
土
地
の
状
態
を
見
極
め
る
目

が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

人
間
の
都
合
で
「
自
分
が
こ
れ
が
ほ
し
い
か
ら
こ
こ

に
植
え
る
」
の
で
は
な
い
こ
と
を
再
確
認
。
本
当
に

自
然
を
読
み
取
る
能
力
を
磨
き
た
い
で
す
ね
。

悪
条
件
の
場
所
で
も
、
長
い
目
で
考
え
て
そ
の
土
地

を
改
良
し
て
い
く
技
術
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
良
い

結
果
を
求
め
て
も
無
理
な
の
で
、
自
分
の
や
れ
る
時

間
で
少
し
ず
つ
実
践
し
ま
す
。
ま
ず
緑
肥
に
な
る
植

物(

豆
科
や
イ
ネ
科)

を
も
っ
と
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。（
初
日
報
告　

Y

・

S
）

午
前
7
時

朋
子
さ
ん
に
よ
る
簡
単
ヨ
ガ
で
ス
ト
レ
ッ
チ

昨
晩
は
遅
く
ま
で
三
井
さ
ん
の
ト
ー
ク
で
し
た
の

で
、
ち
ょ
っ
と
ゆ
っ
く
り
め
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

建
築
実
習

午
前
7
時
1
0
分

建
前
・
屋
根
ふ
き

 

本
日
は
「
建
前
」
で
す
。

そ
れ
は
木
造
住
宅
、
そ
し
て
木
造
ト
イ
レ
に
お
い
て

も
？
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
！
建
前
と
は
出
来
上
が
っ
た
土
台
の
上
に
柱

を
立
て
て
い
き
、
次
に
柱
と
柱
を
梁
で
つ
な
い
で
、

最
終
的
に
は
屋
根
で
最
も
高
い
部
分
の
部
材
で
あ
る

棟
木
を
取
り
つ
け
る
と
い
う
作
業
で
す
。
こ
の
作
業

で
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
の
骨
格
が
は
っ
き
り
で
き
あ

が
り
ま
す
。

ま
ず
、
足
場
を
組
み
立
て
ま
す
。
落
ち
た
ら
危
険!

な
の
で
、
ぐ
ら
ぐ
ら
し
な
い
よ
う
に...

先
月
は
型

枠
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
ん
だ
の
で
、
残
っ
て

い
た
型
枠
を
は
ず
し
ま
し
た
。因
み
に
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
は
、
押
し
つ
ぶ
す
力
に
は
強
い
で
す
が
、
引
っ
張

る
力
に
は
弱
い
性
質
が
あ
る
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
中
に
、
鉄
筋
を
入
れ
強
度
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
型
枠
を
作
り
組
み
立
て
る
の
が
専
門
の
「
型

枠
大
工
」
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。

 ソーラーチムニー用の穴です。

足場を組みます。 残していた型枠をはずします。

 コンクリートに、土台を置く場所を墨壷で墨を打っていきます。

 

墨
壷
と
墨
刺
し
。

墨
刺
し
は
、
竹
を
加
工
し
た
も
の
で
、
墨
壷
の
墨
を

つ
け
て
使
い
ま
す
。
幅
の
あ
る
方
で
線
を
引
き
、
細

い
方
で
、
印
を
つ
け
た
り
文
字
を
書
き
ま
す
。
鉛
筆

だ
と
す
ぐ
に
芯
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
墨
刺
し

な
ら
、
ず
っ
と
使
え
ま
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
、
土
台
を
置
く
場
所
を
墨
壷
で
墨

を
打
っ
て
い
き
ま
す
。
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト(

土
台
と

基
礎
を
固
定
す
る
ボ
ル
ト)

は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

真
ん
中
に
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
き
ち
ん
と

測
っ
て 

し
る
し
を
つ
け
ま
す
。
ま
ず
土
台
を
据
え

る
両
端
を
墨
付
け
し
て
墨
を
打
ち
ま
す
。

アンカーボルトがと土台にはまるようにきちんと計る。
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Azumino Permaculture Workshop-August

土台を墨に沿って置きアンカーボルトに両端に墨を打ち中心線を求めます。そして端から何寸あるかをはかり土台に墨を打ちます。墨刺しでバッテン、
そして○をつけておきます。×部分を、ドリルで穴を開けます。

4 本全ての土台に、穴を開けたら、いよいよ土台を設置していきます。アリの部分がぴったりはまりました ! 手違いにより ? はまらなかったところは、国
王こと小杉棟梁がその部分を切り落とし、調整してもらいました。

こちらは、座彫り。今回は、アンカーボルトを土台
の上に出さない方式なので、座彫りという穴をあけ
ます。ドリルを使って、Kenさんが穴を開けてくだ
さいました。

 土台が座ったところで柱を立てます。いの 1 番から立て始めます。

 最後に梁です。こちらも順調に取り付け終了。

朝は肌寒いくらいでしたが、この頃にはすっかり暑くなり、ここでちょっとブレイクです。 ・三井さんの差し入れトマト、きゅうりwith ゴカちゃん特製手作りお味噌 
・昨日の収穫の枝豆　どれもおいしかった～ 枝豆、甘かったです。
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実
習
、
再
開
で
す
。

今
度
は
、
屋
根
を
と
り
つ
け
る
た
め
、
垂
木
を
と
り

つ
け
ま
す
。
今
回
の
屋
根
勾
配
は
4
.
5
寸
で
す
。

底
辺
を
10
と
し
た
と
き
に
、
縦
の
長
さ
が
4
.
5

と
な
る
勾
配
で
す
ね
。
我
ら
の
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ

は
、底
辺
が4

尺
と
な
る
の
で
、高
さ
は
尺
８
寸(

１

尺
８
寸)

で
す
。
因
み
に
、
日
本
瓦
は
滑
り
や
す
い

の
で
、
５
寸
だ
と
危
な
い
そ
う
で
す
。
ト
タ
ン
屋
根

な
ら
３
寸
、
鉄
骨
な
ら
５
分
と
の
こ
と
で
し
た
。 

梁
と
梁
の
間
に
、
垂
木
を
渡
し
て
取
り
付
け
て
い
く

の
で
す
が
、
こ
の
と
き
垂
木
が
ぶ
つ
か
る
梁
の
角
部

分
を
、
鋸
と
の
み
を
使
っ
て
、
欠
き
ま
す
。
こ
う
す

る
こ
と
で
、
梁
と
垂
木
の
接
触
部
分
が
安
定
し
、
釘

も
打
て
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
垂
木
の
取
り
付
け
の

前
に
、
筋
交
い(

筋
違
い)

を
つ
け
ま
す
。

筋
交
い
は
、
台
風
や
地
震
な
ど
の
横
か
ら
建
物
に
か

か
る
力
に
耐
え
、
軸
組
の
変
形
を
防
ぐ
た
め
に
対
角

線
方
向
に
入
れ
る
部
材
で
す
。
筋
交
い
を
い
れ
る
こ

と
で
、
建
物
は
横
か
ら
押
さ
れ
る
力
に
突
っ
張
っ
て

抵
抗
し
ま
す
。
建
物
全
体
を
強
固
に
す
る
た
め
に
必

ず
入
れ
、
釣
り
合
い
を
よ
く
配
置
し
、
ね
じ
れ
が
生

じ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

 

柱
の
上
の
方
に
下
げ
振
り
を
付
け
、
柱
が
垂
直
が

ど
う
か
を
測
定
し
ま
す
。
下
げ
振
り
は
、
糸
の
先
端

逆
円
錐
形
の
重
り
が
つ
い
て
お
り
、
上
下
の
寸
法
が

同
一
に
な
れ
ば
、
垂
直
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

上
で
測
っ
た
長
さ
と
、
下
で
測
っ
た
長
さ
が
違
う
柱

は
そ
れ
が
同
一
に
な
る
ま
で
、
柱
を
押
し
た
り
、
引

張
り
ま
す
。
垂
直
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
仮
筋
交
い

を
打
ち
付
け
ま
す
。

垂
木
の
取
り
付
け
に
戻
り
ま
す
。

屋
根
の
出
幅
で
す
が
、
今
回
は
ト
イ
レ
ド
ア
側
に
通

路
が
で
き
ま
す
。
通
路
に
も
屋
根
を
つ
け
る
た
め
、

正
面
の
屋
根
出
幅
は
少
な
く
し
ま
し
た
。
出
幅
が
決

定
し
た
後
、
垂
木
に
釘
を
打
ち
ま
す
。 

こ
の
時
、
下

で
垂
木
に
ま
と
め
て
釘
穴
を
あ
け
て
お
く
と
、
上
で

の
作
業
が
や
り
や
す
く
な
り
ま
す
。 

こ
こ
で
、
上
棟
祭
で
す
。

お
供
え
物
を
し
、
祝
詞
を
読
み
上
げ(

読
み
方
と

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た...)

、
施
主
の
朋
子
さ
ん
と
ぶ
ん
さ
ん
が
お
餅
を

ま
き
ま
し
た
。
お
餅
は
一
人
２
、３
個
ゲ
ッ
ト
。
縁

起
が
い
い
の
で
、
お
土
産
で
す
〜 

●
上
棟
祭  
2
0
0
7
.
8
.
2
 6
 池
田
シ
ャ
ン

テ
ィ
ク
テ
ィ
ー

上
棟
祭
は
「
む
ね
あ
げ
の
ま
つ
り
」
と
い
い
ま
す
が
、

普
通
は
「
じ
ょ
う
と
う
さ
い
」
ま
た
は
「
棟
上
げ
・
建

て
前
」
と
も
い
い
ま
す
。
基
礎
工
事
が
終
っ
て
、
柱
が

立
ち
棟
木
が
あ
が
っ
た
と
き
に
行
う
神
事
で
す
。
建
物

の
新
築
あ
る
い
は
増
改
築
等
に
際
し
、
棟
木
を
上
げ
る

に
当
た
り
、
家
屋
の
守
護
神
並
び
に
工
匠
の
神
を
ま
つ

り
、
末
長
く
禍
な
く
、
良
き
建
物
と
し
て
栄
え
る
こ
と

を
祈
る
お
祭
り
で
す
。
こ
の
お
祭
り
は
、
建
物
に
関
わ

る
お
祭
り
と
し
て
、
最
も
重
要
な
神
事
で
す
。

●
御
祭
神(

お
祭
り
す
る
神
様)

・
産
土
大
神(

そ
の
土
地
の
守
り
神
、
氏
神
様)

・
屋
船
久
久
遅
神
・
屋
船
豊
受
姫
神(

家
屋
の
守
り
神)

・
手
置
帆
負
神
・
彦
狭
知
神(

工
匠
の
守
り
神)

地
鎮
祭
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
上
棟
、
槌
打
、
散
餅
、

散
銭
の
儀
が
あ
る
こ
と
で
す
。

槌
打
の
儀
と
い
う
の
は
、「
千
歳
棟
」「
万
歳
棟
」「
永
々

棟
」
の
か
け
声
と
と
も
に
、
木
槌
で
棟
木
の
元
末
を

打
ち
堅
め
る
儀
式
で
す
。

 

散
餅
・
散
銭
の
儀
と
い
う
の
は
、
屋
根
の
上
よ
り
、

餅
と
銭
を
撒
く
儀
式
で
、
方
位
の
神
様
へ
の
お
供
え
物

と
も
、
ま
た
福
を
頒
け
る
意
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。  

 『
此
れ
の
所
を
厳(

イ
ツ)

の
磐
境(

イ
ハ
サ
カ)

と

斎(

イ
ハ
ヒ)

定
め
て
招(

ヲ
キ)

奉
る
、
掛
け
ま

く
も
畏
き
産
土(

ウ
ブ
ス
ナ)

大
神
を
始
め
て
、
大

地
主(

オ
ホ
ト
コ
ヌ
シ)

大
神
・
埴
安
姫(

ハ
ニ
ヤ

ス
ヒ
メ)

大
神
、
ま
た
屋
船(

ヤ
フ
ネ)

大
神
等
の

御
前
に
恐
み
恐
み
も
白(

マ
ホ)

さ
く
。
こ
の
度
、

「
シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
テ
ィ
ー 

臼
井
朋
子
」
が
新
し
い
家

居
を
「
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
面
々
」
が
請
負
ひ
建
て

む
と
し
て
、此
の
所
の
荒
草
木
根(

ア
ラ
ク
サ
キ
ノ
ネ)

を
刈
除
き
大
石
小
石
を
拾
ひ
均(

ナ
ラ)

し
て
、
今
日

の
生
日(

イ
ク
ヒ)

の
足
日(

タ
ル
ヒ)

に
し
も
地
鎮(

ト

コ
シ
ズ
メ)

祭
を
慎
み
敬
ひ
執
行(

ト
リ
オ
コ
ナ)

は

む
と
、
種
々(

ク
サ
グ
サ)

物
を
献
り
御
祭
仕
奉(

ツ

カ
ヘ)

る
事
を
平
ら
け
く
安
ら
け
く
聞
食(

キ
コ
シ
メ)

し
て
、
今
ゆ
行
先
此
の
事
に
関
係(

ア
ヅ
カ)

れ
る
工

匠
人(

タ
ク
ミ
ビ
ト)

等
に
手
の
躓(

マ
ガ)

ひ
足
の

躓(

マ
ガ)

ひ
有
ら
し
め
ず
、
工
業(

タ
ク
ミ
ワ
ザ)

は
飛
騨
人
の
打
つ
墨
縄(

ス
ミ
ナ
ハ)

の
速
け
く
事
成

(

コ
ト
ナ)

さ
し
め
給
ひ
て
、
建
上(

タ
テ
ア)

げ
む
真

柱
直
く
正
し
く
取
葺(

ト
リ
フ)

か
む
甍
の
高
く
美
は

し
く
、
踏
馴
ら
す
土
平
ら
か
に
築
上
げ
し
磐
盤(

イ
ハ

ク
ラ)

の
弥(

イ
ヤ)

固
ら
か
に
、
雨
風
の
災
害(

ワ

ザ
ハ
ヒ)

は
更
な
り
地
震
岩
壊(

ナ
イ
イ
ハ
ク
エ)

の

損
害(

ソ
コ
ナ
ヒ)

無
く
、
弥
遠
永(

ト
ホ
ナ
ガ)

に

些(

イ
サ
サ)

か
の
異(

ケ)

し
き
事
危
き
事
も
有
ら

し
め
給
は
ず
、
安(

ヤ
ス
ラ)

け
く
平(

タ
ヒ)

ら
か

に
常
磐
堅
磐(

ト
キ
ハ
カ
キ
ハ)

に
子
孫(

ウ
ミ
ノ
コ)

の
八
十
続(

ヤ
ソ
ツ
ヅ)

き
と
共
に
立
栄
え
し
め
給
へ

と
、
恐
み
恐
み
も
称
辞
申
鎮
納(

タ
ダ
ヘ
ゴ
ト
マ
ヲ
シ

シ
ズ
メ
ヲ
サ)

め
畢(

ヲ)

へ
奉
ら
く
と
白
す
』
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1
0
時
3
0
分
す
ぎ 

ブ
ラ
ン
チ

本
日
も
民
ち
ゃ
ん
の
美
味
し
い
ア
ジ
ア
ン
料
理
で
す
。

・
ア
ジ
ア
ン
カ
レ
ー

・
春
雨
サ
ラ
ダ(

カ
ン
ボ
ジ
ア
風)

・
チ
ャ
ー
ト
ロ
ッ
プ(

茄
子
炒
め 

カ
ン
ボ
ジ
ア
風)

・
塩
豆
腐
・
ご
は
ん
と
パ
ン
・
黒
ゴ
マ
プ
リ
ン

先
程
の
、
お
餅
も
少
し
焼
い
て
食
べ
ま
し
た
。
今
回

の
ブ
ラ
ン
チ
も
お
な
か
い
っ
ぱ
い
。

1
2
時　

 

建
築
実
習
続
き

 

垂
木
の
釘
打
ち
の
続
き
で
す
。

上
に
登
っ
て
の
作
業
な
の
で
、
気
を
つ
け
て...

次
に
、
垂
木
の
両
端
を
切
っ
て
、
長
さ
を
揃
え
ま
す
。

そ
の
後
、
鼻
隠
し
を
取
り
け
ま
し
た
。
鼻
隠
し
は
、

雨
樋
を
取
り
付
け
た
り
す
る
水
平
の
部
分
で
、
垂
木

の
上
下
２
箇
所
で
す
。 

ぶ
ん
さ
ん
よ
り
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
垂
木
に
鼻
隠
し
を
取
り

付
け
る
前
に
、 

取
り
付
け
る
垂
木
の
端
部
に
“
端
か

ら
端
ま
で
の
墨
線
”
を
つ
け
て
か
ら
切
り
そ
ろ
え
る

作
業
が
あ
り
ま
す
。 こ
れ
を
忘
れ
る
と
、
鼻
隠
し
が
必

ず
波
打
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 」

 

こ
の
後
は
、
垂
木
の
上
に
野
地
板
を
張
っ
て
い
く
の

で
す
が
、デ
ッ
キ
の
屋
根
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
の
で
、

垂
木
二
本
分
を
途
中
で
切
り
取
り
、
鼻
隠
し
も
そ
の
部

分
を
付
け
直
し
ま
し
た
。

野
地
板
を
ど
ん
ど
ん
垂
木
に
打
ち
付
け
て
い
き
ま
す
。

野
地
板
は
屋
根
の
下
地
と
な
る
薄
い
板
で
す
。
出
っ

張
っ
た
部
分
は
丸
鋸
で
切
り
落
と
し...

正
式
な
筋
交
い

を
打
ち
付
け
仮
筋
交
い
を
と
り
ま
し
た
。

 

今
日
の
建
築
実
習
は
終
了
で
す
。

実
は
、
小
杉
さ
ん
が
私
の
欠
け
た
の
み
を
、
磨
い
て

見
事
に
復
活
さ
せ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
祖
父
の
形
見
が
蘇
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
!
!

⇧コンポストトイレの水分を分離し排水するための穴です。⇧ いつの間にか、Kenさんがルーフィングを張っておいてくれました。屋根を雨水や湿気から守ってくれます。
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 完成ーー !! (100 人乗っても大丈夫 ?!)

観
察
実
習

森
林
土
壌
の
生
き
物
調
査

午
後
2
時
1
0
分

１
グ
ル
ー
プ
４
人
×
３
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
テ
ィ

横
の
雑
木
林
に
ど
ん
な
生
き
物
た

ち
が
ど
れ
だ
け
住
ん
で
い
る
の
か

観
察
し
ま
し
た
。

必
要
な
物:

ふ
る
い
用
の
籠
、
生

き
物
を
入
れ
る
タ
ッ
パ
、
シ
ャ
ベ

ル
、
ポ
リ
袋
、
虫
眼
鏡
、
ル
ー
ペ
、

ビ
ニ
ー
ル
紐(

１
辺
5
0
c
m

の
四
角
に
し
て
あ
り
ま
す)

①
生
き
物
観
察
に
選
ん
だ
場
所
に
、

ビ
ニ
ー
ル
紐
と
小
枝
を
使
っ
て
、

調
査
区
を
作
り
ま
す
。

②
調
査
区
内
の
落
ち
葉
を
ポ
リ
袋

に
移
し
ま
す
。

③
地
表
か
ら
深
さ
5
c
m
ま
で

の
土
を
掘
り
、
ふ
る
い
に
か
け
な

が
ら
、
も
う
一
つ
の
ポ
リ
袋
の
上

に
、
土
を
落
と
し
て
い
き
ま
す
。

生
き
物
を
発
見
し
た
ら
、
タ
ッ
パ

へ
。

④
２
の
ポ
リ
袋
の
中
か
ら
、
生
き

物
を
探
し
、
見
つ
か
っ
た
ら
タ
ッ

パ
へ
移
す
。

⑤
タ
ッ
パ
に
い
れ
な
が
ら
、
調
査

票
に
結
果
を
記
入
し
て
い
く
と
、

あ
と
で
楽
で
す
。
が
、
私
た
ち
の

班
は
、
捕
ま
え
た
生
物
が
何
な
の

か
わ
か
ら
ず
、
放
置...

で
し
た
。

生
き
物
を
、
ル
ー
ペ
で
観
察
す
る

と
、
新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も
？

 30
分
ほ
ど
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
で3

チ
ー
ム
が
集

ま
り
、
結
果
報
告
。
そ
の
後
、
３
チ
ー
ム
全
体
の
調

査
結
果
を
集
計
し
た
と
こ
ろ
、1
0
0
点
中
、61
点
。

自
然
豊
か
な
森
林
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
ザ
ト
ウ
ム

シ
、
オ
オ
ム
カ
デ
な
ど
の
高
得
点
生
物
が
生
息
し
て

い
ま
す
。
因
み
に
、
私
が
蜘
蛛
と
間
違
え
た
ザ
ト
ウ

ム
シ
と
蜘
蛛
の
違
い
で
す
が
、
蜘
蛛
は
頭
と
体
が
分

か
れ
て
い
ま
す
が
、
ザ
ト
ウ
ム
シ
は
、
頭
と
体
が
一

つ
で
す
。
な
か
な
か
面
白
い
生
物
で
す
。

も
う
少
し
時
間
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
色
々
な
生
き
物

を
観
察
で
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
の
で
す

が
。。 

ま
た
、
小
さ
す
ぎ
て
手
で
捕
ま
え
ら
れ
な
い

生
物
も
沢
山
い
ま
し
た
。

ユ
キ
さ
ん
よ
り
、
畑
を
す
る
と
き
に
は
沢
山
の
虫
が

い
た
方
が
良
い
の
で
し
ょ
う
か
、と
い
う
問
い
に
は
、

Y
e
s
と
の
こ
と
で
し
た
。
多
様
な
生
き
物
が
い

た
方
が
、
自
然
界
の
バ
ラ
ン
ス(

細
菌
バ
ラ
ン
ス)

な
ど
が
と
れ
、
自
然
農
に
合
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

 

確
か
に
、
シ
ャ
ロ
ム
の
畑
に
行
く
と
、
様
々
な
種

類
の
虫
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
ね
。

実
は
、
い
つ
も
見
た
こ
と
も
な
い
虫
た
ち
を
見
る
の

も
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

小
さ
い
頃
は
、
近
所
に
雑
木
林
が
あ
っ
た
り
、
そ
の

近
く
に
は
小
川
が
流
れ
て
い
て
ざ
り
が
り
取
り
な
ど

を
し
て
、
楽
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
跡
形
も
あ

り
ま
せ
ん
。
今
、そ
し
て
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
も
、

ず
っ
と
こ
の
よ
う
な
遊
び
場
が
あ
る
と
い
い
な
、
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
を
残
し
て
い
く
の
は
、
私
た
ち
で

す
ね
。
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昨
日
の
三
井
さ
ん
は
、
種
ま
き
の
仕
方
な
ど
丁
寧

だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
が
、
私
た
ち
の
思
う
丁
寧
さ

と
は
、
程
度
が
違
う
。
自
然
農
は
ほ
っ
て
お
い
て
い

い
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ
れ
は

違
う
。
子
育
て
と
同
じ
で
、
小
さ
い
う
ち
は
手
を
か

け
ず
、
大
き
く
な
っ
て
か
ら
手
を
か
け
よ
う
と
す
る

か
ら
お
か
し
く
な
る
。

 

お
っ
ち
の
感
想
よ
り
・
自
分
の
時
間
を
会
社
に
売
っ

て
、
そ
れ
で
得
た
お
金
で
必
要
な
も
の
を
買
っ
た
り

し
て
い
る
。
自
分
で
作
る
と
い
う
こ
と
は
、
楽
し
い

こ
と
な
の
に
、
も
っ
た
い
な
い
。

三
井
さ
ん
の
話
の
、「
自
然
の
中
に
全
て
答
え
が
あ

る
」と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。（
二
日
目
報
告
・

橋
本
亜
弥
）

ま
と
め
と
ふ
り
か
え
り

午
後
3
時

三
井
さ
ん
宅
訪
問

番
外
編
・
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
塾
終
了
後

 

三
井
さ
ん
の
ご
好
意
に
甘
え
て
、
ぶ
ん
さ
ん
、
太

郎
さ
ん
、
お
っ
ち
、
私
の
友
人
ち
お
り
と
、
帰
宅
途

中
に
山
梨
県
長
岡
の
三
井
さ
ん
家
に
寄
ら
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
畑
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
井
さ
ん
の
畑
は
と
っ
て
も
広
く
、
色
々
な
と
こ
ろ

に
色
々
な
野
菜
た
ち
が
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
ま
し

た
。
皆
で
一
列
に
な
っ
て
、
三
井
さ
ん
に
案
内
し
て

も
ら
い
な
が
ら
、
次
は
ど
ん
な
野
菜
が
ど
ん
な
と
こ

ろ
に
、
植
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
?!
と
わ
く
わ
く
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
宝
探
し
の
よ
う
で
し
た
。

三
井
さ
ん
宅
も
、
シ
ャ
ロ
ム
と
同
様
セ
ル
フ
ビ
ル
ド

で
す
。
常
時
２
人
で
、
３
年
が
か
り
で
作
っ
た
と
の

こ
と
。
長
さ
バ
ラ
バ
ラ
の
丸
太
が
そ
の
ま
ま
出
っ

張
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
お
も
し
ろ
＆
あ
っ
た
か

ロ
グ
ハ
ウ
ス
で
し
た
。
中
に
は
ロ
フ
ト
も
あ
る
そ
う

で
、
天
井
が
高
く
、
ま
る
で
山
小
屋
で
し
た
。

奥
様
も
す
て
き
な
方
で
、
実
は
夕
食
も
い
た
だ
い
て

し
ま
い
ま
し
た!

！
突
然
押
し
か
け
た
上
に
、
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
。
素
麺
た
っ
ぷ
り
と
、
ト
マ
ト
、

焼
き
茄
子
な
ど
な
ど
沢
山
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
焼
き
茄
子
、美
味
し
か
っ
た
ー
ち
お
り
さ
ん
は
、

生
ト
マ
ト
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
す
が
、
皆
が
美
味
し

い
美
味
し
い
と
い
う
の
で
、
勇
気
を
出
し
て
10
年
ぶ

り
に
食
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、「
お
い
し
い
！
」
と
お

か
わ
り
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
塾
は
、
畑
も
建
築

も
時
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
三
井
さ
ん
の
ご
自
宅
や
畑
を
拝
見

し(

こ
れ
は
塾
じ
ゃ
な
い
で
す
ね)

、
ま
た
す
て
き

な
お
人
柄
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。

来
月
も
都
合
を
つ
け
て
、
ま
た

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
橋
本
亜
弥
）

三
井
さ
ん
の
畑
を
見
学
さ
せ
て

頂
い
た
の
は
、
夕
方
６
時
頃
で

し
た
。
夏
の
夜
、
少
し
涼
し
く

な
っ
た
時
間
で
、
満
月
２
日
前

の
ま
ん
ま
る
お
月
様
が
照
ら
し

て
い
ま
す
。
自
然
農
の
広
い
畑

に
は
、
様
々
な
野
菜
が
育
っ
て

い
ま
し
た
。
私
は
初
め
て
自
然

農
の
水
田
を
見
ま
し
た
。
植
物

や
野
菜
は
話
し
ま
せ
ん
が
、
三

井
さ
ん
と
一
緒
に
畑
を
見
て

回
る
と
、
野
菜
が
三
井
さ
ん
を

知
っ
て
い
て
（
当
た
り
前
で
す

が
）
ち
ょ
っ
と
話
し
か
け
る
よ

う
な
気
配
が
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
（
家
に
三
井
さ
ん
が
戻
っ

た
時
に
猫
も
、
ち
ゃ
ん
と
挨
拶

に
来
ま
し
た
）
塾
の
感
想
で
、

稲
子
さ
ん
が
命
の
繋
が
り
に
つ

い
て
話
し
て
い
た
事
が
少
し

解
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

東
京
に
戻
っ
て
映
画
ガ
イ
ア
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
の
３.

４.

５
番
を

見
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
命
の
繋

が
り
を
深
く
描
い
た
も
の
で

す
。
繋
が
り
の
中
に
生
き
る
事

が
、
様
々
な
問
題
の
解
決
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。（
落

合
佐
和
子
）

まつぼっくりハウス！
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オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

午
後
1
時
3
0
分

農
業
実
習

午
後
1
時
4
0
分

 

１
・
現
状
観
察

・
ぶ
ん
さ
ん
蒔
い
た
蕎
麦
だ
い
ぶ
種
入
っ
て
き
た
。

先
々
月
蒔
い
た
。
葉
茶
色
っ
ぽ
い
の
で
今
日
刈
り
取

る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
追
熟
。
成
ら
し
て
お
く
と
種

落
ち
て
し
ま
う
の
で
。
臼
井
さ
ん
蒔
い
た
の
は
ま
だ

早
い
。・レ
タ
ス
、
芽
か
わ
い
く
で
て
い
る
。
サ
ニ
ー

レ
タ
ス
は
と
う
だ
ち
し
て
い
る
。
と
う
だ
ち
す
る
と

苦
く
な
る
。
ロ
メ
イ
ン
レ
タ
ス
も
と
う
だ
ち
。

・
先
月
三
井
さ
ん
と
手
入
れ
し
た
ピ
ー
マ
ン
1
〜

2
本
種
取
り
用
に
残
し
て
お
く
。
あ
と
は
収
穫
。

バ
ナ
ナ
の
よ
う
な
形
の
ピ
ー
マ
ン
。・
ナ
ス
は
虫
に

や
ら
れ
て
い
て
な
っ
て
い
な
い
。・
ト
マ
ト
は
青
く

て
も
食
べ
れ
る
。
炒
め
た
り
フ
ラ
イ
や
サ
ル
サ
ル

ソ
ー
ス
で
。
来
月
に
な
る
と
し
な
び
る
。

・
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
白
い
は
ん
て
ん
は
病
気
。
草
を
か

り
風
を
と
お
し
て
あ
げ
る
と
だ
い
ぶ
元
気
に
な
る
。

霜
降
り
る
ま
で
採
れ
る
。(

別
の
場
所
の
ズ
ッ
キ
ー

ニ
は)

初
め
の
こ
ろ
だ
め
か
な
と
思
っ
た
が
復
活
。

元
気
に
な
っ
て
き
た
。種
取
り
用
は
首
元
で
カ
ッ
ト
。

大
き
い
も
の
ゆ
き
さ
ん
カ
ッ
ト
。
中
型
は
ぶ
ん
さ
ん

カ
ッ
ト
。・
大
豆
は
こ
こ
や
せ
地
な
の
で
よ
く
で
き

る
が
風
と
う
し
良
く
し
た
方
が
い
い
。下
草
を
刈
る
。

葉
っ
ぱ
枯
れ
た
と
こ
ろ
で
一
気
に
収
穫
す
る
。

・
あ
ず
き
、
い
ん
げ
ん
で
き
る
の
は
来
月
。
草
刈
る
。

あ
ず
き
は
茶
色
く
な
っ
て
か
ら
収
穫
。
イ
ン
ゲ
ン
は

順
番
に
収
穫
。 ・
サ
ツ
マ
イ
モ
は
元
気
。・
も
ろ
こ
し

の
種
用
は
枯
れ
る
ま
で
残
し
て
お
く
。
収
穫
し
た
ら

ひ
げ
を
取
り
陰
干
し
。
上
下
部
分
は
カ
ッ
ト
し
真
ん

中
部
分
を
種
取
り
用
と
す
る
。・
穂
高
イ
ン
ゲ
ン
6

月
蒔
い
た
も
の
。
鞘
カ
ビ
カ
ビ
。
食
べ
ら
れ
そ
う
に

な
い
も
の
種
取
り
用
に
。
雨
多
い
と
き
は
カ
ビ
る
ま

え
に
収
穫
し
カ
ビ
心
配
な
ら
日
に
当
て
干
す
。
た
た

く
と
ぱ
ら
っ
と
落
ち
る
。
虫
出
る
の
で
秋
晴
れ
の
日

に
2
〜
3
日
又
干
す
。・
落
花
生
草
す
ご
い
の
で

草
を
刈
る
。
土
掘
る
と
実
入
っ
て
い
る
。・
も
ち
き

び
収
穫
す
る
。
触
っ
た
だ
け
で
落
ち
て
し
ま
う
?

全
部
熟
す
る
の
を
待
た
ず
に
収
穫
す
る
。
米
と
同
じ

よ
う
に
天
日
干
し
。
は
ざ
か
け
み
た
い
に
し
て
7

日
間
ぐ
ら
い
。
脱
穀
は
手
で
し
ご
く
。
籾
摺
り
機
使

え
る
。・
キ
ャ
ベ
ツ
は
元
気
。・
大
根
1
列
三
井
さ

ん
に
蒔
い
て
も
ら
っ
た
。
先
月
草
刈
し
た
。
虫
に
く

わ
れ
て
い
る
が
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。・
こ
れ
か
ら
の
草
、

勢
い
弱
ま
る
。
け
れ
ど
も
野
菜
に
草
が
か
ぶ
っ
て
い

た
ら
草
を
刈
る
。
又
冷
え
込
ん
で
く
る
の
で
発
芽
し

な
い
。・
虫
、
コ
オ
ロ
ギ
例
年
よ
り
多
い
か
も
し
れ

な
い
。
こ
こ
は
草
は
や
し
て
い
る
の
で
特
別
多
い
と

思
わ
れ
る
。・
じ
ゅ
ず
だ
ま
元
気
。
か
た
い
。

・
藍
は
と
っ
ち
み
ん
先
生
が
も
っ
て
き
た
も
の
。
ピ

ン
ク
の
花
。
イ
ン
ド
藍
?
藍
染
農
作
業
の
防
虫
に

な
る
。・
サ
ト
イ
モ
収
穫
時
期
で
は
な
い
。
葉
が
か

れ
て
き
た
ら
時
期
。

2

・

収
穫

パ
ー
プ
ル
ポ
ッ
ト
種
取
り
用
、
ひ
ょ
う
た
ん
、
ズ
ッ

キ
ー
ニ
種
取
り
用
・
食
用
、
イ
ン
ゲ
ン
豆
、
レ
タ
ス
、

ソ
バ
ご
か
ち
ゃ
ん
収
穫
、
た
か
き
び
さ
え
さ
ん
が
蒔

い
た
も
の
、
種
取
り
用
ト
マ
ト
、
種
取
り
用
穂
高
イ

ン
ゲ
ン
、
ピ
ー
マ
ン
食
用
、
種
取
り
用
も
ろ
こ
し
他
。

 

3

・

草
刈 

お
お
か
た
班
別
で 

4

・

種
ま
き
時
期

日
本
ほ
う
れ
ん
草
ま
き
時
、
か
ぶ
と
大
根
大
き
く
す

る
に
は
遅
い
が
間
引
い
て
食
べ
れ
る
、
関
東
な
ら
間

に
合
う
、
白
菜
も
。
に
ん
に
く
蒔
き
時
、
暖
か
い
と

こ
ろ
は
1
0
月
ま
で
。

5

・

種
ま
き
の
や
り
方

・
日
本
ほ
う
れ
ん
草　

草
を
刈
り
脇
に
ど
け
る
。
ク

ワ
で
根
ぎ
り
、
靴
で
畝
を
平
ら
に
す
る
。
そ
ば
の
種

ま
き
と
同
じ
よ
う
に
ば
ら
蒔
き
。
種
隠
れ
る
ぐ
ら
い

土
を
被
せ
る
。
そ
し
て
草
マ
ル
チ
。・
赤
カ
ブ(

黄

金
の
赤
カ
ブ?)
在
来
種
た
く
さ
ん
有
り
。
自
分
の

住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
探
す
の
も
い
い
。
大

根
も
。
調
べ
て
み
る
と
そ
こ
の
土
地
の
こ
と
分
か
っ

て
お
も
し
ろ
い
。
畝
の
真
ん
中
に
刈
っ
た
草
を
置
き

両
側
に
種
を
蒔
く
。
こ
れ
は
自
然
農
の
一
般
的
な

や
り
方
。
こ
の
や
り
方
で
種
を
蒔
く
。
臼
井
さ
ん
。

静
岡
で
は
冬
に
大
根
、
4
月
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
で
き

る
。
こ
こ
と
は
ぜ
ん
ぜ
ん
違
う
。・
に
ん
に
く　

今

日
買
っ
て
き
た
。
9
月
〜
10
月
蒔
き
ど
き
。
暖
か

い
と
こ
ろ
10
月
ま
で
OK.
。
青
森
に
ん
に
く
有
名
。
暖

地
用
に
ん
に
く
も
あ
る
よ
う
だ
。
こ
の
辺
り
は
寒
い

の
で
青
森
に
ん
に
く
。
ス
ー
パ
ー
で
売
っ
て
い
る
中

国
産
で
も
安
い
し
OK
。
や
っ
て
み
る
と
い
い
。
た
だ

し
芽
止
め
し
て
る
の
も
あ
る
の
で
確
実
な
の
は
種
苗

店
で
買
っ
た
も
の
。
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ッ
ペ
ン
6
個
に

ん
に
く
つ
く
。1

個
ず
つ
に
分
け
る
。
芋
と
同
じ
。

リ
ン
ペ
ン
は
玉
葱
と
同
じ
。
畝
間
30
c
m
株
間

15
c
m
植
え
穴
5
c
m
。
緑
芽
出
て
い
る
も
の

植
木
鉢
に
落
と
す
と
簡
単
に
収
穫
で
き
る
。
6
月

ぐ
ら
い
に
。
も
う
一
つ
の
植
え
方
。
臼
井
さ
ん
よ
り
。

く
わ
で
土
にV

字
型
切
れ
込
み
を
作
り
に
ん
に
く

を
そ
の
中
に
差
込
み
切
り
口
を
閉
じ
草
マ
ル
チ
す
る

だ
け
。
植
え
つ
け
た
事
を
表
示
し
こ
の
上
に
違
う
種

を
ま
く
こ
と
の
な
い
よ
う
気
を
つ
け
る
。
こ
の
両
方

で
植
え
付
け
。

6
・
種
蒔
き

・
大
根
、
み
ず
菜
、
小
松
菜
、
春
菊
、
日
本
ほ
う
れ

ん
草
、
他
?
・
JA
で
買
っ
た
種
。
日
本
ほ
う
れ
ん

草
は
殻
堅
い
の
で
水
に
浸
け
た
ほ
う
が
い
い
。
ソ
バ

の
種
に
似
て
と
ん
が
り
が
あ
る
よ
う
に
見
え
た
。

ポ
イ
ン
ト

・
ユ
リ
科
の
玉
葱
、
に
ら
な
ど
の
匂
い
虫
嫌
が
る
。

蕎麦はすくすく育っています

にんにくを植えました。

例
え
ば
中
に
葉
物(

ほ
う
れ
ん
草
・
小
松
菜
・
キ
ャ

ベ
ツ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー)

ま
わ
り
を
ニ
ラ
で
囲
む
。

ゆ
き
さ
ん
よ
り
。

 

・
わ
が
班
は
、
日
本
ほ
う
れ
ん
草
と
み
ず
菜
を
蒔
く
。

・
帰
路
自
然
農
塾
の
畑
で
ア
マ
ラ
ン
サ
ス
の
赤
と
、

鞘
を
破
り
そ
う
な
実
の
詰
ま
っ
た
大
豆
を
ち
ら
。 毎回収穫が増えて楽しいです。 太朗さん家のマヒナちゃんも収穫をお手伝い。
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大
工
道
具
の
手
入
れ

1
・
ノ
ミ
と
鉋
の
研
ぎ
方

・
砥
石
、
お
お
き
く
分
け
て
2
種
類
あ
り
。

人
工
砥
石
、
天
然
砥
石
。
目
が
粗
い
か
細
か
い
か
で

中
砥
、
仕
上
砥
。・
仕
上
砥
、
天
然
砥
に
人
造
砥
は

か
な
わ
な
い
。・
皆
さ
ん
は
、
人
造
砥
の
中
砥
仕
上

砥
で
い
い
。・
知
人
の
床
屋
の
も
の
は
吸
い
付
く
よ

う
に
仕
上
が
る
。
カ
ミ
ソ
リ
用
4
〜
5
万
円
す
る
。

い
い
砥
石
ほ
ど
割
れ
る
。
目
が
細
か
く
通
っ
て
い
る

の
で
。
ボ
ン
ド
つ
け
接
着
可
。
振
動
に
気
を
つ
け
る
。

・
よ
く
砥
ぐ
方
法
、
な
か
な
か
難
し
い
が
ま
っ
す
ぐ

平
ら
に
砥
ぐ
。・
鉋
例
、
稲
ち
ゃ
ん
と
国
王
さ
ん
鋼

と
地
金
の
境
、ぼ
け
て
い
る
部
分
あ
る
と
切
れ
な
い
。

丸
く
振
れ
て
砥
げ
て
い
る
。
何
度
も
や
り
、 

手
に
覚

え
さ
す
。・
僕
の
ノ
ミ
で
体
験
を
。・
ノ
ミ
と
鉋
は
、

裏
ま
っ
平
ら
が
基
本
。
平
ら
に
す
る
こ
と
を
裏
だ
し

と
い
う
。
刃
が
欠
け
て
い
る
場
合(

ほ
ん
と
う
は
混

合
砥
を
使
う)

と
、
裏
が
平
ら
に
な
っ
て
い
な
い
場

合
裏
だ
し
を
し
て
か
ら
表
を
砥
ぐ
。

・
裏
だ
し
の
や
り
方 
ノ
ミ
の
場
合
金
ば
ん(

金
属
で

で
き
た
砥
石)

の
上
に
金
合
砂(

金
属
の
粉
、
粒
度

あ
り)

を
少
々
振
り
落
と
し
水
を
少
し
つ
け
ぬ
ら

す(

水
は
殆
ど
い
ら
な
い
と
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
か

も)

。
水
気
が
な
く
な
っ
て
押
す
引
く
同
じ
力
の
要

領
で(

砥
ぐ
時
は
押
す)

。
こ
れ
を
行
っ
た
後
、荒
砥
、

中
砥
、
仕
上
砥
と
砥
ぐ
。
金
属
く
ず
な
の
で
水
は
別

に
す
る
。
特
に
鉋
は
。
刃
の
角
度
ず
れ
て
は
い
け
な

い
。
裏
爪
で
引
っ
か
か
り
な
い
と
砥
げ
て
い
る
。

・
ノ
ミ
の
場
合
、
包
丁
用
砥
石
使
え
る
。・
鉋
は
鏡

の
よ
う
に
ツ
ル
ツ
ル
に
し
な
い
と
だ
め
。
ノ
ミ
は
そ

れ
程
で
な
く
て
も
い
い
。・
人
造
砥
は
2
〜
3
分
水

に
浸
す
。
天
然
砥
は
指
に
つ
け
た
水
を
こ
す
り
付
け

る
だ
け
で
オ
ー
ケ
イ
。

 

・
刃
先
の
形 

ノ
ミ
は
真
ん
中
と
く
ら
べ
両
端
ほ
ん

の
少
し
出
る
。
鉋
は
真
ん
中
が
ほ
ん
の
少
し
出
る
。

 

・
砥
げ
か
す
出
て
く
る
。合
わ
せ
砥(

仕
上
砥
?)

に
。

名
倉
砥
で
と
ぎ
汁
を
作
り
そ
れ
で
砥
ぐ
。
?

 

水
す
っ
て
し
ま
う
と
使
い
物
に
な
ら
な
い
。?

・
人
造
砥
の
粒
度 

中
砥
1
0
0
0
番
、
仕
上
砥

6
0
0
0
〜
7
0
0
0
番
、
番
数
多
い
ほ
ど
目

が
細
か
い
。
天
然
砥
に
は
目
あ
ら
い
細
か
い
位
し
か

な
い
。
包
丁
も
ノ
ミ
も
1
0
0
0
番
で
い
い
。
重

宝
す
る
。・
砥
石
は
真
ん
中
が
減
る
。
ウ
ズ
ラ
直
し

を
す
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
で
こ
す
り

つ
け
る
と
平
ら
に
な
る
こ
と
を
さ
す
。
理
想
的
に
は

か
ま
ぼ
こ
型
が
よ
い
。・
中
砥
の
種
類 

天
然
砥
の
青

砥
は
か
た
く
時
間
が
か
る
。
色
あ
お
い
。
人
造
砥
は

白
い
。
白
砥
。
?

・
中
砥
で
で
き
た
バ
リ(

め
く
れ)

を
仕
上
砥
で
と

る
。・
研
ぎ
方 

ま
っ
す
ぐ
6
、斜
め
1
0
の
要
領
で
。

2

・

鋸
の
目
立
て

・
本
職
い
る
。
1
枚
4
ー
5
千
円
す
る
の
で
替

え
刃
3
千
円
ぐ
ら
い
な
の
で
買
っ
て
し
ま
う
こ
と

多
い
。

 

・
鋸
の
目
立
て
そ
ん
な
に
テ
ク
ニ
ッ
ク
い
ら
な
い
。

・
大
き
い
目
は
縦
引
き
、
板
を
平
行
に
切
る
。
小
さ

い
目
は
横
引
き
、
板
を
縦
に
切
る
。

国王（棟梁）道具の大事さを説く。

道具を研ぐための道具達。いろいろ種類がありますね。

なかなか難しい。手で覚えるために何度もチャレンジ。

・
刃
の
つ
き
方
が
違
っ
て
い
て1

枚
お
き
に
互
い
違

い
に
な
っ
て
い
る
。
鋸
が
食
い
込
め
る
よ
う
、
溝
つ

く
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

・
薄
い
刃
を
真
上
か
ら
見
る
と
△
が
見
え
る
。
こ
の

頭
、
白
く
光
っ
て
い
る
。
こ
こ
が
な
ま
る
。
切
れ
な

く
な
る
。
そ
れ
が
潰
れ
て
い
る
の
で
目
立
て
ヤ
ス
リ

で
こ
す
る
。
目
立
て
ヤ
ス
リ
の
刃
先
の
一
辺
を
わ
ざ

と
潰
し
た
刃
先
を
わ
き
に
あ
て
△
部
を
ヤ
ス
リ

が
け
。
プ
ロ
は
バ
イ
ス
で
押
さ
え
て
行
う
。
こ
こ
で

は
横
に
寝
か
せ
た
太
目
の
丸
太
に10cm

強
ぐ
ら

い
の
釘
を
鉛
直
に
打
ち
込
み
ヤ
ス
リ
の
押
す
力
の
受

け
と
す
る
。
互
い
違
い
に
な
っ
い
る
の
で
同
じ
方
向

は
一
刃
お
き
に
。
左
右
同
じ
刃
の
長
さ
と
い
う
か
高

さ
と
い
う
か
に
な
る
よ
う
に
す
る
。
片
方
こ
す
り
す

ぎ
て
し
ま
う
と
、
鋸
を
ひ
く
と
き
に
曲
が
っ
て
し
ま

う
の
で
注
意
。

3

・

あ
さ
り
だ
し 

・
木
の
摩
擦
で
切
れ
な
く
な
る
。
刃
が
交
互
に
外
側

に
曲
が
っ
て
い
る
こ
と
で
切
れ
る
。
鋸
幅
以
上
に
切

れ
ノ
コ
く
ず
排
出
。こ
の
曲
が
り
を
あ
さ
り
と
い
う
。

ノコの刃研ぎは根気のいる作業。でも確実に切れるようになります

あ
さ
り
出
し
と
い
う
道
具
有
り
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

で
売
ら
れ
て
い
る
。
ピ
ン
先
で
刃
先
を
押
す
。
鋼
か

た
い
。
う
っ
か
り
す
る
と
刃
、
飛
ぶ
。

切
れ
る
鋸
ほ
ど
割
れ
易
い
。

・
横
引
き
?
は
鋸
の
目
の
粗
さ
に
に
よ
り
ヤ
ス
リ

の
ち
が
い
あ
り
。

・
縦
引
き
は
背
を
こ
す
ら
な
け
れ
ば
切
れ
る
様
に
な

る
。
?

・
ヤ
ス
リ
は
押
す
だ
け
。

・
尺
、
5
尺
鋸
の
目
立
て
ヤ
ス
リ
は
あ
ぶ
ら
め(

目

の
細
か
い)

で
や
る
。

・
刃
先
だ
け
焼
き
い
れ
し
て
あ
る
の
は
、
そ
こ
を
越

し
た
ら
た
だ
の
鋼
な
の
で
、
目
た
て
は
き
か
な
い
。

4
時
3
5
分
終
了

い
つ
も
の
す
ず
む
し
荘
で
温
泉
に
入
る
。

シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
テ
ィ
へ
移
動

夕
食
6
時
4
0
分
よ
り

い
つ
も
の
よ
う
に
、
民
ち
ゃ
ん
の
あ
っ
た
か
ア
ジ
ア

家
庭
料
理

 
8
時
か
ら
レ
イ
ン
ボ
ー
バ
レ
ー
フ
ァ
ー
ム
の
ビ
デ

オ
を
見
る
。　

8
時
4
5
分
終
了
〜

あさり出しという道具がホームセンターなどに売っている。

午
後
3
時
3
0
分
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朋
さ
ん
の
モ
ー
ニ
ン
グ
ヨ
ガ　

す
み
ま
せ
ん
寝
坊
し

て
し
ま
い
ま
し
た!

後
半
か
ら
参
加
。
で
も
気
持
ち

よ
か
っ
た
で
す
。

モ
ー
ニ
ン
グ
ヨ
ガ

午
前
6
時
0
0
分

大人気・民ちゃんの家庭料理

9
月
23
日(

日)

二
日
目 

曇
り

シャンティクティーのオープンデッキヨガ

 

現
場
仕
事
は
「
7
割
が
段
取
り
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

1)
K
Y(

危
険
予
知)

は
し
っ
か
り
と
。

・
電
気
工
具
に
軍
手
は
危
険
で
す
。(

巻
き
込
ま
れ

防
止)

・
上
着
の
す
そ
は
ズ
ボ
ン
に
納
め
て
、
ベ
ル
ト
で
締

め
る
。(

巻
き
込
ま
れ
防
止)

・
丸
ノ
コ
は
押
し
て
切
る
こ
と
。(

引
く
と
工
具
が

自
分
に
飛
ん
で
き
ま
す)

・
丸
ノ
コ
は
材
か
ら
離
し
た
位
置
で
回
し
て
か
ら
切

り
ま
す
。

(

材
に
つ
け
て
か
ら
回
す
と
強
く
弾
か
れ
ま
す)

・
下
で
の
作
業
は
上
か
ら
の
落
下
物
に
注
意
す
る
。

・
上
で
の
作
業
は
下
の
人
に
配
慮
を
。(

材
料
や
道

具
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に)

2)
作
業
分
担

・
屋
根
チ
ー
ム:

お
っ
ち
さ
ん
、
あ
や
さ
ん
、
と
し

あ
き
さ
ん

建
築
実
習(

み
っ
ち
り
段
取
り
&
K
Y)

午
前
7
時
0
0
分

道具の使い方や危険予知を説明する国王

・
壁
チ
ー
ム:

ゆ
き
さ
ん
、じ
ゅ
ん
さ
ん
、ほ
り
さ
ん
、

た
ろ
う
さ
ん
、

後
か
ら
、
よ
し
も
り
さ
ん(

い
い
と
こ
で
合
流
し
て

く
れ
ま
し
た!)

。

・
な
ん
で
も
屋:

マ
ー
く
ん(

あ
り
が
と
う!)

、ぶ
ん
。

3)
作
業
内
容
説
明

・
屋
根
板
の
張
り
方
。

40
ミ
リ
×
18
ミ
リ(

だ
っ
た
か
な?)

の
長
材
を
横

に
20
セ
ン
チ
ス
パ
ン
で
打
っ
て
い
く
。

長
材
の
上
に
、
23
セ
ン
チ
板
を
軒
先
3
セ
ン
チ
出
し

て
一
列
張
り
、
43
セ
ン
チ
板
を
軒
先
揃
え
て
も
う
一

列
、さ
ら
に
63
セ
ン
チ
板
を
軒
先
揃
え
て
ま
た
一
列
、

あ
と
は
60
セ
ン
チ
板
を
棟
に
向
か
っ
て
一
列
一
列

(

列
の
間
隔
20
セ
ン
チ
ス
パ
ン)

張
っ
て
い
き
ま
す
。

*

板
を
重
ね
て
張
る
と
き
は
、下
板
と
ず
ら
し
て(

板

幅
の
半
分
ず
ら
す)

張
り
ま
す
。(

こ
れ
に
よ
り
雨

が
漏
れ
な
く
な
る)

〜
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
〜

屋
根
張
り
は
正
確
過
ぎ
る
と
、
屋
根
が
密
に
見
え
大

き
さ
が
で
な
い
。

適
度
な
い
い
加
減
さ
が
、
質
感
を
生
む
。(

セ
ン
ス

だ
な) 

 
・
壁
、
ラ
ス
板
の
張
り
方
。

1
セ
ン
チ
間
隔
で
ひ
た
す
ら
。

〜
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
〜

正
確
さ
に
こ
だ
わ
ら
な
い
所
は
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
見
な
が
ら
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
進
め
よ
う!(

時

に
は
い
い
加
減
も
大
事
で
す)

ラ
ス
材
に
ベ
ニ
ヤ
板
の
よ
う
な
正
確
な
材
を
使
う

と
、
か
え
っ
て
ず
れ
て
や
り
に
く
い
。
板
材
で
1

セ
ン
チ
”
く
ら
い
”
で
張
れ
ば
や
り
や
す
い
。(

”

く
ら
い
”=

あ
そ
び
、あ
そ
び
が
あ
る
と
楽
に
な
る)

午
前
1
0
時　

ブ
ラ
ン
チ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
&
カ
ン
ボ
ジ
ア
風
料
理
で
し
た
。

肉
体
労
働
の
後
だ
け
に
、
も
ー
最
高
お
い
し
か
っ
た

で
す!

ノコにもだいぶ慣れましたマー君（臼井家次男坊）たびたび手伝ってくれるブランチ

 

午
前
1
1
時
2
0
分　

建
築
実
習
再
開

〜
建
築
の
最
中
に
〜

<

K
E
N
さ
ん>

コ
ン
ポ
ス
ト
に
ミ
キ
サ
ー
を
つ

け
て
便
器
に
座
っ
た
ま
ま
、
ハ
ン
ド
ル
で
ミ
キ
サ
ー

を
回
す
の
い
い
な
ぁ
!

<

い
ね
さ
ん>

ペ
ダ
ル
で
こ
ぐ
の
も
い
い
で
す

ね
ぇ
。(

そ
れ
っ
て
ズ
ボ
ン
脱
い
だ
ま
ま?)

<

と
も
さ
ん>

い
ら
な
い
!
た
だ
ま
ぜ
た
ら
い

い
!
う
〜
ん
ア
ド
リ
ブ
っ
て
た
の
し
い
な
ぁ
。。
っ

て
う
ち
に
屋
根
完
成
!
壁
も
ラ
ス
板
打
ち
つ
け
終

了
し
ま
し
た
!

 

今
回
、
K
E
N
さ
ん
が
浮
き
球
を
明
り
取
り
に
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
私
ぶ
ん
が
、
う
ち
か
ら
浮
き

球
を
持
参
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
妻
の
物(

よ
か
っ

た
ら
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た)

で
、

そ
れ
な
り
に
大
事
に
し
て
た
物
だ
か
ら
、
な
ん
か
妻

が
参
加
し
て
る
気
分
に
な
り
ま
し
た
。(

ち
ょ
っ
と

嬉
し
く
な
り
ま
し
た)

完成が見えてきました。
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山
田
貴
宏
さ
ん (
一
級
建
築
士
事
務
所 

ビ
オ
フ
ォ

ル
ム
環
境
デ
ザ
イ
ン
室)
の
講
義
。

 

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
建
築
の
第
一
人
者
!
地
産
地

消
、
建
て
る
人
、
地
域
の
人
た
ち
と
顔
が
見
え
る
関

係
を
大
事
に
家
造
り
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

■　

環
境
と
調
和
す
る
建
築
の
基
本　

■

1)
現
在
に
見
ら
れ
る
多
く
の
家
造
り

・
造
り
手
の
論
理
、
市
場
原
理
で
都
会
で
つ
く
ら
れ

る
。
食
の
世
界
を
牛
耳
る
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
に

あ
る
よ
う
な
、
産
業
側
の
論
理
と
同
様
に
つ
く
ら
れ

て
い
る
。(

安
い
、
は
や
い
、
う
ま
い)

・
ど
の
よ
う
な
材
料
、
構
造
で
造
ら
れ
て
い
る
の
か

わ
か
ら
な
い
。
結
果
、
メ
ー
カ
ー
に
言
わ
れ
る
ま

ま
、
理
解
で
き
ず
に
家
が
建
つ
。　

・
市
場
原
理
の

家
。　

カ
プ
セ
ル
化
↓
高
気
密
、
高
断
熱
に
よ
り
空

調
な
ど
の
管
理
が
し
や
す
く
な
る
が
周
辺
環
境
か
ら

閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
に
。　

冷
房
↓
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
に(

外
の
環
境
を
犠
牲
に
室
内
を
快
適
に
す
る)

家
電
の
充
実
↓
ツ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
を
強
調(

便

利
は
必
ず
し
も
快
適
で
は
な
い)　

広
告
↓
莫
大
な

広
告
費
は
家
造
り
の
コ
ス
ト
と
し
て
償
却
さ
れ
る
。

(

イ
メ
ー
ジ
を
売
り
に
、
か
わ
り
に
質
が
さ
が
る)

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
的
に
↓
あ
き
ら
れ
る
↓
す
ぐ
に
建
て

替
え
ら
れ
て
し
ま
う
。(

ご
み
に
な
る)

割
れ
な
い
、

反
ら
な
い
新
建
材
の
使
用
↓
ボ
ン
ド
、
塗
料
に
科
学

薬
品
を
多
用
。(

化
石
、
鉱
物
資
源
な
ど
地
下
資
源

が
材
料)(

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
原
因
に)

大
量
生
産
↓
大
量
廃
棄
、
廃
棄
に
か
か
る
税
は
自
分

達
の
負
担
。
安
価
な
輸
入
材
を
大
量
に
使
用
、
他
国

の
環
境
も
悪
化
さ
せ
て
い
る
。(

木
材
の
輸
入
8
割)

建
築
講
義 

山
田
貴
宏
さ
ん 
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
建
築

午
後
1
時
3
0
分

”
良
い
家
”
を
う
た
い
文
句
の
広
告
を
よ
く
見
か
け

ま
す
。　

じ
ゃ
ぁ
良
い
家
っ
て
ど
ん
な
の?

ツ
ー
ル

と
し
て
1
0
0
点
で
も
健
康
を
損
な
っ
て
し
ま
っ

て
は
問
題
で
す
。(

マ
イ
ナ
ス
面
は
だ
れ
も
教
え
て

く
れ
ま
せ
ん)

 2)
昔
の
家
造
り

・
住
む
人
の
論
理
、
安
心
、
や
す
ら
ぎ
を
第
一
に
考

え
る
。　

・
土
間
が
生
活
の
中
心
に
。(

仕
事
場
が

中
心)　

・
長
持
ち
。
長
年
の
風
合
い
が
で
る
。

・
住
ま
い
手
だ
け
で
な
く
、
環
境
、
社
会
に
配
慮
が

さ
れ
て
い
る
。　

・
天
然
素
材
を
使
用
す
る
。(

生

物
で
あ
る
人
間
の
五
感
に
優
れ
た
素
材)　

・
周
辺

環
境
と
の
調
和
を
重
視
。

 

世
界
で
は
7
割
が
土
を
素
材
の
家
造
り
を
し
て
い

る
。(

国
連
デ
ー
タ
よ
り)

午
後
3
時
0
0
分

ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク
。
ブ
レ
イ
ク
中
も
話
題
は
つ
き

ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
、
生
活
の
中
心
と
な
る
家
に
は

興
味
が
つ
き
な
い
様
子
で
す
。

藤野のPCCJでも活動をされている山田さん

午
後
3
時
2
0
分

自
然
素
材
の
使
い
方
な
ど

 1)
自
然
素
材
と
は

材
料
当
て
ク
イ
ズ!(

眠
気
防
止
も
か
ね
て)

・
栗
の
木
、
杉
、
ヒ
バ
、
ヒ
ノ
キ
、
米
松
、
ホ
ワ
イ

ト
ウ
ッ
ド
の
材
を
用
意
し
て
ど
れ
が
ど
の
材
な
の
か

ク
イ
ズ
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

栗
↓
堅
く
土
台
向
き
、
ヒ
ノ
キ
、
ヒ
バ
↓
ヒ
ノ
キ
チ

オ
ー
ル
が
含
ま
れ
防
虫
効
果
あ
り
土
台
に
も
使
用
、

松
↓
堅
く
梁
に
最
適
、
杉
↓
柱
に
最
適
、
赤
身
部
分

が
多
い
ほ
ど
良
い
材
。(

ま
さ
に
適
材
適
所)

 

・
断
熱
材
。
自
然
素
材
の
断
熱
材
を
い
く
つ
か
現
物

を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
、
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
は
安
価
で
す
が
施

工
す
る
人
の
健
康
を
害
す
る
そ
う
で
す
。(

触
る
と

チ
ク
チ
ク
す
る
。
吸
い
込
む
と
気
管
系
に
悪
影
響)

断
熱
の
ポ
イ
ン
ト
は
材
の
中
の
空
気
層
。(

断
熱
効

果
は
空
気
が
一
番)

ウ
ー
ル
は
ほ
ん
と
暖
か
そ
う
で

し
た
。・
床
材
。
杉
の
無
垢
材
と
合
板
の
床
材
を
手

に
と
っ
て
比
較
し
ま
し
た
。
杉
は
暖
か
で
ソ
フ
ト
な

手
触
り
。
合
板
は
堅
く
冷
た
い
感
じ
。

栗の木、杉、ヒバ、ヒノキ、米松、ホワイトウッドの材を触ってどんな用途が合うのかを考えます。

断熱材いろいろ。ロックウール・グラスウール、ウール。床材となる杉の木材など。

 

長
持
ち
の
家
造
り
の
必
要
な
こ
と
に
。
構
造
体
の

材
料
に
、
高
価
で
あ
っ
て
も
良
い
材
を
、
そ
の
素
材

を
使
い
こ
な
せ
る
大
工
さ
ん
を
さ
が
し
、
消
耗
的
で

あ
る
設
備(

ツ
ー
ル
類)

に
お
金
を
か
け
過
ぎ
な
い
。

2
パ
ッ
シ
ブ
シ
ス
テ
ム
、
手
法
の
説
明
の
中
で

・
重
力
換
気=

煙
突
効
果
。

屋
根
か
ら
空
気
が
抜
け
る
と
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
空
気

が
入
っ
て
く
る
。　

・
熱
の
伝
達
の
感
じ
方　

無
垢

材
↓
熱
の
伝
わ
り
が
ゆ
っ
く
り
。　

新
建
材
↓
熱
の

伝
わ
り
が
は
や
い
為
、
冷
え
や
す
く
な
る
。

・
太
陽
の
利
用　

天
窓
。
通
常
窓
の3

倍
の
照
明
効

果
が
得
ら
れ
る
。　

・
屋
根
の
熱
利
用　

屋
根
表
面

が
冬
で
も
50
〜
60
度
ま
で
上
が
る
。
こ
の
熱
を
暖
房

に
取
り
入
れ
る
。

(O
M

ソ
ー
ラ
ー
、
高
価)(

そ
よ
風
、
取
り
付
け
が

容
易
で
安
価)

3
割
の
暖
房
効
果
が
得
ら
れ
る
。

・
木
陰
、
葡
萄
棚
な
ど
、
植
物
の
特
性
を
活
か
す
こ

と
で
日
射
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
。

日
射
、
熱
、
風
、
湿
度
を
工
夫
し
て
取
り
入
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
夏
、
冬
を
快
適
に

過
ご
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

3
地
産
地
消
の
家
造
り

地
場
の
材
料
、
技
術
、
経
済
。
自
然
素
材
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
水
、
廃
棄
物
の
小
さ
な
循
環
の
実
現
。
自
然

環
境
と
の
や
り
取
り
、
環
境
の
手
入
れ
な
ど
。

 

そ
の
土
地
に
育
っ
た
木
を
そ
の
場
所
で
材
と
し
て

使
う
と
、
不
思
議
に
反
れ
た
り
割
れ
た
り
し
な
い
そ

う
で
す
。(

そ
う
言
う
大
工
さ
ん
は
多
い
そ
う)

 

地
産
地
消
を
め
ざ
す
な
ら
、
子
孫
が
使
う
た
め
の

木
を
育
て
よ
う
!(100

年
後
の
未
来
を
考
え
る)

Azumino Permaculture Workshop-September
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アイディアが沢山つまった山田さんの［環境と調和する建築の基本］講座。お金も時間も沢山使うマイホームの建設を人任せにしてしまっている現状を考えさせられました

午
後
5
時
0
0
分

温
泉
・
す
ず
む
し
荘
。

午
後
6
時
3
0
分

夕
食
・ 

タ
イ
&
中
国
風 

ご
か
ち
ゃ
ん
の
差
し
入
れ

の
な
す
と
ミ
ョ
ウ
ガ
、
味
噌
炒
め
で
お
い
し
か
っ
た

で
す
!

午
後
7
時
3
0
分

セ
ル
フ
ケ
ア
・
操
体
法 

藤
田
政
弘(

ヒ
ロ
さ
ん)

快
医
学
実
践
者

 

■　

快
医
学
の
説
明　

■ 

(

ヒ
ロ
さ
ん　

瓜
生
良
介
先
生
に
学
ぶ)

<

・
瓜
生
良
介
・>

1
9
3
5
年
九
州
若
松
生
ま
れ
。

日
本
の
優
れ
た
自
然
療
法
を
、
快
療
法
と
し
て
再
構

成
。
鍼
灸
師
。
1
9
6
0
年
代
演
劇
集
団
。
発
見

の
会
設
立
。
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ン
ド
の
演
芸
運
動
を
は

じ
め
る
。(

当
時
演
出
家)

演
出
の
表
現
に
必
要
な

こ
と
。
身
体
が
健
や
か
で
あ
る
こ
と
が
重
要
、
快
療

法
を
再
構
成
す
る
。

 

〜
快
療
法
〜

快
療
法
の
4
本
柱
、
1
.
操
体
法
2
.
温
熱
療

法
3
.LET

4
.
尿
療
法
が
あ
り
、
こ
の
4
つ

を
一
体
化
し
た
治
療
法
。             

 <

1
操
体
法>

橋
本
敬
三
医
師(

1
8
9
7
〜

1
9
9
3
年)

が
人
間
の
健
康
と
姿
勢
、
動
作
と

病
気
と
の
関
係
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
高
橋
み
ち
雄
氏

の
正
体
法
を
基
に
し
て
生
み
出
し
た
。 

 <

2
温
熱
療
法>

病
気
の
原
因
は
体
液
の
滞
り
で

あ
り
、「
流
れ
て
い
る
水
は
腐
ら
な
い
」
の
と
同
じ

よ
う
に
、
体
液
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
て
い
れ
ば
、
浄

化
さ
れ
た
状
態
で
体
の
隅
々
ま
で
働
き
か
け
、
病
気

の
原
因
を
取
り
去
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
綜
統

医
学
や
東
洋
医
学
が
ベ
ー
ス
。
綜
統
医
学
は
、
多
田

政
一
先
生(

1
9
1
1
〜
1
9
9
8
年)

の
学
生

時
代
に
発
表
し
た「
綜
統
医
学
提
唱
論
」が
基
に
な
っ

て
い
る
。

 <

3
L
E
T>

2
本
の
指
で
つ
く
っ
た
輪
を
検
査

器
と
し
て
、
本
人
の
心
と
か
ら
だ
の
ユ
ガ
ミ
や
救
助

信
号
を
聞
き
取
る
病
気
の
判
断
方
法
。

 <

4
尿
療
法>

簡
単
に
い
え
ば
自
分
の
尿
を
飲
む

こ
と
。
全
身
を
回
っ
て
き
た
血
液
か
ら
濾
し
だ
さ
れ

た
尿
に
は
、
血
液
が
持
っ
て
い
る
体
の
情
報
が
す
べ

て
転
写
さ
れ
て
い
る
。
病
気
の
人
の
尿
に
は
そ
の
病

気
の
原
因
が
す
べ
て
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
尿

を
飲
む
と
、
ノ
ド
を
通
っ
て
体
内
に
入
る
。
ノ
ド
と

鼻
の
奥
の
突
き
当
た
り
の
部
分
に
は
、
科
学
で
は
解

明
さ
れ
て
い
な
い
未
知
の
感
覚
装
置
や
セ
ン
サ
ー
細

胞(

リ
ン
パ
腺
あ
た
り)

が
あ
り
、
そ
こ
で
尿
に
転

写
さ
れ
た
情
報
が
読
み
取
ら
れ
、
か
ら
だ
は
改
め
て

病
気
の
原
因
に
気
づ
き
、
癒
し
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
は

た
ら
く
の
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

 

・
食
物
が
小
腸
で
吸
収
さ
れ
る
時
に
、
食
物
か
ら
血

液
が
造
ら
れ
る
。(

腸
内
造
血
説)

造
ら
れ
た
赤
血

球
は
、
体
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
運
ば
れ
そ
こ
の

細
胞
に
な
る
と
い
う
説
が
あ
る
。

・
病
気
は
愛
で
治
る
。(

基
本
で
す
が
、
医
学
の
世

界
で
口
に
す
る
の
は
N
G)

 

■　

実
習　

■

今
回
は
操
体
法
に
つ
い
て
実
際
に
体
を
動
か
し
、
運

動
療
法
や
そ
の
意
味
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
き
ま
し

た
。 ・
脈
か
ら
確
認
し
て
い
く
。ス
ピ
ー
ド(

は
や
い
、

中
く
ら
い
、
お
そ
い
か
?)

。
触
っ
て
す
ぐ
に
脈
を

感
じ
る
場
合
、
少
し
押
し
て
い
っ
て
感
じ
る
場
合
、

強
く
押
さ
な
い
と
感
じ
な
い
場
合
。
な
め
ら
か
。
滞

る
よ
う
な
。
脈
の
で
や
す
い
位
置
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

3
段
階
で
分
け
る
。
そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ(

28

通
り
く
ら
い)

で
体
の
状
態
が
判
断
で
き
る
。

(

ア
ー
ユ
ル
ベ
ー
ダ
ー
と
共
通
点
が
あ
る)

 ・
動
診
と
操
体
法
の
手
順

1
動
診
。
体
を
左
右
、
前
後
に
動
か
し
て
み
て
、

ど
ち
ら
が
動
き
や
す
い
か
見
分
け
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー:

相
手
の
圧
痛
点
の
確
認(

押
さ
え
る

と
か
な
り
痛
む
し
こ
り
の
よ
う
な
と
こ)

2
動
作
。
痛
い
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
い
き
を

ゆ
っ
く
り
吐
き
な
が
ら
、
動
き
や
す
い
方
へ
体
を
動

か
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー:

圧
痛
点
を
押
さ
え
な
が
ら
、
本
人
の

動
き
や
す
い
方
向
に
対
し
、
逆
方
向
に
力
を
い
れ
て

あ
げ
る
。

 
3
停
止
。
限
界
点
で
鼻
か
ら
息
を
吸
っ
て
3
〜

4
秒
と
め
、
緊
張
を
味
わ
う
。

パ
ー
ト
ナ
ー:

そ
の
ま
ま
力
を
い
れ
て
お
く
。

4
脱
力
。
息
を
フ
ッ
と
吐
き
な
が
ら
瞬
間
脱
力
。

パ
ー
ト
ナ
ー:

そ
の
ま
ま
力
を
い
れ
て
お
く
。

5
深
呼
吸
。
大
き
く
息
を
吸
っ
て
、
た
め
息
一
回
。

6
再
動
診
。
か
ら
だ
の
変
化
を
確
認
し
て
み
る
。

今
ま
で
痛
か
っ
た
と
こ
ろ
が
改
善
し
て
い
た
ら

O
K

。

 

「
同
時
相
関
相
補
性
」=

相
か
か
わ
り
合
う
。
相
を

担
い
合
う
力
が
体
は
持
っ
て
い
る
。

動
き
や
す
い
方
を
の
ば
し
て
、痛
い
方
を
克
服
す
る
。

民ちゃんご飯

ヒロさん（藤田政弘さん）

自分の身体についてもっと良く知ろう。　　　　身体が快いと感じる動きや方向を重視。
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人
の
個
性
も
同
じ
こ
と
だ
そ
う
で
す
。(

個
性
も
の

ば
そ
う!)

 

現
在
の
医
学
は
西
洋
的
で
、
科
学
が
中
心
な
ん
だ

な
ぁ
と
し
み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。
病
気
は
気
か
ら
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
見
え
な
い
も
の
の
大
事
さ
が
失
わ

れ
て
い
る
現
在
、
薬
や
、
手
術
に
よ
り
、
見
え
る
も

の
を
取
り
去
る
こ
と
で
完
治
し
た
と
思
い
、
根
本
の

気
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
見
向
き
さ
れ
て
い
な
い
の

だ
と
思
い
ま
す
。

環
境
は
地
域
や
住
ま
い
、
人
の
心
に
い
た
る
ま
で
つ

な
が
り
が
あ
り
、
す
べ
て
の
も
の
は
滞
り
な
く
流
れ

て
め
ぐ
る
。
操
体
法
の
実
習
の
中
で
、
ヒ
ロ
さ
ん
の

声
か
け
が
と
て
も
気
持
ち
が
良
さ
そ
う
で
し
た
。
施

さ
れ
る
側
と
の
一
体
感
が
あ
り
、
心
か
ら
癒
さ
れ
て

い
く
感
じ
が
し
ま
し
た
。

<

2
1
:
0
0>

交
流
会

終
了
〜
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
!         

〜
ぶ
ん
〜交流会でもセルフケアの話はつきませんでした。

モ
ー
ニ
ン
グ
ヨ
ガ

午
前
6
時
0
0
分

9
月
24
日(

月)

二
日
目 

曇
り

デ
ッ
キ
に
て
。
シ
ト
シ
ト
雨
に
虫
の
音
、蛙
の
合
唱
、

秋
の
気
配
。
朝
の
空
気
を
体
に
充
満
さ
せ
て
、
ゆ
っ

く
り
大
き
く
体
を
動
か
す
。
気
を
吐
い
て
身
体
も
爽

や
か
に
お
目
覚
め
。 

ヒ
ロ
さ
ん
の
操
体
法
〜
二
人
操
体
〜

午
前
6
時
0
0
分

支
え
る
方
の
身
体
も
快
方
す
る
こ
と
が
二
人
操
体
の

大
切
な
と
こ
ろ
。

基
本
の
流
れ
を
押
さ
え
た
ら
、
全
て
の
関
節
に
応
用

可
能
だ
そ
う
で
す
。

〜 

二
人
操
体
の
流
れ 
〜

1
動
診

〔
動
く
側
〕
部
位
を
左
右(
前
後
、
上
下
、
伸
縮)

に
動
か
し
、
左
右
の
差
を
感
じ
る

〔
支
え
る
側
〕
動
き
の
差
を
診
る

※
本
人
の
感
覚
で
動
か
す
方
向
を
決
め
る
。

2
動
作(

カ
ッ
コ
内
は
圧
痛
点
押
さ
え
る
場
合)

ア.

〔
動
く
側
〕(

圧
痛
点
を
感
じ
る
。)

   

〔
支
え
る
側
〕
正
し
い
位
置
で
動
く
側
に
対
す
る
。

(

圧
痛
点
を
探
る
。)

  

イ.

〔
動
く
側
〕
動
か
す
箇
所
を
、
ま
ず
動
か
し
に

く
い
方
向(

痛
い
場
所)

で
静
止
し
て
お
き
、
息
を

吸
う
。

  〔
支
え
る
側
〕(

圧
痛
点
を
押
す
。)

ウ.

〔
動
く
側
〕
動
か
し
易
い
方
向(

痛
み
の
と
れ

る
場
所)

へ
と
動
か
し
な
が
ら
、
息
を
吐
く
。

 

〔
支
え
る
側
〕(

圧
痛
点
を
押
し
な
が
ら
、
反
対
の

手
で
、)

動
く
箇
所
を
手
で
支
え
て
抵
抗
を
か
け
る
。

エ.

〔
動
く
側
〕
支
え
る
側
の
抵
抗
を
か
け
て
く
る

手
を
押
し
な
が
ら
、
最
大
限
動
か
し
た
ら
、
息
を
吸

う
。

〔
支
え
る
側
〕(

圧
痛
点
を
押
し
な
が
ら
、)

動
く
側

が
最
大
限
動
か
し
た
と
こ
ろ
で
し
っ
か
り
と
抵
抗
を

か
け
る
。

3
停
止

〔
動
く
側
〕
吸
っ
た
息
を3

秒
程
止
め
て
、
た
わ
み

の
時
間(

緊
張
状
態)

を
作
る
。

〔
支
え
る
側
〕(

圧
痛
点
を
押
す
し
な
が
ら
、)

し
っ

か
り
と
抵
抗
を
か
け
続
け
る
。

4
脱
力

〔
動
く
側
〕
息
を
吐
い
て
脱
力
。

〔
支
え
る
側
〕(
圧
痛
点
を
押
し
な
が
ら
、
反
対
の
手

は
、)

脱
力
の
勢
い
で
支
え
て
い
る
箇
所
の
位
置
が

変
わ
ら
な
い 

よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
支
え
続
け
る
。

5
深
呼
吸

〔
動
く
側
〕
息
を
吸
っ
て
、
た
め
息
を
つ
く
。
深
く

脱
力
。

〔
支
え
る
側
〕
支
え
て
い
る
箇
所
の
位
置
が
変
わ
ら

な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
支
え
続
け
る
。

6
再
動
診

動
か
し
易
く
な
っ
て
い
た
り
、
痛
み
が
和
ら
い
で
い

た
り
す
る
か
確
認
。

圧
痛
点
の
場
所
が
変
わ
る
時
も
あ
る
。
表
面
の
緊
張

が
と
れ
て
、
奥
の
緊
張
が
出
て
く
る
。

そ
れ
で
は
早
速
、

[

脚
の
操
体]

(1)
脚
を
伸
ば
す
動
き(

仰
向
け
に
て)

 

動
診
ポ
イ
ン
ト:

左
右
の
脚
で
ど
ち
ら
が
伸
ば
し
易

い
か

圧
痛
点:

伸
ば
し
に
く
い
方
の
足
裏(

親
指
付
根
〜

土
踏
ま
ず
辺
り)

 

動
か
し
方:

伸
ば
し
易
い
方
の
脚
を
自
然
な
位
置
↓

背
伸
び
す
る
よ
う
に
伸
ば
す
。

支
え
る
位
置:

伸
び
て
く
る
脚
の
か
か
と

(2)
足
首
の
曲
げ
伸
ば
す
動
き(

仰
向
け
に
て)

動
診
ポ
イ
ン
ト:

片
膝
を
た
て
、
圧
痛
点
押
さ
れ
な

が
ら
足
首
を
曲
げ
伸
ば
し
て
、
痛
み
の
取
れ
る
位
置

を
探
る

圧
痛
点:

た
て
た
片
膝
の
裏
で
コ
リ
コ
リ
し
て
い
る

箇
所

動
か
し
方:

足
首
自
然
な
位
置
↓
痛
み
の
と
れ
る
位

置支
え
る
位
置:

足

(3)
両
膝
の
左
右
の
動
き(

仰
向
け
に
て)

 

動
診
ポ
イ
ン
ト:

両
膝
を
た
て
、
左
右
に
振
っ
た
と

き
に
ど
ち
ら
が
無
理
無
く
振
れ
る
か
。

 

動
か
し
方:

振
り
に
く
い
方
向
↓
振
り
易
い
方
向

支
え
る
位
置:

膝
の
横

(4)
膝
の
曲
げ
伸
ば
す
動
き(

俯
せ
に
て)

動
診
ポ
イ
ン
ト:

か
か
と
が
お
尻
に
触
れ
る
く
ら
い

に
膝
を
曲
げ
た
時
に
、左
右
ど
ち
ら
が
曲
げ
易
い
か
。

圧
痛
点:

曲
げ
に
く
い
方
の
足
裏

動
か
し
方:

曲
げ
易
い
方
の
脚
を
曲
げ
る
↓
伸
ば
す

支
え
る
位
置:

伸
び
て
く
る
脚
の
甲

(5)
片
膝
の
内
外
の
動
き(

俯
せ
に
て)

動
診
ポ
イ
ン
ト:

片
膝
を
内
外
に
振
っ
た
と
き
に
、

内
と
外
ど
ち
ら
が
振
り
易
い
か
。

動
か
し
方:

曲
げ
易
い
方
の
脚
を
曲
げ
る
↓
伸
ば
す

支
え
る
位
置:

伸
び
て
く
る
脚
の
甲

(6)
足
首
の
左
右
の
動
き(

俯
せ
に
て)

動
診
ポ
イ
ン
ト:

膝
を
曲
げ
、
足
首
を
内
外
に
振
っ

た
と
き
に
、
内
と
外
ど
ち
ら
が
振
り
易
い
か
。

動
か
し
方:

振
り
に
く
い
方
向
↓
振
り
易
い
方
向

支
え
る
位
置:

足
首
を
支
え
、
足
先
に
抵
抗
を
か
け

る
。

[

首
の
操
体]

(1)
首
の
左
右
の
動
き(

仰
向
け
に
て)

動
診
ポ
イ
ン
ト:

首
を
耳
が
肩
に
付
く
よ
う
に
倒
し
、

左
右
ど
ち
ら
が
倒
し
易
い
か
。

動
か
し
方:

倒
し
に
く
い
方
向
↓
倒
し
易
い
方
向

支
え
る
位
置:

左
右
の
首
筋
か
ら
後
頭
部
を
両
手
で
。

(2)
首
を
回
旋
す
る
動
き(

仰
向
け
に
て)

日常的にできる操体法。

圧痛点を探すのにはコツと慣れが必要？。

Azumino Permaculture Workshop-September
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動
診
ポ
イ
ン
ト:

首
を
左
右
に
回
し
、
左
右
ど
ち
ら

が
回
し
易
い
か
。

動
か
し
方:
回
し
に
く
い
方
向
↓
回
し
易
い
方
向

支
え
る
位
置:
回
っ
て
く
る
側
の
あ
ご
と
、
反
対
側

の
後
頭
部
。

(3)
首
を
上
下
す
る
動
き(
仰
向
け
に
て)

動
診
ポ
イ
ン
ト:

あ
ご
を
引
く
動
き
と
伸
ば
す
動
き

で
、
ど
ち
ら
が
動
か
し
易
い
か
。

動
か
し
方:

動
か
し
に
く
い
方
向
↓
動
か
し
易
い
方

向支
え
る
位
置:

首
筋
か
ら
後
頭
部
に
か
け
て
を
両
手

で
包
み
込
む
よ
う
に
。

〜
硬
膜
の
動
き
を
感
じ
る
〜

頭
蓋
骨
の
内
側
に
あ
る
硬
膜
は
、
背
骨
、
仙
骨
に
繋

が
っ
て
お
り
、
足
先
と
頭
の
方
向
に
ゆ
っ
く
り
と
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
い
て
い
る
。

〔
感
じ
ら
れ
る
側
〕
仰
向
け
に
な
り
、
穏
や
か
に
呼

吸
す
る
。

〔
感
じ
と
る
側
〕
後
頭
部
を
両
手
で
受
け
、
頭
蓋
骨

の
動
き
を
感
じ
る
。
そ
の
下
の
、
波
の
よ
う
な
動
き

を
感
じ
る
。
繊
細
な
、
し
か
し
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動

き
。

呼
吸
よ
り
も
ゆ
っ
く
り
と
し
た
リ
ズ
ム
。
受
け
た
両

手
に
収
ま
ら
な
い
程
の
動
き
。 

手
の
ひ
ら
の
感
覚
を

高
め
れ
ば
、
必
ず
感
じ
ら
れ
る
。

〔
参
考
図
書
〕

・
い
の
ち
の
法
則 

快
療
法 (

バ
イ
オ
・
カ
イ 

瓜
生

良
介 ¥1,600)

・
・
・
図
解
で
実
技
補
助
に
適
当

・
新 

快
医
学 (

ト
ク
マ
ブ
ッ
ク 

瓜
生
良
介 

¥900)

・
・
・
理
論
の
理
解
に
適
当

フ
ゥ
ゥ
。
圧
痛
点
は
痛
か
っ
た!

身
体
の
歪
み
も
解
消
し
、
こ
こ
で
ブ
ラ
ン
チ
。

い
つ
の
ま
に
か
雨
も
上
が
り
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
チ

・
・
・
食
に
か
ま
け
て
仔
細
な
メ
ニ
ュ
ー
は
忘
却
。。

イ
ン
ド
で
す
。
お
豆
の
カ
レ
ー
・
お
豆
の
コ
ロ
ッ
ケ

な
ど
な
ど
。
美
味
し
い
ア
ジ
ア
ン
食
旅
行
。
ご
ち
そ

う
さ
ま
で
し
た
。

さ
て
、
午
後
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
観
察
実
習
。
の
前
に
、

ヒ
ロ
さ
ん
交
え
て
貨
幣
経
済
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。

午
前
1
0
時
0
0
分

観
察
実
習

午
後
0
時
3
0
分

(1)
イ
ネ
さ
ん
に
よ
る
種
選
び
と
作
付
け
講
義(

プ
リ

ン
ト
4
枚
配
布)

 

・
種
の
種
類

在
来
種:

日
本
古
来
の
野
菜
種

固
定
種:

地
域
に
根
付
き
、
風
土
に
馴
染
ん
だ
野
菜

種　

肥
料
、
農
薬
は
あ
ま
り
必
要
と
し
な
い
。

交
配
種:

人
工
交
配
で
親
の
良
い
性
質
を
受
け
継
い

だ
一
代
種
。

2
代
目
は
悪
い
性
質
が
で
や
す
い
。
多
く
は
農
薬

使
用
が
前
提

・
作
付
け

 

連
作
障
害:

同
じ
種
類(

科)

を
同
じ
場
所
で
連
続

し
て
作
る
と
、
1 

養
分
が
偏
る　

2 

病
害
虫
が
集

ま
り
や
す
く
な
る　

3 

土
壌
の
細
菌
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
る
な
ど
の
理
由
で
、
生
育
が
悪
く
な
っ
た
り
病

害
が
で
る
。

輪
作:

連
作
障
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
異
な
る
科

を
順
繰
り
に
植
え
て
行
く
。

ナ
ス
科
↓
マ
メ
科
↓
ウ
リ
科
↓
ア
ブ
ラ
ナ
科
↓
ナ
ス

科
↓...

コ
ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ:

一
緒
に
作
る
と

お
互
い
に
病
虫
害
を
抑
え
る
作
物(

科)

の
組
み
合

わ
せ　

　

日
照
の
考
慮:

南
側
に
低
い
も
の
、
北
側

に
高
い
も
の
な
ど
、
成
長
時
の
日
当
た
り
日
陰
を
考

慮
し
て
植
え
る
。

〜
・
〜 

種
取
り
実
演 

〜
・
〜

【
イ
ン
ゲ
ン(

パ
ー
プ
ル
ポ
ッ
ト)

】

 

枯
れ
た
と
こ
ろ
を
す
か
さ
ず
摘
み
取
る
。
天
日
に

干
す
。
鞘
か
ら
簡
単
に
外
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
種
を

袋
に
集
め
、
冷
蔵
庫
で
保
存
。

( 

※
マ
メ
は
鞘
付
き
で
も
植
え
れ
ば
芽
が
出
る
。)

【
ズ
ッ
キ
ー
ニ
】

完
熟
し
た
ら
収
穫　

縦
に
割
っ
て
、
ス
プ
ー
ン
で
種

を
す
く
い
と
る
。　

 

種
表
面
の
ヌ
メ
リ
を
と
る
た

め
、
ジ
ッ
プ
ロ
ッ
ク
な
ど
袋
に
い
れ
て
水
に
浸
す
。

2
〜
3
日
後
、
発
酵
し
て
ブ
ク
ブ
ク
泡
立
っ
た
ら
取

り
出
し
て
ヌ
メ
リ
を
と
る
。
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
冷
蔵

庫
で
保
存
。

【
ト
マ
ト
】

完
熟
し
た
ら
収
穫　

 

瓶
の
中
で
潰
し
て
、
2
〜
3

日
置
く
。　

ザ
ル
に
受
け
て
水
洗
い
。　

乾
燥
さ
せ

て
冷
蔵
庫
で
保
存
。

【
ピ
ー
マ
ン
】

 

完
熟(

赤
い
状
態)

し
た
ら
収
穫

そ
の
ま
ま
シ
ワ
シ
ワ
に
な
る
ま
で
放
置
。種
を
と
る
。

種
の
採
取
か
ら
手
掛
け
ら
れ
た
ら
、
作
物
へ
の
愛
着

も
き
っ
と
ひ
と
し
お!

自
然
農
が
よ
り
楽
し
め
そ
う

で
す
。

(2)
簡
単
な
火
熾
し
方
法

マ
ッ
チ
一
本
と
薪
数
本
で
た
き
火
を
作
る
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
扱
う
よ
う
に
。

・
用
意
す
る
も
の:

マ
ッ
チ
1
本

薪
数
本(

杉
の
白
い
部
分
や
落
葉
松
は
油
多
く
て
熾

し
や
す
い
。
乾
い
て
い
る
事
が
重
要)

木
の
板
き
れ1

枚

1
薪
に
鉈
を
あ
て
が
い
、
細
か
く
割
っ
て
い
く
。
手

が
刃
の
延
長
線
上
に
来
な
い
よ
う
に!

割
っ
た
薪
は
地
面
に
直
置
き
し
な
い
。
湿
気
を
吸
っ

て
し
ま
う
。

2 
板
き
れ
を
地
面
に
置
く
。
こ
の
上
で
火
を
熾
す
。

地
面
の
湿
気
を
遮
断
す
る
た
め
に
必
要
。(

赤
ち
ゃ

ん
火
の
敷
き
布
団)

3 

板
き
れ
の
上
に
、割
っ
た
薪
を1

本
置
く
。(

枕)

4 
割
っ
た
薪
を
刃
物
で
薄
く
削
い
で
、
幾
つ
か
の
削

り
片
を
枕
木
に
立
て
か
け
る
。(

ミ
ル
ク)

5 
マ
ッ
チ
に
火
を
つ
け(

火
の
赤
ち
ゃ
ん)

、
枕
木

と
削
り
片
の
隙
間
に
入
れ
る
。

赤
ち
ゃ
ん
は
ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
ち
ょ
っ
と
成
長
。

6 

ミ
ル
ク
を
与
え
な
が
ら
、
小
さ
く
割
っ
た
薪(

離

乳
食)

も
与
え
て
い
く
。

7 
離
乳
食
を
食
べ
始
め
た
ら
、
薪
を
与
え
て
成
長
さ

せ
て
い
く
。

火
は
寂
し
が
り
や
な
の
で
、
ち
り
ぢ
り
に
な
ら
な
い

よ
う
に
一
点
に
集
め
る(

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト)

。

と
、
火
熾
し
を
習
っ
た
と
こ
ろ
で
ゲ
ー
ム
形
式
の
実

習
で
す
。

4
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
速
く

立
派
な
火
を
熾
せ
る
か!

ル
ー
ル
は
、
板
き
れ
か
ら
45
c
m
程
上
に
張
っ
た

凧
糸
を
一
斉
ス
タ
ー
ト
で
速
く
焼
き
切
る
こ
と
で
判

定
。

与
え
ら
れ
た
材
料
は
、
マ
ッ
チ
5
本
に
薪
6
本
、
板

き
れ
に
ミ
ル
ク
用
削
ぎ
木
で
す
。
ど
こ
が
少
な
い

マ
ッ
チ
本
数
で
速
く
焼
き
切
れ
る
か
な
。
さ
あ
、
ス

タ
ー
ト
。

実
際
や
っ
て
み
る
と
、
同
じ
よ
う
な
材
料
を
使
っ
て

も
、
ミ
ル
ク
や
離
乳
食
の
与
え
方
で
火
の
育
ち
方
は

全
然
違
う
し
、
せ
っ
か
く
育
っ
て
も
、
風
向
き
を
よ

ん
で
い
な
い
と
違
う
方
向
へ
成
長
し
た
り
と
、
結
構

グ
ル
ー
プ
ご
と
で
焼
き
切
れ
る
時
間
や
使
う
マ
ッ
チ

の
本
数
に
差
が
出
ま
し
た
。

最
後
は
残
り
火
を
集
め
て
昨
日
収
穫
し
た
ズ
ッ
キ
ー

ニ
と
ピ
ー
マ
ン
を
ホ
イ
ル
焼
き
に
。
オ
イ
ス
ィ
〜
♪

野菜のホイル焼き。そのままの味が美味しい。 焚き火が得意っていいですね。 限られた素材で火を起こす。
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パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

午
後
2
時
3
0
分

自
然
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
。

エ
ッ
ジ
効
果:

自
然
に
は
エ
ッ
ジ
と
よ
ば
れ
る
領
域

が
存
在
し
、
多
様
性
が
育
ま
れ
て
い
る
。

 

草
原
と
森
の
境
界
な
ど
。
ト
ン
ボ
は
水
辺
と
森
の

エ
ッ
ジ
を
利
用
し
て
生
き
て
い
る
。

ヤ
ゴ
は
水
中
、
亜
成
虫
で
森
、
成
虫
で
水
辺
。

曲
線:

川
の
蛇
行
、
木
の
幹
・
枝

液
体
を
運
ぶ
の
に
適
し
た
形
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
人
体
で
は
血
管

う
ず
ま
き:

カ
タ
ツ
ム
リ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
台
風

収
納
に
適
し
た
形
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た
流
れ
を

集
約
す
る
形
。

放
射
状:

草
の
葉
付
き

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
止
め
る
形

互
い
違
い:

ブ
ド
ウ
の
房
、
蜂
の
巣
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
実　

多
く
を
密
に
並
べ
る
形

こ
れ
ら
自
然
界
の
現
象
を
人
工
物
の
機
能
に
応
用
す

る
こ
と
を
、
バ
イ
オ
ミ
ミ
ク
リ
と
よ
ぶ
。

カ
ワ
セ
ミ
の
嘴
角
度
と
新
幹
線
の
先
端
、
フ
ク
ロ
ウ

の
羽
根
と
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
な
ど

バ
イ
オ
ミ
ミ
ク
リ
は
、
理
に
か
な
っ
た
無
理
無
駄
の

少
な
い
人
工
物
を
作
り
出
す
の
が
目
的
。 

午
後
3
時
3
0
分

ふ
り
か
え
り
・
ま
と
め

い
つ
も
の
よ
う
に
、
講
座
の
ふ
り
か
え
り
。

そ
し
て
、
今
回
補
講
と
し
て
参
加
の
4
期
生
ジ
ュ

ン
コ
さ
ん
が
め
で
た
く
修
了
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
ー
。カ
フ
ェ
運
営
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

午
後
1
時
3
0
分 

・
雨
（
台
風
接
近
）

 
メ
ン
バ
ー
が
揃
う
ま
で
シ
ャ
ロ
ム
の
暖
炉
ス
ペ
ー

ス
で
雑
談
。
吉
森
さ
ん
がPCCJ

山
田
さ
ん
設
計
の

畑
付
き
エ
コ
ア
パ
ー
ト
に
入
居
が
決
ま
っ
た
り
、
落

合
の
ブ
ロ
グ
を
読
ん
で
ユ
キ
さ
ん
が
福
岡
正
信
さ
ん

の
ビ
デ
オ
な
ど
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
り
、
近
状
を

報
告
し
合
う
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

農
実
習
・
畑
観
察

午
後
1
時
4
0
分 

 

台
風
が
接
近
し
て
い
る
雨
の
中
、PC

塾
用
・
自
然

農
畑
の
観
察
に
向
か
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
野
菜
で
確
認
し
た
事:

蕎
麦:

収
穫
で
き
る
ほ
ど
に
育
っ
て
い
る
、
天
気
の

い
い
日
に
収
穫
す
る
。　

ズ
ッ
キ
ー
ニ:

大
き
く(

大

根
以
上
の
大
き
さ)

育
っ
た
も
の
を
種
と
り
用
に
収

穫
×
2
本
。　

大
根:

大
根
は
沢
山
育
っ
て
き
た

の
で
、
葉
が
重
な
ら
な
い
程
度
に
間
引
く
。

落
花
生:

葉
が
紅
葉
し
は
じ
め
る
と
中
の
身
が
完
熟

し
て
き
て
い
る
印
な
の
で
、
収
穫
で
き
る
。　

ピ
ー

マ
ン:

赤
く
な
っ
て
い
る
か
と
思
っ
た
が
、
ま
だ
緑

の
も
の
が
あ
り
、い
く
つ
か
収
穫
で
き
た
。　

水
菜:

大
根
同
様
、
混
ん
で
葉
が
重
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を

間
引
く
。
引
き
抜
く
の
で
は
な
く(

土
が
浮
い
て
し

ま
う
た
め)

ハ
サ
ミ
で
切
る
。　

里
芋:

霜
に
当
た
っ

て
葉
が
し
な
っ
と
し
た
ら
収
穫
す
る
。

ニ
ン
ニ
ク:

先
月
植
え
た
ニ
ン
ニ
ク
の
芽
が
元
気
よ

く
出
て
い
る
事
を
確
認
。　

大
豆:

収
穫
で
き
る
ほ

ど
に
育
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
3
-
4
本
夕
飯
の

枝
豆
用
に
収
穫
し
ま
し
た
。
こ
の
大
豆
の
種
は
自
家

採
取
し
た
も
の
で
す
。　

小
豆:

さ
や
が
黄
色
く
な
っ

た
ら
収
穫
で
き
る
。
大
豆
と
ち
が
っ
て
五
月
雨
式
に

黄
色
く
な
る
の
で
、
そ
の
都
度
収
穫
す
る
。

サ
ツ
マ
イ
モ:

霜
が
降
り
る
と
ツ
ル
や
葉
が
し
ん
な

り
し
て
く
る
、
そ
う
す
る
と
芋
掘
り(

収
穫)

で
き

る
。　

三
井
さ
ん
に
頂
い
た
苗
の
キ
ャ
ベ
ツ:

す
く

す
く
育
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
が
丸
く
巻
き

込
む
の
は
す
ご
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
。

葉
が
丸
く
巻
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
と
て
も
生
き
生

き
し
た
感
じ
で
育
っ
て
い
ま
す
。
虫
に
も
食
べ
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

 

雨
な
の
で
観
察
だ
け
の
つ
も
り
で
し
た
が
、
種
取

り
用
の
野
菜
も
含
め
て
籠
い
っ
ぱ
い
の
収
穫
が
あ
り

ま
し
た
。

野
菜
は
た
く
ま
し
い
し
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
長
い

ス
パ
ン
で
収
穫
が
可
能
な
事
を
知
り
ま
し
た
。

畑
か
ら
の
帰
り
道
、
シ
ャ
ロ
ム
ス
タ
ッ
フ
の
畑
で
綿

が
で
き
て
い
ま
し
た
。
棉
は
、
地
に
生
え
て
い
る
状

態
の
場
合
、
木
へ
ん
の
棉
で
、
収
穫
後
の
も
の
を
糸

へ
ん
の
綿
と
い
う
そ
う
で
す
。
ま
た
綿
が
下
向
き
な

の
は
和
綿
、
上
向
き
な
の
は
洋
綿
。

和
綿
は
下
向
き
の
た
め
、
雨
に
強
い
そ
う
で
す
。
綿

か
ら
糸
と
り
も
や
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。 

 

要
約:

ソ
連
崩
壊
後
、
輸
入
の
8
割
を
ソ
連
に
頼
っ

て
い
た
キ
ュ
ー
バ
共
和
国
で
は
生
活
方
式
の
転
換
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
食
料
の
自
給
は
最
も
重
要
な
課

題
で
、
食
料
を
自
給
す
る
た
め
都
市
で
も
各
地
に
有

機
農
園(

有
機
も
必
然
の
選
択
・
農
薬
な
ど
の
輸
入

たくさん野菜が収穫できました。 ほくほく、サツマイモ。 稲さんを中心に野菜の状況を確認。

も
で
き
な
く
な
っ
た
た
め)

を
作
り
、
現
在
の
食
料

自
給
率
は
ほ
ぼ
1
0
0
%
に
近
い
。
消
費
者
が
生

産
者
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
経
済
危
機
を
乗

り
越
え
独
自
の
生
き
ぬ
く
道
を
有
機
農
法
に
見
い
だ

し
た
キ
ュ
ー
バ
を
、
農
業
を
初
め
て2

年
と
い
う

若
い
男
性
・
小
林
さ
ん
と
語
学
が
得
意
な
N
P
O

勤
務
の
女
性
・
原
田
さ
ん
が
レ
ポ
ー
ト
し
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
。

:

ビ
デ
オ
の
ポ
イ
ン
ト:

政
府
機
関
の
集
ま
る
都
市(

日
本
で
言
う
と
霞
ヶ
関

あ
た
り
?)

の
中
心
に
も
有
機
農
園
が
あ
り
ま
す
。

空
い
て
い
る
土
地
は
ビ
ル
の
合
間
で
も
農
園
に
有
効

利
用
し
ま
す
。
畑
↓
直
売
所(

量
り
売
り)

↓
消
費

者
へ
。
身
土
不
二
で
健
康
的
。

市
の
中
心
か
ら
10
キ
ロ
離
れ
た
所
に
あ
る
ア
ラ
マ
ー

ル
共
同
農
場
は
東
京
ド
ー
ム
2
倍
の
広
さ
。
土
作
り

に
ミ
ミ
ズ
を
利
用
し
て
、
ひ
ま
わ
り
や
ハ
ー
ブ
や

ニ
ー
ム
等
を
防
虫
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
農
園
を
は

じ
め
た
人
に
も
と
も
と
の
農
家
は
い
な
か
っ
た
が
、

現
在
で
は
市
の
1
2
%
が
農
場
と
な
り
、
農
場
は

8
0
0
0
カ
所
に
も
な
る
と
い
う
。
都
市
で
耕
せ

る
土
地
が
な
く
て
も
コ
ン
ク
リ
で
囲
っ
た
中
に
土
を

入
れ
畑
と
し
た
。
郊
外
で
は
伝
統
的
な
農
法
が
復
活

し
た
。
こ
う
し
た
指
導
の
中
心
に
あ
る
の
が[

コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ]

新
し
く
農
業
を
は
じ
め
る

人
の
指
導
や
用
具
・
種
の
販
売
な
ど
を
行
う
お
店
で

す
。
メ
デ
ィ
ア(

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど)

を
利
用

し
て
有
機
農
法
を
伝
え
る
番
組
な
ど
が
さ
か
ん
に
放

映
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ビ
デ
オ
鑑
賞

午
後
2
時
4
0
分 

『
サ
ル
ー
!
ハ
バ
ナ 

キ
ュ
ー
バ
都
市
農
レ
ポ
ー
ト
』

2006年制作。
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農
業
だ
け
で
な
く
、
公
共
機
関
の
交
通
は
ラ
ク
ダ

バ
ス
と
呼
ば
れ
る2

連
結
の
バ
ス
が
人
々
の
足
と

な
り
、
さ
ら
に
は
自
家
用
車
の
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
が
盛

ん
で
、交
通
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
不
足
も
補
っ
て
い
ま
す
。

自
宅
で
畑
を
持
つ
人
も
大
勢
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

さ
ん
と
い
う
個
人
農
園
を
持
つ
女
性
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
畑
を
持
つ
事
に
よ
っ
て
、
野
菜
食
が
増

え
以
前
よ
り
健
康
に
な
っ
た
。ほ
ぼ
食
料
は
自
給
し
、

余
っ
た
も
の
は
販
売
も
で
き
る
。
地
域
の
人
々
の
役

に
た
っ
て
い
る
と
い
う
自
信
に
も
な
っ
た
。
カ
ナ
ダ

に
有
機
農
法
の
研
修
に
も
で
か
け
世
界
が
広
が
っ
た

の
で
、
畑
を
中
心
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
生
ま

れ
、
自
分
は
と
て
も
幸
せ
だ
と
い
う
。
小
学
校
に
も

畑
が
あ
っ
て
、
と
れ
た
作
物
は
給
食
と
な
る
。
食
農

教
育
は
自
給
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
る
。
キ
ュ
ー
バ

で
は
、
地
域
の
地
域
に
よ
る
地
域
の
た
め
の
持
続
可

能
な
農
業
を
目
指
し
、
成
果
が
現
れ
て
い
る
。
都
市

の
中
に
畑
が
あ
る
事
に
よ
っ
て
癒
さ
れ
る
。
都
市
農

は
人
々
の
価
値
観
を
変
え
る
事
が
で
き
る
。
物
質
的

豊
か
さ
以
上
に
精
神
的
豊
か
さ
を
キ
ュ
ー
バ
は
選
ん

だ
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
印
象
的
で
し
た
。

 :

感
想:

社
会
主
義
と
い
う
事
も
あ
り
、
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た

事
も
あ
り
み
ん
な
が
有
機
農
の
方
を
向
け
た
の
で

は
。(

太
朗
さ
ん)

モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー(

単
一
農
業)

で
有
名
だ
っ
た

キ
ュ
ー
バ
は
土
作
り
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。(

梅
さ
ん) 

 

も
し
も
畑
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
プ
ラ
ン
タ
ー
や
道

ば
た
の
土
で
野
菜
は
育
つ
か
ら
種
を
捨
て
な
い
で
蒔

く
と
楽
し
い
。

:

ト
マ
ト
の
種
と
り:

食
べ
る
時
と
は
逆
に
横
か
ら
包
丁
を
入
れ
て
真
ん
中

で
切
る
。
ス
プ
ー
ン
で
す
く
い
瓶
に
入
れ
、2-3

日

発
酵
さ
せ
て
種
の
周
り
の
ヌ
ル
ヌ
ル
を
除
く
、

そ
の
後
、
新
聞
紙
の
上
で
乾
か
す
。(

美
味
し
か
っ

た
株
の
実
の
種
と
り
を
し
よ
う)

※
同
じ
種
類
の
野
菜
は
別
の
日
に
種
取
り
を
し
な
い

と
、
種
が
混
ざ
っ
て
解
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら

注
意
。

:

唐
辛
子:

完
熟
し
て
赤
く
な
っ
た
も
の
を
縦
に
さ
い
て
種
を
と

り
、
新
聞
紙
の
上
で
乾
燥
さ
せ
る
。

:

ズ
ッ
キ
ー
ニ:

種
取
り
用
に
大
き
く
な
っ
た
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
お
尻
の

方
を
ま
ず
落
と
し
、
そ
の
後
た
て
に
割
っ
て
種
を
ス

プ
ー
ン
で
す
く
い
新
聞
紙
の
上
で
乾
燥
さ
せ
る
。

 

在
来
種(

ロ
ー
カ
ル
シ
ー
ド)

の
入
手
先:

・
自
然
農
法
セ
ン
タ
ー

・
光
郷
成
畑
懐(

コ
ウ
ゴ
ウ
セ
イ
ハ
フ
ウ)

・
種
の
森

地
域
野
菜
の
種
が
欲
し
い
場
合
は
、
地
域
の
人
に
聞

い
た
り
、
そ
の
地
域
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
行
く
と

在
来
種
が
あ
る
場
合
が
多
い
。

書
籍
の
紹
介:

『
岩
崎
さ
ん
の
種
と
り
家
庭
菜
園
』(

家
の
光
協
会)

岩
崎
政
利
・
著 \

1
6
0
0

『
に
っ
ぽ
ん
種
と
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
現
代
書
館 

\

2
0
0
0

『
自
家
採
種
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
現
代
書
館 \

2
0
0
0

種
の
自
家
採
種

午
後
3
時
2
5
分 

午
後
4
時
3
0
分 

 

温
泉
・
す
ず
む
し
荘 

 

先
生
・
西
川
朋
子
さ
ん

太
朗
さ
ん
・
文
さ
ん
・
紗
代
ち
ゃ
ん
が
実
際
に
体
験
、

他
の
人
は
見
学

蕎
は
7
5
日
あ
る
と
育
つ
の
で
冷
夏
の
時
の
飢
饉

食
だ
っ
た
。
長
野
県
は
山
が
多
い
の
で
水
が
下
に
流

れ
て
し
ま
う
為
、
米
作
り
は
盛
ん
で
は
な
い
。
中
力

粉
と
な
る
麦
作
り
は
盛
ん
、
麦
は
冬
で
も
育
つ
。
中

力
粉
を
使
っ
た
“
お
や
き
“
や
“
う
す
焼
き
“
や
“
う

ど
ん
“
は
良
く
作
ら
れ
る
。
蕎
は
小
麦
粉
の
グ
ル
テ

ン
と
は
正
反
対
の
成
分
・
タ
ン
パ
ク
質
で
で
き
て
い

る
。
寒
ざ
ら
し
蕎
麦
と
い
っ
て
冷
水(

4

°

C)

に

実
の
ま
ま
入
れ
て
お
く
と
灰
汁
が
な
く
な
っ
て
ふ
っ

く
り
し
た
蕎
麦
に
な
る
。

そ
ば
打
ち
実
習
体
験

午
後
5
時
4
5
分 

:

そ
ば
打
ち:

1
.
粉(

中
力
粉
2
0
0
g/

荒
引
き
蕎

2
0
0
g/

細
か
い
蕎
6
0
0
g
の
2
.
8
蕎)

を
桶
に
入
れ
る
。

指
を
開
い
て
指
先
で
桶
の
底
に
触
れ
な
が
ら
粉
を
か

き
混
ぜ
る
、
混
ぜ
な
が
ら480m

l

の
水
を
少
し
づ

つ
足
す
。

※
水
が
入
っ
て
も
指
は
そ
の
ま
ま
、
桶
の
底
を
掃
除

す
る
よ
う
に
動
か
す
。
手
を
休
め
な
い
事
が
コ
ツ
。

 

2
.
蕎
が
ま
と
ま
っ
て
き
た
ら
、
ま
と
め
て
体
重

を
の
せ
る
よ
う
に
し
て
押
す
。30
度
位
づ
つ
回
転

し
な
が
ら
揉
み
こ
む
。(

菊
練
り)

 
3
.
菊
練
り
を
し
て
蕎
が
ま
と
ま
っ
た
ら
和
菓
子

の
ま
ん
じ
ゅ
う
の
よ
う
な
形
に
し
ま
す
。
低
い
三
角

錐
の
形(

角
だ
し
・
へ
そ
出
し)

4
.
延
し
台
の
上
に
打
ち
粉
を
ふ
り
、
角
を
下
向

き
に
し
て
置
き
、
手
の
平
の
親
指
の
付
け
根
の
部
分

で
外
側
に
押
し
出
す
よ
う
に
延
す
。(

地
延
し)

 
5
.
打
ち
粉
を
ふ
り
、
さ
ら
に
麺
棒
で
丸
く
広
げ

る
。(

丸
だ
し) 

30
度
位
ず
つ
回
転
さ
せ
な
が
ら
の

ば
す
。

 

※
麺
棒
の
持
ち
方-

猫
の
手
。 

親
指
の
側
面
で
麺
棒

を
押
え
る
感
じ
指
は
丸
め
て
の
せ
ま
す
。

6
. 
丸
い
生
地
を
四
角
に
す
る
。
打
ち
粉
を
ふ
り
、

生
地
の
手
前
か
ら
棒
に
生
地
を
ま
き
つ
け
、
麺
棒
を

手
前
か
ら
奥
の
方
へ
転
が
す
。

 

※
江
戸
打
ち
は
四
角
に
の
ば
す
、
田
舎
打
ち
は
ま

ん
ま
る
に
の
ば
す

7
.
四
角
を
長
方
形
に
の
ば
す
。
下
の
部
分
を
棒

に
巻
い
て
お
い
て
、
上
の
部
分
を
の
ば
す
。
逆
側
も

同
じ
よ
う
に
の
ば
す
。

8

・

1.5
ミ
リ
く
ら
い
の
薄
さ
ま
で
の
ば
し
た
ら
、
打

ち
粉
を
ふ
り
折
り
た
た
み
、
蕎
包
丁
と
定
規
に
な
る

板
を
利
用
し
て
リ
ズ
ム
良
く
切
る
。

 

包
丁
を
ま
っ
す
ぐ
に
下
ろ
し
、
ち
ょ
っ
と
倒
す
を

繰
り
返
す
と
均
一
に
な
る
。
10
セ
ン
チ
く
ら
い
進
ん

だ
ら
打
ち
粉
を
は
ら
い
麺
を
プ
レ
ー
ト
へ
移
す
。

9
.
大
き
な
鍋
に
お
湯
を
沸
騰
さ
せ
る
、
流
し
に

は
ボ
ー
ル
に
水
を
入
れ
ザ
ル
も
重
ね
て
お
い
て
ゆ
で

あ
が
っ
た
麺
を
受
け
取
る
準
備
を
し
て
お
く
。
と
な

り
に
ヤ
カ
ン
に
沸
騰
さ
せ
た
湯
を
用
意
し
、
温
度
が

下
が
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
足
す
湯
と
し
て
用
意
。

西川先生・そば打ちの道具もオリジナル手早く・手を休めない事が大事

身体全体で蕎麦打ちをしている感じ
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1
0
.
ゆ
で
る!

目
安
と
し
て
は500g

を
三
回

に
分
け
て
ゆ
で
る
。
今
回
は
約
1
分
ゆ
で
ま
し
た

が
40
〜
60
秒
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

す
ぐ
に
水
に
さ
ら
し
て
流
水
で
引
き
締
め(2

分

弱)

、
ザ
ル
に
上
げ
て
食
卓
へ!

完
成!

頂
き
ま
す!

ゆ
で
あ
が
っ
た
蕎
は
、
口
に
入
れ
た
時
に
ふ
わ
っ
と

い
い
香
り
が
し
ま
し
た
!

  

蕎
の
中
の
ア
ビ
ロ
ー
ス
と
い
う
成
分
が
歯
ご
た
え

や
風
味
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
、
こ
だ
わ
っ
て
い

る
人
は5

粒
く
ら
い
つ
い
て
い
る
時2

粒
く
ら
い

が
黒
く
な
っ
た
ら
刈
り
取
っ
て
蕎
粉
を
作
る
そ
う
で

す
。
西
川
先
生
の
所
作
が
美
し
く
武
士
道
の
よ
う
な

も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

道
具
類
も
自
分
に
合
う
も
の
を
作
っ
た
そ
う
で
す

(

テ
ー
ブ
ル
や
ま
な
板)

。
と
て
も
美
味
し
か
っ
た

で
す
。

 

池
田
の
シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
テ
ィ
ー
に
移
動 

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
に
つ
い
て
」

先
生:

恒
任
東
士(

つ
ね
と
う
と
う
じ)

さ
ん(

グ

リ
ー
ン
ポ
ス
ト
代
表)

ケ
ン
さ
ん
と
は
20
年
来
の
お

知
り
合
い

 
1
9
8
8
年[

命
の
祭
り]

に
参
加
し
、
水
車
を

作
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
。[

命
の
祭
り]

は
86
年
に

お
き
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
流
れ
を
汲
ん

だ
反
原
発
の
祭
り
。
そ
こ
に
昭
和
シ
ェ
ル
や
佐
藤
電

打ちたて蕎麦 ちらし寿司 枝豆 (本日収穫したもの) 切り干し大根の煮物

機
工
作
所
が
参
加
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
が

は
じ
ま
っ
た
。
系
統
連
携
シ
ス
テ
ム 

イ
ン
バ
ー
タ
ー 

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

午
後
8
時
3
0
分 

昼
間
蓄
え
た
電
力
を
売
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
開
発
。

1
9
9
1
年
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
設
立 

独
立
系
発
電

を
中
心
と
す
る
。

独
立
系
発
電
↓
現
在
多
く
の
人
が
電
力
会
社
か
ら

電
気
を
購
入
し
て
い
る
が
、
自
宅
に
太
陽
電
池
な
ど

を
設
置
し
発
電
す
る
方
法
を
独
立
系
発
電
と
い
う
。

1
0
W(

40
セ
ン
チ
×
30
セ
ン
チ
位
の
大
き
さ)

用

太
陽
発
電
パ
ネ
ル
を
見
な
が
ら
太
陽
電
池
に
つ
い
て

伺
う
。

そば打ち西川先生とグリーンポスト代表・恒任東士さんと塾メンバー！ http://www.greenpost.jp/

  

化
石
燃
料
は
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
長
い
年
月
を

経
て
地
層
の
中
に
蓄
積
し
た
資
源
。
使
っ
て
し
ま
え

ば
そ
れ
で
お
し
ま
い
で
枯
渇
に
つ
い
て
近
年
議
論
の

的
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
水
力
・
風
力
・
地
力
・

太
陽
な
ど
周
囲
の
環
境
か
ら
得
ら
れ
る
資
源
は

繰
り
返
し
利
用
で
き
る
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

そ
の
中
で
非
常
に
可
能
性
が
あ
る
の
が
太
陽
電
池
。

屋
上
は
緑
化
し
、
フ
ェ
ン
ス
は
太
陽
電
池
に
す
る
こ

と
で
環
境
へ
の
負
担
を
減
ら
せ
る
。 

[

電
力
会
社
か
ら
の
供
給:

便
利
さ
は
あ
る
が
問
題

点
は
何
か
?]

送
電
ロ
ス/

枯
渇
制
燃
料(

石
油
・
石
炭
な
ど)/

輸

入
燃
料/

依
存(

中
東
な
ど
の
地
域
に
油
田
が
集
中

し
て
い
る
た
め)/

地
震(

原
発
の
危
険
性)

打ちたて蕎麦を食べた直後なので、みんなにっこにこです。おいしいもののパワーはすごいですねー。

[

太
陽
光
発
電
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト]

規
模(

小
さ
い)/

分
散
型/

地
域/

無
限/

天
候
に

は
左
右
さ
れ
る/

条
件
・
木
の
枝
な
ど
で
日
陰
に

な
っ
て
し
ま
う
等/

コ
ス
ト(

今
は
ま
だ
高
め)

5
0
0
W
の
太
陽
電
池
を
入
れ
れ
ば
1
K
g

く
ら
い
の
電
力
を
使
え
る
。
3
k
g
取
れ
れ
ば

6
0
%
の
電
力
は
ま
か
な
え
る
。

 

2
0
1
5
年
く
ら
い
か
ら
質
が
悪
く
高
い
石
油
を

買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い グリーンポスト代表・恒任東士さん

Azumino Permaculture Workshop-October

ゆでるのは、スピード勝負！
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る
。日
本
は
こ
れ
か
ら
依
存
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
頼
ら
ず
、

日
和
見
的
だ
が
循
環
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ま

か
な
っ
て
い
く
方
向
に
進
む
だ
ろ
う
。 

太
陽
電
池
の
設
置
に
つ
い
て:

3
0
V
以
下
は
無

資
格
で
扱
え
る
。
標
準
日
射-
年
間
日
射
時
間
が
年

に
1
8
5
0
時
間
の
平
均
的
な
地
域
に
お
い
て
、

冬
至
の
日
の
朝
10
時-

14
時
ま
で
太
陽
電
池
面
に
直

接
太
陽
の
光
が
当
た
る
事
が
条
件
。
取
り
付
け
位
置

は
南
中
方
向
。
パ
ネ
ル
自
体
の
寿
命
も
長
い(
ア
ル

ミ
サ
ッ
シ
と
同
じ
く
ら
い
約25

年
・
塩
害
が
あ
る

の
で
注
意.

ハ
ン
ダ
部
分
に
水
分
が
あ
り
そ
こ
が
劣

化
す
る)

明
日
シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
テ
ィ
ー
の
母
屋
の
屋
根
に
パ
ネ

ル
を
2
枚
設
置
予
定
。 

水
力
発
電
に
つ
い
て:

水
力
発
電
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

源
は
地
球
の
重
力
。
上
流
か
ら
下
流
ま
で
流
れ
る
時

に
生
ま
れ
る
位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
化
を
利
用
し
、

タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電
機
に
よ
っ
て
発
電
す
る
。

有
効
最
小
落
差
8
メ
ー
ト
ル(

推
奨
1
5
m)

・
水

量
範
囲
1
〜
1
5
L/

秒
・
水
車
の
特
徴
は
24
時

間
発
電 

小
型
風
力
発
電
に
つ
い
て:

1
5
m
以
上
の
高
さ

が
あ
る
と
風
車
が
回
転
し
や
す
い
が
周
囲
に
他
の
建

物
な
ど
が
無
い
場
合
に
よ
る
の
で
、
都
会
な
ど
で
個

人
的
な
風
力
発
電
は
難
し
い
。

風
力
の
発
電
量
は
風
の
強
さ
の
三
乗
に
比
例
す

る...

風
力
発
電
の
三
乗
則
。

個
人
で
取
り
組
む
事
の
で
き
る
規
模
の
風
車
は

1
0
k
W
未
満
。

P(

発
電
量)=

(

1
/
2)

×
p(

ロ
ウ)

×
A
×

[

V
3
:
V
の
3
乗]

×
発
電
効
率

p(

ロ
ウ)

は
空
気
密
度[kg/m

3]

風
速
が

2
0
%
増
す
と
出
力
は
7
3
%
増
し
に
な
る
。

国
内
で
は[

ゼ
フ
ァ
ー]

と
い
う
メ
ー
カ
ー
の
風
力

発
電
機
が
3
0
0
機
く
ら
い
国
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。

始
動
性
が
よ
く(

2
.
2
m
で
も
回
転
す
る)

発
電

力
が
い
い
。
シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
テ
ィ
ー
の
コ
ン
ポ
ス
ト

ト
イ
レ
に
設
置
予
定
。
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
で
や
ろ
う

と
し
て
い
る
の
は
人
口
密
集
地
で
は
な
い
田
舎
で
分

散
型
発
電
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
。

照
明
・
通
信(

パ
ソ
コ
ン+

携
帯)

・
冷
蔵
庫
の

1
.
5
k
g
の
電
量
を
太
陽
光
パ
ネ
ル
で
補
う
事

が
で
き
る
。
現
在
の
建
て
売
り
な
ど
の
照
明
ス
タ
イ

ル(

多
段
照
明)

は
消
費
量
が
多
い
の
で
、
照
明
の

あ
り
方
を
考
え
た
い
。

蛍
光
灯
は
消
費
量
が
少
な
い
が
ち
ら
つ
き
が
気
に
な

る
人
が
い
る
。
蛍
光
灯
は
身
体
か
ら1m

以
上
離

れ
て
い
れ
ば
害
な
し
。
例
え
ば
埼
玉
県
小
川
町 

で

は
太
陽
光
と
メ
タ
ン
ガ
ス
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て

7
0
0
万
の
投
資
で
1
0
0
0
人
の
生
ゴ
ミ
処

理
問
題
を
解
決
し
、
な
お
か
つ
自
給
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

生
み
出
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
風
力

発
電
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
日
本
は
普
及
は
遅
れ
て

い
る
が
、
技
術
力
は
落
ち
て
い
な
い
か
ら
こ
れ
か
ら

ど
う
す
る
か
。
イ
ギ
リ
ス
は
京
都
議
定
書
の
内
容
を

実
行
で
き
そ
う
。
ア
メ
リ
カ
で
は
サ
バ
イ
バ
リ
ス
ト

と
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
リ
ス
ト
が
協
力
し
始
め
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
い
る
。
農
的
暮
ら
し(

百

姓)

と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
相
性
が
い
い
。
電
力
使

用
量
1
k
g
で
や
り
く
り
し
て
み
る
と
面
白
い
。

2
1
:
5
0
講
義
終
了
〜
以
後
は
自
由
に
そ
れ
ぞ

れ
お
し
ゃ
べ
り
。

2
3
:
5
0
頃 

全
員
就
寝 

お
や
す
み
な
さ
い
〜 

恒
任
さ
ん
の
講
義
は
、
計
算
に
弱
い
私
と
し
て
は
説

明
が
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
も
っ
と
良
く
知
り
た

い
場
合
は
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
の
H
P
を
ご
覧
下
さ

い
。
具
体
的
に
教
え
て
頂
く
と
自
家
発
電
も
で
き
る

か
な
?
と
思
え
て
き
ま
し
た
。
電
力
会
社
に
す
べ

て
依
存
し
な
く
て
も
生
活
ス
タ
イ
ル
を
変
え
れ
ば
自

家
発
電
で
か
な
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
自
給
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
需
要
の
増
え
る
分
野
な
の
で
、

若
い
人
達
の
情
熱
を
傾
け
ら
れ
る
分
野
に
な
る
な
と

思
い
ま
し
た
。
キ
ュ
ー
バ
の
例
も
こ
れ
か
ら
の
日
本

の
参
考
に
な
る
実
例
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
や

る
べ
き
事
・
改
善
で
き
る
事
・
み
ん
な(

地
域
や
こ

う
い
っ
た
P
C
塾
な
ど
で
の
集
ま
り)

で
取
り
組

め
そ
う
な
具
体
例
が
見
れ
て
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
報
告
・
落
合
）

 

予
備
式
は
太
極
拳
の
準
備
運
動
。
気
を
練
り
、
身
体

を
ほ
ぐ
す
。

伸
筋
と
骨
格
筋
を
使
う
の
が
太
極
拳
の
ポ
イ
ン
ト
。

伸
筋
は
普
通
は
力
ん
で
い
る
。
そ
の
力
み
を
抜
く
の

が
予
備
式
に
な
る
。

力
み
を
抜
く
と
、
伸
筋
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
。
伸

筋
は
骨
格
筋
と
繋
が
っ
て
い
る
の
で
、
大
き
な
力
を

生
め
る
。

 

●
股
割
り

胡
座
を
か
く
よ
う
に
座
り
、
足
裏
を
合
わ
せ
て
股
に

引
き
付
け
る
。
つ
ま
先
を
両
手
で
持
っ
て
手
前
に
引

い
て
は
緩
め
を
繰
り
返
す
。

[

P
O
I
N
T]

骨
盤
を
回
す
ま
た
、
ひ
ざ
を
揺
す

る
。
こ
れ
を1

日20

分
。
毎
日
行
う
と
、
2
週

間
で
完
全
に
開
脚
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

※
太
極
拳
に
限
ら
ず
、
股
を
開
い
て
後
ろ
か
ら
グ
イ

グ
イ
押
す
場
合
が
あ
る
が
、そ
れ
で
は
筋
を
痛
め
る
。

 

●
呼
吸
法
〜
懐
中
包
囲
〜

太
極
拳
の
予
備
式
・
恒
任
さ
ん

午
前
6
時
3
0
分 

壷
を
抱
え
る
よ
う
に
手
を
身
体
の
前
へ
。

ひ
ざ
は
つ
ま
先
よ
り
前
へ
出
な
い
よ
う
に
曲
げ
る
。

抱

え

た

壷

が
、
1
0
k
g
、
2
0
k
g
、

3
0
k
g
と
、
ど
ん
ど
ん
重
く
な
る
イ
メ
ー
ジ
を

持
ち
な
が
ら
、
背
中
で
息
を
吸
う
。

[

P
O
I
N
T]

太
極
拳
の
呼
吸
は
、
逆
腹
式
呼
吸

=

吸
う
と
き
は
お
な
か
を
引
っ
込
め
て
胸
で
吸
う
。

手
を
下
ろ
し
背
骨
を
伸
ば
し
な
が
ら
、
息
を
吐
く
。

● 

落
手

両
手
を
上
に
挙
げ
る
。
中
指
を
伸
ば
す
よ
う
に
グ
ッ

と
伸
ば
し
た
ら
、
バ
サ
ッ
と
降
ろ
す
。
挙
げ
る
と
き

に
背
骨
の
裏
で
息
を
吸
っ
て
、
息
を
吐
き
背
骨
伸
ば

し
な
が
ら
足
の
中
指
に
向
か
っ
て
落
と
す
よ
う
に
。

同
様
に
し
て
5
指
全
て
行
う
。

● 

腰
の
軸
を
整
え
る

太
極
拳
の
身
体
の
運
び
は
、
骨
盤
を
開
い
て
閉
じ

る
動
き
。
そ
れ
は
腰
の
3
軸(

車
輪
軸
、
独
楽
軸
、

滑
車
軸)

が
使
え
な
い
と
で
き
な
い
。

逆
腹
式
呼
吸
と
合
せ
な
が
ら
3
軸
を
使
う
動
き
を

習
い
ま
し
た
。
呼
吸
と
動
き
を
合
す
の
は
結
構
難
し

か
っ
た
で
す
。
動
き
の
感
覚
と
し
て
は
、
馬
に
乗
る

感
覚
だ
そ
う
で
す
。

〜
武
道
と
し
て
の
太
極
拳
の
動
き
を
、
手
足
の
繰
り

出
し
で
披
露
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
力
は
抜
け
て
る

の
に
真
似
の
出
来
な
い
速
さ!

そ
し
て
動
き
な
が
ら

平
然
と
喋
っ
て
ま
す
。
逆
腹
式
呼
吸
と
伸
筋
活
用
を

し
た
時
の
動
き
が
良
く
判
り
ま
し
た
。 

股割りは太極拳でも大事なんですね 力を抜くことがポイント

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座

午
前
7
時
0
0
分 

小
水
力
発
電
、
小
型
風
力
発
電
、
太
陽
光
発
電
、
の

シ
ス
テ
ム
と
現
状
に
つ
い
て
は
、
前
日
の
お
っ
ち
さ

ん
レ
ポ
ー
ト
を
参
照
く
だ
さ
い
。
今
回
シ
ャ
ン
テ
ィ

ク
テ
ィ
に
取
り
つ
け
る
具
体
的
な
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
。
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1
  多
結
晶
型
太
陽
電
池(268W

p-12V)
・
シ
ス
テ
ム:〔
1
3
4
W
p
パ
ネ
ル
×
2
〕̶

〔
過

充
放
電
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
〕̶

〔
1
2
V
 D
C
バ
ッ

テ
リ
ー
〕

・
発
電
期
待
容
量:

設
備
容
量
の
2
倍

=

5
3
6
W
h
/
d
a
y

つ
ま
り
6
0
W
の
電
球
1
個
な
ら
、
5
3
6
÷

6
0=

8
.
9
時
間
点
灯
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

・
用
途:

コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
L
E
D
照
明
、
そ

の
他

・
設
置
場
所:

母
屋
の
屋
根

D
C
バ
ッ
テ
リ
ー
の
寿
命
は
10
年
程
度
で
、
寿
命

来
た
時
は
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
に
乗
せ
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

太
陽
電
池
パ
ネ
ル
は
中
古
品
を
探
し
て
購
入
す
る
と

コ
ス
ト
削
減
可
能
。
ま
た
、
稼
動
時
の
温
度
が
低
い

ほ
ど
内
部
抵
抗
が
下
が
る
の
で
、
効
率
が
良
く
な
る

と
の
こ
と
。
屋
根
な
ど
金
属
板
上
に
設
置
す
る
際
は

断
熱
を
考
え
る
と
良
い
よ
う
で
す
。

2 

小
型
風
力
発
電
機(

ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド/

ウ
ィ
ン

ド
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
W
G
9
1
3
 7
2
W
p
-

D
C
1
2
V)

・
シ
ス
テ
ム:

ロ
ー
タ
ー
直
径
9
1
0
m
m
、
発

電
開
始
風
速
2
.
2
m
、
水
平
抗
力
7
0
k
g

 

〔
W
G
9
1
3
〕̶

〔
過
充
放
電
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
〕̶

〔
1
2
V
 D
C
バ
ッ
テ
リ
ー
〕

・
設
置
場
所:

コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
脇

風
の
通
り
は
地
面
や
建
物
な
ど
近
接
す
る
構
造
物

か
ら
6
m
離
れ
る
と
良
く
な
る
の
で
、
5
m
の

足
場
用
短
管
を
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
脇
に
立
て
、
そ

の
上
に
1
m
の
短
管
に
固
定
し
た
W
G
9
1
3

を
取
り
つ
け
ま
す
。(

※
1
5
m
以
上
に
す
る
と

認
可
が
必
要
に
な
る
が
、
高
さ
2
倍
で
風
速
は

2
0
%
増
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
高
く
設
置
し
た

い) 

建
築
実
習
・
バ
イ
オ
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ

午
前
8
時
4
5
分 

  

コ
ン
ポ
ス
ト
バ
イ
オ
ト
イ
レ
の
外
壁
、内
部
、屋
根
、

窓
枠
の
作
業
と
、
太
陽
光
発
電&

風
力
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
置
を
、
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

作
業
に
か
か
り
ま
し
た
。

外
部
壁 

下
地
作
り

ま
ず
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
を
張
り 

ラ
ス
網
を
は
り
ガ
ン

タ
ッ
カ
ー
で
止
め
て
下
地
を
作
る
。
10
c
m
間
隔

く
ら
い
で
ラ
ス
網
を
ガ
ン
タ
ッ
カ
ー
で
止
め
る
。

 
用
意
す
る
も
の

ル
ー
フ
ィ
ン
グ 

カ
ー
タ
ー 

ラ
ス
網 

ガ
ン
タ
ッ
カ
ー 

ガ
ン
タ
ッ
カ
ー
の
玉(

釘)

ス
ケ
ー
ル 

内
部 

壁
下
地
作
り

電
気
配
線
が
終
了
し
た
ら 

ラ
ス
ボ
ー
ド
を
壁
面
に

張
る
。
胴
縁
な
ど
を
使
っ
て
下
地
を
作
り 

ラ
ス
ボ
ー

ド
を
カ
ッ
タ
ー
で
切
っ
て
釘
か
ビ
ス
で
止
め
る
。 

用
意
す
る
も
の

ラ
ス
ボ
ー
ド 

カ
ッ
タ
ー 

ラ
ス
ボ
ー
ド
用
ヤ
ス
リ 

定

規 

ビ
ス 

ス
ク
リ
ュ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー 

ス
ケ
ー
ル

屋
根 

板
張
り

屋
根
下
地
か
ら
破
風
方
向
に1

寸
で
る
よ
う
に
板

を
加
工 

釘
で
止
め
る

屋
根
の
峰
ま
で 

6
0
c
m 

4
0
c
m
 2
0
c
m

の
板
を
加
工
し
て
張
る 

野
地
板
よ
り
1
寸
は
で
る

よ
う
に
最
後
を
調
整
す
る
。

用
意
す
る
も
の 

屋
根
板(

野
地
板) 

釘 

金
槌 

釘
袋 

曲
尺 

ス
ケ
ー
ル 

窓
枠
作
り

窓
枠
に
ガ
ラ
ス
を
入
れ
て
野
地
板
を
切
っ
て
止
め

る
。
窓
に
蝶
番
を
付
け
て
ビ
ス
で
内
開
き
に
止
め
る 

木
の
取
手
を
加
工
し
て
止
め
る

窓
2
個 

は
め
殺
し
1
個 

網
を
外
に
固
定

 

用
意
す
る
も
の

野
地
板
を
切
っ
て
角
材
を
作
り
見
切
り
と
す
る 

丸

鋸 

カ
ン
ナ 

釘 

金
槌 

蝶
番 

キ
リ 

ド
ラ
イ
バ
ー

戸
当
た
り 

網
戸
用
の
網 

外
に
張
っ
て
板
で
固
定  

ト
イ
レ
ド
ア
作
り(

窓
枠
班
が
終
了
後 

時
間
が
あ

れ
ば
取
り
か
か
る)

風
車 

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
取
り
付
け

短
管
5
メ
ー
タ
ー
を
梁
に
自
在
ク
リ
ッ
プ
を
取
り

付
け
て
固
定
す
る 

下
部
は
円
錐
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
付

け
て
大
地
に
打
ち
込
む
か
穴
を
掘
っ
て
2
0

〜

3
0
c
m
埋
め
て
固
定
す
る
金
具
を
付
け
て
1

メ
ー
タ
ー
の
短
管
を
足
し
て
電
線
を
だ
し 

風
車
を

固
定
す
る 

4
方
に
ス
テ
ー
を
張
る
。

 

架
台
及
び
パ
ネ
ル
取
付
ソ
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
屋
根
に

外壁下地作り・地道な作業です。 まずケンさんが段取りを説明。

できてきました、暖かそうなトイレに。 紗代ちゃんの山友達・理恵さん大活躍

マルノコにもだいぶ慣れました。 屋根マスターとなりつつある亜弥ちゃん。

風車がつくぞ～。 風車ソーラーパネルの準備・恒任さん

Azumino Permaculture Workshop-October
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固
定
す
る　

雪
止
め
用
の
ク
リ
ッ
プ
を
屋
根
の
垂
木

に
固
定
し
て
角
パ
イ
プ
を
固
定 　

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
を
架
台
に
置
き
ビ
ス
で
固
定
す
る
。
太
陽
光
パ

ネ
ル
か
ら
出
た
リ
ー
ド
線
を
架
台
に
取
付
け
、
屋
内

ま
で
配
線
を
す
る　

イ
ン
バ
ー
タ
ー
取
付 

バ
ッ
テ

リ
ー 

配
線

壁
に
ワ
イ
ン
瓶
の
明
か
り
採
り
と
浮
き
球
の
窓
入
れ

粘
度
を
練
っ
て
砂
を
足
し
て
固
ま
り
に
し
て
瓶
を
固

定
し
ま
す
。

ケ
ン
さ
ん
曰
く　

男
は
田
で
力
を
出
す
と
書
き
ま

す
。そ
の
田
を
売
っ
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
り
ま
す
。

田
を
わ
け
た 　

　

た
わ
け
者
と
呼
び
ま
す
。

僕
ら
は
み
ん
な
た
わ
け
者
で
す
。
そ
ろ
そ
ろ
ま
た
男

に
な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
で
す
ね
。大
地
に
返
る
。

風
が
吹
き
大
地
と
共
に
生
き
る
。
そ
こ
に
風
土
が
生

ま
れ
ま
す
。
風
で
あ
り
た
い
し 

そ
れ
を
受
け
入
れ

る
大
地
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

百
姓 　

百
と
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

英
語
で
言
う
と
ス
ー
パ
ー 　

姓
と
は
か
ば
ね 

作
り

出
す
人
の
こ
と
で
す
。
百
姓
と
は
ス
ー
パ
ー
マ
ン 

空
も
飛
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

ブ
ラ
ン
チ
後
﹇
引
き
続
き
建
築
実
習
﹈

青
空
の
中
、
外
壁
の
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
、
窓
枠
、
風
車

の
固
定
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
屋
根
板
張
り
と
順
調
に

進
ん
で
い
き
ま
す
。

ニ
ョ
キ
ッ
と
そ
び
え
る
風
車
は
良
い
眺
め
で
す
。

シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
テ
ィ
の
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
グ
ル
グ
ル
頑
張
っ
て
く
れ
そ
う
で
す
。

今
日
は
無
風
で
し
た
が
、
ど
れ
だ
け
発
電
し
て
く

れ
る
の
か
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。  

太
陽
光
パ
ネ
ル
も
、

屋
根
と
固
定
部
の
間
に
断
熱
材
と
し
て
木
切
れ
を
挟

み
、
架
台
と
ワ
イ
ヤ
ー
で
固
定
し
て
設
置
完
了
。

 

壁
の
ラ
ス
網
は
り
も
屋
根
板
の
調
整
も
浮
玉
窓
も

無
事
完
成
し
て
、
作
業
は
終
了
。 

午
後
3
時
3
0
分
【
ふ
り
か
え
り
・
ま
と
め
】

恒
任
さ
ん
の
太
極
拳
や
キ
ュ
ー
バ
の
事
例
か
ら
感
想

を
得
た
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

今
回
も
沢
山
の
事
を
学
び
体
験
で
き
て
、
有
意
義

な
講
座
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。       

(

ヨ
シ
モ
リ) 

﹇
恒
任
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
﹈  

臼
井
さ
ん
、
塾
生
の

み
な
さ
ん
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ン
ポ
ス

ト
ト
イ
レ
、完
成
し
た
こ
ろ
に
ま
た
伺
い
た
い
で
す!

ん
、
十
年
ぶ
り
に
お
と
ず
れ
た
安
曇
野
は
、
び
っ
く

り
す
る
ぐ
ら
い
開
け
て
、
商
業
地
域
が
拡
大
し
て
い

た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、空
気
は
、

き
れ
い
で
、
そ
ば
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
風
車
、

あ
ま
り
回
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、役
に
立
つ
”

日
”
も
あ
り
ま
す
。
欲
を
言
え
ば
、
さ
ら
に
取
り
付

け
高
度
を
あ
げ
た
い
で
す
ね
。樹
林
帯
の
上
ま
で
、、、

太
陽
電
池
は
、
活
躍
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
機
会
を
作
っ
て
う
か
が
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
み

な
さ
ん
と
の
ご
縁
を
大
切
に
、
自
分
の
フ
ィ
ー
ル
ド

捜
し
を
続
け
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ブンさんの奥様ご提供の浮き球。それをトイレの窓に固定するブンさん。土をこねるの楽しそうです。

民ちゃんブランチ・はやと瓜のグラタン美味しかった！

みなさん感想を真剣に書いています。。。

コンポストバイオトイレに風車がつきました！かっこいいですね！

シャンティクティーの屋根に太陽電池もつきました！

午
前
1
0
時
3
0
分

お
ま
ち
か
ね
民
さ
ん
の
ブ
ラ
ン
チ
で
す
。
ハ
ヤ
ト
瓜

の
グ
ラ
タ
ン
な
ど
な
ど
。

 

休
憩
中
に
は
ケ
ン
さ
ん
節
も
冴
え
渡
っ
て
場
も
和

み
の
一
時
。
曰
く
、
発
電
シ
ス
テ
ム
の
電
力
を
駆
使

し
て
棚
田
と
風
呂
を
屋
根
で
楽
し
み
排
水
を
下
の
畑

に
使
う
シ
ス
テ
ム
を
作
る!

名
付
け
て
ル
ー
フ
ト
ッ

プ
棚
田
と
ソ
ー
ラ
ー
ス
パ
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オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

午
後
1
時
3
0
分 

・

今
回
が
5
期
生
の
み
の
塾
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

出
席
・
堀
さ
ん
、
ユ
キ
さ
ん
、
ぶ
ん
さ
ん
、
と
っ
ち

み
ん
先
生
、
さ
よ
さ
ん
、
あ
や
さ
ん
、
お
っ
ち
さ
ん
、

ユ
キ
ン
コ
さ
ん
、
ヨ
シ
モ
リ
さ
ん
、
た
ろ
う
。 

3
月

に
自
己
紹
介
し
た
時
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

解
説
実
習

午
後
1
時
4
5
分 

シ
ャ
ロ
ム
の
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
塾
生
が
解
説
を
し
ま
し
た
。

コ
ブ
ハ
ウ
ス
、
自
然
に
還
る
森
の
家
、
ホ
ッ
ト
チ
キ

ン
ハ
ウ
ス
、
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
、
ア
ー
ス
オ
ー
ブ

ン
併
設
の
薪
小
屋
、
バ
イ
オ
ガ
ス
タ
ン
ク
、
パ
ッ
シ

ブ
ソ
ー
ラ
ー
の
キ
ウ
イ
棚
、
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
ハ
ウ

ス
、
ロ
ッ
ク
ス
パ
イ
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
、
キ
ー
ホ
ー
ル

ガ
ー
デ
ン
、
チ
キ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
。

け
っ
こ
う
難
し
か
っ
た
で
す
。
知
識
と
し
て
細
か
い

こ
と
を
知
っ
て
い
て
も
、
深
い
と
こ
ろ
ま
で
理
解
し

て
い
な
い
と
人
に
は
な
か
な
か
説
明
で
き
ま
せ
ん
。

解
説
す
る
と
き
に
聞
き
手
に
質
問
し
て
み
た
り
比
喩

を
使
っ
た
り
、
と
い
う
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
理
解
や
印
象

を
高
め
る
の
に
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。

農
業
実
習

午
後
3
時
2
0
分 

野
菜
が
出
来
て
い
る
か
確
認
し
、
収
穫
と
片
付
け
を

し
ま
し
た
。霜
に
や
ら
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
で
す
。

農
業
実
習
は
今
回
で
最
後
な
の
と
、
本
日
の
夕
食
に

使
う
の
で
、ま
だ
小
さ
い
も
の
で
も
収
穫
し
ま
し
た
。

・
ほ
う
れ
ん
草

芽
が
出
て
い
た
。
寒
さ
に
強
い
。
凍
ら
な
い
よ
う
に

葉
に
糖
分
を
た
め
て
、
越
冬
す
る
の
で
冬
の
も
の
は

甘
い
。
東
京
だ
と
10
月
位
に
蒔
く
。

・
赤
カ
ブ

パ
リ
パ
リ
に
な
っ
て
る
。
寒
さ
に
弱
い
が
、
越
冬
で

き
る
も
の
も
あ
る
。
春
に
と
う
だ
ち
す
る
。
土
の
上

に
少
し
出
て
い
る
も
の
は
そ
の
部
分
が
凍
っ
て
ダ
メ

に
な
る
。

・
大
豆

鞘
は
茶
色
く
乾
い
て
い
る
が
中
の
豆
は
緑
色
。
鞘
が

ま
だ
緑
色
の
時
に
霜
に
あ
た
っ
た
よ
う
。(

茶
色
く

な
っ
て
中
も
乾
燥
し
た
ら
茎
ご
と
刈
り
取
り
、
束
ね

て
下
向
き
に
し
て
干
し
て
お
く
。)

・
水
菜

根
元
か
ら
切
っ
て
収
穫
。

・
ニ
ン
ニ
ク

順
調
。
冬
を
越
し
た
ら
花
の
芽
が
真
ん
中
か
ら
出
て

く
る
。
6
月
頃
に
収
穫
で
き
る
。

・
大
根

小
さ
な
も
の
が
出
来
て
い
る
。
冬
を
越
す
と
春
に
花

が
咲
き
、
と
う
だ
ち
す
る
。
赤
カ
ブ
と
同
様
、
土
の

上
に
少
し
出
て
い
る
も
の
は
そ
の
部
分
が
凍
っ
て
ダ

メ
に
な
る
。
タ
ネ
を
と
る
時
は
土
の
上
に
出
て
い
る

部
分
に
土
を
寄
せ
る
。

大
根
の
保
存
方
法(

土
の
に
埋
め
る
方
法)

茎
と
根
の
間
に
成
長
点
が
あ
る
。
そ
こ
よ
り
少
し
上

の
部
分
か
ら
茎
を
切
る
。
生
え
て
い
た
の
と
同
じ
よ

う
に
下
向
き
に
し
て
土
の
中
に
埋
め
る
。

・
落
花
生

葉
が
枯
れ
て
い
て
見
つ
け
に
く
か
っ
た
が
、
た
く
さ

ん
出
来
て
い
た
。
収
穫
。

・
小
豆

大
部
分
が
霜
に
あ
た
っ
て
ダ
メ
に
な
っ
て
い
た(

ふ

に
ゃ
ふ
に
ゃ)

。
乾
燥
し
て
い
る
鞘
を
収
穫
。

・
サ
ト
イ
モ

親
イ
モ
が
フ
ニ
ャ
フ
ニ
ャ
に
な
っ
て
る
。

子
イ
モ
が
少
し
出
来
て
い
た
。
収
穫
。

・
タ
ー
サ
イ

元
気
。
寒
さ
に
強
い
。

4期生の森の家・基礎は版築。手前がコブハウス。コンポストトイレ水分分離型。夏に日陰をつくり、冬は葉が落ち日が入る、キューイ。

人をひきつける話し方とは？ キーホールガーデンやストロベールハウス 説明すると理解も深まる

小さくても収穫は嬉しい。 小さくても生き生きしている。
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・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

ま
だ
ま
だ
小
さ
い(

5cm

く
ら
い)

が
収
穫
。

・
キ
ャ
ベ
ツ

巻
い
て
る
と
こ
ろ
か
ら
採
る
。
ま
だ
小
さ
い
。
春
に

ま
た
収
穫
で
き
る
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
キ
ャ
ベ
ツ
は

真
ん
中
か
ら
収
穫
し
て
い
く
と
ま
た
横
か
ら
生
え
て

く
る
。

・
レ
タ
ス

と
う
だ
ち
し
て
い
た
。
ふ
わ
ふ
わ
し
て
る
部
分
が
タ

ネ
。
タ
ネ
を
と
る
。

夕
食
準
備

午
後
4
時
3
0
分 

本
日
の
夕
食
は
「
ほ
う
と
う
」。

森
の
広
場
で
焚
き
火
を
使
っ
て
調
理
し
ま
し
た
。

野
菜
は
畑
で
収
穫
し
た
も
の(

赤
カ
ブ
、
大
根
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
タ
ー
サ
イ
、
サ
ト
イ
モ)

と
買
っ
て

き
た
も
の
。

ほ
う
と
う
の
作
り
方

材
料:

小
麦
粉
、
水
、
塩
、
野
菜

中
力
粉
1
0
0
g
に
対
し
、
水
4
5
g
、
塩

5
g
ほ
ど
。

1
、
大
き
な
寸
胴
鍋
に
水
を
入
れ
、
火
に
か
け
る
。

こ
れ
は
ほ
う
と
う
用
。

2
、
野
菜
を
切
る

3
、
野
菜
は
重
ね
煮
。

別
の
寸
胴
鍋
に
野
菜
を
順
番
に
層
に
な
る
よ
う
に
入

れ
て
い
く
。
上
に
向
か
っ
て
伸
び
る
も
の
か
ら
下
に

敷
き
詰
め
る
。
下
の
方
に
に
陰
、
上
の
方
に
陽
の
野

菜
。(

下
が
葉
物
、上
が
根
菜)

。塩
を
一
つ
ま
み
入
れ
、

蓋
を
し
て
火
に
か
け
る
。

重
ね
煮
は
野
菜
の
旨
み
を
最
大
限
引
き
出
せ
る
ヘ

ル
シ
ー
な
調
理
法
ら
し
い
の
で
す
が
、「
火
の
通
り
」

が
早
い
そ
う
で
す
。(

重
ね
煮
に
つ
い
て
は
「
百
姓

屋
敷
わ
ら
」
の
H
P
に
詳
し
く
載
っ
て
ま
す
。)

4
、
小
麦
粉
に
水
を
加
え
、
指
を
開
い
て
混
ぜ
る
。

そ
ば
の
水
ま
わ
し
と
い
っ

し
ょ
。
ま
と
ま
っ
た
ら
寝
か
し
て
お
く
。
寝
か
せ
る

ほ
ど
腰
が
出
る
。

5
、
生
地
は
、
板
で
延
ば
し
て
包
丁
で
切
る
の
と
、

手
延
べ
の2

通
り
で
細
長
く
し

ま
し
た
。
板
で
延
ば
し
て
包
丁
で
切
る
の
は
そ
ば
の

時
と
同
様
。
し
か
し
少
し
硬

か
っ
た
。
寒
か
っ
た
せ
い?

手
延
べ
は
、
生
地
を
少

し
ち
ぎ
っ
て
両
手
を
す
り
合
わ
せ
て
細
く
伸
ば
し
て

い
き
ま
す
。
屋
外
で
寒
か
っ
た
の
で
お
湯
の
入
っ
た

鍋
を
取
り
囲
ん
で
ひ
た
す
ら
ス
リ
ス
リ
。
出
来
た
ら

順
次
鍋
に
入
れ
て
い
き
ま
す
。

6
、
ほ
う
と
う
の
入
っ
た
鍋
に
野
菜
と
味
噌
を
入
れ

て
、
出
来
上
が
り
。

『
ピ
ザ
と
天
然
酵
母
パ
ン
作
り
』

講
師:

シ
ャ
ロ
ム
の
ス
タ
ッ
フ
麻
美
さ
ん

ピ
ザ
と
パ
ン
の
生
地
は
ス
タ
ッ
フ
が
予
め
用
意
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ア
ー
ス
オ
ー
ブ
ン
で
焼
き
ま
す
。

窯
は
2
0
0

°

C
以
上
。
慣
れ
た
ら
手
を
入
れ

た
感
じ
で
判
断
で
き
る
。
パ
ン
の
場
合
は
熱
す
ぎ
る

と
中
ま
で
火
が
通
ら
な
い
。
ピ
ザ
は
時
間
を
か
け
る

と
硬
く
な
る
の
で
高
温
で
短
時
間
。
業
務
用
だ
と

5
0
0

°

C
で1

分
と
か
。「
ピ
ザ
は
炎
、
パ
ン

は
余
熱
」。

「
ピ
ザ
」

材
料
は
、
長
野
産
地
粉
「
し
ら
ね
」、
全
粒
粉
「
ハ

ル
ユ
タ
カ
」、
水
、
塩
、
今
回
は
ホ
シ
ノ
天
然
酵
母
、。

生
地
を
回
し
な
が
ら
指
で
円
形
に
押
し
広
げ
る
。
縁

に
耳
が
残
る
よ
う
に
す
る(

ナ
ポ
リ
ピ
ザ)

。
さ
ら

に
薄
く
す
る
た
め
、
生
地
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
手
の

上
に
乗
せ
、
下
か
ら
回
し
て
い
く
。
生
地
の
重
み
を

利
用
。
薄
く
な
っ
た
ら
、台
に
戻
し
て
具
を
乗
せ
る
。

今
回
は
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、
チ
ー

ズ
、
コ
ー
ン
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
。
打
ち
粉
を
し
た
ス

リ
ッ
プ
ピ
ー
ル
を
す
ば
や
く
ピ
ザ
の
下
に
差
し
込

む
。
ア
ー
ス
オ
ー
ブ
ン
の
中
を
濡
れ
雑
巾
で
拭
き
、

ピ
ザ
を
入
れ
る
。(

濡
れ
雑
巾
で
拭
く
の
は
汚
れ
を

取
る
た
め
。
パ
ン
の
場
合
は
温
度
を
下
げ
る
、
蒸
気

を
出
す
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
る
。)

1

、

2
分
ほ

ど
で
焼
き
上
が
り
。
早
い
!

小豆がとれた。 落花生もとれた。

外のご飯は楽しい。年末の雰囲気です。ほうとうは包丁で切っても、手でのばしてもいい。お好みで。

畑の恵み。
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「
天
然
酵
母
の
元
種
の
作
り
方
」

天
然
酵
母
は
空
気
中
な
ど
自
然
界
に
は
た
く
さ
ん
存

在
し
て
い
て
、
果
物
、
穀
物
な
ど
か
ら
元
種
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
。
シ
ャ
ロ
ム
の
場
合
、
オ
イ
ル
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
し
て
な
い
レ
ー
ズ
ン
な
ど
か
ら
作
る
。

清
潔
な
瓶
に
レ
ー
ズ
ン
を
入
れ
、
水
を
ひ
た
ひ
た
に

注
ぎ
、
フ
タ
を
し
て
暖
か
い
所
に
置
く
。
ぷ
く
ぷ
く

と
泡
が
出
て
く
る
。
1
日
1
回
フ
タ
を
空
け
る
。
1

週
間
位
す
る
と
レ
ー
ズ
ン
が
浮
い
て
く
る
。
ガ
ー

ゼ
に
取
り
出
し
酵
母
エ
キ
ス
を
搾
る
。
エ
キ
ス
は

冷
蔵
保
存
で
き
る
。
エ
キ
ス
1
0
0
c
c
に
対
し

て
、
全
粒
粉
1
2
5
g
を
混
ぜ
て
、
密
閉
容
器
に

入
れ
る
。
6
~
8
時
間
で
2
倍
に
発
酵
。
そ
こ

に
水150cc
、
全
粒
粉200g

を
加
え
て
捏
ね
る
。

6
~
8
時
間
で
さ
ら
に2

倍
。
元
種
完
成
。
冷
蔵

庫
で
保
存
。
水
と
粉
を
足
し
て
い
く
と
い
つ
ま
で
も

使
え
る
そ
う
で
す
。

「
パ
ン
」

粉
1
0
0
g
に
対
し
て
、
酵
母
エ
キ
ス
4
0
g
、

水
6
0
c
c
、
塩
2
g
今
回
は
成
形
、
2
次
発

酵
ま
で
済
ん
で
い
た
の
で
、
窯
に
入
れ
る
所
か
ら
。

石
釜
は
輻
射
熱
を
利
用
。
上
火
が
2
4
0

°

C
、

下
火
が
2
1
0~

2
2
0

°

C
。
上
火
が
弱
い
と

色
が
付
か
な
い
。
生
地
に
斜
め
に
切
れ
目(

ク
ー
プ)

を
入
れ
、
濡
れ
雑
巾
で
窯
の
下
面
を
拭
い
て
か
ら
中

に
入
れ
、
フ
タ
を
す
る
。
待
つ
こ
と
7

、

8
分
。

フ
タ
を
開
け
て
み
る
と
、
膨
ら
ん
で
る
! 今
回
は
、

生
地
を
寒
い
屋
外
に
し
ば
ら
く
置
い
て
い
た
の
で
少

し
ダ
レ
て
い
て
あ
ま
り
膨
ら
ま
な
い
か
も
、
と
言
わ

れ
て
い
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
も
う
数
分

焼
い
て
、
出
来
上
が
り
。
早
っ
!!

パ
ン
と
言
え
ば
、
数
十
分
は
焼
く
も
の
、
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
こ
の
焼
き
上
が
り
の
早
さ
は
衝
撃
的
で

し
た
。
う
ー
ん
、
ア
ー
ス
オ
ー
ブ
ン
す
ご
い
。

パ
ン
は
次
の
日
の
ブ
ラ
ン
チ
へ
。

屋
外
で
の
調
理
実
習
、
寒
か
っ
た
ー
。
特
に
野
菜
を

洗
う
水
の
冷
た
さ
。
け
れ
ど
、
時
々
焚
き
火
で
暖
を

取
り
な
が
ら
、
仲
間
と
の
ん
び
り
調
理
は
や
は
り
楽

し
い
で
す
。
そ
し
て
、
暖
か
い
ほ
う
と
う
、
出
来
立

て
の
ピ
ザ
、
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

午
後
7
時
〜
午
後
8
時

移
動
&
温
泉(

す
ず
む
し
荘)

午
後
8
時
5
0
分

ビ
ジ
ョ
ン
発
表

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
塾
で1

年
間
学
ん
だ
こ
と
を

ふ
ま
え
て
、
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
各
自
発
表
し
ま
し

た
。

ユ
キ
さ
ん

雨
水
の
有
効
利
用(

飲
料
と
し
て
使
え
る
レ
ベ
ル
ま

で
浄
化)

。
自
宅
か
ら
近
い
所
で
米
作
り
。
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
を
自
然
素
材
に
す
る
。
収
穫
物
を
使
っ

て
お
み
や
げ
、
商
品
に
な
る
よ
う
な
お
菓
子
を
開
発

す
る
。炭
作
り
。よ
り
多
く
の
人
に
環
境
問
題
や
パ
ー

マ
カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど
が
伝
わ
る
よ
う
、
話
の
中
に
漫

才
な
ど
笑
い
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
い
く
。

堀
さ
ん

理
想
的
な
あ
る
一
日(

起
床
か
ら
就
寝
ま
で)

を
具

体
的
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
物
、情
報
、エ
ネ
ル
ギ
ー

を
可
能
な
限
り
少
な
く
す
る
。
目
標
や
時
間
と
「
競

争
し
な
い
」。
ま
た
、
衣
食
住
の
中
で
抜
け
が
ち
な

「
衣
」
に
も
時
間
を
あ
て
る
。

た
ろ
う

大
事
に
し
た
い
こ
と
。

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
生
活:

自
然
農
、
建
築
、
料

理
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
養
蜂

教
育:

子
ど
も
の
教
育
機
関
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
校
な

ど
。
3
年
以
内
に
は
。

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ:

仲
間
で
暮
ら
す
。
自
分
た
ち
で
作

る
。

ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク:

日
々
の
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
る

ま
た
、「
野
生
生
物
の
保
護
」
の
活
動
に
も
関
わ
り

た
い
。

ぶ
ん
さ
ん

<
暮
ら
し
の
変
化>

食
生
活
が
変
わ
り
、
み
る
み
る
健
康
に
な
っ
た
。
自

然
農
の
畑
が
増
え
た
。
新
建
材
の
問
題
を
知
り
、
自

然
素
材
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。(

手
間
を
か
け
る

面
白
さ)

<

ビ
ジ
ョ
ン>

子
孫
に
つ
な
が
る
よ
う
な
暮
ら
し
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
入
れ
、
省
エ
ネ
。
自
給
自

足
。
中
古
を
大
事
に
、
新
品
は
長
く
使
え
る
良
い
も

の
を
。
生
活
の
場(

台
所
、畑
、作
業
部
屋)

を
想
像
、

創
作
、
工
夫
が
育
め
る
よ
う
な
「
共
育
」
が
で
き
る

環
境
に
す
る
。
地
域
と
の
関
係
の
中
で
、
持
続
的
・

循
環
的
な
生
活
ス
タ
イ
ル
を
勇
気
を
持
っ
て
守
っ
て

い
き
た
い
。

さ
よ
さ
ん

小
川
が
近
く
を
流
れ
て
、
山
々
が
見
渡
せ
る
場
所
に

セ
ル
フ
ビ
ル
ド
の
家
を
作
る
。

周
囲
に
は
畑
、
ア
ー
ス
オ
ー
ブ
ン
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス

な
ど
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
な
ア
イ
テ
ム
。

お
っ
ち
さ
ん

大
切
に
し
た
い3

か
条

「D
on't think. Feel... 

」「O
pen m

ind

」「share, 

receive,gift

」

<

畑>

自
然
農
。
畑
で
チ
ャ
ン
ト
を
唱
え
る
。
日

常
の
中
に
お
祈
り
の
場
所
と
時
間
を
持
つ
。

<

料
理>

自
信
が
つ
い
た
らSU

N
D
A
Y CA

FE [A
N
O
-

A
N
O
] 

を
開
い
て
仲
間
が
集
え
る
場
所
を
作
る
。

<

創
造>

身
体
の
も
つ
太
古
の
記
憶
が
蘇
る
よ
う

な
制
作
。
そ
れ
と
は
別
に
、
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
・

自
然
農
・
エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
民
俗
学
・
文
化
人

類
学
な
ど
の
書
籍
の
編
集
や
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
。

ゆ
き
ん
こ
さ
ん

今
年
「
田
ん
ぼ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

ゆ
い
ま
ー
る
」
を

始
め
た
。
こ
れ
は
夢
へ
の
第
一
歩
。

そ
の
先
に
あ
る
の
は
、
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
、
な

い
人
を
分
け
る
必
要
の
な
い
社
会
。
地
産
地
消
の
、

い
の
ち
の
つ
な
が
る
「
農
」
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。

3

年
以
内
に
実
現
し
た
い
の
は
、「
田
ん
ぼ
カ
フ
ェ
」。

自
然
に
恵
ま
れ
た
葉
山
で
、
野
菜
を
作
り
、
そ
の
持

天然酵母は何からでもできる。 ピザ生地をのばす。丁寧に、やさしく。 シャロムの麻美さんが楽しく教えて下さいました！

コンコン？焼け具合はノックの音で確認します。

様々なビジョンがあり、みんな真剣です。
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ち
味
を
活
か
し
た
料
理
を
出
す
カ
フ
ェ
。
パ
ー
マ
カ

ル
チ
ャ
ー
情
報
の
発
信
の
場
と
し
て
も
。

あ
や
さ
ん

<

今
後
3
年
の
ビ
ジ
ョ
ン>

山
ま
た
は
海
の
あ
る
地(
近
所
に
は
仲
間)

で
、
一

軒
家
に
住
む
。
畑
を
作
り
、
食
料
自
給
率
6
0
%

。

国
際
協
力
に
携
わ
る
。
希
望
や
夢
が
な
い
子
ど
も
た

ち
が
少
し
で
も
い
な
く
な
る
サ
ポ
ー
ト
。
ス
ロ
ー
ラ

イ
フ
。
瞑
想
・
ヨ
ガ
を
日
課
に
。
四
季
を
楽
し
む
。

手
作
り
生
活
。

ヨ
シ
モ
リ
さ
ん

都
市
圏
に
て
安
心
安
全
な
農
産
物
の
育
成
と
販
売

(

製
販
一
体
型)

。
国
内
農
業
の
活
性
化
と
食
育
を

考
え
た
販
売
法
を
目
指
す
。
商
業
ス
ケ
ー
ル
で
の
有

機
農
業
を
学
ぶ
。日
本
の
食
事
情
の
把
握
、タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
明
確
化
。
エ
コ
ア
パ
ー
ト
に
住
み
、
相
方
と
小

規
模
で
の
農
作
業
を
実
践
。

と
っ
ち
み
ん
先
生

エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ(

で
か
せ
ぎ
班
と
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
班)

<

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
班>

ホ
ー
ム
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
。
大
地
に
根
を
は
る
農
的
生

活
。
既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
。

自
然
農
。
味
噌
・
醤
油
作
り
の
作
業
小
屋
。
宿
泊
可

能
な
非
電
化
生
活
体
験
館
。

<

で
か
せ
ぎ
班>

季
節
と
共
に
全
国
の
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
を
渡
り
歩
く
。

狩
猟
・
採
集
の
森
林
食
。
心
と
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

(

芸
能
・
死
・
儀
式
・
体
操
・
出
産)

。ド
ン
グ
リ
ク
キ
ー
、

樹
木
葬
。技
術
の
修
得
と
生
産
販
売
。(

ろ
く
ろ
細
工
、

わ
ら
細
工
、
ひ
ょ
う
た
ん
な
ど)

ウ
メ
さ
ん
よ
り

年1

回
は
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る
と
良
い
。
パ
ン
フ
、

雑
誌
な
ど
の
切
り
抜
き
か
ら
で
も
自
分
が
ど
こ
に
行

こ
う
と
し
て
い
る
の
か
イ
メ
ー
ジ
が
イ
ン
プ
ッ
ト
さ

れ
る
。
紙
に
書
く
と
実
現
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

ぶ
ん
さ
ん:

機
械(

工
具)

の
簡
単
な
修
理
法
実
演
。

ヨ
シ
モ
リ
さ
ん:

漆
塗
り
実
演

ユ
キ
さ
ん:

漫
談

さ
よ
さ
ん:

逆
立
ち

お
っ
ち
さ
ん
&
あ
や
さ
ん:

ハ
ワ
イ
ア
ン
・
チ
ャ
ン

ト
、
口
琴(

お
っ
ち
さ
ん)

、

ヨ
ガ
の
逆
立
ち
の
ポ
ー
ズ(

あ
や
さ
ん)

た
ろ
う:

沖
縄
の
伝
統
行
事
の
民
謡
。

ゆ
き
ん
こ
さ
ん:

落
ち
葉
を
使
っ
た
相
撲
遊
び

と
っ
ち
み
ん
先
生:

綿
紡
ぎ
実
演

堀
さ
ん:
長
野
で
は
有
名
な
歌(

す
み
ま
せ
ん
名
前

メ
モ
し
忘
れ
ま
し
た)

の
替
え
歌(

パ
ー
マ
カ
ル

チ
ャ
ー
編)

一
芸
発
表
は
個
人
的
に
は
か
な
り
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

で
し
た
が
、
始
ま
っ
て
み
る
と
そ
う
で
も
な
く
、
他

の
人
の
芸
も
楽
し
め
ま
し
た
。
意
外
に
も
職
人
技

的
な
芸
が
多
く
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
が
パ
ー
マ
カ
ル

チ
ャ
ー
塾
な
ら
で
は
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

午
後
9
時
3
0
分

一
芸
発
表

午
前
6
時
3
0
分

朋
さ
ん
の
ヨ
ガ（
希
望
者
）

午
前
6
時
3
0
分

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
視
点
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
考
え
る
。

設
楽
さ
ん
の
P
C
講
義

 

二
人
一
組
と
な
り
、「
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
は
何

か
」
を
話
し
合
う
。
二
人
で
話
す
こ
と
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
基
本
、「
合
意
形
成
」
と
な
る
。

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の<

3
つ
の
レ
ベ
ル
を
想
定>

1
、
内
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

2
、
人
間
の
集
団
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

3
、
外
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

(

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
同
士
が
結
び
つ
い
た
も
の
。
人
間

と
環
境
・
生
物
な
ど
・
・
・)

 

内
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
、
合
意
形
成
。

つ
ま
り
言
う(

自)

と
言
っ
て
く
れ
る(

他)

の
意

見
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
。

そ
の
為
に
必
要
な
も
の
は
、

1
、
個
人
の
確
立
・
・
・
一
番
の
基
本
。

2
、
個
を
極
め
た
上
で
他
の
為
に
使
う
。

『
百
姓
』
は
、
百
の
も
の
を
作
り
出
す
こ
と
が
出
来

る
人
。『
百
一
姓
』
は
、
自
分
に
し
か
出
来
な
い
も

の
を
プ
ラ
ス
1
持
っ
て
い
る
人
。
そ
し
て
、
そ
の
一

つ
を
他
の
た
め
に
使
え
る
人
。
百
一
姓
は
、
こ
れ
か

ら
の
P
C(

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー)

の
目
指
す
も
の
。

人
と
人
が
結
び
つ
く
に
は
、
違
う
要
素
が
必
要
。

文
化
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
。

変
わ
っ
て
い
く
文
化
を
共
有
し
て
伝
え
ら
れ
て
い

く
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
個
性
あ
る
文
化
を
創
っ
て

い
く
。

 

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
、
文
化
は
つ
ぶ
れ
、

お
金
に
も
依
存
す
る
。　

設
楽
さ
ん
の
思
う
、
現
在

文
化
を
失
っ
て
い
る
国
は
・
・
・
日
本
と
北
朝
鮮
。

　

個
性
で
は
な
く
、上
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
。

上
か
ら
の
こ
と
を
従
順
に
行
う
人
を
育
て
る
こ
と
が

今
の
日
本
社
会
に
な
っ
て
い
る
。　

設
楽
さ
ん
は
こ

の
こ
と
を
会
社
に
飼
わ
れ
て
い
る
と
例
え
、『
社
畜
』

と
言
う
。　

一
人
一
人
が
人
間
と
し
て
の
個
性
を

持
っ
た
社
会
に
し
て
い
く
。　

そ
の
た
め
に
は
、
小

さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
作
り
、
次
の
世
代
に
示
し

て
い
く
。

エ
コ
ロ
ジ
ー
な
都
市
は
『
江
戸
』
だ
っ
た
。

農
村
社
会
は
抑
圧
的
で
、3

世
代
た
た
な
い
と
よ
そ

者
扱
い
。

明
治
に
な
る
と
「
ハ
レ
」
と
「
ケ
」
の
日
。

ケ
・
・
・
日
常
生
活
。
欲
求
不
満
に
な
っ
た
り
す
る
。

ケ
ガ
レ
。

ハ
レ
・
・
・
祭
り
。
ス
ト
レ
ス
発
散!

戦
後
資
本
主
義
が
入
っ
て
き
て
、
持
っ
て
い
たPC

を
壊
し
て
き
た
。
現
在
の
日
本
の
食
糧
自
給
率
は

40%
(

実
質
は30%

)

糸（綿）紡ぎ、 沖縄文化体験者 身体が資本だ！ 唄は一芸の基本だ！ うるしに詳しい。

ごろーん。

道具を使うには、手入れも知ってないと。
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中
国
の
小
麦
の
輸
入
が
去
年
か
ら
始
ま
っ
た
。

今
後
日
本
の
経
済
が
低
下
し
て
き
た
ら
、
日
本
に
小

麦
が
入
っ
て
こ
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

し
か
し
、
農
業
人
口
は3

〜5%

。
専
業
農
家
は

1%

を
下
回
る
。

PC

が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
世
界
中
を
森
に
す
る

こ
と!

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
。

人
間
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
く
し
て
は
あ
り
得
な
い
。

人
間
の
本
質
を
成
熟
す
る
こ
と
。
人
間
に
は
正
と
負

が
あ
り
、
そ
の
両
面
を
含
め
、
す
べ
て
を
受
け
止
め

る
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
な
が
る
。

絶
対
的
信
頼
感
は
親
と
の
一
体
感
に
よ
り
、
赤
ち
ゃ

ん
の
時
に
養
わ
れ
る
。

信
頼
を
お
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
、恐
怖
が
生
ま
れ
、

キ
レ
る
。
一
人
一
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
ろ
う
と

す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
社
会
問
題
は
解
決
す
る
。

自
と
他
を
一
致
さ
せ
る
も
の=

コ
ン
セ
ン
サ
ス
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割

・ 

人
間
の
本
質
を
成
就
す
る
場
で
あ
る
こ
と

・ 

生
命
の
保
証

・ 

精
神
的
基
盤
の
提
供

・ 

社
会
的
機
能
を
果
た
す
場
と
機
会
の
提
供

(

ス
ラ
イ
ド)

P
C
の
目
指
す
も
の
は
、
世
界
を
森
に
す
る
こ
と
。

生
態
系
が
完
成
さ
れ
、
人
間
だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る

生
物
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
生
き
ら
れ
る
。
カ
ナ
ダ
の
北

に
あ
る
『
コ
ル
テ
ス
島
』
原
生
林
が
残
り
、
自
然
に

生
か
さ
れ
て
い
る
と
実
感
す
る
。
森
を
造
る
こ
と
で

海
も
豊
か
に
な
る
。

映
画
『
カ
ブ
ー
ル
の
幽
霊
』
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

よ
る
社
会
の
再
生
を
目
指
し
て
い
る
。

プ
ラ
ト
ン
『
国
家
』
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
描
か
れ
て
い

る
。『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
は
、
経
済
よ
り
も
自
分
た
ち

の
つ
な
が
り
が
大
切
。　

映
画
『
不
都
合
な
真
実
』

ア
ニ
ー
ル
・
フ
ェ
ー
ド
マ
ン
『
空
間
の
生
産
』

『
エ
ン
デ
の
遺
言
』
地
域
通
貨

 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
『
ガ
ナ
ス(G

A
N
A
S)

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
』
1
0
0
人
の
人
が
住
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
ビ

ジ
ネ
ス
を
し
て
い
る
。

イ
ン
カ
ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ(

自
分
た
ち
で
稼
い
だ
お

金
を
一
つ
の
お
財
布
に
入
れ
る)

を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』

あ
る
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
。

仲
間
と
共
に
生
き
る
こ
と
。

そ
れ
ら
が
、
社
会
・
環
境
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
。

Q
 . グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
・
・
・
?

A
 . 均
一
化
。
食
べ
物
や
衣
類
も
。

Q
 . コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
は
・
・
・
?

A
 . コ
ン
セ
ン
サ
ス
造
り=

自
と
他
の
融
合
。

問
題
の
受
け
止
め
方
や
解
決
方
法
は
皆
違
う
。

ま
ず
は
意
見
を
持
ち
、
個
を
確
立
す
る
。

K
J
法(

カ
ワ
キ
タ 

ジ
ロ
ウ
法)

情
報
を
出
し
、
ジ
ャ
ン
ル
別
に
分
け
る
。
共
有
し
て

い
る
中
か
ら
、
相
違
し
て
い
る
部
分
を
見
つ
け
、
な

ぜ
な
の
か
突
き
止
め
る
。

午
前
1
1
時
4
0
分

建
築
実
習

<

外
壁>

下
地
の
モ
ル
タ
ル
塗
り
。

木
部
に
養
生
テ
ー
プ(

マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ)

を
貼

り
、
汚
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

混
ぜ
れ
ば
い
い
だ
け
の
モ
ル
タ
ル
を
使
用
。
水
を
い

れ
、
耳
た
ぶ
位
の
硬
さ
に
す
る
。

コ
テ
板
に
取
り
、
コ
テ
に
乗
せ
塗
る
。

ラ
ス
網
か
ら
は
が
れ
て
し
ま
い
、
慣
れ
る
ま
で
難
し

い
・
・
・

塗
り
終
わ
っ
た
ら
、
養
生
テ
ー
プ
を
は
が
し
、
端
を

修
正
し
き
れ
い
に
す
る
。

見
切
り
の
掃
除
を
す
る(

下
部
の
汚
れ
を
水
は
け
で

き
れ
い
に
す
る)

ポ
イ
ン
ト
等
←

セ
メ
ン
ト
は
ア
ル
カ
リ
が
強
く
、
手
で
触
る
と
荒
れ

る
の
で
手
袋
着
用
。
コ
テ
板
の
上
で
ダ
マ
を
無
く
す

た
め
混
ぜ
て
か
ら
塗
る
と
い
い
。

ま
た
、そ
の
意
見
を
言
う
自
分
の
根
底
を
見
つ
け
る
。

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
共
同
作
業
を
形

成
さ
せ
る
と
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
容
易
と
な
る
。

コ
ン
セ
ン
サ
ス
作
り
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
に
一

番
大
切
!

午
後
1
0
時
3
0
分　

　

ブ
ラ
ン
チ

 <

内
壁>

養
生
テ
ー
プ
を
貼
る
。

下
地
用
壁
塗
り
材(

内
装
用
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
ス
タ
ー

に
水
を
加
え
る)

を
作
る
。
外
壁
同
様
塗
っ
て
い
く
。

(

薄
く)

見
切
り
の
掃
除
を
す
る
。

<

窓>

蝶
番
部
分
を
削
り
、
蝶
番
を
取
り
付
け
、
窓
に
固
定

す
る
。
固
定1

枚
は
次
回
・
・
・
。
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片
付
け
ま
で
き
ち
ん
と
行
い
ま
す
。

 
P
C
C
J
の
設
楽
さ
ん
の

お
話
は
、
印
象
的
で
感
想
も

多
く
で
ま
し
た
。
ま
た
、
4

期
生
の
造
っ
た
ア
ー
ス
オ
ー

ブ
ン
を
使
っ
て
の
ピ
ザ
や
パ

ン
焼
き
。
火
を
囲
ん
で
の
ほ

う
と
う
造
り
、
食
事
は
大
切

な
共
有
の
時
間
と
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
5
期
生
の
み
の

塾
は
今
回
で
最
後
と
な
り
ま

す
。
9
ヶ
月
間
で
そ
れ
ぞ
れ

の
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
て
き
た

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何

よ
り
こ
の
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
一
番
の
財
産
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。            

(

サ
ヨ)

午
後
3
時

ふ
り
か
え
り
と
ま
と
め

立派な姿です。住めそうなくらいしっかりしてます。 内壁もいい感じです。 天窓ビュー。

かたずけは最後の大事な仕事。

味の出てきた外壁。

 

安
曇
野
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ

午
後
2
時
3
0
分 

・

 12
月
の
安
曇
野
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
塾
は
、
安
曇
野

ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
。 

今
期
5
期
生
ま
で
の
み
な
さ
ん
が

集
う
ハ
レ
の
日
。

 

取
り
組
み
実
例
報
告

 「
我
が
家
の
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
試
み
」
と
「
我

が
家
の
お
醤
油
作
り
」
の
プ
レ
ゼ
ン 

発
表:

と
し
あ

き
さ
ん
。

 「
我
が
家
の
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
試
み
」

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
塾
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、

塾
で
教
わ
っ
た
、
持
続
可
能
な
生
活
を
試
し
て
み
て

き
ま
し
た
。
と
し
あ
き
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
に
写
真
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。U

RL

は
下
記
を
御
参
照
下

さ
い
。

自
然
農
の
畑
。
田
ん
ぼ
の
土
手
で
作
っ
た
、
土
手
か

ぼ
ち
ゃ
。
雑
穀
、も
ち
き
び
の
栽
培
と
加
工
の
様
子
。

ミ
ツ
バ
チ
、
ニ
ワ
ト
リ
、
う
さ
ぎ
の
動
物
、
き
の
こ

の
菌
類
、
栗
、
梅
、
柿
の
木
な
ど
の
果
樹
、
そ
れ
ぞ

れ
の
生
物
資
源
の
活
用
。
雨
水
利
用
の
様
子
。
コ
ン

ポ
ス
ト
ト
イ
レ
。
薪
と
灯
油
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
風
呂

釜
、
台
所
に
薪
ス
ト
ー
ブ
導
入
。
血
縁
を
超
え
た
大

家
族
作
り
の
第
一
歩
、
お
泊
り
会
の
様
子
。
ノ
マ
ド

の
生
活
へ
の
準
備
。
な
ど
。（
塾
で
な
ら
っ
た
内
容

を
家
に
戻
っ
て
そ
く
実
践
！
が
す
ば
ら
し
い
で
す
。） 

発表するとしあきさん（とっちみん先生）ノマド生活への第 1歩・テントに泊まってみまーす。

「
我
が
家
の
お
醤
油
作
り
」

お
醤
油
作
り
の
報
告
と
、
出
来
た
醤
油
の
諸
味(

も

ろ
み)

、
生
醤
油
、
お
醤
油
の
実
の
試
飲
、
試
食
。

今
年
3
月
28
日
、
友
人
が
、  

豊
岡
村
で
の
お
醤
油

絞
り
を
見
て
、
自
分
も
仕
込
み
た
い
!
と
思
い
、
み

ん
な
に
相
談
。
仲
間
4
人
で
お
醤
油
つ
く
り
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

4
月
8
日
、
搾
り
師
の
岩
崎

さ
ん
に
会
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
、
醤
油
の
作
り
方
、
添

加
物
の
話
な
ど
も
聞
き
、
自
家
製
大
豆
を
託
し
ま
し

た
。
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準
備
す
る
も
の(

一
樽
、
30
升
分)

1

.

大
豆
1
5
k
g(

持
ち
込
み
で
な
く
て
よ
け

れ
ば
、
麹
屋
さ
ん
で
手
配
す
る
脱
脂
大
豆)

2
.
9
0
リ
ッ
ト
ル
の
樽2

個(¥)

3
.
塩
1
2
k
g(
天
日
粉
砕
塩
メ
キ
シ
コ
産

2
5
k
g

　

¥
1
4
1
7
使
用)

4
.
水
3
2
l
〜
3
3
l(
源
智
の
井
戸
水
使
用)

5
.
蓋
を
す
る
布(

黒
の
寒
冷
紗
使
用)

6
.
樽
を
1
年
間
置
い
て
お
け
る
場
所(
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
を
使
用)

4
月
2
4
日
、麹
が
出
来
た
と
の
知
ら
せ
を
受
け
、

大
岡
村  

ま
で
取
り
に
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
蒸
れ

な
い
よ
う
に
そ
の
日
の
う
ち
に
、
仕
込
み
を
し
ま
し

た
。

仕
込
み
の
手
順

1
.
ほ
か
ほ
か
の
麹
を
ほ
ぐ
す(

胞
子
が
舞
っ
て
、

周
り
が
黄
色
に
な
り
ま
す
。
場
所
、衣
服
の
選
定
と
、

マ
ス
ク
を
着
け
ま
し
ょ
う
。)

2
.
1
日
目
〜
3
日
目
は
「
ど
う
で
す
か
〜
」

と
声
か
け
て
、
毎
日
混
ぜ
る
。(

4
月
25
日
〜
27
日)

3
. 
4
日
目
に
、
初
め
て
の
天
地
返
し
。
仕
込
ん

だ
樽
か
ら
、
空
の
樽
に
移
す
。(

4
月
28
日)

4
.
1
週
間
後
に
さ
ら
に
天
地
返
し
。( 5
月
6
日)

5
. 
そ
の
後
は
一
ヶ
月
ご
と
に
天
地
返
し
。(

6

月
5
日
、
7
月
5
日
、
8
月
11
日
、
9
月
21
日
、

10
月
29
日)

6
.
そ
の
年
の
秋
以
降
搾
れ
ま
す
。
1
,
2
年
と

お
い
て
か
ら
搾
っ
て
も
よ
い
。
た
だ
し
、
カ
ビ
の
生

え
や
す
い
15
〜
16
度
以
上
の
時
期
は
搾
る
の
に
は
向

か
な
い
。

 12
月
2
日
、
搾
り
師
の
岩
崎
さ
ん
に
来
て
も
ら
っ
て

搾
り
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
お
友
達
も
呼
ん
で
に
ぎ

や
か
に
。
松
本
で
の
搾
り
は
こ
こ
が
初
め
て
だ
そ
う

で
す
。

事
前
に
用
意
す
る
も
の

1
 .
釜
で
用
意
し
た
水
6
0
l
を
沸
か
し
ま
す
。

2
 . 
水
を
沸
か
し
て
い
る
間
に
搾
り
槽
の
組
み
立

て
を
し
ま
す
。

3
.
お
湯
が
し
っ
か
り
沸
騰
し
た
ら
、
バ
ケ
ツ
に

汲
ん
で
も
ろ
味
の
入
っ
た
樽
の
中
に
何
杯
か
に
分
け

て
入
れ
て
い
き
ま
す
。
長
い
竹
の
棒
で
よ
ー
く
混
ぜ

て
、
温
度
を
均
等
に
し
ま
す(

40
〜
60
度)

。

4
 . 

も
ろ
味
を
絞
り
袋
に
入
れ
て
搾
り
槽
の
中
に

重
ね
て
い
き
ま
す
。
自
重
で
お
醤
油
が
搾
り
出
て
き

ま
す
!

5
.
全
部
入
れ
終
わ
っ
た
ら
、油
圧
の
機
械
を
セ
ッ

ト
し
て
、
圧
力
を
か
け
て
い
き
ま
す
。
透
明
な
琥
珀

色
の
お
醤
油
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
ま
す
。

6
 .
油
圧
を
か
け
終
わ
る
最
後
の
ほ
う
の
お
醤
油

は
お
り
の
な
い
き
れ
い
な
お
醤
油
な
の
で
、
生
醤
油

と
し
て
何
本
か
と
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

7
. 
搾
っ
た
お
醤
油
を
釜
に
移
し
て
、
火
に
か
け

て
、
あ
く
を
と
り
ま
す
。(

90
度)

8
. 
樽
に
移
し
変
え
て
1
週
間
静
か
に
置
く
と
澱

が
そ

こ
に

溜
ま

っ
て

き
ま

す
。

9
  .
一
週
間
後
、
瓶
詰
め
し
て
完
成
で
す
!

できたてのお醤油です。透き通っていて奇麗、おいしい。

しぼった後はこのようになります。ご飯にのせて食べる。

ま
と
め

今
回
、
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
と
て
も
お
い
し

い
お
醤
油
が
で
き
て
、
良
か
っ
た
で
す
。
共
同
作
業

も
月
一
回
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
や
る
の
で
、
楽
し

か
っ
た
で
す
。
醤
油
絞
り
、
便
詰
め
に
は
、
広
く
い

ろ
ん
な
人
に
声
か
け
て
、
仲
間
の
輪
が
広
が
り
ま
し

た
。
そ
の
な
か
か
ら
、
自
分
た
ち
も
や
り
た
い
っ
て

人
も
出
て
き
て
、来
年
は
3
樽
、総
勢
10
人
以
上
が
、

か
か
わ
っ
て
い
く
、
共
同
作
業
に
な
り
そ
う
で
す
。

お
い
し
い
お
醤
油
が
食
べ
ら
れ
て
、
人
の
輪
、
つ
な

が
り
も
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
食
物
や
添
加
物
を

見
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
と
て
も
い
い
経
験
を

得
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
お
醤
油
つ
く
り
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
?
お
勧
め
で
す
！

 「
ゆ
い
ま
ー
る
の
試
み
」
発
表:

ゆ
き
ん
こ
。

 

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ゆ
い
ま
ー
る
」
の
活
動
場
所

で
あ
る
横
浜
市
の
公
園
「
舞
岡
公
園
」
の
案
内
と
、

田
ん
ぼ
の
四
季
に
つ
い
て
で
す
。

田
ん
ぼ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
ゆ
い
ま
ー
る
君
」
と
「
ゆ

い
ま
ー
る
」
の
ロ
ゴ
で
す
。

←

長
年
の
フ
ァ
ン
の
、
神
岡
学
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
言
葉
以
外
で
、
伝
わ
る
方
法
は
な
い
か
な
。

想
い
を
カ
タ
チ
に
人
と
お
米
と
た
く
さ
ん
の
い
の
ち

と
子
ど
も
や
、
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
み
ん
な
に
と
っ

て
は
き
っ
と
視
覚
的
な
も
の
が
い
い

素
敵
な
デ
ザ
イ
ン

「
ゆ
い
ま
ー
る
君
」
が
い
て
く
れ
る
こ
と
で
、

み
ん
な
に
伝
え
や
す
く
な
り
ま
し
た
♪

田
ん
ぼ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
ゆ
い
ま
ー
る
」
の
あ
る
舞

岡
公
園
案
内
か
ら
。
田
ん
ぼ
は
、
三
方
を
山
に
囲
ま

れ
た
里
山
の
公
園(

上
記
の
写
真
も
参
照)

で
す
。ゆいまーる君

 

公
園
内
に
は
古
民
家
が
移
築
さ
れ
、
歳
時
の
様
々

な
習
わ
し
や
、
藁
な
い
な
ど
の
農
芸
が
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
他
に
も
、
炊
き
出
し
場
、
炭
焼
き
、
畑
、

雑
木
林...

と
里
山
を
ト
ー
タ
ル
に
愉
し
み
な
が
ら
、

学
び
、
守
り
、
受
け
継
い
で
ゆ
く
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。
私
が
子
ど
も
の
頃
は
、
こ
こ
は
休
耕
田
で
放
置

さ
れ
た
場
所
。
子
ど
も
の
足
で
暗
く
な
る
ま
で
遊
ぶ

の
に
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
距
離
に
あ
り
、
探
検
し
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

や
が
て
、
学
生
と
な
り
、
部
活
が
忙
し
く
な
っ
た
り

し
て
、
生
活
圏
は
広
が
り...

そ
の
間
に
、
舞
岡
公

園
は
長
い
道
の
り
を
経
て
、
の
よ
う
な
公
園
に
な
っ

た
の
で
、
私
は
、
公
園
の
存
在
を
最
近
ま
で
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
正
確
に
い
う
と
、
公
園
は
知
っ
て
い

た
け
れ
ど
、
そ
の
中
身
を
知
ら
な
か
っ
た
。 

大
人
に

な
っ
た
今
、
こ
う
し
て
、
愉
し
み
な
が
ら
、
活
動
に

参
画
し
な
が
ら
、
横
浜
で
希
少
な
自
然
環
境
を
保
全

し
て
ゆ
く
こ
と
に
も
感
慨
深
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

公
園
の
活
動
を
主
導
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
会
社
を

リ
タ
イ
ア
し
た
世
代
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
世
代
が
一

緒
に
生
ま
れ
来
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
そ
し
て
、

こ
の
自
然
、
た
く
さ
ん
の
い
の
ち
と
と
も
に
ず
っ
と

あ
る
よ
う
に... 

と
思
い
ま
す
。「
ゆ
い
ま
ー
る
」
は
、 ゆいまーるは様々な要素を持ってますね。

い
ろ
ん
な
人
た
ち

が
集
う
場
。

人
と
人
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
と

思
っ
て
い
ま
す
。

心
の
お
金
、「
地

域
通
貨
・
ま
ー
る
」

も
そ
の
手
だ
て
。

「ゆいまーる」の地域通貨「まーる」
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[
6
6
m
2
、
約
20
坪
の
ゆ
い
ま
る
田]

ち
っ
ち
ゃ
な
田
ん
ぼ
に
子
ど
も
か
ら
、
団
塊
の
世
代

の
お
じ
さ
ま
、
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
み
ん
な
。
い
ろ

ん
な
世
代
が
集
ま
る
。
だ
か
ら
お
も
し
ろ
い
。

自
分
の
知
ら
な
い
こ
と
、
自
分
の
知
ら
な
い
自
分

他
を
知
る
こ
と
。
し
あ
わ
せ
は
、
き
っ
と
そ
の
過
程

の
な
か
に
あ
る
目
に
み
え
な
い
も
の

田
ん
ぼ
に
は
、
人
だ
け
で
は
な
い
、
た
く
さ
ん
の
い

の
ち
が
あ
る

 [

ト
ン
ボ
は
田
ん
ぼ
で
生
ま
れ
育
つ]

お
米
つ
く
り
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
生
き
も
の
た

ち
と
植
物
に
出
会
う　

人
の
手
に
よ
る
田
ん
ぼ
で
、

自
然
を
壊
し
も
で
き
る
人
の
手
は
、
こ
う
し
て
自
然

を
つ
く
り
育
て
、
守
っ
て
ゆ
く
こ
と
も
で
き
る
、
こ

う
し
て
、
と
も
に
在
る
こ
と
が
で
き
る

 

田
ん
ぼ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
ゆ
い
ま
ー
る
」

そ
れ
ぞ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
稔
り
を
。

ど
う
ぞ
、
ご
一
緒
に
。

 「
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
入
門
報
告
」発
表:

さ
よ
こ
さ
ん
。

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
に
じ
あ
の
さ
よ
こ
さ
ん

が
今
年
か
ら
シ
ャ
ン
テ
ィ
ク
テ
ィ
ー
で
は
じ
め
た

「
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
入
門
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
と
は
、
イ
ン
ド
・
ス
リ
ラ
ン
カ

で
3
0
0
0
年
以
上
実
践
さ
れ
て
い
る
科
学
と
哲

学
が
結
合
し
た
伝
統
医
学
。
健
康
と
幸
福
に
必
要
な

数
多
く
の
身
体
的
、
心
的
、
感
情
的
、
精
神
的
な
生

命
の
要
素
を
考
慮
し
た
生
命
科
学
。
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ

ル
の
健
康
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
意
味
で
ホ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ア
プ
ロ
ー
チ
。
6
月
7
月
9
月

10
月
の
4
回
行
わ
れ
、
来
年
は
8
回
に
回
数
を

増
や
し
て
行
う
予
定
だ
そ
う
で
す
。
今
回
パ
ー
マ
カ

ル
チ
ャ
ー
塾
で
夕
食
と
ブ
ラ
ン
チ
を
担
当
し
て
頂
い

て
い
た
民
ち
ゃ
ん
の
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
料
理
も
講

座
の
中
で
学
べ
る
様
子
。
そ
の
他
に
は
、
釈
和
尚
の

座
禅
、
ヨ
ー
ガ
、
ダ
ン
ス
セ
ラ
ピ
ー
、
物
と
の
関
わ

り
方
な
ど
な
ど
、
さ
よ
こ
さ
ん
が
目
指
す
“
心
と
体

を
調
和
す
る
こ
と
で
本
来
の
自
分
の
輝
き
を
手
に
す

る
“
た
め
の
ツ
ー
ル
が
た
く
さ
ん
盛
り
込
ま
れ
た
講

座
で
し
た
。
来
年
も
楽
し
み
で
す
ね
。

これは誰々さんの料理だよ～とお皿やタッパーが回ってきます。お皿は多種類のおかずでいっぱいに！豪華な食事です。

 

ポ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー

午
後
6
時
3
0
分 

・ 

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
塾
で
は

恒
例
の
持
ち
寄
り(

ポ
ト
ラ
ッ
ク)

パ
ー
テ
ィ
で
す
。

一
人
一
品
持
ち
寄
り
ま
す

い
っ
ぱ
い
の
贅
沢
ご
は
ん

[

鶏
肉
入
り
う
ど
ん]

[

梅
ち
ゃ
ん
の
子
ど
も
た
ち
と
の
い
の
ち
の
授
業
で

の
鶏
を
い
た
だ
き
ま
す]

わ
い
わ
い 

が
や
が
や 

お
食
事
の
時
間

一
品
は
い
っ
た
タ
ッ
パ
ー
が
手
渡
し
で
ま
わ
り
ま

す
。
大
根
メ
ニ
ュ
ー
が
多
い
の
は
旬
だ
か
ら
。

か
く
ゆ
う
、
私
も
、
葉
山
の
畑
で
抜
い
て
き
た
大
根

の
漬
け
物
ゆ
ず
風
味
と
、
大
根
葉
の
み
そ
炒
め
お
む

す
び
（
と
っ
ち
み
ん
先
生
お
味
噌
で
す
♪) 

み
ん
な
の
お
料
理
の
話
の
花
が
咲
き
ま
す

お
な
か
い
っ
ぱ
い

ほ
っ
こ
り 　

お
い
し
い
ね 

安
曇
野
の
夜

食
事
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
第
5
期
の
修
了

式
を
行
い
ま
し
た
。
自
然
に
一
人
一
人
塾
の
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
や
は
り
出
会
い
が

一
番
だ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

太朗さん作のかぼちゃまるごとプリン。 ゆきさんの美味しいお野菜料理、ご自分の畑から。 先輩・シブカズさんの赤カブの漬け物。

ご
は
ん
の
あ
と
に
、
森
谷
さ
ん
の
ア
マ
ゾ
ン
先
住
民

族
メ
イ
ナ
ク
族
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。(

T
B
S 

「
生
命
38
億
年
ス
ペ
シ
ャ
ル 

人
間

と
は
何
だ
!
! 2
」)

 「
森
の
哲
学
者
メ
イ
ナ
ク
」

ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
マ
ゾ
ン

先
住
民
族
保
護
区 
2
0
0
人
の
メ
イ
ナ
ク
族

(

1
9
9
9
年
当
時)

服
を
着
な
い
こ
と
が
美
し
い

日
の
出
と
と
も
に
起
き
、
日
の
入
り
と
と
も
に
眠

る...　

森
の
な
か
自
然
の
な
か　

自
分
も
そ
の
森
の

い
の
ち
の
一
部

子
ど
も
た
ち
は
自
由
に
暮
ら
し
て
い
る　

好
き
な
と

き
に
好
き
な
だ
け
食
べ
る　

家
族
の
食
卓
は
な
い

食
卓
で
、
家
族
を
意
識
す
る
必
要
は
な
い
程

日
常
に
家
族
と
し
て
の
暮
ら
し
が
あ
り

家
族
と
は
、
メ
イ
ナ
ク
族
ぜ
ん
た
い
そ
の
も
の

赤
ん
坊
が
生
ま
れ
る
と　

2
ヶ
月
母
子
は
家
に
隔
離

さ
れ
る　

母
親
と
の
2
ヶ
月　

ず
っ
と
一
緒
に
過

ご
す
こ
と　

ひ
と
り
で
産
む 

勇
気
と
体
力 

赤
ち
ゃ

ん
も
強
く
な
け
れ
ば
こ
こ
で
は
生
き
て
ゆ
け
な
い

2

ヶ
月
を
過
ぎ
る
と　

赤
ん
坊
は
子
ど
も
た
ち
が
育

て
る   

子
ど
も
が
子
ど
も
の
な
か
で
育
つ

生
き
て
ゆ
く
た
め
の
術
を
体
験
し
て
育
つ

何
を
し
て
良
い
の
か 

悪
い
の
か
を
知
っ
て
い
る

大
人
た
ち
は
、
し
ぜ
ん
に
覚
え
る
の
を
待
っ
て
い
る

13
才 

女
の
子
は
初
潮
を
む
か
え
る
と　

母
と
子
だ

け
で
一
年
を
過
ご
す
。

 

ビ
デ
オ
鑑
賞
・
メ
イ
ナ
ク
族

午
後
8
時
0
0
分 
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隔
離
は
、
女
か
ら
女
へ
と　

大
人
へ
の
通
過
儀
礼 

女
性
に
受
け
継
い
で
ゆ
く
儀
式　

伝
統
を
受
継
ぎ 

家
族
の
要
と
し
て
生
き
て
ゆ
く
大
切
な
儀
式

個
人
で
は
な
く
村
全
体
を
祈
る
ま
つ
り

子
ど
も
を
た
く
さ
ん
育
て 
家
族
が
人
生
の
す
べ
て

み
ん
な
い
っ
し
ょ
で
な
け
れ
ば
た
の
し
く
な
い

み
ん
な
が
健
康 

み
ん
な
が
そ
ろ
っ
て
は
じ
め
て
メ

イ
ナ
ク

「
し
あ
わ
せ
」
し
あ
わ
せ
と
い
う
言
葉
は
な
い

し
あ
わ
せ
と
は
西
洋
人
の
言
葉
だ　

あ
え
て
い
う
な

ら　

み
ん
な
が
に
ぎ
や
か 

み
ん
な
が
お
だ
や
か
に

過
ご
し
て
い
る　

と
い
う
こ
と

祈
り 

踊
り

ゆ
た
か
な
自
然
が
あ
っ
て
こ
そ

自
然
と
は
あ
え
て
い
う
な
ら
世
界　

自
然
と
い
う
言

葉
は
な
い　

自
然
を
切
り
離
し
た
か
ら
こ
そ
、
自
然

と
よ
ぶ　

自
分
と
世
界
を
切
り
離
し
て
考
え
る
か
ら

こ
そ...

シ
ャ
ロ
ムH

P

「
百
姓
カ
ル
チ
ャ
ー
」
森
谷
博

 

木
村
さ
よ
さ
ん
の
モ
ー
ニ
ン
グ
ヨ
ガ
。
お
っ
ち
さ

ん
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
チ
ャ
ン
ト
で
朝
が
始
ま
り
ま
し

た
。

 

モ
ー
ニ
ン
グ
ヨ
ガ

午
前
7
時
0
0
分 

・ 

 

ソ
ー
ラ
ー
チ
ム
ニ
ー(

た
ろ
う
さ
ん
、

と
し
あ
き
さ
ん
、
平
松
さ
ん
、
須
之
部
さ
ん)

破
風
側
に
ソ
ー
ラ
ー
チ
ム
ニ
ー
を
取
り
付
け
る
。
妻

側
だ
と
雪
が
落
ち
て
壊
れ
て
し
ま
う
の
で
。

材
料
は
、
黒
い
雨
ト
ヨ
を
利
用
。
便
槽
か
ら
太
い
パ

イ
プ
を
水
平
に
突
き
出
し
て
、
垂
直
に
立
ち
上
げ
、

45

度
の
角
度
で
破
風
側
に
伸
ば
し
、
そ
こ
か
ら
ま

た
垂
直
に
屋
根
の
上
ま
で
立
ち
上
げ
、
固
定
金
具
で

固
定
し
ま
し
た
。

窓
取
り
付
け(

さ
よ
さ
ん
、
お
っ
ち
さ
ん)

蝶
番
部
分
を
掻
き
取
り
、
柱
に
固
定
。
戸
当
た
り
と

窓
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
付
け
完
了
。

1.     

下
穴
を
開
け
、蝶
番
を
つ
け
る
。(

窓
↓
枠
の
順)

2.    

上
下
の
ス
ペ
ー
ス
を
均
一
に
し
、
窓
の
位
置
を

決
め
る
。

3.    

一
箇
所
決
め
、窓
を
枠
に
固
定(

仮
止
め)

し
て
、

位
置
を
確
認
し
、
良
け
れ
ば
固
定
す
る
。

4.     

戸
当
た
り
を
つ
け
る
。

5.    

ロ
ー
ラ
ー
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
、木
を
あ
て
が
い
、

(
窓
↓
枠
の
順
で)

固
定
す
る
。

建
築
実
習

午
前
8
時
3
0
分 

・ 

ド
ア
取
り
付
け(

ゆ
き
ん
こ
さ
ん
、
ユ
キ
さ
ん
、
ほ

り
さ
ん)

蝶
番
部
分
を
掻
き
取
り
、
柱
に
固
定

 

戸
当
た
り
と
窓
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
付
け
完
了
。

1.  

蝶
番
を
つ
け
る(

ノ
ミ
で
取
り
付
け
部
分
を
掘

る
。)

2.  

ド
ア
を
は
め
て
、
蝶
番
を
仮
固
定
し
て
、
位
置

を
確
認
し
、
よ
け
れ
ば
固
定
す
る
。

3.  

蝶
番
の
穴
の
ね
じ
を
止
め
る
。

 

外
回
り
の
片
付
け

メ
モ
リ
ア
ル
プ
レ
ー
ト
に
名
前
を
書
い
て
、
ト
イ
レ

の
中
の
ド
ア
の
上
に
取
り
付
け
ま
し
た
。

メイナク族長・その言葉は示唆に富んでいます。

ローラーキャッチャー・窓が風で開かない。 ソーラーチムニー・匂い対策 リラックスヨガ

メモリアルプレート・欠席した人は名前を書きにこよう！ バイオコンポストトイレの全容！ ドアもついたよ～

と
も
こ
さ
ん
、
木
村
さ
よ
さ
ん
の

マ
ク
ロ
ビ
の
お
料
理
。

「
天
と
地
の
恵
み
と
、
作
っ
た
人
に

感
謝
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

食
べ
な
が
ら
、
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
棚
田
の
話
や
、
う
だ

つ
の
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
飛
び
入
り
参
加
、

須
之
部
さ
ん
。
国
営
ア
ル
プ
ス
安
曇
野
公
園
、
管
理

セ
ン
タ
ー
の
方
。
ソ
ー
ラ
ー
チ
ム
ニ
ー
の
取
り
付
け

に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
チ

午
前
1
0
時
3
0
分  

薪の火は人を近づけます。 朋さんとさよこさんのマクロビランチ。



71

ブ
ラ
ン
チ
の
後
は
、
今
日
の
感
想
と
、
一
年
を
通
し

て
の
感
想
。

継
続
し
て
見
て
行
く
面
白
さ
が
経
験
で
き
た
。
大
勢

の
人
で
や
っ
て
い
く
、
そ
の
こ
と
が
大
事
。
デ
ザ
イ

ン
コ
ー
ス
で
は
学
べ
な
い
こ
と
が
学
べ
た
。
自
然
農

で
は
、1

ヶ
月
に
一
回
で
は
少
な
く
て
、
残
念
だ
っ

た
。
手
を
出
さ
な
い
け
ど
、
目
は
か
け
た
い
。(

ゆ

き
ん
こ
さ
ん) 

の
ん
び
り
と
し
て
い
た
こ
と
、
食
事
の
持
ち
寄
り
、

良
か
っ
た
し
、
楽
し
か
っ
た
。
ア
マ
ゾ
ン
の
ビ
デ
オ

は
感
動
し
た
。
大
事
な
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
、
気
持

ち
が
洗
わ
れ
る
思
い
が
し
た
。
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ

が
完
成
し
て
よ
く
や
っ
た
な
あ
と
い
う
感
じ
。
人
の

つ
な
が
り
が
貴
重
だ
し
、
刺
激
だ
っ
た
。
自
然
農
の

や
り
方
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、大
き
い
な
。

(

た
ろ
う
さ
ん) 

今
日
は
余
裕
で
す
ご
せ
た
。
こ
う
い
う
ペ
ー
ス
は

合
っ
て
い
た
。
プ
レ
ゼ
ン
で
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み

が
見
ら
れ
た
の
は
良
か
っ
た
。
森
谷
さ
ん
の
画
像
や

話
し
が
聞
け
た
こ
と
が
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
次

に
ど
う
や
る
っ
て
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
、
再
認
識
し

た
。
人
と
の
つ
な
が
り
が
、
一
番
。
自
分
は
人
に
は

な
れ
な
い
し
、
自
分
を
出
さ
な
い
と
人
に
は
わ
か
っ

て
も
ら
え
な
い
、
自
分
で
や
る
し
か
な
い
。
そ
れ
を

や
ら
な
い
と
い
け
な
い
か
な
、と
再
認
識
し
た
。(

ほ

り
さ
ん) 

 

コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
が
完
成
し
て
よ
か
っ
た
。
で

も
、
後
か
ら
見
る
と
、
ど
う
や
っ
て
作
っ
た
ん
だ
ろ

う
と
思
う
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
反
省
。
講

座
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
日
ご
ろ
の
生
活
で
の
判
断
材

料
に
な
り
、
迷
い
が
少
な
く
な
っ
た
。
講
座
で
、
い

ろ
ん
な
人
と
出
会
え
た
こ
と
が
と
て
も
良
か
っ
た
。

(

と
し
あ
き
さ
ん) 

 

美
し
い
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
を
作
れ
て
よ
か
っ
た
。

人
が
集
ま
っ
て
く
る
に
は
美
し
さ
も
必
要
。
シ
ャ
ロ

ム
に
は
セ
ン
ス
が
い
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
有

機
農
法
し
か
や
っ
て
な
か
っ
た
の
で
、
自
然
農
に
は

び
っ
く
り
し
た
。広
い
目
を
持
て
る
人
に
な
り
た
い
。

そ
の
中
か
ら
チ
ョ
イ
ス
で
き
る
よ
う
な
。
そ
し
て
、

わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
伝
え
て
い
き
た
い
。(

ゆ
き

さ
ん) 

 

二
期
生
も
合
流
し
て
、
た
の
し
か
っ
た
。
ま
と
め

て
発
表
す
る
こ
と
、
ま
ず
は
自
分
の
考
え
を
ま
と
め

る
こ
と
ま
で
や
っ
て
い
き
た
い
。
自
分
が
幸
せ
じ
ゃ

な
い
と
ま
わ
り
を
幸
せ
に
出
来
な
い
こ
と
、
少
し
分

か
っ
た
か
な
。
復
習
し
て
、
自
分
で
や
っ
て
み
て
、

問
題
解
決
を
し
て
い
き
た
い
。(

さ
よ
さ
ん) 

 

実
体
験
で
語
っ
て
い
る
の
が
す
ご
い
な
ー
。
塾
は

一
生
の
宝
も
の
。
ま
と
め
て
、
人
に
話
す
と
勉
強
に

な
る
。
現
実
か
ら
離
れ
て
、
み
ん
な
で
シ
ェ
ア
す
る

体
験
が
出
来
て
よ
か
っ
た
。
分
か
り
や
す
い
言
葉

で
続
け
て
行
き
た
い
。
ブ
ロ
グ
を
立
ち
上
げ
ま
〜

す
!(

木
村
さ
よ
さ
ん) 

 

持
ち
寄
り
の
ご
飯
が
回
っ
て
く
る
楽
し
さ
。
サ
ン

デ
ー
キ
ッ
チ
ン
に
つ
な
が
る
。
一
年
を
通
し
て
、
ま

だ
、
も
あ
も
あ
病
で
す
が
、
大
事
な
も
の
を
思
い
出

す
一
年
だ
っ
た
。
出
会
い
が
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も

み
ん
な
と
つ
な
が
っ
て
い
け
る
と
お
も
う
の
で
、
よ

か
っ
た
。(

お
っ
ち
さ
ん) 

 

無
事
に
ト
イ
レ
も
で
き
て
い
い
な
〜
と
い
う
感
じ
。

で
も
、
維
持
管
理
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ま
た
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。(

と
も
こ
さ
ん)

 

建
築
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
楽
し
い
。
い
か
に
生

か
す
か
が
も
っ
と
大
事
。
シ
ャ
ロ
ム
は
忙
し
く
て
あ

り
が
た
い
時
代
を
迎
え
た
が
、い
い
の
か
な
あ
。シ
ャ

ロ
ム
は
マ
イ
ナ
ス
成
長
す
る
企
業
を
目
指
し
ま
す
。

再
来
年
か
ら
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
と
、
瓦
理
論
で

運
営
し
て
い
き
た
い
。
繋
が
り
と
受
け
入
れ
、
私
は

こ
ん
な
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
方
、
ぜ
ひ
協
力
く
だ

さ
い
。(

ケ
ン
さ
ん) 

 

こ
れ
が
お
し
ま
い
で
な
く
て
、
ス
タ
ー
ト
で
す
。

d
o
i
n
g
で
は
な
く
て
b
e
i
n
g
。
ど
う

あ
り
た
い
か
ら
、
ど
う
し
よ
う
。
な
に
を
実
現
す
る

か
ク
リ
ア
に
持
つ
。
自
分
ひ
と
り
で
出
来
る
こ
と
は

た
い
し
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
ん
な
人
と
の
つ

な
が
り
、
こ
の
つ
な
が
り
を
つ
か
っ
て
い
く
。

こ
の
講
座
で
、
そ
れ
ぞ
れ
種
が
託
さ
れ
て
い
て
、
自

分
の
と
こ
ろ
で
大
き
く
育
て
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、同
時
多
発
的
に
広
が
っ
て
い
け
ば
い
い
な
。

(

う
め
さ
ん) 

最
後
に
み
ん
な
で
、
お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
!? 
じ
ゃ

な
く
て
、
み
ん
な
で
グ
ル
ー
プ
ハ
グ
し
ま
し
た
。
1

年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
み
ん

な
で
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
報
告
・
大
林
俊
明
、

ゆ
き
ん
こ
、
一
部
・
落
合
佐
和
子

バイオコンポストトイレの前で集合写真。いい顔してますね～。

みんなまとめてグループハグ。手をつないで渦巻きにぐるぐるっとなります。


